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本者は、 アメリカ②林奈系者ら-つ Ae&t_3ccddecce&Pcctoz 

(氏。府者に よれば,、旅者 出版以 朝 は 合み回ス○ﾡ会官証びに 

土坂係会功林糸部長など妥販々ﾡ任さ れたが、 現在はチーﾡそ又 

いくいみ水ﾡぐ力る)今 「_アazt awed ムグ」23 みzた
out /c6RAW-/ILL B0ok CoNPANY.INC./P4? そ研え資 

ﾡYしく訳汝したれもらくあみ.

今泰国の殺场族は, かっては. 或螃黑物. ※材. 収桜林産物致は 

林系ガﾡのい今ヘI ょ み現金収入スび土壌と *○係会今*ぐ 入 ミ 

く贡秋した。べ*の役は. 枚場林る ・む林柔はﾡ対ﾡ流に対 ・く示 

よく枚立って さくいない。週似 . そ○他よと妖ったﾡ営は、 山 

麻幺 して. 土報水②係会為 およど枚場ﾡ○浜ボ為 とLく °夕 

zい«次上k«ﾡめぐせた. *こで. 山林& 武 埸経岩 翔 n の一郊上 

して 修もす みよ ヶ にな み なら ば. そ 凡 は武场問桁。安定的 增 大 とキ 

ﾡ*の係会とに及っ◇<. ※系為は状木そ意作物と し<淺哲・ソ 

でさくろ2 …… く忍ル 血か4. Km2 " PEC 共 者「お厶一 

なれム元tateスtcnt1ボ大よりうI用ゝ. 一条には. 渋発林チ 

肉限の前在次一 っには こ②立あわYﾡえられる. 本等執 ﾡ 9 動検 

も. ヘへる実契教②結系シれれも②とみくも、 本寺み内ふ伏ら 

して少し%不ﾡ後でないなろ う. 本者 ○委約が一きに し て許ミ れ之 

ら、 その前ﾡく/〜4*)は、ﾡ林そ内外両祝求か ら、そしく 

※易が*回段段済的視太へ らスれマ九分がし. それ ら 生 産 の 潛 を 的 

ﾡ性みい有洲性などIz、 またﾡ半のﾡ奪くよ～/スﾡ)は主にﾡ 

場区で上○同ﾡ*" 生虐校篇 ○改場う法などにそれぞれ ふく ゝ、 

み Yいえよう.

*るは、 水版後+余条%隆ﾡし. しかゼわが函とはﾡ体的、社会 

4f的条件べかなり受しくい2らで、 べ国○普み系そろ他の関 

ゅ Aにﾡ抵お役に立ちに く いで あ ろ ク. がしか し、 ﾡ場② ※敵" 

殺る林向氏へ②/つ②ァプロー チ②仕クなど*知る上にいさ さかな
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りとるご参方になとど忍れろみて、 不訳及びﾡをそiみナ・

あ えて如湿ふナこヒにした. な お 若 こ受』っ4る数多の写古や 

刑 毎 ( 参方文ﾡ・ﾡ差百係 き素. と 他 ) はﾡ協の 図 係ごち受し 

た。 また太ﾡの選百は. 既E のようこ「Fal。 wcod CroPs ご あ る 

がどの内 なからみて」 「※ ﾡ杯ク 基」としたニヒを対ししてお方 

なけならない、 」 .

• 沼和 ョテ チ> 戸*・ • :. ・・
・ ・ ・-
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序 文

不キの目的ド、 ﾡ場役宅がルmuoucadに(み令さくいク 

私場a門 a *aot-wsoLとad sな.と 4 ﾡ 及 せ ろため 

その坂か的な祝送すろ こヒく力み。 本をは※千○統※料な

てﾡ政さ九くいあべ. その主受初分は枚ﾡY○ﾡる山*系状 

>ため9系理にふて いる. ﾡﾡ林優る○初ﾡら他 に以受と なろ 

烈る前報な 糸枚術 /にけがばゃれくい2. ﾡ 易执の 有別株玄 明 ら

にうとために、山林ﾡ老らﾡ例をﾡﾡ為に工しくﾡ示すク仕率に 

てそくいた. そによって、 系枚将②た刑は比鉄やふ彩にな々

にろう. 本者は核場林条に 内 す ろ枚ﾡ哲 ぐ 力 ろ べ、旅米名 ゃみろY
・経ヒんど本考く%ちみ. ヒいシ○は. 表楽名にとって糸

h 再 第全体の 同鋼 で あ り. そﾡ反から桜止 し けばなら か 

らく力み.

会回的収糸に っ て本音を 無切 た o ぐ、原理に対す.み 寿 察 は■烝 

ﾡにNXな伴ない、 しかる、 な地万に迫用ろさﾡ料でﾡえ

&ゅばならないつで、 多く②スﾡを珍しくいろ. 学従"枚ﾡ為 

は#スぼ detce合?y ¥系林生産物べﾡ立 ? ラ合②知数名 今ゆ. 

る自の地うに»»る木ピカン太にﾡすみ殺※ぺなければならない. 

こLはす及へ作業ヤに致ばなけば承らない. また. 土ﾡ係全条べ 

か衆爰務 の面 で 展突者を指’毋 す クには. くなくヒ8地みの土娘 

意め区る9天あに岡す みはﾡ的知教さ、 はた 求 カン大さ令めた

別Kに@用でさ ク角林実務につい く 夕 くe 契 体的 な経険的知郷2 
そ マ修用 しておへ なけばならない.

らに学彼 は一糸ﾡな 林業 用 會、例えは「世林 xev.ccc2tutc J,
「 木番か 子2◇*cク -d在。cん」, 「ﾡ ce/dce . 「回洲年 ccctt子

#&。 J, 「立木 4なzae」. 「エオ /tz2ce2edd /Zcc4cそ 」

と 1 つ 用ﾡざ、 ボード・ フィート. 九太材ﾡ ./ 4ca2e. 才 用 材

ポ &よez な24y. コード. カフィートのようにスく快

ていク洲ﾡ当仰にﾡ通 し ていわとﾡ欠して いる. 力、かる 用語•の 定 張



-2-
は用認条2Y こっぐ明らかに した.

本ﾡ②並受性そ納 したり. 土返係会ネべ林郭門後済的有 

利性Yそつ他の有洲性Yを枚素者に就四したり すク透今の助けと4 
わような基磁料はﾡ2ﾡから4ﾡで勲扱った. 殺場とは. 林ﾡ 

物««係的に生震し. そしてﾡ及すクため. ﾡ系右なな経巻 

うろこYてあ2. そ② u林経るケ ﾡ業経客ど全に紐み令わ ハク 

z. 枚みﾡ済にどってさらに次さく役ユつことになあ. ﾡﾡ素 は 

枚内の地で行なう桜み区せでろク。 々 比 は 主ヒ族協間建 号 ある 

ナなりち. u林作業は意易ﾡら利用②-ﾡくあみし、 また底林史 

産物は及易生産物くカクルけ そあみ. 林※ 自は森林対る筒¥ 

な状ﾡの尺用でえりあ. そ ○条状術2 型解したり、応用 した リブ 

みことはむかしP け くはない.

君君は. 多く②選料炎がに有益な解%. また多大らﾡﾡなそ 

そ下 さ った今象四ﾡ務名土ﾡ係会スの7く②地力水務gに対し/ 
謝のﾡを表すみ. こ②く企②作ﾡしたﾡ分ﾡ用②ハンド・ック 

は 本号②者送に際し、 #に利用させくいただいた.

ﾡﾡ②ﾡ査作業にたずミ っ < るらっ/令象ﾡら u林るみ 官 

には. 本者②%4の調釜に %功力を願っ。

本考 ②作政ゃ枚正にﾡしみなさチな下 ミった私の食き ス人 . ジ ョ 

ーン • w キーラーと, この汝ﾡに全2までの着為の十冬クチみ 

のヤぐ、 示夕Y有絵なごﾡﾡY*下さったヒュ-・H:ベニイット 

土ﾡ係全易扱Y に 対 し, 派番○ず意 ※枠げと次ﾡくろろ.

メリーランド デカ ーソン

/クとワほみ月 .

John FREDERICK Preston

第 i 章 ﾡ 論

後場人系%な人述は. 寄門9なにユち入ろポに 世系林業 

にクいく※干今承堂な行なりなけばならない 。

pPは、 せ飛る国の系林地岐"ﾡ林について少しは知って 

い みべ、 愛央ベ神用 ﾡす之情報はこくわずかし 久

ュっていろにすさない. せ示ら 林/! 物奇裂②始大*工条百孫材料と 

しくのホ材の1表性つ増大についてはへなり よ く知って いろべ、 せ

の u炊②双条 ② 生た他 力にWしてはほヒんど知っていないろく力 

ろ.

光のほYんど, 納/00偽エーカーベ林地になっくいろ. こ

は州地会の2ﾡに当すみ &9て力と。 げん い標地 ぐ校っ 

ていない/ス電エーカなﾡ用する上 クになり、 しかも手っかずみ 

s0%エー"をWネし. 彼低ぜ2"ろようになばね 上 の 森

○く飛ﾡ4 ポす及初 は 絶 (にどﾡめらクよクになみ。

いはまでせ飛係林面ﾡ② タ け 公用さくさてゃく ﾡ ﾡ約

Zﾡ○行なり くいろらは zよ 代 エーメ下で力み。 ﾡ余② 

ﾡ林は土地の ﾡ 統 的な生&に ほYんどは全く 域 関 係 に 夜 林 ミ 

んていみ, いいかえ K ば、 せのくは. 夕りところ 全体とLて

#の1受性ないし価値ヒい うるのを認めて さ ていないの み.

用全体②せいぜい & けな太材の係鋭生産のために色者ま 

ていクにすざな いc48.
せ系の孫林は大ミく軟材ヒ属材ユだイの。。.ん. an イwcdwvcc

の2っ②ブルーに分か くいみ. 検為は Q らにﾡﾡ地ク秋林

YAﾡ光②灰材とに分かいく\ み. 数はせ派み旅面ﾡ2 
ゅ夕よメ、五似地み○材林は /s x、 寒 地 力 ○筑材林は よ2%

1 zそマ5行しく\2とﾡしてい々。北*リカくは、 みq
Aのス%が主に条ﾡ co4eu く牧みゝくリ. 合参回 ぐ は. 対 ※ 

がルホ糸A命命ﾡの*分 zとめくいみ. 烈 ル ガ み双材林は 注にア 

ャ アフリカ, アメ・カにあろ.



だにおけ々産物み消資型は係そ自体み分布状彫 そﾡん し 

ていない。 産糸保用番②よケメ上か救材がﾡくあって せ示糸 

林司務 oく: に た し なけ ば4 らない. つい で. ﾡﾡ地ろ o 
浜材がべ ・表くあとら対 し 久ﾡ地み ○8材林○A ※役用は材環 

的 に は相 的に少ない, 教材林 ○上 べ北ﾡ選ほ地千に合後し 

ていゃ,

函段○生汚水ﾡは史業 化学工系. &びそみ他②艦糸にﾡ刑: 

と不材②一人当り消女型によって示*2. とえ ば、 アフリカ& 

ど越来におけ2大切分○図ﾡは北アメ リカ②回氏の木材供用・ら

。でてあり. 中近系み国段はすハその %。を伏刑 L て いろに 

すさない。 その回氏②生ﾡ水ポはほ ほ円 じ同係にろ み(48).
系は せ系○ﾡ未切ﾡと者ﾡ な係べカみ. く向○祭望 究えミ 

せ•よ シヒ ずる場台, せ界②株林みえ会な利用はネ可欠のいて し 

へ必永税的でなけばならない。 系林はﾡ地のﾡ後為で力り. 総水

係倉くろ2. もべの*明端ﾡは資林客非高てPほし m小にダ 

めた。 かってはﾡ木べ生い系っくていたﾡﾡは不そら, 砂 屋 ○派浜U 
たﾡ地と化し. そこで②ﾡ系な救イ子みマイルの&ﾡはみ, 沈ﾡ 

手ん② ﾡ承 < ﾡ Cﾡ したか家は 小 ﾡ谷 ○f政かい*く Lま 

った. こ今と3.く々はﾡﾡY斗いなべら. 表※«後べすんん»に 

とられみ雀-の手ﾡとして. ﾡい年月とﾡ用と%ﾡすち京林2再曲 

ﾡす々事ﾡ面司すク2 くあ った.

ﾡ林は災旅物でろり. 湿ハみが力み. そこは. あなたなるって 

いろﾡべあり. あなたべﾡ統していク老物か力ろ. そは社会で承 

%万ﾡな原材料であみ. 条用Yしてﾡリなく役ユっ一効. 対材 

数代.のﾡ. アルコール, 久後ゴ4.派※. *てはタンクﾡ公* 

% % 伏 すと%のべ他にあみたろうか。 こらの ﾡ物 は年々 増ﾡe 
一全ななどっていろ. 化学的用はﾡ手さた ば ヘリ で»み。敬 r 
化ﾡは全く新しい プラスチッ クマﾡ物の分にのり し く ミていろ 

(48)
殺乳は間飛 ﾡ林 分 acccxxc4A。 に依移すみほ合欠系いっ

% 1 表 せ のﾡﾡ <48)

② 沢新ﾡは 4 目 方 工ーカ で ある.

・ 列
独

/ooカーカ «mかつと /ッ(エア)

a-コッパく ソビエット運な味く ) 52 24./ "身4
ソヒュット" (&ck.era . &...xa..ムos "今むゝ K3 ク/ e 火よ o /ラ42

及が北ア フ ッ カ /2/ S と /ク3
光 ァ*リカ /s4s フ 夕 .フク

j 中気及び南アメリカ くメキシコな今も) ス.ク. 2
i フフリカくヒアフリそ除く /マ4Y、? スス./ 2Pフ

※ウアシヤ イスラく. ス o
太そ地以(オーストシフリア. ニスーチラン に 太¥) /ラ, 4 4. /テ

せ 界 eバよ7 スス 4 c.
合祭ﾡく上家のみ当のるの味く) ラス 4

希希«科ウ 科*季番番 ・・ー
ファ

た.今糸目な令めれ多く②回では. 困ったことに. 物 おに除で 

力の々かなりて た. ﾡ央地○役災に当って. デ条用 

材の受はめざましく. ﾡ年め持統す2かのように8う. ﾡ材っ不 

及ヒな範曲に亘り、 しかもふしゝ。 ﾡス次せ系大教ら同に. 令条国 

の商材9ﾡ型は空前②さになって しまった -般経済茶条② 

ベック・ボーンななすﾡ条示界で、 ﾡ条ﾡ材の不又す ろ こヒ はろた 

へb矢糸らさ%のくあろ.

※は不ﾡ会な経滑状ﾡさ強めろ か りだった。 その 空 率 な承因 

ケ系へ的なるのくあって, 数十カ年にﾡってそ②思彩場※及ばして 

さた. せ沢な祭な系さ上 げ、 そ し くく々公Wﾡにﾡわ九 ないよ 

クに とため9サカ2 ヤには. せの系を式くなし み考レ.

※ 3 ク 野力 加 令 女 八女 け 九ば cら\<48.
合祭回のuは 424モカエーカでみっく そのうち的44/ 白 

みェーカ次部糸Yしく分択すクこYベでさ2。 しみしなべめ. 的 

フケるラエーカ火災のﾡ※ 益な 8 た らモ ない %のYみ
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2表 合象活ﾡ林②有状ﾡ

地 数 公石株(i.州所.g> そみ他今水句
耕］

L: ニューインブランド 
中が6大 
中央※さ 
大示・湖水地力

Aフスケ <<ere &5a4 /743/

a; 南新大洋ル 
納部

ﾡﾡ8ラ
〃員3孑 4ワ 24e ク7 24& /83244

大子ル召北例 _2ん.j ララタク _4ヒ2ラ_ 4スc
新; カリフォルニヤ 

とげコッキー 
商 ク

4344/ s.4よ4 /ス.7&

------  ------

42243
.............. ——-     ■

-/4.270 224テ 2全 夕べ 44/2z4
α 位/ 220 エー

ら 函有林は フラよバ2 千エー

なされ、 みりうテ4召ラエーは今みとこっﾡク及まく木材生産 
休行なりていろ. このうち納«4るアェーカはまだﾡ材問系生 

○ままく, 合条函書初にそのクのメメ上各在していろ. /7«4年 

現在み合象回今 ﾡ栄株 coxxc&2 か必反 く 訳ス着 注 : ネ材 刑 エポ 

刑材そ生ﾡしくいあか、 その能林地のいすへなす)の木総 

材枚は/42/召カボー ト・ フィ - 卜であみ. Y権 また. こn 
は系盗 3よ年間に43% 少 したことにな っc4.
y2なは令条回の山林ら分求急とm有②力ら ましそ系したるら 

て•あお

&M &. B2aok 時士②掲すみところによれば, 非及※ら向山 

所有撃像 は24222上という. この相学位数の/%や 

», すなりち, ユケ00○個くﾡは汝くは非枚系のK行林ﾡAっ的

44 % に 当室々/ 百万 エ ー カを&有 してい" このそ拘商行GA 
は 3220 エーよりママハさい こYになわ. 残り 229 る は 

874220 人な"マ上わとﾡくへ有し 平均的75エーカくカ 

ろ。 こは. 明月らかに, この平ﾡﾡよりはわ久に小さいﾡ為べ 

例的多ぶなとめていろこ と くろっ う, 822202 くべ /2ないし

$0り工-の有規ﾡのﾡそもって\み, と 22ac% 士はみく

I ヽ み (39), •
合象回の孫林は アメリカく 今る目に ミい と"わみ沢ネ会 

ク0%トルの木材利河工氏さヌ坂 し. /80み②ガﾡ者に古ﾡ的 

才用②»な. 他○ス007人に両ﾡ的なえﾡの々 そ<北立 

ダしくいる,大さいガからαつら工糸さ炎べくみみと、 郷. 杉枚. 

会乱, 織物の快く•あお, オス次大扱宮ﾡ2令条国2林た物備ﾡは年 

c/o®トル上にL. 田K斜○やくダそちて いたくけ.

デン マ-フでは 4o,220 工 -力 ○uべ 4.222^にた用 ② 

のな次供していあ.なりち. ノ人当り平均 /スよエーカの1林部 

承uなみ。 スイスでは. ﾡ/20エーカな品年/くそ状表しくいろ. 

合糸躍② u林ﾡや ○現状では. ォ/ 次木M 危 求グ碗〜

u..t... ②/ﾡ的着にﾡ用の場*与え2めには 的"'" 

-力を区受ヒしていわく1).



—8 — -9-

第2章 合象里星場林の全ﾡ

国内食源としての木材

ラス次地系取争中 にﾡっ た 林産物 飢經 は. 会田的にス林系な係 

全し、 色理すみこて ②1奏性2 め. 殺乳 貫龍に 考 したあらゅ力 

祉a◇た物のﾡ符に係 して良した燃ほの神的, 円体的ガ例は4 
大ム同ﾡたった。 枚系為は比救的商欠可ﾡなせﾡ妹から回氏の夕多 

ヒ ヲ クネ材々 生ﾡし. 収及すあYやうﾡ負な他のﾡ者とﾡﾡに担 

当していろ, メス表で注目み②は. 合象国の段有ﾡ業終召示 

め的 42スを枚祭為お有していろ象でろみ. 派も信ﾡてまみボ欠 

値によみビ. こ②産的な山林っ大初分なヲ召ろ②枚糸右べ行し 

くいみという. 令象回京北初るは. 同地みウ林地会体の的ス5スな 

ﾡ糸者欠めっていみ バージニア州ではえ全によ2%を また合糸 

・前部のいたみヒ こ ろく4の%さそぞ表条為が所有 していろ.

産物の国百のﾡ社 に対す ク役刻はﾡ裂であろから, 換糸者欠意場 

株ぐその生産物の生産冬想当すク場令には. 公共の信奪とﾡ助Yな 

シけみべさ ぐあみ.

工業用原封料

本系倉 ほ 生産酒 で あ る, 深材料と加工ﾡ司ヒいった二つ○部マ 

な%っていク ○公放考 くあろ. 根等 は 食 理, ﾡ料. 教、経. ﾡ子な生 

産 し. 駅売 み. ﾡﾡは回 氏優済②基償誉堂 とLて契ﾡさていろ 

人々 はﾡ条者 つ生産物ないに生ﾡ«きない。ﾡﾡが生産物び費部に! 

産してくなけば. 国氏はﾡぐ 函刷 して しまう◇く力ろ. にゼ 

かかりらず, ﾡ業為は会でﾡめ歳ﾡなんで. しかる不江○ﾡ彩 

署をまっささにﾡ除すとのべ巻置くゐみ. E年, 政ﾡの共ﾡしたﾡ 

制/によらなけ ば, ﾡ糸者はき生ﾡ%コ ン トロール すみこ とか; は 

とんどでさない. 大ﾡ分2工※くは. その生産々調ﾡすみのに対し 
表茶ﾡ○場令は, 省なべら②生産がべで生4逐な、ら増入し 会 

い市易価さ係>ため2, それそ敗えすみ②くろろ. しかし なた"
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このようなことは産物今生述にはあてはまらない。 そは. そo 
ﾡ②歳作物客救すろと いうﾡ を 力 で林ﾡ物«生 産ナみ枚ﾡ者は今 

まく余 りいな\からてあろ。 ﾡ簡総セフめ合わせみということから 

ば, 水材生虐○場令の時向つ妥糸は週新生震そ防止す みという 

ﾡ系べろろ. また. ﾡおのﾡいヒミに林准物そ有利に敗すろょう 

c Lて 山 林 の浜ﾡ区老面 み一 wpodCAaud-ntan.s子cwtwnt - 
gzawt たてて いク数祭者べいろ。

ﾡ6ﾡベに は /0系株分み食ﾡ*生ﾡすわのに?系ﾡ以上パ表 
るく幼らかぬばならなかった. 代メ明 ﾡ国では. そ○仕考は2坂 

株下でまにい. 他○みりらへは尚店«ﾡﾡしり, 部係配ほ 

をしたり. 工ﾡ段せをしたり. 枚加なしり. 人々っ多な欲る 

九えさせろ ため K妥な他○多く ○仕ﾡな行なえみので力み。原系 

着の生艦物々A ク人山はﾡ場く食催"似催% 生産ナみ表ﾡかららか 

たあがくあろ. ※ﾡ物市場そﾡすろヒい?地からすると, 消 

糸為 は水# 用 工業 り 探来を 終院 さ せ々ためﾡﾡ な派材料な供総 

すろこYにだけぐなくて. よりﾡ次の他のﾡ業〔 これらの産来の株 
ネール・ ストアー ズ

業近は農產物であろ節, 木林, ﾡﾡ用商品(バﾡ徒:木ﾡ択たﾡ代 

9級/用 怖M で, ピッチ. テレビンﾡﾡをﾡす>. 食程々燃入す 

る くで»ろYいうにより ) そﾡ条しつブけ*せっこヒにも岡 

べなるっくいク。 ^

食ﾡ*飲俺生ﾡ しそしてﾡす2係に. ﾡ栄者は多 く ○ホ材H 
刑ﾡ系べ生准した, タル 用族, 麺用板,バスタットYクレートく 

訳着接: 家典, ガラスな. 系吹優扱○箱, ネワク), 展极異,柄 

※用具, 表命用之ﾡ. みどるﾡ終※るな枚ﾡく直桜快用しくいろ. 

たとえば, バーラニアでのこら裂乱の消ﾡは枚※為にみ消ﾡ 

な多く, こら林産物総消貴裂の3%にのはった、Xバ - ジ= 

フ r 送研死 ひみcクuta アefrtcekncJnッそcttc がみべて い 2
大低 o 産 ば 製ヨろ 生ﾡご社 で表産物 な伏所 L くい2.系沢& 

炎倉は名、物や約ﾡ物, 箱裕刑ﾡ品, 私. ぐめ物用ガンナクズ, 氏 

メシ以な凶ﾡてしていみ。 *の茶着は兄本司②ﾡセ用材. 二 

*用材. そ②悠あらけと池②次遊材と仕上げ供ﾡし しか. 

ﾡ業合の作った食えなベなけばならない. あろ※者 4) は.

ラ味系いな位そるって ま湯 と エ条 と 0 冈座俭ス説明 してい ら. 自 

納我/007合そ生んす2こヒに次のような枚た物そ必そとす 夕.

t6はのべていみ。 すないち. タク カ浜分の 単を, ヲスみみ牛 Y 

%4のk, /。 み aou *から解らクそぞ今W産 物. ータククク 

工一力分り孫. /ク0o エー力分)又 上の お物 と /ス220 エー分9 
登ん,P ス4e2 エーカ分○みﾡキビ. *2222エ ーカ 分の 旅産物 

<力». *ス次は系救4 ﾡ○台物4○年生&ﾡはよよ 2う合くろ 

? f .
数夫者は, 山本隆セへらﾡられる利用ぷみ大さささにしなゞS 

ネカ利A工*活物さ せあこYに岡べ*めっくみ. ﾡ右は令引 

○は河8系召A9 «0ダ%有していとべ. エ※用9 ネ材 さもﾡ 

すみ◇はほYんY不"ﾡで»み. ﾡ系為べ救 舫林の 係 と 土 係全 

みえずに自台次材な桜料し そ今他◇枚産や今簡ﾡそﾡ係すろ?
(扱立たしフようヒいう祝為だけからな方えらならば、 ごく 

すか②ﾡる4ろだけで, 木材生産次でさクのくろろ. いまﾡ場林 

c4っていみタく ○面ポを送状"ﾡな用途に白けク とい ク机太から 

すれば.ﾡ②土地洲用にしたカベより夕加○収途冬上げみことにな 

る, Yいうﾡには妖向べあろ.

生産型の増夫

フメり力の枚場の木材生産型%現在②3将にすべミ »り また 

そべ"たでもろと. ﾡ時にまた ﾡ的な向上さ如符くさみ. 国 

移ﾡ林②生産州大な悩妥として\クく2図)。 今今ところ 系 

全体今ゞ艦女②や / な枚場林がちめく\いク. 数場林艦物ら
はば#,ﾡボ 枕木. スパル用材のような各似ﾡくク

殺た区名は, 滝山ﾡ○型的な増大そ催にすとなけくなく. 殺 

のおめ2引令な地ﾡめうろらでろ々. すなとち 総生産ま2 
%, ﾡ材ﾡ材. ベニヤ用材, 小株. ﾡ木. 及料ﾡ生林みよ
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2図

-----------------------------------------------------------

隆営私ﾡ林は会ﾡ物にみ く 生& 

の道大に負らていク.

死在勿氏 は アメリカ 林物 ・ 

生たﾡのやクな生A していみ.

*
ンン

企物総ﾡ

ベﾡ場

当命, ※場林で 生&してい み&型 

②みは 浓灰 ﾡ*. 枕ネ. スび 

ル材のよ クな信然<個値の值A、> 

材ぐあろ.

ラ 

22 枚ﾡ点○総生A ・

べ低欲っ 生& 物

__
うな必みにすとことてめあク。 合数国及が名今 行物 そよろど. 路切 

な後ぜと*っく後食分% っていっ fﾡ場林は. 千入めしない 

者 d林に 比ベヌﾡほど生たﾡ々ﾡめられたという. そ②よクに経る 

すみY. 令条固の表場林有倉は. エム材ﾡで好した場合に 

今22そ7 トル②入く 当べ。 でありなべら, これまで入手 

しなかったべ>上げクワ能性べあみ. 条を. エ易. ﾡﾡ. &がﾡ 

迤厶 どz建数 ・ﾡ投し/りそしてすべて ○f教品 . 数県. &自物 

などを殺ﾡしたりナ2のに従受な刑林 小柱. 枕木. 木. パル 

プ用材②価ﾡは.枚ﾡ為だけでなく 一 ﾡく にヒってるW心があろ 

ﾡ場へ の次通の翌ﾡさは. 消為 にーア安い産物なﾡ供す ク 场 

令の-つ②ﾡ妥な裂因てあるべ. ﾡ糸為にとってさらに有洲Yなろ

水材用工ﾡみ木材帝 委にたじろ必合. ﾡ場はその全国的な能 

にんり ・行, 州有株. スび行林ヒヒ%そのﾡに当ってい 

み。 工易叶ではるは*ﾡ料な入手でさないのぐ. 良ﾡ地に得L 
なけばらない太材用工系の例は次ﾡいと公ない. そ○s 

く は 次自マイル, 執イマイ ルﾡた と ころから深料な 似尽 していろ 

高地的 に はネ材 な立宜くろって8, そを利用くさいのぐ 太材 

列!用工場は新返○扱置々余体なく ろ 場令が しばLば力ろ.」 そ 

クい う場易令に は, 秋»林に おけ々い力いろ② 報で ﾡﾡ○林&納 に 

対すと経地帝惑はﾡな し a < な る。 かかろ次ﾡな済すろ-。 ﾡ
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ス的7滋は旅産物生た翌そ増大す みこ ヒ くあ 9. そ ク すば木材 

テ用工ﾡは8との位置にろだろう こべﾡ※ら真理てろろ け

どめ, その産ボケﾡ業止めみる", 木ﾡ及Y不材取引Y2 
係は辛上めはなくなり, 孫型的に 8政 しなくなみ.

ﾡ«を内功ﾡにﾡらせ»ためには, それY登名な会くのベ沢 

と が 席検 な岡 係 に おることや. オス次せ系救«によっく. ア*リカ 

くはﾡ究系くﾡったらてろろ アxリカ人役 ﾡ理*して係 

有でさろどんな系ぶ氷源で%. そのように供用しなけばならない 

と主私すろ9はこの段除久ら理命的に\えみにみう。 木材はかへす 

コ toくきない系然共派くろみ。 系林添は ま ます函浜②岡にﾡ 

てな2は ずで » 2.意めなら生ん <有 しか もお納に ﾡ 入す.ク 

<は. 護の計西«無初で、ないた力う。 地区上戦係会宅型区 

«その主任, その他②ﾡ糸増*為は」 国土ﾡ4の役切なヌすYミY 
アルように, 木材さ喜面に生ﾡろため②救務付けそ架 そそ 

酉朝すみだろク,

山Y浸曲

艦物は. あと程及まぐ. 枚作物とﾡでさめ。 たとえば. 木材 

<作?た人をﾡ系は制で作った&のにﾡしい。 プラスチックは ネ社 

多/みは準々なと殺作物で作らろ.」
令彖国南部産 9 総と松は 総. レ-ヨン. そ②他の後乱②/めに 
製セルローズを岐り *す場令の旅料Y し<或 ろ お: 反 ま く鋭令 ぐ

» み. 芻査結 果 く«7)によ は. ﾡ地で糸的的にな救 す みカ ゲ. 

そ さ 面いた山林俊噌 太 で抹底物 W 生産 す み よ、ソ s. 生震は理的

～後い能性べ力ろという. こべ中突ぐめろとしく8. 締 は 破 斜 

%に入印ミ作物で力ろ. ペ科地そ継6しく 細 ﾡﾡに伏用すクと, 

・糸化*せ, 地«っくりだこと に .ろ かかみ 娠斜• 地 は 

• チ のる戦的 地力なﾡあみこヒ なL に木材 と生くさみのぐ.

ゅ Pに A A社 遊を 利 問して 木お ○形でセルロー べ教ﾡ※ 地 

ろの沢や○枚逐ﾡ済てろリ ﾡ巻○回段ﾡ済でる
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エ条は地 • 牀世 ②いずから てる生可ﾡ & R #なますす 

多く炎委として\クのて. 山林○1安性はﾡまってミていろ.どう 

ば帆谷地みミせずに表作物«救場くミとか. %-般に応紹 

ていい. 函ま 4.200年 ○向. 土地洲作着はペ地く火ﾡ的ス意※ 

な* 2場令に伴ゝ う私め困な向Yてりﾡんてさ/. 世※○洲作 

ﾡ地のほYんど大棚分は」 現在 食継生震に向けられていて, そo 
多くはﾡ斜地で力み. 工米用駅料さ増たすみためにはその耕作地z 
表大 すクことであり そは地力な一ﾡはげしくﾡﾡさせろような 

ﾡ乱に耕作岡系そなお一ﾡおし上げみ ことによっ < のみゅ«ミる 

のであみ. 林産物か ら符らろエ ※用ﾡ料 次多く なばなる ほ y. 
現在. 山林でろち救百ラエーカの傾斜ﾡ場地の生産倍下今た除性 

ははす ます少な< xあ(2).
-7の夕川ななさないし. 一つ ○※ﾡ林は 決水なﾡ止す み効※ 

そほとんどめっ ていな いバ, 立した 何a スという枚場林らカタマ

は, るに作刑して. $くへミ効系な上げた,枚めら多くはく 

コ研新な令系固ﾡ②ﾡて各在 し. そ こは共卜の水も欠ﾡ大くろ 

2. オハイォ 添分 行なっ ﾡﾡ岡9 ﾡﾡ地表決水聖/ 岡すろル 

によろと 林地流水ﾡは地汎水ﾡら7ﾡでんちY英証しくいろ 

<8. ミシシッピー北新では. /アラ/〜/クラス年②系風甲で糸林地 

にス7インチの際水愛をるらし, エーカ名リ ククポンF②土ゅな 

失した②に対し. 耕地はエーカ当りラクトン*  汎失 し /(9). え っ 

ﾡ②研死汽料め月じﾡ系名 して いる c9い.

洪水柳常 上の大も広ﾡﾡの-つは. m製地Yて気っ経老地とか 

ら生ずる以及ﾡ水型などうすみかにあと. ミ シシッピーがの 
水状え 円すみﾡも去みら引用し次スのスはて ②切 ない②で力ろ 

<40).
ミ シシ ッ ピー•流域 で こ っと め忍介HJ林同向ﾡは表必レま受ス 

枚光扱とに付在 し くいる /542e 平ク マ イ ル②地にW係ベ 
あみ. そのﾡﾡはﾡめく枚ﾡてなっくいろ. u林登表した 

り, はそ復ﾡ夕したり. 木を依ﾡしたりすろと. そのm 

有者外のへ逢り利ﾡべ失われて しクどいうこビそにる 

ﾡして\なやﾡ乱万かの個別枚ﾡ右べか久ク状ななっ ち り 

と有し. ﾡ型理してい今. また この座の切先で有力な义科 

とム2ほ2ﾡしいエロージョンなクけた及場地次 各な Lてい 

みというﾡ突は一ﾡ城く水大な枚ﾡべﾡな しくい2 う に岡す 

みい づれ の報. 皆苦•に も は っさ り«ﾡえろみくみ。

火糸*牧命へめ係獲  */  Jは水○枚 e 自※に 防止すろど 

②であろ. 所ﾡ的1場からみば かかる係マﾡ理さ行なった 

は烈る生産的ぐあり. 有刑く4ある. 係れた山1任令は火災枚 

G○s:く し. 林木ﾡ名 ﾡめわにめに分を改食す み こ と てあ 

ろ.こ九は共水 に ﾡ え、自« 的な 内 波ほな系いこと iに な 2. 決水 

のkによと回氏○ﾡ社は系林会体2扱助そめチとLていろし. 枚 

めその外であ ってはならな い 山床り 很 用地 に とめクﾡ令がい 

ハに小くとも, すべての土坂係会のてそそポに研えみだけ? 

価値あ随徳でおる.

ﾡ地設用の幅失

及水と土地洲ﾡY ②円月で会国的立ﾡへら その1ﾡ性* 平L 
c②ヘオ3図でろろ。 /ラフ日7ェーカら及あ林く/ア«パセンサ 

ス)②クろ,タヌ百スエーカは土地収なくLUC)ﾡﾡ1, I. 
ロに入ク (o>. こはﾡ作物々先犬的に生 A でさ み派設2 土地く力 

». その土地を地Yしく利用すととには. 状木べそめ似杯、. 

変理*なけ K ばならないし そ②ﾡﾡのﾡ千は,排水総. ら 

43ﾡ永。 ﾡはテラスヒいった多少の係会ﾡﾡべめ表となクう。 

このう3召ガェーカゥちのどれだけな, いっ状して益理し, 作

* *忆利 讯守る 久 は 全く 推 列の河 能る るみ。 マそ突祝しう2と 

す 力 ならば, これからすく なく と るス ～ o 年 な②ことのようにﾡ 

pn2. というのは. 水状イだけYYのえば 作物永場のくミ 

み»うクマエーカ上②土地べほのにあろから てあろ.
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3図 表 明 あ 計画 の 全税

く/"夕耳の土欧悚全的 係会明パから >

く /ヌフる万エーカ枚みはノク2年のセンけス2よろ )

くLUC)

3320009

奴的な制
※条した原ダ 
バ600000

坎似达カ偌層 
くLVC

に 产规:
送会府とスI 消にけナ)
協 I ろ然め
-一 I 、 
耳ばﾡ , — I

今 スク年 今向に, 呪を地 
ﾡ検っ よイな 密伐 ミ. 
他 の ﾡ生た にﾡ所 ミ れ
ろだろう.

J3生2o02eエーカは (る ﾡ 
さ K て. 表ﾡ面ﾡに 
とことになクう。

前得函みﾡかゅス番目み神は主に土地収益がﾡ竹Vとﾡに入る 

3りモガエーカの土地そと示した化らくろ2. こは会くﾡ作ネaら 

土地くたろ. ﾡ, 林地でろったこの土地は. 問ﾡさy. そしてポ 

物救場べ行な わた. こ そ州地"氷学地 cしてめ泌はや有<は 

ないし. 番起林すへさくあゃ.米って, 現在は飛地ヒなっくいろ 

この階ﾡに入み土地はヌﾡ始州に多く ○著例かスられめ. いっん\ 

こクいク土地べどみくらい○ﾡ催なうむム. YいうこYな示した 

考千みﾡ料が方ろ. その生震性はわずへなも○ぐ そはﾡみ任 

となってさていろ。 「ﾡ四YWのクわぐ 気欲良4なところはへ 

て. 作物数バよリめ木材生ﾡみスべ召iくいろ。 3 ク百カ エーカ, 

米単地にしてめ. Wス益な分に上られない. ニューヨーク州 *
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>シルベーニア, 南アパラチヤu旅には. こ○ﾡみ土地次何モス 

工-かろ2。 米回ﾡ立争時代やその直がに. そ○土地○巻干* 

谷留産としたが:. その大久さﾡく次楽してしまっ。 こっシちo 
一新分の安逐次にWすろ研えが南部アパラチ* 山ﾡで細にﾡなわ

てミた(I そ こなm型して初め /4-バ年の向に今起次ら 

作物なした. っいで その沼は永ﾡ*. ※木*材木な生長 

クよクに4った。 «←年役には。 そこそ再びmﾡし. や3書源 

上○作物な救場 した. あめ②$型つ作物救み場令は 年に エー 

当 ソ 平均/タフ” シェル り, 次つ3ﾡつ作物の場令は大体/クブシェ 

ルのそズ生産登を上げた。 こら。 殺物能ぷべ その土地てな林 

○ままnした場令に生艦さ M z 細他ﾡがよ り & 桜に い な ら ば, 

・Eにとっく, その板穴は壮怖 た巨缴と K っただろ ラ. ラ2召ス 

-カヒいうﾡ地を結ﾡしてﾡ失ﾡな刈して も 無 恵味 であ る.

※3因○K中にろろ /24モラエーカは. に太材生産にとっ 

てメ初な土地るろり その干ないまm欠していみ. そLて 

ゅりのチくは. 偽る. 社会べ負招してﾡﾡす2こYになっう. 哀％

の試問そ防止でさろとさ. 救場係会面は画区らﾡみな A担そ磐 

就 してやmるり で おる,同時 に. 但、眛 &カヒ ﾡ 神 的 ご ﾡ ハ ゆ タ 今

○浪※着%核済 す 2 ろ ラ .

当はY* の40 山接Y o 闘録

・g習②高共林た けと方系すみとさ. 次②※与はﾡﾡなるが方 

ク. すなりち. 桜場林はﾡ糸私行林②総面みスてれ2. 
x0*%しめ. 的3召7②枚条名べげ行していろ.非求系○段行林 

aof42*は$222エーカメ下 ②へが m有 していみ. 非求 

がのK有状行有○やクァ2メは /2 aい し 今2oエー②有況ポ 

そカって. 枚場Y対比くさクﾡﾡくみ々. いいハえば. //な 

いし$22エーカの有林所有為総次はやラ&召へであっ く. そ 

e 74 % は 祖 夫/2 法 朱忐で 否 る. 非常に多く ②地場.にあみﾡヨス エ 

一カ ヒいク 非我家 常林 は 装物林 と冏じ く ゅいら大さ ミ <ﾡにﾡ

i------  欣琢一夫 0 祖とそ兄 ヽの報検可舵画痍 ----- -
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在 し, 枚系右と非ﾡ条為ビに共血的ﾡ千み向組を状げ久け < いろ. 

合象ﾡ○祭. 今大湖州。 &そつ他○地城には. 小さな殺十力 

とい 不を有林欠 »々.たヒえ比 ニューイングランドでは」 

表みよりる知外にス/ヨアェーカの有林べろみ. ま/た-ュ-ハ 

ンプンアは, 20o エーカなわ ずム /ヘで 所有 していみ山# 

あば. 3200エーカなスフ人て所有して\る林るら。 ュ 

- ・ハンシア9五っの那るく町にはﾡ場の2スない し今ﾡ○大さミ 

の 行が 力2 ) にあろ山2平均 奇ポは ユ2ないし /ふ0工-カ 

で力ろ. ミネック ○非表家有林②大 *は平均/42工-クく»み 

<39).
小山林行着くろ2表*有Y非意系とが共ﾡでそ②所有林②αg 

やマーケッティングなマ2ﾡ令には &に行えとなみたクう. 性 

尚ﾡとマーケッチィングドﾡとは老ﾡな岡係べあろのぐ. 大新分ら 

州林務 官はその向図をz しな\ぐ処理すろ傾内なある. 及ほこの 

べみべ。 両府总主 な 産異 は 火の森で あ 久 非水系②パ有者は自分。 
商行地そ系林災産ンみなしくいみ②べ場ﾡてあみ, たから, 山抹な 

敵るし. マーグッライング条務を行なク 塔令んさへス天にや 
&けばならない. 他力, 私場宿者は じしば. 自分 — 

林べ産 ○m有者だヒ は周っ て いない. 枚のﾡ地ら-初はﾡ木でみ 

Pnていクべ そは自分28方Y計動によクーﾡ的な次悠か知 

ない. じ林について②アトバイスなクけ入たり, 安定した木材 

市ﾡなつ。み場合に来2因ﾡなﾡ同ﾡに直ﾡしたり しないうちに 
役は系林星を係統生産っ でミろような経き状能に &っ ていめなけ

ビならない. こが枚家と非ﾡ系林有為と○向ら空妥な林*岡 

ﾡ○ﾡ点 そろろ.

ﾡ糸着 べ非表系9 小有 為ヒじ フラ スになろ 合 枚○枚ﾡ的 

K 糸と マ-ケッラィ ング矢がY に W 7 ク林条同然は隣くっ 御 

ﾡにカ2 読 ﾡ糸行Aっウ形Y似てくみ. 為Yも岡じよラな 扱 

功なボめくいククく. 共ルf令は可力にﾡ立つだクう。 両着とめス 

材ﾡ着のい千であり, 名有 和 しかめ ﾡ統« に 生A すろには

ど入したらよいか知リたがっく\る

当製為 2重
理謝句には, 汝ﾡ林ﾡ番は滋本的に枚場ﾡ老9-報でろ2。 また 

女著纟 つく しくネみ生産と行 う2は 表糸倉 6 版次り-部 •で 乃み。 突 

孫Fﾡと しく. 我業西 は 自分の u隊®そどけ ク 2 け < は い か な . 

出の能系次 し く ない。 <ほと ん ご収溢さ 上 げ られないか 8 知q メ I 
zいし. は上千にって申分つない収なそわけくいクハゼれな 

い。 .

「意浜か各な安及的分償督 し. yっ承産物を#続パに供偽 

くさムけば, アメリカくの歳い生活水くﾡ対. ﾡ高っいっごゝ 

は俺始くきないたろう」d2ゝ.

系は国②ﾡ源 ぐあろ ﾡ条者済ﾡ林ら42メを生産的:経ﾡく 

さないヒ. ﾡ場有者は勿命. その他の人くどﾡじさ こフむみこ 

cにuる. 意めか係ﾡ ・ 官されみなら に. ﾡ右 / リ く - .

a氏合体べ利会な事 受すろこYIになみ。 木 そ投行に供ﾡす2 こと 

は. 国改 を 幸福 ヒし 条※させろらに灰立っろう.
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第3章 農場経営における所有林の経済的価値

才と具場経週

株が部 はウ木く 林姓 に 立しくいクヒさ2 収 *のﾡ伯 )②見地 

ハら好個すクよクに本ﾡセうけていろ. 商糸の場令A, ﾡ終生A 
力と して立木ろ敗ﾡな しばし ば行 なっ ていと. ﾡ条林2有さはﾡ 

分○休地ハら込く継て生活しくいろ. 同時に. 木敗え用生准 

物に加工すクため②カペ 教 そめっていない。 米って. 立木敗え 

②孫申分2 ない次ﾡ収ぢ«力げろ は. 土地とた分にﾡ有 し で, 

た分不材を生准 Lな けばなら ない. ネ材 ﾡる②敗たによって ゃ 

らに多般ら報酬*将ようてすろならは 商※林府有有はぎざ着にな 

らなけばならない. こはそのひてのへ生経"生活ﾡ及Y全< 

ﾡ係べないだろ う.

たが, 大部分②枚業名はさざ立場にろ2. 紋4は経ゼで 

あみ. その経巻は. 土地生産物な生ﾡし、 そして以たしていみ ﾡ 

才がﾡっくいみ生活ﾡ及"仕のﾡ智ては. 収ﾡしないま生産物 

を敗たずクくに対して, ﾡえのいくような生な今えていない. メ 

邪分○糸准物の個はは主にﾡ糸着. 保る. ﾡ求の段能によってﾡ入

2○くろろ. 林務 老*教糸者べ枚場な まだ 立木殁階まで•あみn 
うえくいみの は激ル状か枚場縁巻 として今えらていないし また 

著実そのように用て\ﾡいこ とな証四するgらてあろ
小表, 政 ほ ワタ, 今は ﾡ物 そﾡに突ったまま吸ﾡしたり, ﾡはK 

隣のへに氷球地貨欠したりすク枚米名は. 製会4救場桜汗み尿助 

2従っくいないこヒIになみから 行さﾡまみか8知い. 大祈分 

②銀行*休係会社は ﾡ当によってﾡﾡしたﾡﾡ地をﾡ芝した 

りみは質式す2ろは不えYてって\わ. 小表, 油】, はフル」 

ッの い ずれ の 作物 で 初 ろ ク Y め. その 獎励 君 の 見込んだ 利 羯敏を 実 

現キ せる 邀業 投殺％ は きわめて すくな 5 “ 管ごくめずかしハ* 

ら々いﾡ楽 体 大いに次ﾡ的なるのくあろとみなけ」ばなら4い。 環 

判的にみ て, 期ﾡ通り em将をあげている救場区済は土地&ャ。

弟 技 和工. そしくクﾡぐはﾡ送に依存しくいる. そクよう 

cしく形成* た痴 他の大ﾡ分はあ ヒの二っの作共み結沢くろ々

らにほた枚栄為は番 n作色弾. 土塚ﾡ送っロY 
※化 スど夕少は好式などによっく, 労伪 黄. ﾡお き老* 

ocuなw ・/une, 税金どの合烈上ら収入がえら」◇. 

こは状下本によ之洲子及び利ﾡと し て運解さて ろるの くあ

ク,

-系にﾡけ入ら くいク枚通みゼカ名 こ小ハらふクこ どに 

しょう.小菱ジは トマ ト数 はリ ン ゴ o い ず にヘかルら ず自テみ作 

%の家ぷに人手※災攻Yすろ場令, 枚※名 法人の方ガを加用す 

みかは力の力 ○ﾡそ って. 派ﾡ生ﾡ物な記みかし製ご 

レして敗えすみのでめろ したがって。 耕地に立って\ろまま作ﾡ 

%えっRり. そ ○収濃と貫子に 一任した場今よりﾡ収会そ上げ 

い». ※千②作物について, ﾡには役着の力決な林用 していと本決 

着のいろのけはぎ シ まで*ない. ﾡ奈期におけと営剛ﾡﾡろス※ペ収 

政幹問妖ﾡつないため/z. 感栄 名は初吻に 立っ くい と まま 作物 を 欺 

fす»○くろ2。 米場べもくる ※央右は余材よりどユネで敗充 

ど:みなえないﾡ令べ多い. このょうな逐合には 系入益% 上げ 

2殺会は次なゆあらぐ. こ②慣行 に は及対く カリ ﾡはス対すべ 

く22, .
パル材. 製材用 は安弟め②小表どいった場合くめ maエ

A物②敗えにろみﾡのん険そ伴なうこYは勿的だべ. Pnゆe 
多くは月ﾡしよクY恐っていない. むしろ自分のお金z 銀 IC 預 け 

みみべのるましいし そで3イ以下のﾡそうみだろう. しかし. 

このか会着に沼すろﾡり. こういった係守的な総ほによ々財A作り 

二 物 めく 隆 し、もり にな る, しかし ﾡ行条着は力うのくあみ。

ﾡ素考所 得

総消学右は, 表ﾡ着符み派休とって 

力例,ﾡ本数ﾡ. 普ﾡといった»うに分預L
いみそ今示ぞ, 土、地. 

て\る ﾡ共者以外の
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人達②多くは この共系な一つ上伏問し < 前得 そ上げくいみ, そ 

らﾡ系みすべてそﾡみ今せて枚ﾡ物く合ﾡとﾡ経)な生産 して\ろ 
?

こそ, ﾡ業終当 -合dnucu子a&nt みん ぐいる.

土ﾡは. 多く○人にとっく得ら, また. 全くっ人にとっては直 

ﾡ. 商核に将のそハズ魚派体であク。 本糸生産○場合Yﾡがに」 

工糸.低. レクリエーション«どの目的にる利用*ろ,土地は 

高ヨその他の賀産Y同旅にﾡﾡ的な価値が力り, 土地を不ゆ産ど 

して取扱う号今には. ﾡ万み室べえらり なたりすろら 
であみ。ﾡﾡ地. ﾡはえにﾡﾡでミク土光はﾡ者以外のチずら 

Aが有 しくており この人並は地代として②符な受けとうていろ 

その他②多く②行右ば土ﾡから 得そえ くいない. ﾡﾡ的ﾡはﾡ 

殺ﾡ理由に よって 係有 してい ク枚考は土地以外の各でメな ってい 

ろ

信入人が土地係用 ②価を快 く 支な っ ていろるのが逆くろろ 
・

食 く 耕作 でさ 々ﾡ地は4た高ろや半分に迫 う 々対ﾡ てﾡ貨す 

2のが者通くろわ そほど食く ない土地は年准汝ﾡっ %②対優 

でﾡ質でさ上う. さら, そ今他み土地は就金を償うぐらいら地代 

そ各てﾡすにすさなゝ. 数百万ェーカ○枚場地はﾡ地べく生艦か相 

なわている. すなりち そ○有為に対してﾡめ快く地べなヌ 

わない。 こ○現合っ土光は役立たないかさもなけれ ば無 地べと 

祝く耕作すみみくある。 その収ﾡは耕作有ら 報酬マ僕 用した次本の 

減細 供 却 資 など を 係 ク ◇cf クﾡ及くあみ. 得役将 とい ょか 

ら央係に評価すろY. こ②ょクな土地の市場価値はﾡくあク 買 

予◇祝わ的ﾡ白ン野生々物Y に よ って常にる目的な価ﾡべあみょク 

にりれみ. そ<はﾡネﾡ子"終裕賞にスらないL 印脱. 税会 

の滞約となみのが者ﾡるめろ. ﾡ規者が このょう な土 地zがす» 

と. ﾡ経済のマイナスの袋因とな2。 こ々ﾡ版すろは.一酒 

後た表る地/Zよって次扱しけばならxい. そないと, そ◇会 

殺は 総号 て きな< なって公共②ごﾡ介にな2カう。

価②山林"波場z女欠す み こ x は称くあみ。 ス には夕く う
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理べあみけれどる. ここてﾡずろらは通当でない. ろる林地は少 

しgﾡ値マもたらさないとやうクぐ. 矢には場価備みない8ろ 

zみなみ。 乙は. その土地客設用しくした ﾡは従久 

ら②非生震的な土地くﾡ沢を木地著 > であみ 久 のせ い みみう. 

しかし 多く。 林胞 ば 幼令林の敗无収入 な 上げとま に ﾡ年 め季す 

のたろクバ. 木材"その他○形で催伯さ生たしくいろ. 林光依用べ 

xしてメ払う地は. 運4収ﾡ"商断じﾡにかからず。 伙採り 時 

所有倉が系領すクのくあみ。 相者べ立木災光すとなら ば・ そ ② 

く②が得は地べだけかる 知れない.

※水な入上ろためにく係1 クけの価ﾡそ と っ く 心々土 

地は, すべて. (ハ)秋会. (る) 財産維料攻, cy> 松下汽本え子な償 

えみたけク収谷な有着に与えなけばならない, ﾡ光光名催り て 

いみる合. 州光々生ヌう代とﾡ理 で 久 す,二次 載マハ c 系が林 

の逃炎ヌう 立木べ とは会くアじそ力ろ. この為みいすれる。 

今したﾡ性名件なった他み幸系。扱1飛ネ訓子ヒして入考 ミと 

総収会 と等銀○総神 そ%たら*なければな ら ない. こ 人 は. 検右 

ﾡ有み性の/に め/2 ﾡ業林負宅 になみかめしないべ. ﾡﾡ名で 

はない.

高央はたとえ 木◇形 <係統生たっ行なっくいクYはいた ② 

ズ! L い 各z 上げろためら 総老 お衆を増 マク ニと になみ. こみ番 

系はﾡ作光べ々基急に y X以本糸2将ではない. こ は 緑林 

式産な生た状電に係料 するという型さく. 木ﾡえセは#せろ場 

合に知 と今よ フ大さな因 ヒ なろ今 くあ々. 次そ 係 統 生 き み ナ 

役に催料すみため今配ぬ"ﾡ型公少し &なれf\ﾡ合には. < 

こぐのいかなる 木ﾡえ収 入ちﾡ&みーﾡら 光代 く力み. み 行 

apn a ・u林のシ くはとさには他い地べそめ/らす2 で. そは 

ﾡﾡ間にアが*た 地 代 くろみ。

メ央為が土ル%有し はﾡ貸していくめ ﾡ場ﾡ済は地べな 

突けと»こYぐはない. *は, み物. ﾡ本送ﾡ名え用しまたﾡ理 

ないなべら食ﾡ・徴ﾡ生産物そ生ﾡすみこYIにれ桜なる。 枚
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場み木ガ 生ﾡはﾡじ浪 ﾡ陰ﾡ 尿叫2うけなけばらzい」

着み求めマいとも2は 自分②者からク逆べぐはなくく 意炎 

ﾡに対比くさク山所得で力ろ Yはきうまく 2 な い, '• •,/ 

ﾡ火図は. 林ﾡ物販元ﾡネの次父裂因であみ立木御 労負,利海

○岡係について 大 ﾡ な. 考え 力幺説 期し ている

ﾡ 4 函 立木より 必, 系材く天っな力が有え

生産材全の な カム オゥ 太 ス 木 林
千 均 パルプカオ ル だて 九太

に示すめろは. //条及み網ﾡﾡ料に8とづく. 面税7シ 

ントン ﾡ住 9 32人今枚求着々対る2 して行な っ た意場林ﾡる分 

であ2. ﾡ売ﾡ独は/4ノフ/ァ/ドルに○ぼった. そ○主な生産協は 

ﾡ材用材,小桂, 木. パル材. 渋材であったく7
2ネ価 ッ®ァ

後木, 超お,利 反 2ァ3
土場ポみ, 永 4ス4
その他く決ア製令 , 道総修氏攻命ゆの枚求処別会) s 4 
利ﾡ っ。
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計 /ク久*夕

枚※有次笑係に突てクのは立木ﾡ.の.ヌ ・ z?
合系回山林ﾡY枚系後済スと は 桜名48くの枚ﾡ○作※に 

口すみ研究く3> ニューヨーク州く行なった そnらによあY こ 

の農央市/灾傑 に は, ゆネ式材 糸材. 報といった作条ろ教み 

会のやずハラフメを役/たせくいクにすさないとのべくいみ. ま/た 

似水及が共の 場合, にそつよ4%«マ用し ていなcすさない. 

こらの作糸は非常にﾡ単ﾡ具でまにろい しか名やい※領炭 % 必 

ﾡヒしないのに. ま た前の研えがﾡ枚み作系 くはズﾡ - 日 ¥ 

力 力 位 童,., 人を 利用 していないと就四 してい2r 8かいゆら ず 

今らべた②は予であった

チくの 湯令. 表素者 o 収株は 主に分のヒ 資本ﾡ伯 とIcよっ く げ 

ら2. ¥類. 大初分○fAは刃物ウは力のYﾡ人価Yへら生す 
みのて,大低の人はそうしたクラスに入っていみ. 自分っ村2 
ハZり2例分次衣如に百っ てﾡた 地代. 則 子. 改 は 消 K 上ってち 

ゅらくいみヒいう表条右そつ他○へ差はヒ教的すくない。 ラ物 

【契*み係べ救易が作系マ そり他念滋作条り、.、ず ﾡ用 で み 2 
4よ. «の二っ今受糸②利用によって収るな分が ゲうろというこ 

zは自@②枚場ﾡ済において非ﾡにﾡ季なりけてろ々。

ゅWマ※本表4今酬にけ e な く. ﾡ者消と し て グ利ザヤを 2 
隊す2場令には. 枚ル部nY L < ○※必京べるは入め分2作糸 

べ扱供 してい2 収絵ﾡ会 より8ミら Iz後/滅会々«本条為に今え く

ク. ﾡ理○将 活いが分の成長ﾡは. 4々 Pずかっ Kな支 

っく, 〜タ% の俊 く細値ﾡ着 なっッけ み v い >、 他 に んくい2 
ない生4物なのくあクc4). 市場なできみY, m発可ﾡ分はいつ 

<め段たくさ2ようになみし 後以林分は高いﾡ信とを会性Yそか 

Aﾡえた-般のﾡ商 ヒいうこヒにム2. ※めム産の利 消◇タく は. 

ルそ系及ら個ﾡくえるため2孫しリ 市場側で裂求していみ 

ス規お防細をそ型解したり, 項い手*市場に着皿すみﾡﾡとして 

呼られみのくあみ。
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課 税

※然経済るの公表した Y こ ろに よみど, /742 年9今象回及る地 

のエーカり平均ﾡ税殺はアパラ チヤu ※ ﾡ 州 o&/2ドル ハら ニ 

-・4 ング ヲ ンド州み / /4 トルまつﾡ画にあみという, 史部

洲Cおけクそ② 平均承は 2s ドルぐらいくあった. 表場術 no 
承 は登認宏に表示さてないつ矢置でろみ。 そ。 ﾡ税殺 ②チく 

はﾡﾡ改役帝系にﾡ係かろろ. だが. -祭土光深税承は枚場am 
②改巻ﾡ業女と地ﾡY岡念して決めくいク. 意場ﾡはそ○他○土 

地Y切り縦しくﾡされみ場令めあ2. そ故. ﾡ糸右はﾡ税②増 

大なで4. 地2皇し/り. はかの形ぐﾡ場すみの%労諾すみ 

場合がすくなくない. 多くの州くは. 林地について判孫な 税 ※ 

そ2z-exewt &aw. な・用 し て いわ. その法ﾡは次の上 う内ふな 

ﾡﾡしていろ. ナないち, ﾡﾡの太に分引税<evczancc な。 
く教着を:土芝Y地上物とに対し イ リ ﾡ すわょな)冬商用すろ 

滅合を除けは, ﾡ者が世したり, ﾡはﾡね林地に性長ﾡﾡな4 
ﾡ林そ仕立 てたりすみと, 年 条求殺さ非 ﾡ 他め クヒい こYそ» 

み。 そは立木ﾡ○/2みが者ﾡでろみ.

ﾡるﾡ済持有②ﾡﾡから して, 久久み法は意逐状総登な-夕x 
欠及させみの余り役ユってさくいい. ﾡ媒為は年々の社々ホ 

pて ャり. ﾡﾡ林は こ答えうわのくあろ. 表経済に合ってい 

万福一。 供探方 法は 連 耳収襟 で あ ろ. そ教. かかろえ税法は. 主 

た, ※ぼ林上りめむしろ向条林zﾡ用* Yくいク. I2%かかPらす, 

ﾡﾡ林改 号 画 wcocAand -deeイe/wte才 /ル22&t を央行*せ  よ う 

xして救糸為冬助ﾡす々場令 この法ﾡ○有性公型解でさみ.そ 

○法ﾡは 植栽予定 の標地. は何年8ﾡ入の込めない系K9 
伏弥地 (cﾡ用 でさ ろ. 大部分② 州 では. 教ﾡ税※ せ ずに 受が2 
よって 農 業者 に 自家用 以を 核 林 させ < いみ.

税会は複場林置老上み1大なﾡ考因子にならない.分悪く 非 

産的な※みはポ米隆客め 商老因すく力2. ・去○合録国ら産*久  

ら判断す ろと, 殺業名は-ﾡ②山林面承を相しﾡけとな力う. ;
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Z b ち,突隈忆 耕也 Y'収算 地 に レくめ 不利 そカろとわかっている 

30aみェ- 力 ○枚場そ燃地永根 すみ 必爰住がりな り で. 汝場は 

»少すみというより8甚しろ消mすクよクわれ々。 そ故 ﾡ 

易経済;？ 御鶴日 もN なって いみ林地さ なくす-○力まはそのキ*  

ベシチー相ん○生&なミせあこYくあろ. 一教○承場状は. 送順な 

各なマってはじめて 桜ャ前ﾡ ○-例を担当くさ ろ 9 ぐ おろ。

ﾡ条者は坂下可確の型とそ○季ﾡ分物率分と客岡型ミせ 自分 

○契物, 千L ﾡAび小ﾡのﾡ計きそ くみ.水はまた。 枚や地み 

聲 刈り. 肥料 慳妝 とそ の チラシ, 相作り. 商型,ﾡめ.のゆ諾などに 

子するﾡ許み物②配分乱2くらろ. ﾡ場ﾡﾡのヤに意場林が 

※係に令まれていﾡなら ば たみﾡ可ﾡな季師ﾡ物そ考虐 し く 

震物の収秋動なたてろことになみ. ・分に と って やリ か い k ある 

z恐うならは かかみ土地よって生なたてくいろ 大部 分っ殺采 

をは山部mで官系ガ的 な直杉校下 したり. •は 産■用力伪幺施值 し 

たりすちの多少の時向な例り 当て うろのく»と. 収おそっくに上 

ッらないよクな仕ﾡなす之のぐ忙しすざク②がすへて 今表為の

*州そろめ. ごく少な②枚ぼでは, ﾡ場に対しくるﾡすみ余総の 

全くない②公現状く»々. したかって. その殺崇者は山林を新林 

としく迎用みかるか②いずかにらわのそろ。 部 米 と し 

く堅刑すみ枚糸者は取えによっ くる以でき2 め今2す べく*植救 し 

く尚受し くいろのぐろク.

一般に. 作糸時ﾡみ点く仲幣性つろみ枚還の作崇は. 他○ﾡる 

部nYX非Kよくﾡ合すみ◇で. ﾡ易動々た て た り. 番 ﾡ 旁 优 a 
なであ場令-つの好加令ななそみクけ汝せみのでク。 そ○ば 

»い為糸るは,JI林ﾡ口の入りこめクた性そねめ. こな力し当 

ッ み 教な 力糸な検ﾡ的に誉す々久 どうへ 公 内船Yなる. ﾡ条者 

t役日に沼多系の収会な上けみたに当②家とﾡの依ゝそ共ﾡ 

くさみュﾡになウばならない②は勿弟でみろ。 ヘンリ - • c テ
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- ラーは合作目ついて次②よ うZのべていろ (43). るグループ 

の殺令作目から墜んだY忍りみ作物べめろヒし上う」 そ②うちの 

-ﾡ令作物は表条名の河ﾡ求«ﾡべにすろだろう ﾡ政な生考 

をしたり. 3条自分の時同名ﾡすよりめ, むしろそ○時問2非就 

令作物のﾡﾡに仕向けた力が価他ﾡいる ○zなみ。 て, 米 腸 の 億 別 

消を充分光大させ みよ う な非縦今作物を救多く 組合せみなろう

過表の所ﾡき うるための投資

保襲. 基製, ﾡ直. 型作り, ﾡ路。 多く②枚刷で山株※巻マみ 

場合, そ②生震性はﾡめて低いYいク段階28 とIz汝しなけは 

ならない。 霊表のﾡ糸は双るﾡﾡろ, 系るﾡ価なﾡ木そ似ﾡし 樹 

池*洲形のるいめ9 は似杯の対条 とし なか、った. 救還林べ以えくさ 

ク材そ生た した 協会汽 は そ ○っ ビ吹殺 し. その②役は必ず枚当したっ 

ぐろろ. その地はﾡﾡした. こ次地みはﾡﾡ休いすてg 
経しいﾡ系くなかったのはもっ4でめない。 p し この力浜をﾡけ 

みなら は。 その土地はたﾡち ビんな生&% でさないょうxろ 

かなり多く ○表場は 次体 こ ○次ﾡ になっていみ. そ 巩幺生産 的】 

次きにめっていくには. ﾡ糸の収会に兄合う投々況をでみ必妥次 

あみ, ※食なクけた表易地 は再生株 すろ以外/2 あはマ名 &作ず 

ﾡ高 ﾡを○土地光②引ﾡに入とわけくあみ. その土地は 生た的z 
ず ろた○祝気公行なりなけYばならない宰ゐにたちそっていろ 

著検み不受分な 光. 弥林地. ネ 枚林地 必マはりﾡじこ2 (»ろ 

ﾡ救, 防人み教父. 時Cは協ゐ炊数. チ少②かカな裂すみ攻太送 
ﾡとそ○原め2ゅ, 後政木を敗え問材ﾡのしり 劣寺木り自乐 

仕向けなしたりすろ仕②ため②祝ﾡがなさけはならない 

ﾡ作りはみ命○震考とウぐのZどそくんろう. 殿、益にやえば. こら 

ﾡ合み究所は林木Wすろのではなく, 成背 中 の 豕る に叙す な の肉 

全当くが。 そ れ ほ 未 払い の 象 循 魯 癖 六 / 勺 さ ない.ﾡ②新叙*と 

そ の ﾡ村 次と牧ﾡ地2 隣材 し ていク林地に深ナ場令Y 周林/て # 単 

地の鈴概 して いク油 <は. 難物芽再纶著の生屋賀. に秋 0 ゃ君貴夕班
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すのな浮論的くろ ク.

ﾡ付け協ﾡ入すみα我かろろう. その才付けﾡ仲"Yミには耕 

友的がめ受くろ っく:造林点今林地 は河依 と ﾡ ちな*らAはな 

りない。作※を行なうゐ先は土地にﾡ下*ク物到によっ く さ 

ウゅク, そのァ物は. 多菜君』釈. 物, 千し, 家も. 梨はネ材生 

&物さ炊えすと場令に主として乱化さる部分くろろ. 救地. 両 

例に算を生えら封た水路. &排水花設なごク教父. ヌ洲習"短 

リ 受刈り た作り 物クペンキ塗リ ﾡの台名会終のよう 

uいYゅと収な○直ぐ上げられない意作糸にﾡ物が夕投されて いろ。 

*ら. 減め非生た的ヒわあめのは作にめヒる とﾡしていな 

い土光な枚すみにめに枚下した"ので力ろ. 土地な生4的にすろ 

こヒは, 対糸今将, 武本 9 增加価値, また立茶になしヒげた仕中 

(表あなよりよるのに し. 人生に永ﾡ性そ与え2 こY >からえら 

丸み活受総といった形く. それﾡ特のB②うけみものぐろろ. そ 

ク しよ ケ とす 方 慈忠ぐ えあば. 久よ うな土地にるっ くいく作ﾡは 

※行可ﾡのくろみ。

農場おける木材加工
玄メはと、には自分つ生産物るペ材料として. とさには半ﾡ品 

ぐ製司としてそて敗すみつくろろ. 小まは"りとら. 腕软 

して エ埸、座 ばれる. ②ﾡ子は然し. 千峯はﾡ色されろ. 救物. 

千ﾡ,&ど次は内やﾡ枚裂記に変えらク. 木はゆ株. 条 

材しく4側でえクか. %なけ ば製材エ返"緊へは こ ドば わ . 表 

物内に無がエ物幺泯け そして 糸材客製材に す み 湯令が しはし ば ク.

»2社の状産物は枚おいて や らに加ロエす み校会祝供 してい 

み.たYえ . 松 と双材 と 小 入り沼 じり しかめﾡめのこみる 敗 す 

クKり に, ※ zﾡ津. 材ﾡ. &び次さ*○点 そ送み でる け で 

n», そうすみヒ. こまで○頁い千はﾡ糸名のみ送烈"ﾡい手 

係しYいった労のにﾡいみ幅なよみこんで う。 であク. ﾡ者 

名*らZm工す力と. さら所ﾡなﾡめろことになみ。 ニセアカシ
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ヤ, カメルパ. クフ. シーグー, ﾡはオーセ-ジ・オレンジのよう 

な耐ス材のとれと山客有し, 自eﾡ以上に生する浪系右はX 
易てその 研木 そ小えすクこY次くき2. そには, ヤずへ②先ﾡ性. 

計愛性. スび室伝族ば受く力ろ, 附ス材そ用てさないYころては 

海ボ閉所剤名注入し く 取扱 うの公高保なみ法てあり. そ。 みﾡ は 

みぷの女河な凶ﾡ としないし. 行 な枚作条でカクヒミハていろ.」

ﾡ千○意系為 は用材 xﾡえ していろ. 夕< 今場めで は用材名凶委 

としていろ. そ才. ユ木たりすみべりIに,ﾡえのチヤンスなと 

えくﾡﾡみせずかﾡ的に余材«作り 女す表系ﾡはその土地く小永 

りな*って. 収益○ﾡ大そ針れろのくろろ. ﾡ必では2*« ス* 

ス*/2, イ*4. 4*4インの乾堺材*インケ材さたえず 

係用レ ており つら枚易函内そﾡえすろには好ﾡのるつて»ろ 

用材を系紙ﾡ派すろCは. ﾡ学な. ﾡ千②枚符②型ﾡとりずかの力 

物とを必我Yすろ. そして. ﾡ*れた2Yは自点伏マってく九ろら 

そろろ. チ引表は用材の伏刑にWすろ係くわり. ﾡ切で※材した 

2今な保用し てった 4つ②枚用迷物○ﾡ女 そ示しる◇でわろ

ﾡ3及 枚用ﾡ物の場合の資用-ﾡ京

( ミネソタ州ウイノナ部 - 夕2年)

者る
実物② 
ﾡﾡと 
大ささ

ft

百e材 ﾡ 入 材い 信黄用' 
く名台 

xめ, 

トル

(すべてさ 
入した 

ﾡ合ゝ 
ドル ドル

e 型 

kft

貴 用
品 型

“イ

貞 4
Fルビル

非税会 
ドル トル

旅&,■ 
/Xスス 名472 タ/2 /&ze ク2 2 2 -. «2 /夕24 /4ラ* I

Aev8ez あ命介番
(8xラ クス7 4を* 2マ //s«7 2 2 //87 必％ /tラ7

i 2ta44 ﾡ小& 
24*2 &/よ /887 77 223w 477 42 27aラ8 42128 *3%

アt 函gポ合 
3* 42 スバラケ7 ペシ42 44e? 77/ /4/よ os 24 /4e夕?夕 1 /ペスィ7

---- 1
C477

〜---・*マ---〜一〜 - 3
千 j 22 ク22 メ.7i—・-- 223ク8 ダ3 32e ス44&

____
4

Q 土坂係全万今諾ろによる.

と ドアー. 窓ク, その他の既ﾡ乱そ除く
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ﾡるくなわYて さ ていみ有るなそら他○産物事ﾡ はﾡ令 用 商 

・ペカエデンラップ。 生ﾡと敗 <カろ. この¥糸さざみみ%2し 

にﾡ木そめっていと枚場は有利ビなっていみ。 そみ他 福 用 

※れ 紙例就. &びﾡﾡ沢さ作2ﾡ性なみろ. こっ作※はﾡ 

て8あにてきろ し. 大ﾡ9 表が社会でその製そﾡ用 L ていみ. 

こは, 2, 3○歳易平業にすぎないが. 生ﾡ的なﾡ場林はそ* 

発及させう みっぐあわ.

ス材の年依用ﾡはチんあに系した重り そ力っ. そク総承は ss な 

、.、レ /3よ ドル と ﾡ さみ.

落4表 一祭ﾡにおけっ林ﾡ物年伏用ﾡ

州 神 杖 
太

な 材 !

アナ武コード丿
用 オオ , 

ムイ ';
___」

4イ
インダアナ

ァィオフ

ト ミシガン

ネソタ

ミズーくオザー7合地%除く > 

オハイオ

フイスコンシン く番ﾡ) 
____ _______________________

7
フ'

so
<o

//2 
//マ 

/20 
/5

广

/ス

/ケ

/
2
s

------------------
/222

Poe
/ス20 i

sso
/< 222

822

X 222
/ス22

a 土坂係会めの ﾡ査災料に よ ク .

野用木材生星物

木材の価値%方桑す2場合. スっ2ﾡ糸が製裂にな2. 勿ﾡ. そ 

ゥつは, ほ良木な似係し. そで生全物べ作クような枚場林な 

円すろことぐ力2. どんな赤にる, 前zあ木次みく及在して 

し、み. ・役な木ﾡ己 は終負林 たゅ か らできみざのくろ み そ れは 

乂 系 ・型○行 ミ畑いて林にーア多 く 依帝 するようになみ さ っ ク. 

gう一つの妥未は場であみ。 ﾡ材. パルプ用材、枕木Yいったよ 

クな易年材だけ*震す みu林で. 高い得 上げろのはﾡ型ぐ お
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み. 収及材②夕ちかなりの型び梨材用素ボベニヤ用九太。 ボール.

ジは統木 として ﾡえ くき 2場合 ○み相当 ○m得2 あう ろらで» 

み.たとえば. ウィスコンシンでは. ベニヤ生産ﾡしていろニレ 

オ 名 /22 ボート・フィート当リ今oドル<, カエ デx シナノキカ 

名 7, トルでそぞ /ク〜Zﾡに敗た した.世約用材には大な木で 

ﾡ材とじク系件を偽えたホフィ ト オ-クべ, 祭条々数又にはララ 

ック ・ クォールナットンいク材ベネそズ前にやい個く光»ン 

いク例がろろ. ヒッコリーはほんら多く②用会べろろためにる 

な材とな2判をもっていてめ. ﾡえて函資ると%なク場合夕す。 

なくxい. あと及系者はスそ-7 • ウッドバ。ん。のxo4 く訳を: 

センニンソクﾡみﾡ物で. 年達べ. しばしは。 そのポマ突材 

料と してﾡﾡしてい2> と して ヒッコリ ー○市ﾡﾡな行なった 

そのため, ヒッコリーはﾡせ代にりたってﾡ*の淡力な8って、 

みるらてあろと数、yて は
ﾡ乏でその枚場囲では. 系圏②生産格を除く他②すべてつ主受表 

産物よりも汰産物り力がさらに少く消黄、巩ていみ,水爰ぐ締り栽 

ﾡ右は自分の生ﾡ物の22ダ以上そﾡたしなけばならない, 敘物 

の生産右はその大ﾡ分をあ布○形にしてたみのぐあク. したか。く 

とれらの生ﾡ物は回委経済とせ系経済○秒«なうけマすい. だム。 

といって. 枚糸着マ表対社会は殺ﾡ物の利用«みあちせ ろ以区 

はないのそろ2. そどころか, 逆ﾡおいてその用置をなめ。 

いろの休ﾡであ2 <la.

山林からの農場所得

林常物 よみ枚場所得そ 収係しセンサス②教ぱは桜めくスえ。 

く力み. しかし, ﾡ今表ら教学はﾡ8信ﾡてさろ%らく»リ 枚

か ら 上げん平均ﾡ②以るﾡな 示 し ていろ

ノク2年のセンサスには. 数場に おけ わ ﾡ 物からら符は令 

ていない. 普血み核場では台ﾡ用を今めんﾡ&物の突坂ﾡはね 

めく低<. ﾡ将み2※A1でろみ。 この得公大体銀幌で・、 ェ

ﾡ5表

センサス 団当後豕ーア 却ノ牀府物冰场听梃 ”
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目に価しない, 祝た 

ない 真 価 ○ﾡめら

/ア47 /ドル

/ラ/7 ス/7ぬ

/72? クs
/?ラ4 ァ

/タラ? 数値 な し

a 自合 以え生産ﾡの価によ

み総4

ない光からめ げゥ 

れ2とﾡうと こ○& 

いのな 列に不で o ろ

関婆ほないので善み 

こらmﾡは. 寝作物 と 

し < 木材 *生産しよ ク 

vして 林4せ した係

そ将らそﾡ味 しb 同年ﾡﾡ会体み総符は

スス 台万 ドル ていな。

かなり及堀/にYって 総芝 し な 表 透林 からﾡ及く ミ 々「将さ上げ.

しか8そのはみい木ﾡそ充余 

※千の例そみっけろのは尚ﾡで 

ﾡﾡルﾡ各材ﾡ. 経老管理よ

に 形すよう やな行な っ く ② 

»る. しかし系 計 土退衣島 依 

ろ 木 ※み事増といったﾡ糸み

伯客めなく花ﾡす みみは容羽な こY でない. /ア4会計年べに. 

大制分の州 は表場林業緊地為 奪動 #の&-イ～&cな dentextzcそerc 

とt をたてはじめた. 园 係 葯 州 では, こ協力していク枚 

妖着が送ど受な記係る と って いろ こ○料そﾡ老ろﾡ済的有 

みi性の姿次ヒ し くﾡ示でさないうちに. /0ないしス2年はﾡぎ去 

って しまク だろ" 限及経号の 戒系が会 証灰にならないとす み 

と. さし力なり, われわれてﾡ*せているようなﾡIにWすクデ 

- y <活え しなけならないなろっ
・ "

表め今艦性には多くの翼がみり. したがっく. 彼符 し 7 み 

方料 cもそな得在していとみはい うま < g ない. ﾡ千み※場ばに 

方沿いの低地にあ2. そ○北はﾡた, 不毛％. 青ﾡ○とこ力に 

» ク※ より8より多くみ ﾡ %上けうる こ とは 四 ・ ハ くろ2 エ' 

休市るにKい こ と は有 利. な田くみわ. る バ w 、 桜 み 

メ衆条地指*け面べ行な っ/殺場林Iにアす み多< ◇m所系に よ え

せﾡのﾡ滅な 後食分てすス と年エーカ当 りス24-よ2o
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ボー ド・ フィ - ト の 用がセ生産 で さるとい ク. 製豺 用来献 を 作 わ除 

生ずみ人が術分マ問似によみ波対 と加本な考えろY コート 

上②木材を加祭で さろこヒ/なみ. 役設な隆々林○な木ﾡ女乱は 

その生准材の会術そ用 す々場合谷らみ 総材 P久4ク 

4の2%にすざない. とヨーロッパの経吸がみえていろ。ﾡﾡわたし 

の 奈材 細格 は,"ク/ボー ト・フィート当り/クドル また 我探 しく 

株内C積ん滋材価格は コード当リタヌドルしていクヒ係し 前述 

ゆ3合て産しうクとすば. «2ーカの林からは/ク2
ス4 2 ド ル, い い か え れ ば エーカ当リケ な い レ 4.よ ドルの 年収 

ベ上けら2. Rヒえ , クリスマス・ ツリーピカエテシラップら

各を 加算したり, は枚場公帝ﾡ 2あって 値発用帝乱 z. 太平洋 

面北器でカスカラ caxcaa そそぞ生ﾡすみY. その総ﾡなさら 

2るめらろ②である. ー芝力杵有の. ヴは殺けヤ②そマ林A 
物細ﾡ次がを②ﾡ額っ2 3ﾡになった②8ﾡしくはなかった

殺場林系英地考針過2 優用よって 枚場易林ﾡるか ら収入%上 

ろマ他性べえはじめてミていわていクこYが. 失係②ﾡか必ら 

わと②くろろ. 木材を加工しくたクよりめむしク立木えリな、。 

ていク枚糸着か依窓として多く. そ◇ごく 少«べ糸や的な区るお 

なってい々ヒはいいながら. 令旅客すべて似ﾡしはじめくいろ 

したがっく. ﾡﾡ林糸地造球計乱に申もし/平均将は,及※者 

公その他○歳産物さ作りはしめるとミとﾡﾡに, 色分②u林な電る 

しはじりクヒ そに 装 萊 若久 タけ とり ろ指標に す ゞない。 林地 ○ 

糸件改女すクこY, 特忆腺協 林か ら の用■終根树■のた め り派木 り 概 

公が立木よろよ り 紗 ヨ リ ﾡ次の工林産物②吸えよ っくえら 

みヒいうこと々契救しく, 枚茶着がこれな*らにチく突行してこそ

符の当べみ こがクのであわ。 公表 た 契料は*4 表に示 し た 

通りで»ろ

H・ c. イとんc2e(9) が術な っ fた 南器の換易林府ﾡ と (の神 

と②梨味添い比救は次の通り そゃ.

/クみ年におけみ山イは, ﾡ花ﾡ物の ノテセットン比表山

6表

会夕 勛 総老中e
総枚場ル、

エー力

(tf 生産

総 x
_ド

'-般％

当 7 
ドル

エーカ 
当 り

トレ

総生4名 エーカ当ッ

Ft と.t コド F<と コード

ア

/タ*5

/48

$o7

/

〜o4

"/y

/ス4

3&.ラフ

/イスP4

スパア4/

24o

プ

sよ

ス.4フ

3ラ/

.8

-ki〃

24?K3$

/タラ/&ス&/

スァ"4

ス447

ゴムタ,タ

ス0

/夕

百/

2,/

.ダu

/ /ーマ

て. 一 隣自 当 り a セントはどに広った。 この 分 で いくと. 終 够 

えよエ-カ で。 ス7時商ﾡは山向○ﾡ化ﾡ場地 / エー カ 9 
占； 圈 同/ 例 と ほぼ闵旅の 西•杼 と なった, いいかえろY 力ろ表 

糸為はスクエー 力 ○u 年成長型 ぐ祝会谷 /◇◇ドル*. u 
同匏 の わ ずか テェー カのﾡ北ぐほばﾡﾡっ神そそぞれ 上 げた 

けビめ. そクすみためては, w北作りそ444ﾡ問. 山林 飞 

207時同位ﾡらかばならなかった。

グコタ住むﾡ者 .R. 2a4Pce44 は. 得木に間ﾡピ 今 

Nむ炭*屈画で比 るた わに, /タ,纟 冬忆 /2エーカo/entdc2euzパ 

インホ«向似し。氏は. そてのﾡから 702本今加状さ収 

後 し くのA納ア 理さ行ない、 エー当リ4クトルろ製収み。上げた. 

ﾡる内ブラック • ヒ-ルスには吸十エーカ という盗生幼令 /ede 
xua パイン公ヴ立していて その 罔辺. はは故 す 力人 の 狼欠 去 

派浜求2 来めく生毛し くいわのそ%かかわらず, ﾡ* o ﾡ ﾡ供給 Y 
(、クこら靴社な岡係*ス旧 して さて救名は珍らし いぐら\ る お ろ ・

&e Cmeaccan oucと ア2dccそu、2tcイuイ&<ed. ュc ・ は, ﾡL 
Kuって, ゃ*かな営物さ飛行し/。 そCキクY, 次のよに 

のへていク (20).
r/ 72 . ニューハンシアIにみろ メ ンビー ル町「はそ こ2永 

々:て 山 族7/■エー方 を 等 瑙 した. ジョーン・ ージは包分っ林 

水z似係して自分ら救会来くかつそ修ﾡし、 そしくﾡ作物ご
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レて 自分ら木なﾡすろ こYによ っ <はぼ«2o トル○収入% 

上げた. /42年9歳月をほたそ ○会は クよエーカのu林な所有 

しつグけ そ て○収ﾡ/ よって 現会入な 上げていろ.」

オハイ オ州からは次のよクな認報 次忍 いくい夕 (2l. 「澄似, 人 

緊. 旅牧なYの枚考と う け I 良< ﾡ考 /求場状Iパサみ沢料 

は有用くあ2。 そのuはエーカ当り /ペ.スタドルつ認条な央新し 

エーカ当り平均クドルくらいのダ収塗名上けた。 この中には, ま 

たま こ今多みスﾡ以上Cなみという オハイオ来北新②カエデﾡ 

ィ/と - ヒカエデ・ シュラップ wt/t2c イグuuP そ入ていな 

い •」

オレゴン. CCacaw&.那○救易業次地指ﾡ画は. こにめ 

カし てい み我衆君 9 後供K よ ッ, 年成央ﾡな似状すクんけぐェーカ 

当リ ス2 ドル②年 z 上げて いろ ヒい式料な ﾡ係係有 してい

ージニア ②後場林条ﾡ地指導画. 殺あ林務官 %e みの.x. は 

バージニアわいく改巻し, 立※z後老した2エーカ9 uら 

上ベ ろ 生産型z しf。 それは次のﾡりてろみ。

生ﾡ物 測え穿位 見生屋連
1必要

イi
<ベーH)

洲材 

C-や,

数が月ﾡ材 

新パルプ材 

※ 材

計

/2eobd.ft

コード©4eut) 
コートくﾡ津)

& oo

/ど. 22

/2. 22

4., 
/女/

x

ス7

ス4 22

/ス. $o

/2 22

22

ii 
/0

ヌ

ス5

/ I

ﾡ* ト ラクアー/に対する手当

2 /ベ・日 9 杯型 /ス2イ bd.ft

/$く 目○杯型 /コー ド

c /人・日 ○枚杯或3コ - ド

上表 rc よ れ i 英 用 ほ マ7 く・日ぐめり.

価は ス. 7ケ ドル そあわ
ドル

<ア2

ヲク、20

— 57 —
計 タア- アス ドル

耳 エーカﾡッ 
げ及ど勃力によみ収さ .......... スケドル

*べ. 税会.ぜ理費利ﾡ <4←u
給用病 は/死 ドル. は •• • クル

年にエーカ当リ生たこはば/ コー ド であ2

弟アー カ ン ソ. _Zん. xPewt&can _発2とな 今auezcwten才 4とそot 
の夕よクビ. 食<含老 しパイ ン • から○耳産ﾡは工 

-カ各り刑材/よ2ボー ト・ フィ - 卜, パル材 タ コー ト, それ 

に※材ん コー ドてろろ. さミに引用したベー ジニ ヤ の 対価 ぐ 針 身 

す2と. 総ぷは/ドルYな々.

2 w 発z.tz ラな はア-カンソのクローセッ ト 的/に 

わ ク eutkew zet Exncxotcwt Ptt。 そよって文村 X く 

5ら極名単むの一つ であみ, その段セはﾡ岩そ呼にパインY双材み 

そ合な もって いて. 林木 成長 が非ﾡ/に像/く いろと こ っで力ろ. 

ネ材生産9例ﾡからﾡ及L たﾡみ型だけな各年ゆﾡし て い 2. 
/738～/7%8 年まるつ //年向のエー7当り年子均似株ﾡは用材 

ラグタボート 7ィー ト, パ ル プォ ◇4sコ - ド. 材 o2 コー 

卜. お求28コー トで力る。全 材 狼% コ ー ドにﾡﾡしくみクと. 年 

/Zエーカり大体2コードは怪く. 「そしく, そ②uっ況状はﾡ 

ﾡを格めた隣よりる改る*れていろ.」 この ユ木細は年にエー台 

り子坊«8/トル ア なわ ち コート 当り ス« ドルYなった。 mエし 

たその産物の市場御格はユ木仰らラスよ他く っ. 似ﾡみびォ 

○高※へ○輸など ○物酬は ノアグ年には - 時 同当りヘ74 F 
ルKゥ度?た.税会, の人, イメ○資ネ利子 &びそみ他○祝会 
い京用«炎引くY..-ﾡ向当り②カイ叙酬は/よドルになった。 土 

ﾡ8しe%物ﾡ酬はこ○殺のほばみ, すなわち一崎向当り ヘ/ラ 

トルく力?た.似ﾡしく土場までﾡ材すろのに, 会町でエーカリ 

ク尚間くらい○イそ委 し/く27).
ニューヨーフセニューハンプシア. ニューヨークのオツエゴ別IC
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あろめ は枚場林地ﾡ ② 比部 力 み属材ら 眩/産 カ 羽羟を密なっ 

た く3). 当ﾡ 普通の巻場林でﾡにエーカ当り的タヌトルくﾡ千の意 

湯労物さ令るむゝそ上げて\た。 その調在省系よろx、 ス○役 コ 

。 山林 そ様ﾡ・客理しく的ノス トルにﾡめという. いいかえろ . 

多にわみ径せによっ てﾡ 場林得 を , 係 に する こと カヾで きた 
・

ニューハンプシ アみﾡﾡ株 とﾡ易隆済とﾡすみ研よ々ン. 

次のよクに待ﾡしている (44.
当地に欠後していみﾡ栄右的み2メは有 山林ﾡせな 

クのZ必妥な大ささ ○根場林々 8っていみ. そ○枚場で山任ﾡ 

「計通をたてば, いまかなり個い年長ﾡな. グﾡに高めら 

ろと方えろつは合理的でがめ. 着千②例外は力っく%, 枚媒右は 

現会ヌい共用なﾡm的にほとんど負担しないて このゅ民翌立増 

大くきみので力2。 したべって。 このこてはポ場m将にごﾡ及 

咲ナみはずでろろ. 管型し たﾡめ林か ら上ら丸 みはﾡはﾡg 
他 f番発烈の 条なやし々そとめろ○がﾡ置であみ, と歳場ば

すち一ﾡ②分デーアが就してい2. 今みどころ そのょ2 
わﾡ今は 非 ﾡ に他.い <44).

ィスコンシン. 山林易は, 「表場枚術」文cんゅ。ム。九そん。

子a%o*2み衆で. 米ﾡスどﾡ材さ似ﾡすみ場令らﾡふ型と収会

つい < あ及 していク. エーカ当り /2ee2 ボー ド・ フィ -卜とい 

クえ令都独を る った 2 エーカ ②u林そ /7ス« 年 rて 依状 し, そろ半 

分ぐらい冬敗光した. /クラ4年の調去によみと. /ス年同ら政長動 

は 3222 ボード フィート. すナなわあ坪にエーカ当りスケ2ボ-卜. 

フィートくムわYのべていろ。 /Pス4 承 Ic お け み 似株収 ○ェーカ当 

り 分 価値は/&/ ドルと欠れれ. /2年向のみ長ﾡ%り込 

んに分価 ﾡ は极利 く 3イ ペー セン ト②以及奈な示し スPv8 トル 

となった.

北術 ヤ次ﾡ 州つ救場糸央地ポ 計a, c 協力 L くい み 87名 o メ 

桀 あ 久 らえ た 好み 的忆肉 する 資 料 はスタ ンリー ・ ロッフ cu
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と が祝供 しためろく. *ア表に示しくおい たく23. 

子7表

3月 申 ﾡ

本る女 スケ ? ヾご

; ﾡみ株9平 均る検 (エーカ) ノ 乂 o $夕

第同得
ドル・

イタク. 22 /83 ど"
ール

/ <. ア,
■

ﾡ<現金.現物といった全てが修 ケス /ス 42 /、ど i
咲女な込引さ.オえ金とヌスっ利』子%令む>

エー力当り經抗番 テ se ノタ 2x
-時岡当りラ 物報a / ララ oダ7 424
エーカさり f得«資府*してのえ!3を床" / よ2 ラ «2 __ 2フ3
2 時向ヨリゥﾡが<ラトルでみ々▽所符では. エーカ当 

り千均的7くく時)となっ. 同男 共 かと4アトルや おろ す 

m相ﾡは. エーカセり平均人く許問ゝヒなっ. M 文 べ 

りすへ 224 トルであみ低得ﾡは, エ-当リ ZS 時印りい 

ことにな2。 さミふん 死u* Stcutwy & ○年も 

く27>Cよ2Y. 山林に お る一時向当 リ ○労 伪 設 認メ/ラ ト ル 

「は 工-カ4リクよく(ﾡ問ゝとなン

係除的な性おぞ 8った 渋場はﾡめ て ﾡ株的な 経済 的 収送さ 今.え 

みめのくろ2. れとえ ば. ﾡ業為は. 枚用物べこわれた受令て 

当く ク木材な収桜 わなめに, 自 分ろ林地 (zそら 林木 さ 係1 u < 
い み. 彼者◇多 < はﾡ光 できみすべて 今林木 ※ﾡりしみ. ﾡる, 

余りにもかけはな/, 祭った係険②方え力なしていろ この条 

は営救とす2係ﾡ送身えクけどめ. 係咲の回的切げずに将らy 
みはすの経布区入そ上げらないのくろろ. そのら救為は. 大 

各&等中の台分ら電子ご○共用な償うために, 一え高独の幼令状 

シ 購入 したり 或は保 均 したり し くいク9 ぐ力み. かかみ林分にっ 

<恐め力2の及2や係そ行なうY そ後ぐ ﾡべらや係*行 なう場 

合 惋く ほど価他 を 增 加 さ せろ こ 匕 か おる。 西良②状はみ良率 

%あめ. ﾡﾡなﾡ大し. そして系るマ価なﾡ粒なﾡし そめうちら



洋不は入径木 まく育みさせら 

分は似杯 へ 林木の後継木 z a 
強及の桜ﾡな行なえろょ うになる

ク. そのよう なﾡ糸とな つ2 たホ 

ろ物令木*紙牲にす ろこンな<

•埸林作柒に 必要な 労イカ カ (人ニ日

艦物そ 生艦し, そして 収後 す みx令 ﾡ利 C快用くさみガ物 

は 表 ﾡ林国 そたてみ際にﾡ裂くろろ。院 に 引 用 した ヴァー ジニ ア 

の枚ﾡ林業天地通 /よみY. 各年エー当りら裂がの力は 

や人くq>でろろとのべている。 u写く3)つﾡ文よみと」 - 

ュー ヨーク北新にら2非命改やさ 九属材林は エー7当り ラz。 

木ード • フィートら糸材と 28よコードゥ※材Y冬生たしくふろ 

みくいみ。 その 依ﾡ と条材には, #夕28く(eゝくﾡマトラクターな 

念まない)zﾡし
クw才he2n ダeet Execcnuenオ メた。く22>つに よろY ァ 

-カンソ南新の山く双良○めのは /eみ) は 220工-カ当りス 

②ような秀仲力くス-日 )な裂ンすクンみて\ろ

刃仇力(一岑为リ人ー日)

依択と余材 ノ?

ﾡ火係の教央 3
木ﾡﾡ元 2
虫者 みポ沢欠など y

計 / いいかえろン.年にエーカ当リ

27ス^(e) ''
作系みくみた2 3○の型ﾡは次の通りでろろく-日&mm 

労物).

1 ヴー ジニアのﾡ場林歩実地導計ﾡ く混今)

途 材

ルプ用材(マッ)

保ど条材

依状とﾡﾡ み

ﾡ々が /222 ボー ド・フィート当 り 

28人(q)
コー ド当り 2sA (d)
コードく/スぷユカフィート) 4り/スK(e)
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2 品新グー ジ ニアﾡ祭状映場○研えﾡ場 *ラofジ。 計ﾡ求に 

よクY, u 光 市の似木ﾡ的はのユり く力み.

版力用来物怎オわ 枚杯ヒﾡ材 ! oeeボート・フィート当"ス人(a)
. (&z&tce2とctxc2 C表によと)

パルプ用材(軟ガ) |似係.利ば.相独み| ゴート 当り/./人 (日)"/»好“ イ4)

3 &e C4eA。 eceッt Ex/xcntc才 *4そがen は /アダタ 三・ 

のその次ﾡ告ぜら中で. 多くみごﾡﾡからなろ夕材マツろ

综就 につ いく 次のよ クに分ガ w行 なっ く\ク。

ﾡ ﾡ 直 ﾡ
々不、/o0oボート・フィート当リ 
ソイﾡ (ヘーロ>

/ 22S
/ 2

/く 2 70
ニューイングランドでは. パルプ甲材みイ株. 及び祈みみ

ついく次よ フ 分 ※行な 

マッカ(インチ)

って いク.

ゴードきりカ仞堂く人ー日)

ダ

8
/2

-、/

p. フケ

4 オーフ ヒツコリー材のラ令には. 土 ﾡ係全 石り「 つみ地

・めのためらハンドブック」か、ら引刑 した次の ※値 次ﾡしく い ろ.

又 位.当 リ 刃 幼 ﾡ <メー日. ず的网)

作系ら
平役/の. ススインナの林木久 
ら株 ろ災刑ﾡ材(状々承の 
222上ぐ420のi-ド・フィートヨリ)

燃、・ 材7 コード"うなわち
・ペ5クイート当

ﾡ・九材の 
納 ポ 

(千oeネ当ッ)

ス *
糸 豺 < 2 <4 -.マ

帆広みエー 九当 リぬ妥ガ切型ば通み救ﾡ林よ り みいﾡ令るろ ©

九 力 位 の すべてを金 ん で い 万わ げ ではな い, 似れた救 場林IC 対 し
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<ﾡﾡ予火なにくみ場合, 殺妖着が学ら在系の機育 依*以承似株に 

たよろてころくはエーカ当り 夕く(日)つ枚下分物ぐはすくいよ 

クに受 ク. 枚 ち. 同4 ビクよフ な 育林作 米 を こ に

如すると,没受がのﾡ (ヘー日 >は後くスﾡてなみ。

農場経営部門としての山林

ネ材, 会桂,スびゆ4生ﾡ物の問には生准上の木ﾡ的な糸べろ 
み. その炎契は 木なみ銀期 ま で潟麻 みにﾡ琴ないりけみ生産ﾡ 

ﾡそろのみならず. ネ 生ﾡにア ちﾡﾡ系 o 総休や般合 % ろ 

み . ネそ敗え くさろ大ささにﾡてみにはス2ないし ク$年なみす 

みYしてめ, 一旦林木ﾡﾡが そさく しまうY. 生産期岡は そ&Y 
製ﾡでない②か実くあろ。 共本は土地 2 林木* 加えた5 ので あり. 

M料は当乱。 ウろﾡIZ よっ てﾡら2. ﾡ場林か ち一足の連年収入 

ベ上けっれないﾡ合は桜めくﾡぐあみ. -般に. その収入な増大す 

②ことだけが同ﾡなのくあみ, ネ材生ﾡにはi料は不ﾡだし #作 

する 必要もないし, また. 石灰そ依刑す々必妥%ない。登めの登 

はその他2多く ○枚作ﾡ ど 比株し て少なくてよい. こま て②経ﾡ 

によろと,2か前/て ふたは す○枚場地べ除か が なり 数は承ﾡ状 ぐ 

救ﾡでミみような 株木 «%そこて生ﾡくさなかったリすみと, 表場 热 

軽老とﾡさせみ②はほとんど不可能でゐみヒいう. いいかえ ば 

ﾡ茶性なとるなっよクな仕率のすすめみぐは. ﾡ場は有にな 

ら"い. を米ﾡ区考2一ﾡと してﾡさすクYいクはっさり した 

恐た決夕 とプフンてがなけばならない. クちにﾡ場2型 

レそ して他りわる用途に白けろとい うよ クな※終と した方えクによ 

? く そのﾡも沢ﾡがほわ な ら ば. u林の大ﾡ分は生産的2な ら x 
いﾡはそ②生ﾡ力そはろかに下受クようてなみか。 そのいナヘ 

になみたろク,

減み2, 及る林衆にﾡ刑 す ◇林系状ﾡマ似汝枚約 は く» ろ. 

林* 生震は段な, むつかしい仕ﾡではない. 申条, 木 % 係 し 

そらな系材, パルプ用材,な. その他の生産物2加工すろ
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は意みに おけみらに筒地な作業ろ-ﾡなろくク。 そ今仕ﾡ は発 

, カギ状然。 カ ギザオ く衣着義: 丸なさこみなすつに依用すろ) 

系刑チエンていったいくつか②茨仲べ送我て力り そのﾡい矛は 

商ﾡであ2.旅産物は含いし, そ○根払2はをカみみ力がめ我で 

ろみ. 多くの意ﾡぐこらなﾡ用くさる。 殺易校さﾡせすみかしな 

いかは, 個別②満2Yって, そさ"ろ/け○伝値べみろかない 

久な決えすみこと内ﾡなつぐあみ. ﾡﾡ求なYのよシ2自ﾡすべ 

ミかそ くx②ような力渋くﾡ々す2かという ようムペﾡのにつ 

Gては, 窓易にﾡ決てさるこYのてみ.



-44-

第4章 そ の他の場含の農場林の個値

なﾡで向ﾡ2すみﾡ値は「ﾡ形 物 <utxじ4&」 / し<しばし ほ 

介ﾡ*てい2. そは. まさめなくﾡ済ﾡ名値かカクケ ﾡ 

くてま価するには困ﾡな件な う場令べ多い

2e52c-4と ア24全2ッパ ・

送業は主に ② Pzoc- 合ne /kc2euenイ# な次配していろ. こ九 

は自く的. 型的堂化の現りくあち. Yいみは, 大新分②意作 

物(各年収すべ、作物)はそ○派理によって収及すクようにな。

くい々かくろ2. その作物そ収承づク場合. 地上2作物のクぐが 

残み. 表糸右はそのゆ溢ないてU まうかはﾡ3"多年生作 

物によって 期 ○作物 救考 なはじめクときにすまﾡな, そのいす

かよっく処理すみみるそろみ. 林務官次大那分多農塚沐を城林区 

a分L くいろり を 河 って 卷 いて は ならない。 材におけろ公占 

力式そﾡﾡしていろ。 そと 規似せ みアスパラガスのよラな 

物は切株②上に女ク系*ねら生ﾡがはしまみて»ろ.針洲。 

易合は. なんﾡﾡ久ﾡ生産なィなうのくあろ。
乙 Pzetn(-イne /t&coッタa は有なホﾡと和 しない. かかろ 

林はﾡ食を止す2植物にならないの公者面く力ろ な せだ る , 

巻林係はﾡ済的に高簡なぐ力 ろヒいう 次* く似採す ら人 

は一P的Zクズそみこすだけくろろ. *んな 価他 はすぐになくn。 

てしまク. そうし伏際地にはﾡ在的御ﾡかあみとしてめ 六形ゅ 

な御値は残って\ない。 ﾡめ祭天的な務官くめ. 新しいﾡガp 
ずか の細他し 力、窓め くいない. そ②ﾡﾡべ認めら ザ, また そ ホ 

他みY人 な作 物 よリ ハ小* い価ﾡしかないような分介 はﾡ かにﾡみ ら

fいなろう。 そは次牧、れ/り. 淡ミなPなり 秋直 きれた 

)することIなる

N您 祭220d---ne ftんcイduんす- Iそ よ り 久れﾡそ後良にペ> 

と, その 山林は経的 Z細他のないホみ生えた 地 に 面 ぐ度 て 

しまう. 山火. 永牧. スび1林み後祝は後たﾡ場そふみっけ2 
うへ2ﾡ手の よ シ なふ の ぐあ る 彼キ 次 な せ条 用 して 荒し 粮 る 久 た 

アいく分な4就明を A ? こ とペー的な アcoun4-2ce ん** 
で力み. 泳食の抑制束払びにﾡ系Y しく犬にﾡ吸なや2承ぼなは 

その回田にﾡすﾡ"山火防止上の8②なﾡ妥と していみ. そは 

ラ人今ゅ手を排ﾡす ろ こY くあみ。ﾡ"ウ火 はメ 等○行物さ止め 

ミせは しないな. こに恐いり ○uﾡ行欠mえ らみ とペキ名 

し 2 た こYになみ. ﾡ条名 は,ﾡ林る氏明 に行なうことによっく 

の み. ﾡﾡ林か らﾡ約通りの f符 な上げクろ②く力み.

枚旅の負木は 土に状木なm *ものく2。 u火さべた. 

合ネがいためつけらなハった場今の林地の主な特徴は モ▽クくタ 

孔世にﾡ父, 水なうけ入ﾡい味ヒうこてになろ. 哲み行き 

ﾡいた山は幼からﾡ駅木に至之ま そ会く はなでかな /国の木 

くﾡら2。林地ビ 木 について念な音理な行なう場令にみみ 

枚場将の-ﾡなﾡいうろ今である. かくしく 球湯の土迴利用豺 

乱ﾡス的なﾡ分Yしくの利な桜符ぐさみのく力ろ. はるみ#で 

その2つの裂四 く地と林木ゝなみに禄作すみなけぐ山火 み. 

スの軽祝ななく ナ こY かでさ み ﾡ着の gcound- &tc 
/んどとwny c u 抹離 営の孫ﾡYはﾡ合わない. 徴ﾡのしい 

税れ合 は" みcund-&.w.c ァ&ヘ.ん よって お さかえめなけ れ ば 

ならない. 、

滋み林は移 ②ﾡ系上 けら 欢 友 或は 上 げら n み 細 値 は 米条右 かJ. 
の※マみ場令ら千ケかり と1ろ ズ*ろ何vは何か?

的価値

人のに彩«そ今えみヒみらろめら, 今りちる千②結形物 

休この完等に入2。 こさ人どとは 「情標x&nイクteオ」Y一ﾡ 

ﾡﾡくみんでいろ, 自分②洲木さ栄す2人8やクようにﾡう. 秋 

不は, 準木Yしてまたそか催み令わくたﾡ令, その人をにX 
っス非ﾡにﾡいﾡﾡ価値なあみ。 枚守は自分の山そスのままに し
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ておくかは恐らく枯ポ*と先努木だけそ除すクだっう. 天系 

み○係科という 視点 か、らす々ビ 情 撮何 後 げ ついく②認常は1多 で 

ろみ.※ 協林 は 風み び ネ 矢引ミわこす系食女抑«したりそしく 物第 

な抵ﾡによ々枚考をなけいりすク. だが, 情林という帆々たけから 

uを契成すみのはなゆな状ﾡに全いマみことになクク. な 

せへヒいうY. ﾡ場の行がスみ, すろY, 新しいその有為は 

・に対 し くﾡみ有者ほと ろ べ っ かいそ ら ない か、8 知 ないか 

らであろ. u久ら現会収入べ なく しかも林木が高い市場係値2め 

っな大名木に生ﾡしていろY, 軽系Zどを糸力を会乱的2ススく 

ﾡた新能な林木な客似すみようCなろ/ろう. マえ, ﾡ表因 

全都そ確ﾡして似ﾡ2行なっね意場林は, 情標的はは勿断 系的 

にるﾡﾡ色済におけろ山つ地仏を校めく表え的かつ担ﾡ的なも9 
てす2のくろろ. 本糸. ﾡ採は大切なる○ではあみべ. 強初しすミ 

2とﾡ険な登因と なる

内輸て保ﾡすろ場合にﾡわ クu林ろ細仙と木ﾡﾡっ#Y は 

ﾡ形物と し< 分n*た別ら利益な表糸着 ﾡ供 し, 及場後近に お 

け ろ 山の地位 %委会な %の(て す ク. ﾡ形物の個値はレクリェー シ 

ョン, リス. アシイグマ コそ"ネべミなど○相漁.ハナミスキ 

アメリカハナベオウ, 7月イケゴ, 久びその他のmﾡ木によみ※ 
天ﾡ, ら 卜® 用 ○商場などく力2. これらすべ<はこIに 

ﾡべ力みく峯の光2実ﾡ的なるﾡめんせクことな2.
大単原ル く ※者 み : ロッキ -u旅采ﾡみ平ﾡ地力 )の ﾡ場の風 

ﾡ"そ②他ら 地域2 あみな求の枚 林は そ今突みまがみ目的【は会 

<系&っく.<画 ○糸材なﾡ供すみという 表ポ り 風彩 として の 正し 

いﾡへあみ.

山基の作用

1 塾2 土ﾡ伝全はアメ リカの建整を永銃させるための段で 

あるよ うに 思 . 今回では そ②土地は永ス不めの汽ﾡくかってH 
そう又っ/)ではいY型解すろよフてなった。 つ ○枚影状がX

-47-
ﾡの版か, 駐 総り保沢樹 范 ミ ら忆族的 的な W 抹にな ろクと 好, ﾡ 

函 した自終のサ神 x し く杉す みならば, そ は土地み況食に対 し 

<い発力な防枚収Yな2. はそ こ○土地と係会 し. 震物名 

生艦し. そして隣②州地«ﾡ地な係後すろみくろ.

※食をのぐみ法はﾡ置 りかろあ. ※食 そ ク け ﾡい ﾡペ料光 でめ枚 

公ﾡ似地よ り%高いとこク にろば. そ o 土塚は そのまま ﾡ 

て※食よの下力ﾡﾡはウげろみでろク. *うやクところく救場 

株る似扱 みレ, ﾡべでさたりﾡは桁で係送さていた土地 

次らポしゃさた氷ﾡだるで下力の土地きくらミろ今で. 状 

比の生A力は久ないYス ことicなみ。末次状け よっ く係後ミ と c ﾡ 
今場の山本はそ今土光に 枚等マ 水 しい減を与え ずに弱水な畑 理 •ぐ 

さみのくろみ. だ か. 採新の？ ッ ・いと ころにカク非 地 へらろた

水幺 ヒとか 方 の は熟理 でおろ 話Xが地2糸中す力Y. 内小C ・
谷なて さて スっ1地水"沈ﾡの報ﾡ *キえクこY とな名.
他力. ほ役料の林地は水性ご地北下水びが»みならば。 上方今な 

大な土光からむ多ﾡ②xなクまくﾡいYめて しまフ. /アダマ 

ﾡないし/のラ にニューヨ-? • qング7イ ランド米 冽 で“タエ 

-力 ○永※意場林々ﾡﾡ しくしっ/ ため におこった 桜場のス食

ついくここくﾡのぺくみた\Yﾡう. この小さい山林は, 地光 

の上ガの砂場土のとこクにあって, 道総と次※しくいた。 そろ 

z久すみ前まては. ス季 o 水 はこの 汰床* '面. って地下 水系そ 進

こんくいた, 栈探 ﾡは土が求能し, そしく水はその下方にろみ 

州※の1まなﾡ水ﾡな切a しつ的タスエーカ«ﾡ作 不能z して 

4 会» 。

a状く及ﾡがﾡた ヒしてが. そ ②般がﾡにﾡい 受合に 

数 土ﾡス食は行なP 凡 な。 な さ っ しり 師 った 土城 は 地 表 共 

亦、の 流失 華を を くず み： と にな る。 そ今水は系"ォア へ 今地下水系 

入リそして %っY力にあク耕地に 次 決 法 しく いく めく.ある. 

林 fzct cevx のﾡ沢べなくなって し クという双からすれ 

, ﾡめら遥次点に よ みﾡる はその u 林 皆 似及ど耕地え 問○号
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合より 8校のく小さいのくあみ。 この場今ら双者なﾡ当な係隊び 

Z継考手扱て食いYめみこYかくさろ」

枚2土功X * o 沢 型は非 が牧 ②そx/2ofビ

<2ﾡてろ. Yウィスコンシンのが系絶沢公明してい々.」 ce 
相系は1妹② よ物 ○ﾡ久"*82 内地 国め○絶Xであった (e6) 
アパラチ ア系が除場○資料へ ら本#した才ﾡ表は地表ﾡ水く 4< 
く. そ②水な地内にとどめておく ﾡ令に山地表物の※ サ並受はそ 

明らかに して いク.

2 u.林は空気と地退そ幽宜にﾡ印していろ. はﾡ者なうけ 

みよ うな全く②%つにﾡしみみあわ考系でわク。 枚場"係納希 

は会風Y冷ﾡ«調洲して有洲彩署*与えくい々 ヒわヤは理 

ﾡしている. 隣接木が釆樹网幺侬艰 でべを场合に のみ, 采がりﾡ 

能でしかめ系物をﾡ作に していクヒいっな例な 大峯ﾡ地 力で多く 

みハけと②でが2. 材木②ﾡ作 物係ﾡ作 用を除いくしまクン. かな 

り多くの②枚場においく 卜て トゥよ クな平ﾡﾡ場に恐彩ﾡ名及ばし 

結る, 私め有ﾡﾡたﾡﾡのときく表産物な市場材すろこY公で 

きなくなろ、 ヒロン グアイ ランド の 灾 ﾡ報告 が新明 し< \ ろ

ニューヨーク 州 立 大学のコングアイランド ﾡ物研究意場3。 

ペ子、942and ク診”レ?厶 元e4eaそcた そと イ2cw-

ﾡ 8表 「&ﾡ番に対すわ系風水費つ今(5)
カ シゥを◆分 系ﾡﾡろ

え 沢
/P3ス年7/Q 
～ /ス月 /日

—

〃万耳“/日
～ 4月3クS

*4 プマット<シーズン各て 一 2 今 ス4
u 林地表物 名 味 いた 場合 > ース /42 /47

ターラ 夕る3 ス4. フ

オス &プコット く及対(地表 ター/ 2 c
物 コントコールしたﾡ合) -2 コラ

: ス.フ_ _______ 3 シ

※風ﾡクﾡﾡ名示す
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す名 ぱそ CeeEee 分: 48uccc合tuze ぐは. ヘエ防風備に 
よりえ全係後、れ/ 采ﾡ函 <※さ ダインチのYころ今逆ﾡ*※ 

※した, とう. 协 風教倆の 有無幺 除けば, 他 り条件なすべて 等 L 
いヒいクるとく効系のつ対比ななった。 防風投係くかﾡミれた ※納 

&内の地逐は非係鉄ﾡつ«より g 系5% 上高かったY 秋も し 

ていク, ソララY トマ トは. 防照故ﾡら係ﾡ々 うけたカなけない 

6のより. ﾡ倍/2日8早くれク上うにな?た。 この教値は公表

ていないし. ま/テスト②炊さない89で力ろ. その広求 

公認九2まぐには多分数年8条ﾡそ係り区えす ことに なるだろ 力 

ロングアイ ラン ドのコ ラム附に力みコシヤラﾡﾡくは. 吸光用 

cレタス. キャベッ ホ-レンソー. トマト. 及びそ他の"系な 

クまく双場していみ。 こ。*え君は. 〜4工-力②地のﾡ団に.

タロット次上の求式入ベ震がさの こす ことによっ て 自分の耕 

地※敷年 8係頃 してミた。 自分の上チな 作物 耘始 は 体 スのように 

しくつくった有な糸件 ○ﾡ物 ぐ あみと. 次は方えていろ.

ネを係後材に しに場合の効系はたぶん次のよクにぶのぐさ よ う. 

a)その木は土ﾡ水分つ欠氷*防 さ. そのタくそ 作物に役立た ビ 

み. (ス) 巻さミに土場の漫及そめみ。 く> 物の八害*防く.

救糸者はﾡのおりみな地な0っていめ. また. 歌ﾡ◇作物べﾡ与 

%クけ夕うな場そ継ﾡによって知って\ろ。 地形. . &どﾡ 

木疚気渝 た 影響そ 与 えるり ぐ, ﾡのおり2ﾡ地はあ地的に次?てく 

ろ。ﾡの充生 と こらつ裂因Yの 正ﾡ な関置性は余り四らかてな? 

< いないが, 山u○確枠 とホ材生ﾡ②各型Yが子管なく名なれて 

ャのス-沼少くの途が上げらみ こ ヒは明らかであろ う. 自べ② 

紹はしばしばヂリケートであみ。 それゅえ. u林名 完会に 似株 L 
くレまクとやう強司なメ置なとみ前/に. の ﾡ汎効示が ど2 く 

»といそ供ﾡにう楽す之ことH氏明のようにﾡわみ。 •

3 ﾡ易て よ C <風なゅぐ こY はそつ他○mで直裂なセなろ 

み. ※新浜地ﾡの大部分な耕地に したパイオ ニャは枚場内ﾡ 

Lして。 価催 %ほYんどなえなかった。 枚等 は系林々 商ですみこY
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に阿があった. そ②林内には. アメリカ土くン補食物物ヒなみ々 

んぐいた。 そゆえ. はじめはﾡﾡ○ア田な一ﾡにﾡ型した. その 

ﾡﾡは戻みあ い / ネ ﾡに 利用できクようなﾡ木でさえ% 状 してし 

aうほどろ%2だった。 今日く#. ヘ々が多く○不そな意めさみ/ 
けれは, 将に冬り同, ヤ央ﾡ州のうちついくつか②州行きえす 

れはよ いつであみ。 ﾡ桜林Q よって 各今意ﾡﾡか ら物を係教 し く 

いろ救場 は食mﾡそ上げており. こはﾡ里物を敗充すろヒさI 
皇政れろのくあろ. 大ﾡ地みつ表条右は己ﾡ 生老C力 いて#木 

○ない②を本当に不烈塗にY新ﾡした。 そこで. 多く今人ほはﾡ風 

林そ百的としてただちに木を植えめ. こ○場令, ﾡ※有はﾡ分 

② が た しかに係製的な価値な % って, み とﾡっていみのくろろ 

風によあ土坂没会○ん除がろろと こ クくは 係教料 巒 り 形 で 風 り

¥我 力ﾡに 対 しﾡ友み ﾡ及にﾡえたネは 風そ ﾡ止し. R下に向って 

ﾡる② ス2倍②きﾡく例えば高さ $2 フィ - 卜の場令は水子受 

ノ2»。 フィートまで> そ係ﾡ できろらくろと. そのﾡ②のﾡはそろ 

ﾡﾡ内では突べそ ○初区及Iて次ら な が. ﾡ高み $2な レ 42他, 

なりち あさケのフィートの 場令は 2$22ないし3200 フィ 

ートまくは級測ぐミみ救徴そ示していろ. ﾡじよクな刈究ﾡ示よ 

あと 派上くはﾡ高②3ないし夕ﾡまくかなり今係数がくさろてい 

う (29). .
ﾡﾡ○ﾡ下は水分②※発防止, 中Aな気漫. ﾡ及の相的増大。

Aびﾡ雪よわとﾡ地ﾡ②水分ﾡmといった全く有ネ4-ﾡつ気み 

条件«名たらす②くあ2. 係撲材希 でキ らた救場作場の艦よ部は 
かかる彩容«クウてまろみてあろ。 これら り影響力 は 口毎. 作物 

○ﾡﾡ. あ地的な気候くﾡに係撲ﾡ希のm. ﾡさ. 盗&. ・さ, a 
びﾡポ向岡といっは系件下の系係)&よりﾡな々2は当然で »み(29 

によあ土ﾡの ゐみ はﾡ«大ﾡ尿地 そﾡﾡ2ﾡ険因49-っに 

数えらく\み, 係隊材高はハさをﾡめ*せ. 土殺○糸めセ少なく 

させろ。 土ﾡ4% 発み させる 風力 はす く なく とも 々の 風途 の 旬 灾 

cEと例するの ぐあろ。 いい ヘ え れ は, 時速 ス2マ イ ルのRは/の
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マイルの時のﾡめﾡ力ら4ﾡくろ». そゅえ. ﾡ送 /のx○色下 

で め 糸み ﾡ公非高に多かったり. 少なハったりす2/ろう (29ゝ.

ス季のRまな*減*せるょ う な保城树帝は我家の法規消後塗 ※ 

う2そaどﾡ的くさろようくろみ。 こ②尚ﾡは調登表永からﾡため 

②. そのうちの送干②意るは係αﾡポで係後. その一の/冢 

は 及内ﾡ及な F72良に 係枠しながら及に ふ さミらた<29>.
係教ﾡボの効采は風"早ﾡべ特に しいヒ こっ く大ミ いる ◇な と. 

大平原地ク今渋柔倉べま 系していみ. 洲木そ係み cﾡ地○作地 

産払ﾡは 非係後地らそに対比して 40%マぐろろYいPてい 

.係教材ボン作みと。 ﾡ内なめそしてあﾡ々ﾡ負すろ令に 

多大の幼系べあみY扱告 ていス. 作物2北例からﾡ木ぐ係ほし 

たところな非係災地に比べろン. f者はその生A型*迫しくﾡ大せ 

レ りたと,ワイ オ ミ ン ブ州 チェーイ ンにあみ合象回殺平功女るのア 

ーチャ -試験ﾡ場<I6)そん2 Cacfcz ex/ex2not Scxt, ど S 
2euctwt f Gyuccuet&c xな。 aそ C&edeotc. 賞シシー が 

力した. 生度 里 の 增木 を Tに した今は料大尺下②容メマ り)によ 

っマー多型ら土ﾡ水分がでさたせいだヒやう, 生た番ﾡ加分○約 

スス4公寿 ら係ﾡ洲ﾡ zよろめのぐあみといわれていろ。

ホーズイマンにあろそンナュ"科大学◇ぶ え報場 *スケ チ iに 
は, 系1ﾡ日刑ﾡ木スびﾡ木よろ閉尻○急験に図すろ治千ら※ 

矢ﾡ示ミくいろ. その一ﾡな紹介すみY次のﾡりでみみ。

ネ /ロ ッ ト はな、エー 力 o ﾡ木地 である*パ角した。 そ今合. 

入の水欠そ»ゅ く冷水な引いた. *m プロッ ト は隣根地にﾡ 

ﾡしくろクタンク・ ヒー タ付 ② 大水ﾡ か ら ダI水 しく産外小ﾡで ペ 

月した。 *こでのメンフ ヒータ は 冬季 り 回, 大 体ホ な氷結させ 

なかった, 著突、 このスっ②プロッ トはそぞ九ﾡ武○負料そ与 

えた, 泡木地 で 飼 自 した 家 も は一承 当り ラ ワポン ド ス 上になっ 

た 系糸ﾡ料を与えろ土地はそンタナ州にあと内牛用ﾡ会

番合マその他価なﾡ木数筒 %っ たﾡ備に 8し Yきえよ ラ
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ネブラスカ州リンカリンの土係会め地み林務官ロ-ス クィ 

アムスの帝告そ参方にす2Y. 僕れた係撲必ﾡく係談*枚透/に 

対して枚栄有はエーカ当リ / r ト ル以上 ○地代な メな う ﾡ欲名 o っ 

ていク, という。 同係全巧は係教材#ﾡ○価値を次のよクに 

していク。

エー当り

北グコタ .........  2ヌ。 トル

カナグ②アルバーター ................. 240 ドル

系ﾡのヒ例2単-②係談めﾡか力みﾡ今. その力材備や型 スケ4
ク 北例とﾡ例に-② ク ラ

ク mﾡヶ会くセﾡ*ていみ ク 2 X
その他つ多く2地みくる. 作物マ 系る を 風名から 保援加 こ製 

知っくい る.一 紙にこクした係沢 は 樹木 <行なっていろ. カリホル 

ニア 南那 では ユー カ り ないく列かに絡ﾡ し. ﾡ8を係 していみ 

のはそのぺﾡてあろ。

ﾡ5函 係永材市Iそ よって 売全係雲 ミ た入ﾡ

原地みの力地 く 令象国山林局権供 ) 

名 略
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ゥ

=んテ
- ---- -シー マイレ 
21 24 2G (/EA当リン

200 100 セタ* IO02003004005006C。 700 な
一

«守r3フィト)
考千の彩省はﾡ上 ・

/クよフィートからしまる

ﾡ6図

氏よ け い し 朝 I に よみ千係、く、効式は ﾡ不/チ0 
フィートそ及ぶ

ﾡ抄ネら 防風. 初果

桜ﾡ有ばな風ﾡKら自分ろかぺ系ﾡぞ守ったリ ・ また羽 

風によみ耕地2エロージョンさ抑Wし/り すみためてﾡﾡ木さ 

用していク。 上・ く#証 し/ようなで防 ﾡ.卜 てよっくと 

五から係み し/ﾡ条は冬期つ ﾡ材 登動っ スケ*そﾡみくさ ク 

たク . ﾡと北に P 風林、べ »ろY ラの※っ部 みか みころ. 防 

風林の懇忍セうけ/に牛ﾡはすく ない料て しか8 一ﾡﾡ度に目 

力なふしていろ. «ないし/2列のﾡ木ﾡ状く係みﾡと 

が ) 係殺 したﾡ地は風っエロージョンかまハろし 土地 

②浜"強ﾡによろ作物つ枚考なﾡいくいみ。

/ネブラスハ州リンカリン地域 \

( 合秋回表めﾡ土場係会る 夕44/月 :

\ 山林ﾡﾡ供らﾡ料によろ /

その他み場合なみクど 例え ば. フシントンのコロンビア河にあ 

②沖釈土○段4で作物«係ﾡす みためにﾡさ /2ないレス0フィー 

卜②ス天な木名構をﾡけクくは巨翼②責用がﾡとなる. また. 面 

ﾡそろ2多 くの大表場ては ﾡ 地な係教す々て高い 族料 なして 

いク例めろ2。 こ九にイ?て材木を利用す»Y. 耐用 斗敗が一居長 

くなり. 高*めさらにﾡくなクので木製みﾡより炎い女用で一ﾡメ 

きな係滅効照を期約くさるみでろろくァケ. 4図)

4 -欲に, ﾡﾡが農場の価値そ左方するろてあみ. ポ場み価 

但は主にその土地生ﾡ性Yﾡ住地Y して ○望ま しさ とによ って ま 

ってく2. 化の系件 して等しいなら ば. 個別表場で生ﾡ的な土地 

が 多 く な丸 ばな おほ ど歳場の価催はﾡまるろ てろ ろ 救場ろ値 % 

*の2場合に. 枚場 <行 そﾡ供し ない 土地 はプラスク. 中立的な 

ヴはマイナスの妥因になろへも知ない。 プラスの妥因なみなら

, 一 根に ﾡ標ベそ K 値い しよ う -- 優内へら②承, 彼案 さ o 
」フな天名, ※しい木ﾡなごはその例ぐある. 映コ今3外ﾡ彩. 花 

のくﾡ物. ﾡはその他○べ情標Yなみような, ャク林※ 

gﾡ後のない林地べかかる プラ 入 の 妥因に なろか8 し Mない
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なべ 一糸そﾡみ生産的な土地は. 経済的にみく, そ2生産 

め系み々る中ュ的かマ イ ナ スのい ずかそなク。山林32 エーカ 

さ ・む /22エーカ ○表場 そ例にヒクう. この3クエーカは(/X 
木 その8つぐ»み。 くス)敗え ﾡ な大ささ*にすみにはほご会いな, 

預く 成衣すみ優校幼 令林 でゐる。 (y) 自台ないしﾡ用に品収減 

てさろ*まさ ま○令領, A叙. スびﾡﾡ <#成 で たu く»ろ. 

表は«4) ﾡが枚 し た 成、系林%堀 し. そ ○木 は敗た した必令のﾡ価 

ﾡ々るっていろ。 («)の場合の山林はﾡ系的価値なろろべ. そは 

試： 真 的 な%のくあみ. ﾡ8例べの系い項祭為は才3のカチゴリー 

の林く毎年将な上げられクのエーカの後 良択似 )なこ②場 

令○枚場低に系大ら彩«と今そみどみるっク. この始受四なな凶 

しとしく%. ﾡめ林べ表場産ら光価«彩«そ今えろ と2浪 

条名はずくな。 てシクは. が殺場をﾡめ込ばならないてﾡっ 

くい々人はいないから でろ»,

自分の uな ごく 少 翌イ株 すクハ. *と%全く 依係 I ないかな 

さめあことに常な岡べそ% っくい々枚場行右めヒさおりいクら 

であみ. ちにこ②核場をたクことになっく\2なら ば. そ Jt
は氏四な条であろう。 なが, 一ﾡ健会な力決はいま 収桜 ぐさク林* 

な以ﾡし. *ら向イそ②他のカ汝 ぐ木収 しながらゆたﾡ木 

ﾡ承なﾡ村す おように後巻な"みことでろ. かくして. M有着は 

自分のu林な像た生ﾡ状ﾡにﾡﾡしななら経せハらﾡ為なえ分に 

上け. そのu林ら本場吸価に今えちいかなク彩署なる 茶挫に す み 

こY次ないだろう このァ法よろと. 有者へ自分の山林な少L 
3栈然 していなかったとさよりる. ﾡ年の あいな林符を上げて 

セ ていク時○ガが枚必以価ヨ" 大さな彩署を与えるだう.

尿性管理の行ま活いﾡの土坂はくいない。 ※食n 
てるいない 水分8ある 究4ﾡ物ﾡ料産と尿材料なﾡ物ﾡ料に 

ﾡえみに登なえ係し敷此「Yﾡして\み.」 まて ﾡ物の※糸
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系なおﾡ的に再生たくさみのてろろ. こは土地に役立っ台点ら台 

乙ﾡ生によクるので力み. そこでは有ﾡのすべく公林*行ない, 

山休にﾡ係あみ多くの効物べ餌さそべくいろ. そ ②次林土 ﾡは地 

上つ池物から生ずみ形泣とそみﾡのﾡ以によっ く ミ みﾡな土と 

<ﾡ成ており また. 糸土塚の混品は総ﾡ物とAわし花物 

9 残* 匕 x形成* JI てい ろ. なな土坂は基ﾡ バフテリア. また, 

小ﾡ物べ※ﾡしくいク。 そこには大条団ろミミベ穴ﾡ制物べいる。 

こは. 胀木ヾ冠木忆 とって. 自ﾡ的にはﾡ内にせいセす2ﾡ始 

く&びへﾡら盗4のた めに林木なやす々人Y っくそぞれ生会 

○ポくろと.

条妹よ場はまに地形, 土坂の一叙的な性ﾡと系及: 水介と水な 

ビのため に 地位の 戎 化がお こ っくくろ こ は 他 ②我因った 

◇よリ 8山林の成ﾡのめに一沼後たいく つかっ地位へ生 て く 

みこてになろ, しかろに, 力らけク地位ておけみ才太ラ良ギ. ホ分 

4段.& じ木 ﾡ長の食るはなﾡ土塚な払糸々け自総のま* 

»ことに依存しくいみのであ»。

uxはささに小ハ/生命つ殺の-ﾡないレすベくを及 してし ま. 

ク.ﾡXに, ﾡ物. 林木と 瀆木の双方 とを成滅、にほいや っ て し ま シ. 

また. ﾡは土坂なふみつけ/り. ﾡ場を政ﾡ したり す ろ り で式殻 

生艦ﾡ力なかなり大ミく低下させろろう. 米るはﾡ木"幼ネネY 
いったりのそ稀めつけ て. 太のゅ承に役立っ水分そなんらかの形 

そ糸いYってしまクよう な乱て 次さまく らせみのく力ろ.

u火Y 旅牧. ﾡはﾡ係ら不調整とい った探っ た及林ﾡ用は 

zして枚ﾡ符の一そる分ﾡすろ こ と ○でき ない魚力 な るのに レ 

<しまう. 立木材ﾡみ*く林地②生ﾡ性«低めろけくなく, * 

が例ヨ考にかかりﾡくなみのでんろ, 一栄そのﾡ水のために肥料 

有力物 な火な ? 故学地や地 次生震不能くあるのと戸 じように. 

選る し/ﾡ地 はネ そ多く生産でまないつぐ»る
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昼場本と野生々物との結びフき

○金相 • 確ﾡみび 昆山捕 食 幼物 から ○枚作物の係ﾡは森Y 
いう&承物のて生活す 2山の 人定 依合 していろ.

そグラマへ感生活 ナ2器ﾡ抑物は地ﾡに新くほビタく総城ﾡ 

沿を与えみ. 株示 <ﾡ書土となり そ し く々今エネルギ-てkろ込 

物のクスとそのﾡ概岸料Yはﾡみ今っく. 後に糸株土場の特催 

をるったﾡい多孔性の状ﾡをA持すみろﾡっていク. また A 
かみﾡ物べ作った六は地 下 ヘﾡ水 せみﾡ合ら水ﾡのり zなろ

な季に自余み食物々とみシマリ ス*リスみ本ﾡ的ﾡ性は大乱かの 

ﾡ際ﾡ"似弥地にカシ②央. マツ今安K. スびそ今他②木み条マヌ 

突«まさちらして. 幼令林を突現させていみ. 木み突"系央なま、 

ちらす場合に. 呼ﾡ必大さな役ﾡそ沢していク. Mﾡ3いろみ多 

く ②状ﾡはSケ そ こ ②ﾡ とまっくるし /2ﾡ子へ ら生えたもみてろ 

や. ス大な多くの新しい得がるしたﾡ多で 内 Lたぬろそろ 

ろ.

係林は. スカンク,イワッベメ. アシイグマ.キツネのょ>に. 

高価なそ以なるっサ物み天ベﾡや地そあみ。そ勺世, ﾡ裂なそぬ 

そまとっくい ◇市ﾡ物は地 «質ﾡ し < いみ小で刈附に倍ス 

また. ときにはビーバのよクに自 分の食物 なうみたり/2木 依各 

みそみめい2. 今象回②林内で 情桜 たそ区は教百ドルめ してい 

ろ. ら大さい 条林I ﾡ急 し て いろ大猟ﾡめﾡ消的21殺社か。 

ろ. これらの物からﾡらみ毛以マ内の金価はさて、. 多 

く ②分2 ホッ < いみ 然 心な ハンタ -逢○年投ぷY 支*承は物ル 

ﾡ ドル に o I って\ろ

多くつ受は勿弟. そ今幼れ*タマゴまて食ってしう野ﾡはﾡ 

不を加考したリ. ﾡらしたりすみ記ﾡ«ﾡ係すク②2役立っていろ 

芳糸君 は, 内にんて記者*認協ﾡ物ﾡYつつゅ ざまた応渺.し な’ 

から餌さなんク食択勢で肉食得のﾡ受性々※めていろ.」 このら 

労ﾡ ——キッッキ サープーカくﾡ為社;キッツキら一) ミ
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ソッザイ. ッグミ, タカ. フフロク. その他チな- は作物へら 

考そくいとめれり 字中マ地上にいわ想②生物っ自ぶ的なバ

ランスをﾡした り して戚栄老を助け く い?。 その 他 の生物 は. 

ﾡな②89よりそつほ合はまみべ. "はり山林さ係会し A村 

して行くﾡ合に1我なね判な系しくい2奴てろ2. スカンク 7 
マ, リス. トガリネズミ, &びハツカネべミといった生ﾡはじ 

ちれないほど歹くの当由を駆除しており.その場合のお食他は一 

ﾡないし 会が なく力み。

多角的利用X利益

u本はﾡ納Y 効物○枚な生物号的"令によ ? くズ さてい ろ.

そKは遊物. 物物. 野風, 受. ハクテリヤ. スが協が自ぶのま 

まゆ息す る社会 で あみ,また. 株. 形. ﾡ彩み※しさそもってで 

».くは商ﾡ.向ﾡ的な法く人ﾡに大さく役立ってい2. 欠 

くへからさみさまさまな産物さ供令 して いみ。 林は士ﾡそ保 

会し. Mﾡ地の系湿に有な彩署さ今え. 風そ出止したリ. また 

水ヶ 雪り よ う な 水分 を 地中 に と どめリす みってろ. 3 抹 ほ レ 

7 リエーション, 料猟 ﾡ猟, ら/に人ﾡなご*すみ人々そ英し 

3せ»,

及ﾡ林は, そ②面ﾡY為ﾡしだいくは 次ら如さ林み高性ろ 

会«るってい々。 u林は. そ○他み作物ベって. め非生産 

的な 土地 を 後 立て て いろ. 枚場区ﾡに登な係材沿な械供 し てい 

».ポ作物 条る. スに枚場み人後そど係しくいみ. 大部分 

○核作物にちべって, 表岡期みﾡ会さﾡ供しくろ. 有ﾡな 

ﾡを東除す み呼③どそ収スめ囚な ﾡ供 すみ生物Yみ住系く めみ 

ク, 土地*枚下のIに兄合っ た負常得復 %にらすあつであと. 

吸知 でさて % 子価 o む ナ かしいﾡ形的 な 個 ﾡかあ々. ﾡ 場 冰 く 不 

が生ﾡしていく滅合に 自然 ﾡ殺か助みスY, 如0上の著がは

に真炎となる。木材を 生産 し. ス係ﾡすみためにﾡ地な経



-58-
巻し, そしてすべくつ総合利ﾡを将2場合にる戸けととにな々, 

そ②よシ経宅しないY. 会く「殺な」非 生た的林地 Y4って, 

つ い に は表場区消 っﾡ考因 子となみんろう。
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第5阜 農場における林業の請間題

出発点
ﾡッ条はﾡル てﾡなう山ﾡてなく <. 林地 そみ枚作媒く方

2, このスつの 規令 今回Iに. またそみ向選っ承り上 げラ に大ミなﾡ 

ﾡ力ろ. ﾡ場旅紫ら女充は負の林条名 少- しるる味し くいない

--- そは枚 め 豺 画 子amt /a wイ子 てク。 忍ﾡ経済 におけク

の地位をﾡらかにするためには. 枚場分"なけ は、ならな

い ﾡﾡ木をﾡﾡす々枚ﾡ者冬助けたり. ネフラ木Iに印L付けす 

ろ力法を役にしたりす々だけぐは不元え分でカク。球 来甫 は. 

»本#ﾡの耕地な林地 用するとさ, (ほとん ご奴年 にYzって枚楽

を校っピ いク. やっゆみず大な決急客 しなけれはなら な.

桜系右なすへ < o吸日な 配虐 して ﾡ 物YL< 木ル 性Aそ"ろ う 

z米セす»とさ. 起 帰抹を 発ﾡさせよ う と づナみ仕ずはそっ化み枚作 
米の場合Yﾡじてろろ. そこで. 枚条着は炉糸み枚ﾡ的扱助なは翌 

2u力, 殺糸有はﾡへmす みにめ②ﾡ場のﾡ※送そ型? したが 

っくいわ. 林業 ﾡ産 及く受け入ていろ.
税分な合めた総令的な ﾡ場 計面作業はﾡ透業で沈にﾡ

Yすみるのくあと. 検術 に岡する 実欧的炎妥性9夕 しめ おこ ら 

ないクちiに この画なたくなけばならな\.そうしでいY 牀 

条の次がﾡ まみ②てある. ごえ枚為 が状イカ式そ 意 認す る と 

してめ,: げん ざい 初め め てい2 似塚カ 表名 p /林/株用 すみとす 

<z, その択似の ﾡ戚 は尚マすいのであ2。山林巧 は ニュ -ヨー

ッ エゴ な 厚物 協同組合 ect Pceducな Cocfueza*
レ。Cこcaton て共戸くかかク作条さ行なってやクちに. こo 
, をな知ったのでろろ. そこて山林ﾡは, 徐令 的な 冽丸 の 緒 來, 泊 

%義数登Y なっ林糸的報々ﾡ条ﾡスて共アみ 形 で. 祝供 す 2 
こルになっ <l3ゝ. ニューヨ-ク州②針・ペ深 令に 岡す々係/ 

ﾡ料はこみ研から行られたるつてあ2. ﾡ糸方かこ○料そ入令 

に汚系みなら ば. ﾡ場後ﾡ②ヤ I2消場林み確國 ろ地 位 か須け力



よにな②だクう. ﾡ業有はそみﾡそ伏って研%し 理的台始 

を号けみだろうか? 遥去ら経黙上は そのレポートな統んん 

り安はそから利益そえくいるﾡ業為はすくないという. そのﾡ# 

はは明らかそいク々そべしないく初めた%のくあろ」 そらよな 

式沿そ効求的なきのにすろには, ,あ 々 人 く 林港司 那駐在 り エージ 

エント. 枚業校帰. ジはその他②秒場引雪有)/ﾡ糸有○炎銀z
させみこててカみ.

ﾡ本的なﾡ場置ななくてぁ. 毎年 ﾡ炎右にえ分な扱切なす 

. その利も が.新次現 ゆnてくク場令8くらかあろにろう その 

と さ. 現央②段系が炭 糸右を満え*せるっで. 閹 快「ノ ヒづい た山 

本修老は恒ﾡ的な作祭の一初分とろにろう。 しかし. うまくいっ 

たとしてる. そは不確索性が件い. コストﾡでしかる非能率的 

なマり力のよう2ﾡう

レ ベバン
農業者に対する3つの林業歧術谖助水率

区除○4え2 とこっによっと. ﾡ系有(て対ナ る林猿伏術彼助 は大 

休3つ②カテゴリーI分けら2。
水準1 承糸者はなせ林糸にﾡ手するハ? こハは水宜の分 

野であり 表場番みずで%あみ. そにはﾡ炎為が1な役せ2 
¥リ裕めとのに桜致なナべく今処力 —— 枚作物と し<木材々!4 
クこヒの行刑性そ枚糸右に知らせようYすみ場令に. 本女る原理所 

すべさすべて② 承あ - べ令まて"ろ. ﾡ 易林系 な化み枚場汚 ゅ 

から クま< りはなせないらで ﾡ場林系におけみ水単/はﾡ場。 

仕そ»と. 糸キ 内ﾡヘそな。ク上り め. みA的に林糸水q る 

クけないﾡ業事右のカベクまく"クのてあみ. ﾡめ林系ら受ル 

○試8は, いかなる場合でめあろ土地*林地光にして. 木作物とし く 

ネ材 «%生産すべさで力る といク こ とそﾡ糸着に的せろこセて» 

ろ, こはﾡ場林条2茶戚くあり 従って水*/②は考でろろ

水2 これは林ﾡﾡﾡ扱ﾡ, すなわち林妖状ﾡの似い方な

ﾡ味しくいろ. 「なぜ」 と\う 疑そ向が元 分介に 留決*れそ し てﾡ衆右 
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欠自分の永地そﾡせして飛ﾡミせよ うと次&し てからそ ○投術迫用 

方 を抗紛理 的に くてくみのて»み」 自分のウ*にょりそして自分 

に役ュっ多く ○研え報き#ら うち ○本冊や読 むこてによって自林

に伏用す 々救ﾡを つくり上けらみポ条有めいく人へいと. 一般 

に及ﾡ旅催るみ初ﾡっ段閣 <. ※投術さ@用 すろ②は高報てろろ.

張そでらなかった山林は-般に退角似を必致とすク. 山林2 上手 

に経老すみのに凶裂ヒなあ条務の手ほどささ う けた り. そさ継院 

したりすクめ令に. ﾡ媒為は林祭求術者"浪号係全録のスﾡを従翌 

とすみのでろろ.水系2の4ﾡは. ﾡ星地々次寒しく依林太みご天 

方法をﾡ地指塔すろことくろろ. 従っく, 系る有用な数はﾡﾡろろ 

生た材そ得ろなめ林木の洲ﾡ法名ﾡﾡ者に本えみ こ と を 意図 L 
てい2. また. 木羽取外市協訳間の救助, 生ﾡ材○価ﾡ. 及びとき 

c は算/作条計画に ついくそ マ アトバイスす»こYマ◆めてい

水準3 こ汽は特殊な技術採助. すなりち産物ら敗てよ 

っく多くの貨ﾡ収入を上げる方法そる味し ていろ. これ は 大匏办 の 

公 天 核同 の 分野以外り 8 の ソ なり その場合○核ﾡ有は自分自ﾡ名 

&当cッけなけはならない. 条○ﾡはﾡ的ほY条枚術みで 

用反とで於 まみ, いいへえクと 相当大さな山m1意糸為は 決 

系乱な し て いく ろみ「く糸的的なﾡ送な行なっ く 生産ガ2 
上キにﾡば. かなり多承ら負T入z上げらみ. 烈供し枚斜 

H加行ター居項りみこと忆なろりる.旗気者が回分の山冰計画2先 

全なも○にす2場令に. 報引z うゅ て仕ポセす 2祝口林意官マ そ o 
佐の投ﾡか校つり. 明らかに枚著をうへさでろろ. 州あ宮 

が水準JO 瓢 わる 農及 9 サ -ビス※継げ的てﾡ供 し. 表力式Z 
よ? て私糸為式献L いい< つか②川べめあ る.

ネ¥スx3e 枚術坂防 ○商2は, 明Aな一な引くゆけ は い か 

ない。 この二着※采は. しばしば. 林內の狀紺居浒 と仅 出作 災 勺 

営※ 教は危ﾡくき 産物血情報 と 林産物の 以え とリさめ. -年 

ゆけ Aび材ﾡ洲との送ﾡくあ. 核令承場林祭く後す2よ
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う な > ○Kﾡを採用 し て いろ枚妖着公水ﾡう②ねめなめ受Y う29 
はﾡくろ2. 自分○u林そ湖祭的力式く後老す之意券方. ・林不な 

地主. 数は浮由のい久んにかかり らす伏杯作条マ似林ﾡ負い仕 o 
管覆のくきないくﾡは水ルうの禄動なﾡにすろ. かなりない召が 

そ萩はあい名ﾡ と 安は高・とﾡルみ木な 0 っていみその他の 

※為べい っく8 収項くさ ◇そ○林木そ数似 し/り またゅ総ﾡ役 

で※ﾡは別の高場くたったヒさ でぁ収入な ヨ ・タくすろよ うな 木 

2炎存しリすクめくは. 水平うの扱防zめ受ヒすク。

水単 /の仕ﾡはそっ-郭がセ-ルスマンの"ろ%の似ていろ 

すべくの枚ﾡが後セールスマンではない. 欲キは意 系為 zYさ 

格り感ﾡせろような有なﾡ会な0っていない. 枚場ﾡゼとして 

ou林ﾡは. ﾡ業有から全及の俺ﾡびうけて\み, いPゅク※食. 

ﾡ作, 次るﾡ理などの向賜は勿論っこY. そ祝なから枚ﾡ右○土 

地②電解しくいろく炎がに枚みの②矢能と そ○承仰性及ど林ﾡ* 

あ複場への供台登客知っ ていろくよ って. 枚場みﾡ面から浪 め食 

<にてら2のでろク.

枚城林優ぎに内す々全休的な方えガ は. 大例分○枚失有Y っ <.

衣の しいめ②で力ろ. M駐在のエージェント"そ り 補助 酉. 係 

み人 鉄堂, 銀行 . 反 び カース • オイル 会社 今表場工-ジェントは. 

な本媒の町ﾡ性を しぐめ型解しくい, そ○はゼ○有刈性z 
2※力 /z解村 *ゼ ク ◇後た立場にいる灰くカク. ﾡに土殺係全め 

の黑甥係金/はこ ○枚場林糸み方 え力を枚ﾡ右2椎しすするらz 
%な立めあ2. このょうな人後のべてくはﾡ場動倉っ術次 

、 くいめ. こ今うち②継一人ヒして林素の口あならなくヒ 

Co<ヵろ. 枚考は林示状#9 子はどさにけなラウばよいo 
5マ»ろ. そのせ平は. 表場汁動○"く林示場ウを矢くさるゃ合 

2ズろ※成作りと*るらく»2.
* 2の仕多は考 や林功 官べ行なって と てい る 8 り であ る. 水厚 

。c ょ る枚糸為 へゥ- 宏の扱の総求は 水ﾡ /によ2 吹系な 恐ら<大 

なのす2なカク. こは殺 ﾡ林○業的ネ例 べいハなろ

やるかな系すみめっでろろ。 かに, 水#スみ松ツは水半/②枚 

V-緒ないしはその当に行なうさく力»。 段味の4え2 と こ 

クによは. 越めく娯ﾡてくむしろ分年)依ﾡすみという智性次な 

いと. 賞素ﾡは倍ﾡくきみﾡ条行系ヒしくら山林を全く受け入 

ない②がﾡﾡであみという。 午によみﾡ年の牧株作栄は. 耕うん株 

<洲地をた次"す②Yアじくらい受くんみ. *洋ス○作業は非 

代理お且っ啊恵鈴.であら. しかし水当ノとの岡記で. その窒当な取 

分を認めろべまてろろ 水/で行う 条 くﾡ次多く なればなと 

ほビ, 水ﾡス枚術扱助の災登性は ますますでまろのぐやろ. ﾡ茶 

右は, 自分に必我な校術的扱次州高で即府ﾡけそ ○岡為今合体 

そよってﾡめらみかどうかに岡べそめっていない。ﾡ宿は, 氷 

*/相なう条め今閲と ﾡIに幽投年拠 し <. 水羊2の桜動をク

三ﾡ須の農場株業 •

ﾡ場み-Wて か、つ枚場状 とみらわ 非7 c坂みく2相対的に小田 

瘦の林地区は. 大品消○教はﾡ立し たu株初n に伏問 す ろなゼ カず 

を逸用でさない. ﾡ央. 林務営はすっと前から明台なスっの枚場林 

糸※契てさくいる. このスつ○相系を認め. そギ2る称か与 

スらわヒさ, ※場林へ○林系状常のuﾡﾡ飛は岩*よう. へ 

くLて,ﾡﾡ有 ○救セﾡ大ﾡにﾡ受 させろ林条*主ﾡできみ◇ぐ

ク.

スつのﾡ場ﾡは. (/) 商条的表場林条Cmueucca°だ2tが。2ペ-
才. (ス) 令枚場林業 <れな子 2dぞcイ だe 2と4イ にでみク 

高有は他のﾡﾡ的林条 今クイプとにろって\な\。役右 はﾡ場経 

ろﾡみ令わﾡくあろ. こそ放城林ﾡ umt だeue4-
z v, 本者 は主と して これに岡就してい2.

分が復日なクY. 両為○相及休*マ明白になみ。商ﾡ的林栄は林 

K物のほ出ﾡなたかめ力 こ とにﾡ令し て いろ. 尚的林ﾡつ 目 的 は.

その行有にﾡ入のf得そ 必/zレ よ ク な価僧め之林た物だ恒的
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にﾡを多く生冷す ろ上うに土地そべるすろことく方る. 西栄林 所有者 

はレリチニション 犯•都 は必坂といった訓系を々»べ こ 

はちく * でも期東 も乃 って 主目的○全成な妨くはならない.

-ルにが上く 労合営場林*は. *ま. しい企的株*がのt 
ピxeをtイe はない. それ は今切冏明で ある. そのu句nろ 

主性上な2りつは承ﾡてり 泉物 " 小※ 或は我矗り生序 

と円旅に. 山# とぜ問するときにはいつて 8表場に 役立Qはな 

Zい. ﾡ場経老み目的ばそみ 経&号切n1 ○目の次入れねった c. 
そ○中には 山林るべ急 まれていみ.

※本的には. ﾡ場野は枚場ついかな夕土地に8岡係べろろ 博 

時的ないしﾡ指的にせよ枚地ら-ﾡそ林地ヌ用向け々ならば. ん 

かク地で火みとす少仕辛はゆ会として浪作余なつく力». 岡係ろ 

ろﾡ千②例外を 除け は, 主な意作条 は林条 と別で»みというこYる 

念浜に お久 なけれ は•ならない. そ○常系. u林は※場○ま登領no 
女未ばえとﾡねしなら役立なけれはならない. そうてないと 

ﾡ※者 は林 そ受け入れな くな り. りわれべﾡ場林師口な扱けさ 

どよクとすみﾡ令にうまくいハないろう. 私場林業 I2ﾡ用すクﾡ 

初み理は次の如さめつく»ろ. すなりち. 殺場べせYして受け 

れ*せろといっ たお場 そ○飛型がﾡ刑*なけばらないし 

そして殺系為 枚業本, &が為撃ﾡはそな枚場段せの-ﾡmン 

して»なけ ばな らなてい. 表場におけ2そクでない林系はとん 

ど 或は 全く配慮や れな いた•ろケ. ﾡ媒為が以え町ﾡ な林木 %たろ。 

さ枚ﾡ的投めをクけられろし, *ら次似ぐえろことめでまみ. し 

へし. いかなとる昭 ぐu林内次神所* て\みか※理解しないで 

この制口そクけ入クら , そ○株系ﾡﾡは災発的てﾡいぬのと 

なわにみ。

令なべら 枚ぼてあろ大初分○は部な向条的かなた用 

したものてあや・ 不在救場地をか白分介み山状な似ﾡすみ令, 小 

m有○知行条べなクのヒ 全<同 ・カで ゆ係 xwみか#知ない 

そのスを地字は自行地る行 ク渋場徴マYﾡ分の林木生ほスび 底於.
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と日為係ぐあみヒﾡっていろ. ﾡ場隊のﾡ翌日のどれ/つとL 
て. 依の林ず上のﾡも決えに彩智ご昇える0つはαい. 白かo山* 

2林に して%会くポ採的由よっ < ゆ灰 しようと し ないかは 

客いく s2年役次期のg «ぴ谷す々みりねれない. ﾡAに8 
果新留,馬芸エ府. はそつ他つ符殊作ﾡ油とﾡじとこ力に力と 

才を全く初りﾡ し くﾡ作系すク法人マ村然作物救2枚来はそ o 
作ﾡ区ﾡIに u仕 ﾡ %細みム ませみこYにほと んビ内ベ< 8 っ くいな 

いのな省崎くろめ。 中央. か、なりない枚くﾡなう状ﾡ号は枚場 

経考のヴるに少し8弟署«今えないかるない. その上うな場令 

cは, 枚場隆予ﾡ口Yしてつuは山ヒんビカ次ないので»ク. 

ヒすは. 用さみ どんな山林く%枚天力以外今人ﾡの行 寸 - 

ﾡ染な地Y全くアEタイプの率なめ 内女的林条 となろ. み、か、ろ場 

令2 ﾡ系的系○原洲 べちくはまみのてカと.

しか! べらボ本的には ※場状.zﾡ用すろﾡ柔的系2ﾡ妖は 

段材の方条そその枚場より %山uにわYこに潔りかっク. 枚場 

係 用 は等帅 別々 利用でれそ して年符そ めzら す浪場ツヤの利用み 
上にな り 立って いろ. ﾡ令殺妹業 はX場徴済の表ﾡにたえとっぐ 

力». みヒ/びそのよう な林条べ作 ら みY. 他のﾡﾡ 円てみ 

らあ0のYﾡじく らいら永院性と坂欠性るﾡ供すクめのでみろ。

_ﾡ含具場林東の意義
伝令枚場林系は枚場におけ •山 探格も ぐあわYﾡづけられと. 

そ. いてい枚場目的に役立つぐあろ. 大叩分のﾡ塚み目的 

はあ次べ及場2生ﾡて老む xtgに. ﾡ大②救場商行そ常 的に上 

けみことくがろ.

機合点埸林咪は. 次にのべクスつの方法によって. 表易行み僕 

容献しくいク.

1 消ルぐ凶ﾡとナろﾡ材, ポ. メ, 系材. スび用材ク如ロき生 

K力 な祝供 ナ み.

2 ィの他ゆ枚業#Yで産ﾡなッ»しな\Y* 自冷並びに



©6
ﾡ光用材み生産みめに常の4資承ﾡ命を年々え刑すろお会がろク 

こは冬ﾡみい仕辛てなとﾡ令がくなく4い. そは山林祈ケ 

後ﾡとしてﾡ符てきク新分ヒるクこヒ%めなしていみ.

表みのを伏用しく林ろ生産ﾡ力な老用すクことは, 生産加を 

mエしく敗たすろことにしい. ﾡ材. K. 夕柱. スび用を自分 

の場経ゼ仕白けみたyに. 枚媒右は不な似右にえらない 

クが普通だ?な. とい?は. ﾡ場方内②毛用林会をすとクだけぐ 

8<. ﾡﾡ○生ﾡを又りQならなかっからてろめ. そ○手法 

は明月らかに枚ﾡ経済に及すみるのてちろ. そういった木*mエナ 

ろ桜場ﾡケカみなら はば. その 他 の敗无チ足 林A 物なたみ原に救チ 

倉はこYﾡじ型をm用でさろのであみ. 数た可縦な生A材にiね 

エてさ みよ うな林木番迫をﾡえ山林々た分竹ﾡ していみ農条市 

はみな来せでろみとはﾡらない。 がしかし. ナくなくYめ, 枚場 

扱な艦物つ 一ﾡそる祝供しないﾡ場林はﾡで力み, 枚系為へ販 

た用に有 している比ﾡ的小翌つ林ﾡ物と年々たみこYがてまない 

新合zは, そYは吸たの伝立を助及ナ みたにﾡ場林系a*p 

-子◇zズ /e子zoxt なバック • アッ していみ公共ぬお岡っヌ 

任たなろのであ々. .

ニューヨーク州カカメツエ ゴ林 ﾡア令のな子。Secty 
○guczaなx。 に加入していカー人の枚系有なWにヒリ. 城台武埸 

ﾡ楽○ﾡ理名よく例征しよう. こ②枚条為は,ほﾡﾡMした米なと 

ぽYからなみかなり大きな山そ有しながめ, 大ﾡぷな部意( 

さなマっていみ, その林るアつの単平仰に分け. 各年,林木に目印 

zっけくある/? の 単他林分 か らそそ 牧ﾡ ナろょうユ糸した 
似林イ*の印付 けはオツエゴ林条物同ﾡ合のﾡ問しくいみ林めセ 

赤ﾡな っ z. この 供孫配列 は各 単 位 林分 な74z 一及伏杯す ◇よう 

cさめ/るのくる, なしかし. クﾡ位の林分かあろのく. ど○株 

の年承作め7年み問ﾡあとことIてな々. こうﾡ合クマーヶ 

ソチ インクは 皈を 可 材承○e ス2xヒいク ﾡﾡ○伏株な 加タ し た 

条的林糸のﾡ型は非7にﾡ及の似係な o そま しい%のと し<さん
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Fポに た.係た地な号 と林条隆考とは こ○ﾡのuに対し一 

営着及○似林な表木してい. というのは このﾡ○林分にっいて 

ほの似ﾡ%行な ク Y. 灰熱期を さてめそ9チく の 林木な は状 と 

Lす, 生長の段Rによって材承にかなりの損あベみえはじみから 

そみ.

そク※糸為は乳ンホリY ﾡ枚作系み箱を "ろヒ円四に. とし 

て白系効的ぐで角成した 林木*各ﾡ似禄し ていに. 枚業為 は木て 

ネビ材し そ"土場へ本し. そこで有料トラッフんぐﾡ 

単 汤へ蜡送. した. 桜は44似択 してやた。 そのランは自分っ表場 
d消@合してい. そつ体株はぐ"なえの"に 、改り/林 

力なくはなヘったべ, そ ○枚類為 /c u 林べ恐 8役立つ力だっ に. 

表場区せの斜ﾡのらみろY. *○プフンは後てい. 務ゲち 

え 易い 春 状力 法 の根頂 か ら すみY は熱林を的令林てろえろ た" 

ゆ々求○投交乱検Y◆りせて 成ﾡ林な 強& に扱す ろこては ボ分公 

A&すとRり木材生産型な*らに増大*せみこてになろ. こ2令 

に %枚業さの *し当ってつ欲木の7庶ﾡ的映木より 8空ﾡ性か 

かったの く力ろ.

旦電の取り上げ方 ^

株木そ vn&Y夕く 直く係ぐ さゃか ではな くく. どうす ばu 
な枚系倉にﾡる ﾡく役ユつハ公枚合ﾡ場系へのﾡ並力法 ぐカろ. 

枚糸者の生白ﾡを核済す ろ ヒミ に. ﾡ場林公ﾡ %せく役立つ こと 

はWらかく力». ﾡ媒名は. ﾡ京を償うめに年竹門そ上げば

らない大多水のく止Yなんららな\. 殺合枚場林系そ今む枚場 

番%羽ﾡす ろ場合にめッと なみ系初の処置は. 休産物生た ◇場合 

にYのよクなﾡ易"ﾡ矢ネユっか. 枚場分命さどのよクに利用くき 

クか. まれ林地くかような生産なマろ場令にﾡ糸為 は良 W物そ ど 

のくらいﾡ用すみのが有ﾡかていっﾡﾡを商門す2 ことでろろ.

ﾡ合ﾡ場林糸へらア ロー は u計乱 よりるむしっ. 枚場計乱 

○ゅ力Aクところべ大き\. 車央. ※ﾡ動○中の林の役ﾡは.
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枚場○登弟に従って生ﾡを行ないそ して個別ﾡ場にヨリよくね2た 

しめろべくその生&力なでさろたけﾡ誓すろように」 主としくその 

山林の生産そナェックすろこYでろみ. とえは, 山火 や抜：み 

枚考とジ少*せたりウはそ優ウ除し/り ﾡ育Yぷや祝«行な 

い*に扱打ちと向ゆ々念入りてでばえ分くあろう. その% 当 

m 林地 %番送林し/りジは負ﾡしたり歌は元したりす る： ヒべ 必 

翌となるか。mない。ﾡ場優老○研究で指ﾡしくいあよな力的 

力を取り有才に利ﾡすスにはどうすべさか とい ク こと が 点 爆 計画 

②同ﾡであろ. オニ り 面面 は. 林地○生ﾡﾡ力べこ%ﾡはそ 

上のや力を7れ用ﾡなら しゅろかヒクかを決めろ こビて力々。

べての皇衆従ﾡ者は巣場は差について底ﾡをもって"名

な合さ場林媒は枚場区3っ-W くろろ. マ o山林でス目は総合 

彦 爆 計画 とﾡみ令わ*なけれはならない. 表易状※を成功 せみ

めには ﾡ場優名右。ﾡ浜本ﾡ. ﾡ系学校. 塔みA, 我典毒门力 

の為, &びﾡ系物導者へら禄助そクけみゐ表な2. このよクなく 

度は山林Y 教場経老 と○%ﾡな 内係"称サなﾡ和ら 力ろこYzっ 

ていろ. 林務官以上にﾡていみ枚は, ﾡ別数ﾡ者通○ヤに ﾡ 

霧ぬ部口の分か々みかるかそﾡてさわのてカ». また. 宮am 
唇を上げみ滅会そ炊えろ場合に, その矢例の叔示力法ﾡ知っていろ 

また 税今み的期Y そ○場令つ系場のﾡ仰力まヒそ知っ ていみらぐ

ﾡ活物は他のﾡ系郭口のﾡ考とな2より 8補完的Yなみたみう, 

我する, ﾡ合ﾡ場林ﾡヒいうめ○は. ﾡ条為べこなクけ入れょ 

うとすろ 気特忆 な う まで つ択階 では. 株糸本ﾡ そうけな いポ水加 

ご枚系ﾡ為 によっ<承8よく し亀y うろみくあめ. ﾡ系的業 

力式によら な い水ﾡ林糸は , 会枚承不系名 が心を合わせ く 協口炎 

"でら ないと, 央係はほとん ど進 歩し ない り ぐろる

合ﾡ場林索」こおける業専門員のﾡ分

公務項る林門Kは水ﾡスっ初地. いかえれK放なJ 

林部 円をﾡ当すちY決ﾡした役てﾡ場計重方からﾡﾡっお こ やない 

よクに仕ﾡセ引き継ぐのてろろ. しかし こけ○就明くは余り 

にどﾡ#でみ. 平 承祭水 中名は 水平ス よリ 8水ﾡ/の力に一ﾡ 

多ﾡいクのくカク. 林務官 か消妖着っ角 林Aび産物ヌ 用 ( 裂 a 
の名 九今に ﾡﾡ・考てきみほど役ユつらは. その状ﾡは申分 

○ない8つたろう. み令なべら, 枚場林系ろ分算くは糸衣+み 

人nに Mﾡ公ろり ﾡ○地次電 にめっていくにはかなり2日時 

«登すクだク .

した^って, 浪場林務官は術士 ○み大制分の仕平を代行しな 

け れ はな ら ない.ポ 場林務営 は白分にべって仕Tそマ? < くれ々他 

の枚系扱ﾡそ殺みL なけばならない. *昇/ ¥2 くは. 枚場状の 

ﾡは及な糸と像今枚場糸。將修 後商の流理/てつ いて 送干つ承条 

泊 ど及共状ﾡと及合 しなけ はな らない. その主な仕ﾡは枚場通 

所○RﾡくA場隆で○加る > «本え2 こ と く2. 一般に殺※余で 

2クけたくべその原理*理解すン. そ○スは枚ﾡ系 ○理そ説 

四くさクのく力ろ.

ま/. 山林みもﾡ wcccea - cLcxc&..t /ceyawt そた S 
み場令にめﾡと4ヶﾡ な林系状術に っいては ﾡ林功名 が 自 分 

のゅ力為さﾡ隊しなけならない. そ○状術み仕ﾡについては 

xの同ﾡを本音でﾡげすろヒさに統明すろこYにしよう。 それらの 

以ﾡは扱す くな<. ﾡﾡで. るみに伏用はなけばならないYい 

うこYケここぐ主ﾡくさろ. ﾡど意央着べﾡ作物など②救均術2 
召円す»とさとﾡﾡに. 枚条右によっく林糸状ﾡそ習将し しかも 

炎ﾡに伏でまみ性なの8のでなければならない. 枚系倉は 枚地 

ゅる,系#習. 耕地なビ○体やう法な召ぶしてい». またﾡ駐在の 

A6. 者&岡係のﾡ中者. スび枚ﾡ羅と研え報場考などから新し

アィテァーY今まくの情報となヒ り入れていク. ﾡゼっ令 

<いA*倉は Pじような力法に+って. *しい飛を上げシみみ 

く力».

u林な 所有してクラ召7枚ﾡ右らち, 林務 Eかア トバイ
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スなク けく u林からﾡﾡな上ザてい みくは非ﾡにナ く ないよ うてク 

ク, 表業点は, 林新号円翼YLてつ月セうけていない枚ﾡ計ﾡ, 

那ﾡ在のA6, そつ他の浪系塚いめ山み取りねい力な学ばなけ 

ばならない. そ え後場林務 営は枚系分野におり と林がせ外② 

人をY協して. 包乙○日的そを成しなけばならい. 様令枚島 

林業はこら力法そ安行し弱くしていろ. というのは. 検令浪ﾡ糸 

は. 共励とﾡ千の扱助Yな今えば. 忍ﾡ右べり多き山休経セ針

に淡表な術てナぐに修得でさとヒこクまで. 作ずモな低Y力か 

らくカ2,

抗衆再 口ﾡ2主妥な 取 くあわへき 8う一つの1受な仕ずは, 意 

め○本品物産ﾡから 自ﾡ仕やけ*え引い炎りのが分○吸元な 
欠金す々んに. 市場な飛ﾡさせろことぐあみ. 市場びﾡさせみ 

ためには. いか、なみ地城社会く8かなりの仕率べろ. 本全ク検商 

<, この向認をう孫す々こてIしよク.主にその円ﾡは. ネ材 っ 項 

い手とその用ﾡY②協ﾡ化. ヒさに は汎血ﾡﾡっ改ゃみは本Wz 

ネ材ﾡ件 け者術め払すめにﾡﾡ有ら ﾡと*意味 していろ 
・

_農場ﾡ計画立室の場合の4車(基を雲回)

山火 と 放牧, みYかどのu林Y ならないクちて. u火 と次氷 o 

ﾡ者なくいYなけばならないこ とは言 うまでもない. 出に, 妹 

地と林木は山火Y林地のﾡ牧利用とつ彩思とうけクらそ力み. 林 

地Y林木にﾡるがろ2よクな区ﾡは分なヴ※ささんめ*ないらく 

カわ. 地で林木の活躍すわﾡ会がないと. 一ﾡ今隆ぢにおいては 

枚作物ヒ しくの行洲 な木材生准2 マククY すみ恐微は消えクゼて し 

うのであろ たとえば 枚に*来性がろ必の%めかがルらず 
山火ぐそりﾡ沢ﾡ%低め り. 枚命 次林内々»みつけく幼ぐみ成 

安を印宅したり すみなら ば. 林ネみﾡ と材ﾡの上グため2行 4 う 

株合依. ﾡ件け. 枚ち. ツル切リ2Pca.cuなy なビはすへて 

ﾡ 刑ヒな々にろう.

そゆえ ﾡ城林ﾡゼで妥ﾡ②以共すろだけつ御値べあろY L 
、 ^ • 、ヤ .
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くめ. そクすみ桁に常ばみ向思そまず解すべミぐカク。 千例 

のベょう, u火ど枚氷の水老子ﾡべ予想収会な大さく上」る 

※合には 当銀枚系右は殺惑林領口とい>方えガ*断念し そつ山 

がなﾡゆしく他のあと用会に向けみように決やてまろっくやみ. す 

なりち. 冬期 用 り 家嗡帐 機樹布 と した場令○ﾡ値み万がネ材生産経 

るで活ら あはすつ予ﾡ価値より%大さいろう。 そっ 林地 ろ一城 

名ネ材生&にM 用すろという 就令 网 係 の我協点、おみい たぐれ なけ 

ギ u本#口%枚糸 すみヒいう念を天は総飛的く力ろう. 条しい 

uxマ*坂か妹木でポマな地生能徒 さそぞ我失*せく とまう 

とやフポ内をﾡ系倉べ祭祝す ◇ と 木生&ゼはゅ功 しないみで

林木を義作物としてみる族场,根念.■めく一験的な林.力考え 

力にKって 本米右べ枚作やとしく糸にﾡすと方え力さ受け入

あまくは. 土ﾡはﾡす ちヘウは化○Rに向けらろらぐ. 意 

多を糸 tし く○飛なは今在 していない. ﾡでふた とic 子2- 
wな-&n.～んじヘムパイ* ○代りに. -第口としてみ意受旅つﾡ令 

%-級に水営させな ければな らない. これは林木てﾡな隆着 しにり. 

はばみ長型に増しい型な曲年ない し大ﾡ的て収ﾡす ろこヒ%前ﾡと 

していみ. こ公状系つ基本就命く力2. 表条倉及どそのみ神 

着に かヘり ら ず u相右は ナへく での視急を女 け 入れないと.

立次な山林繙9 R e っ <い けないつで力ろ.

様系右が林水な救作物と してヒいうよりめ. 木その もの X して 

引えめヒさ. 自分○林木ギを吸た し <常材ﾡけべ数ろ ことになろ.

o%合, ータ状地にし土地から得冬上げよクヒすろヒ.

て私期間○谷 ベ裂 とな2. ス。 収ﾡ は再び林木省ポが形みさ t 

»まぐお力ずけヒなろのてんろ. かかク段ぎ力式はやかに工7な意 

※"ぜにヒつても決して好ましい ものてはない。*ルえポﾡ林部 円は枚作物 

tしくの林糸に旅木そつもY しくの糸とみﾡ令から欠しなけ 

なな い.
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山仕ﾡのﾡ期 「ﾡ業右み仕率充会にはなさていない」z 

一級にきPくいるし 勿鈴そみ就は工しい。ﾡﾡは忙しいところ 

<ろ2. ゃゆaばならない仕ﾡは次わク. 大制分ら水作ﾡは争衛 

的な忙しミく場地期 州うん期. 収ス桜)べク. こなMP因3 

くと. 作物次区報すろY 収桜 しなけばならないし そしてx 

そ必たで自坂消女のためて呼ﾡしてく. そないヒ. 多くつロスが 

てみことになク. 山にはこクいっ季ﾡ性はないし, しか8林太

生&と 収及て 千ﾡ 2 大都 分み仕7 は好湖 ・にる枚ぼがの林ﾡ 

/o&wt-イ4cz <cんcdue c シね ナみってあみ. こは茶岡な力o 

ﾡ 欲に *因していみ. 枚条右が 山部 円②価値を半分にけ 契成し そ 

して他っ価と分に何しないかさり. 山仕中は企く行なpな 

いほど呉え々がﾡまってしっだろク. こに対し. 球 条力木 優巩 

た山休ﾡ口ヘ ら○利絵をぬめ2な らば, その他み仕ず名田害しない 

てu仕ﾡべ合在 し て いみ ○は非常な強みて »々.

以妥ヒ*ク滋材で*み収役ﾡの/I. 山林 切 仍睥向 ほ 制层 

九ク場令が余り28多い. 4ん計画ヒ乙のﾡ生震物の収減の 

そ**上iルク的どケカは. 才端マ布材ﾡ分の利用により加 

材ととクﾡ材用糸材を生ﾡすクんろう. いいかえは. え。 

凶裂ヒな? な 木材 を 単&碉儷 す みより8. 入令 な山作媒動な 

くたカ 休枚 下ﾡ登にたじては々かに夕くつ細他 も/らずたろ 

そ のu休伏株 さてからそこ で用くま み場合 は. ﾡﾡ以は体 

&表は その他○表物用な地城のﾡ材m次ﾡ入 あこYめ力 

この材な利用すみには車前にﾡ化たれくみ以登なカろ。 といっ。 

は. 枝木 世新,共材, 柳 スびﾡ材なてて行なってチくっ用 

全向けク前に抱ﾡしなけはならないからであろ. 物 現 千そ り 他 

のﾡﾡな物 にはポ材②ま伝ﾡぐさちが. ﾡ炭 に轮燥 した U りを 

伏うカケーﾡに月烈であみ. 勿崎. 自※用生ﾡ材には, 秋材○ペり 

に戻材なﾡ問す ろこ と 8 沟 を. 材○ﾡ m は 秋材 つ場令より6次 

シみけどめ. そそ枚場林久ら生して代刑すろとさ 木材な 

か、なりﾡぐナみこビになみ. 自条用生材を用いくるﾡみ令。
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く2と 救石ドル②ﾡ用そ部てさみ場令次すくなくないくﾡ3 
表). ﾡ場球ﾡ烈の刑ﾡそた くろこYはそたけの倍ﾡへろ2.

そんなりけズ. 現会入そ上けりﾡはそ前物く ゥヒハ 

こいな浪系倉な認めろとさ. 人兴力伪 ○渋円今*ろラ«とい 
う次糸かめ処理す ミ作ダ1べオ それy・ そ山仕平さ ど○よ 

クに招和さ せみかが白ﾡYなみ。 この玉べ解次さ2Y の 作

岡刈ねらない枚糸右は少なくなと. リがいな力わY方えら 

ク仕ﾡについては. そら作系ﾡ期べわかみのくカ2. また. 殺業経 

消多有の日なったﾡ場ﾡ死によろと 大ﾡ分○ﾡ場ではその時期そ 

シりふってないと新明して いろ. そ○仕はﾡ先かﾡめてやい 

tのなろYいっ 内ﾡろ ろ そx その仕は炎にﾡれ 

みようにな4み. ニューヨーク つﾡ承ﾡに は, 山 作 奈に ヌ 用でミと

ダヘー時がわみという紹介そ所に行なっ くチ2年). /8照2 

牛例ﾡﾡ及々でまえ%. /日どm点分的で受的/クヘ-日伏 

ﾡ作糸に用でさろとニューハンプンア州コ -ズ研○ﾡ2研え
お 説明 してい る <a4). 「一般○岡枚場枚系右 は承場i例 円 で に や 

/のよ^-日の 木才 用自ﾡイカな係1し この*分以上が/ 

/ ス○る月に生じてやク」とﾡﾡ地力でﾡもしていろ. こ

は 200工-カ ○サウザンペイ ン く属材) そﾡる すみた つ に 必を 

/ みちK る 日*e»み(22). メ・-シンド州 i f ○意 は者置み 州 

※くウ7000 ポンドのナバコな生ﾡして いみ. 2なﾡﾡす クた

ンワなのしくﾡす々のスら主な"のく力め. //へらど 

nまくに表すクこののは 70 ない しふ。 ヘ- 日てクが /^ 

s口マみのはﾡて力ろ. すくなくヒ 8 42ないし ,ク ム - 日かそ 

のの仕1に向けらみ. そのよフにみみと, こゥ多くは 秋で

用«2よクてなみ cal.

山のがめずしめ枚条力やなな味しないことは効かくみ。 ず 

ゅ会は, 山林ガのの力べその他の多くの枚ﾡ幼より8ヨりﾡい 

LいクこY% ﾡな値べﾡしくいみ。 たとえば /?α公 

e 及の哀場抹業夫辿指毋豺画 は. ﾡ業右ら/叶向当り業賞は
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2 44 ドルか ら 2.ααドルの向でカクヒ. 土場係会高2a cく公表 

した(24. 中央治州及び五大湖州地ﾡに 各な すみ鹿 •ヒッコリー抹 

ダヲ所について行な? 研え/に よろと. そ②的行はス-日当 

り 24 トルないし /タラ トルでろとヒいう (23). オヘイオ, イ ン 

デァナ. ミ ンガン②る州ら カ エ デﾡ についてアじよ クな研究そペな 

?たﾡ系によろヒ. 土地マ資本終ﾡに対すみ税会, 利多と いったナ 

べくろ式用そﾡ引い/ﾡ間当り ッ ﾡ報酬 は ク孑タ ドルム ら ス47 

ドルでカ? とい (42). ﾡに. アーカンソ州カみ %c 3uru 

3etw チオ は. /W台リ竹はメ/タドルくカ»Y 

算○ﾡ系び飛表した (27.

山林で有利に供Hでさん イ 型く人-時) は林木者ﾡ状ﾡ と怪さ 

共的及と2ﾡ係がわみ. M2のべよう. 朱的段せセ行なっ/ 

Sazwu 3oac才 2 はエーカ当り ヌタ 人一 時を快用したと卒 

じていク. こ○dは, ﾡ業者矢係に山林段老していみ場令の承場 

株炎 突地動つ公殺子伯より めﾡい②そある。uのﾡ登 

くヘ- ﾡゝは多く②ﾡ作物つ場合にべて エーカ当 りごく任かくろ

たヒえは, アーカンソHのﾡみﾡく28)で符なっが除ルの 
ﾡ系よみY. 農作物ク场今り エーカ当り必要労 イカ 重く人一时)は 

次のりでカわ。 ;なわち. ﾡ花3。ないしみよく, ラスムギY 

千しタスよん, トマト /ュ4く. ﾡ然※ 4/くでカろ. 季前物 

は枚作物のみﾡ化を災受とすク. そゅえ. ツ物力な/スカに印 

分くさみのぐカ. 枚ﾡ全体なトマトマﾡ花作りにすろのは不白ミ 

くカみ. またﾡしていヒしてめ. ﾡﾡその作物っ手入な"九 

之はどイカは多くないたク。 ﾡ物みパ期。 *に/内向当リ 

。 物級mの高い内ﾡそみいたす たつて 番を次受す々ことはﾡで 

かっむ すか しすざクヒいうﾡみら. 林内 ( ﾡ !に伏用でみ相対 

的に低いエー7当 りのガロカ くヘ-時)は価価ある るのとえょ 

林地へっ枚共Y トマ ト ないし何たっ救ﾡ地への状資猟はの右ろ 

人-時で示めさた他利な及び/ﾡ問当 り ﾡ に 比 例していろ

I ., -75 -
-出方きと機ﾡの取撃い方。 大早系地力泉知に力ろﾡ場○夕< 

は 荒ﾡ光をﾡで して作ら北/ものぐ. しかめ 初 ○/ スゼべ今ポ 

装 君 は無大 ぐ め った2もかかりらす ﾡせ②チく○枚糸者はﾡﾡら 

ﾡ校術のみなら ずそ○状術らﾡ再力法す らめ央なって てろ 
・ 

ﾡるにﾡﾡを与えた り, 行さ、らて汚めたリ すみこ とだけが我 条 

為のべそ強くツかずてあろ 一般に. ポケット・ マネーは自分ら 

出株ﾡもによ って呼らあヒいうこと «ﾡ央有べ知ろ とミ. *作 

ﾡに対す ◇教のス杵ち はなくなっ て しまう○でろ2。

炊出作系は令, 名. ﾡはその他み※伏ﾡすろ場令てﾡ単な 

枚術なめﾡ ヒなみ。 自分ぬ受なﾡつ迫ﾡとりヤけ 丸太用チ 

ン, スベリ止めハサミ みc-&ム4 さえ有していないのな及 

祭為ら現状く 力み。 私用トラクター は大ﾡ材そつ及みみ作 

米に必チしも 通し •くいない. このため. ヴあっ杉放を貧貸する 

必部次ぐくくろ 大如分め土殺係会区には. 山休問に協力他勢な 

とっていわﾡ永有にﾡ貨すろためつ大型ﾡ放次力と. その, ﾡ合 

氏用に大型似ﾡﾡAび トラック を問ﾡ していみ. ﾡ甲般ルはﾡﾡ 

は. 一般○ポ作条に伏っていろトラクーそ2他のお城て, 全く 

系なわ高増な 山林作系に しくﾡ用でさあように 改食 すろ2 忆彼 4 

っにろう. ﾡ用ﾡ本% 山林作求に I刑でも2ように改場すと兄会ら 

ﾡが大さいつはﾡ条右ら充四の*にあ»た力. こ 次へみみﾡﾡ 

似堂系有YﾡびついYさ. ○そましい改巻なるたらすだろう.

ニケッティング 辛にめ. 大新分っ林た物客えすろのに困 

n山ない. よく4せま/山林はﾡ係材 と材とのバランスなY 

っく2っの生艦材そ生ﾡしていろ. 大分○ﾡ場はあ"材な沢山 

弟 ヒ してい る. 多くつ山林く裕ﾡ○選ﾡさﾡ増さ*せみことは主に 

キ材さ生すみ山状な作りす上うに2. 勿 您材 は 村. パル材, 

数材く»る。也面な勿材は. その場とﾡﾡして. 次ﾡ的な部納 

zゅらした. そ○ﾡ県. 価格ビ7ﾡ性は不洲になっくさていろ

③材のﾡﾡな妖す場令には, しめ困はない。 来材さﾡった
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レ ﾡ文り ○材 そす2たにチIに製材m○あろのべ当ﾡくあ 
ろ. さまさ*4な木材利刑工条の力め地めに住んくいク意系右は自分 

②東材政ワさ先名送状てきみみくあろ. 先びﾡする場合に 
枚界右はﾡ米林経老有に比べく帆台な行利さ*めっていク. そは 

大型今3材くﾡ材 と)にﾡすや系巻の敗ﾡべﾡﾡあ»のらく 

ろ2. こ○有*は催老改るによっくあ材を丘命な生産Taく 
低ゆたヒきﾡ着てなみ権ク?. そ9自常仕ﾡけの他に. 滋系者べ 

ﾡ概放件てさみ地ぢ内の町て一ﾡのﾡ材希裂べあみ. 一般に, 意業 

有欠市場販たす 2のに困 っていクほど夕く先キ«生ﾡした場令に 

のみ町へたりだすのそある. 勿ぬ. 枚然右べﾡ材 ○代りに考ら8炭. 

8油. はガスさ伏用していク地ﾡべあり. かくして. 一221る

この 生A物市 ﾡ2現に四択させつつあみつぐカク。 ※材*ペル 

新前煬木少しeないと夕みE 営場林領口は祝にたたなく な2か8 
知ない . , ・

こまて②区合矢ﾡ材さ週生 してやみ場令にはいクでめ. 

営努隆老為とﾡ従中方はそ2ﾡン商かし. 呪火の市場を系6行 

利に利用しなけばならない. そらためて ず ら a ならないこ 

どは先材の吸部々採作 し, そ②市場べ生ﾡ女にみ合っ倍X<ヌ 
入みﾡをでさ わ/け多く供ﾡす2 こ と ぐあめ. ※千のそ力けよ 

う. 改及足○木材法加ストープでﾡの伏用をﾡ色せたり, 燃材o 
等係付けなマ り始pた り. ﾡ採材そま"ハに 引I炎すために集協 
24x44 W2ル そ教置した りす◇といった力決く新市場復商括 

ぐきゃのく力ろ.

パルプ材は区報の般・パルエ場にﾡ得し て地城的寄み○力み。 
次昔他 で ある, この場合 ﾡえﾡﾡなペルプ材ヒいう&のはその工 

疑の妥系件に命得している. アメリカ帝ﾡくはマツとﾡ材対し 

<ー応 の都等がおみ. 北ﾡにおけみ ﾡ殺塩 製法によみ危パル 

ウは用ﾡ.製協工場はメマツ Y米ﾡだけ«伏用 していみ, また他 

の工修は米混幺. *の他○工場てくはポプラ ヘコヤナ*. その他り 

深材*伏用 していろ

-ﾡに地域市ﾡな永部 みそろ化う生艦材はゆﾡ用ハナミズキ 

クッカカト 用ク碍初. &び夕くのﾡ世性のカろ材なめ裂ヒ し < いみ 

工※用のニレ, スびの※千の系長緊世工場で以妥ヒなみその他2 
ポﾡぐ»め. その他の例くは. ベニヤ&びカンナ周用っなヒハコ 

"ナキなカけら夕. このは水木, 夕た 枚. 木として伏用 

しな. またﾡ述択。○R材は. 程反の 差 ほあれ. ﾡ作りに伏用* 
.

1力. もう一つの性おそそえ林た物は. そ9存在置"場に 
円係なく. 画内市場と呼あ吸母な8っていク. そ には着卜休材 

tして②a色トネリコ, uﾡ. 負良自機。 «○佐マ依み汚貝 

M, に係ﾡYしてのニセアカシャ. そみ他夕く◇はス林べカク. 

-微に, こらの市ﾡﾡは車マトラックに 一派と なろよク に 供給 

ナ み 数我べろめ . 翌の 木材*急行保でﾡセ よって 負物ﾡ送 し, 

不ﾡエヌおな く 小家庭.«学枚の 売店 うの登客にたみことは *こに 

を桂裁の利 豕 勲に 加す 力营効 な市切 间充 9 可能性扒みな し て ろ. 

祝&刈問していみ回内産の林木にはオレゴンキンハイカ フル ミ. 

*杉 クロザクラなろり らにふ以材そ生えす2た の係役状か 

ら倍工用な営似 しくいゃ.

aりゃな生産材に対して以区へ会く合を していZいﾡ令はﾡて 

»».むしろ 項手つ他々ななスヘなうようなれそ生たしにり 

買いチな林地にﾡへ せみに受は利問でミみ 龙板車 そ 満政 で せ2にﾡ 

みなそ xれ 供台 したりすみこヒIに向ﾡべるんでいク. ヨタく 

②uム<ヨり冷叙な材な生虐すろこY べ現に同昭 ヒなっていみ. そ 

o%合, 木材MW工天はかみろ保そ係し ボめ2だろう, 尿料とめ 

aマ入手<さな いためにWﾡ し 木材ス用工系は, そのお沢Y事炎 

なﾡゆするoに令 った ﾡ料かカろ ヒ さ に ﾡ択なゃ り カ う.

チがなﾡ震物の敗た肉ﾡ解ナ2場令に, ﾡ岡令は及に立? 

てさたのてあろ. そ○他今はﾡ千の糸件つさ <役っ < さて いクべ. 

そのネ件% 一般Mめ みまてなっていない。 マーケッァング今隅 

子 を なくす 施即な方法 は, 枚条右&びその他の山有ﾡY 木材 紫
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ﾡみび木材刑倉 と欠物すクことで力り そクすクと形式的なほ 

元物/ﾡ合み妥ﾡは未ﾡにﾡけ らンだろう

全ての米糸物FA令が成すろ系件は次クうつてカカう。 (ハ) ※ 

充田帰に我 々ﾡ色糸 そ丘当水て さ クたけつ生&型どﾡﾡ欠なけK 

はな らない. () K引ﾡ公ﾡはﾡ々の考祭び俺ﾡすわにみ大ささ 

てなけはいけ "い. その軟祭はﾡ河ﾡ令女%ﾡぷと し てﾡ所# 

○ヤから償うたクう. c) ﾡ今ヌに ﾡせらた 系ﾡ服反の以務は す 

<な<ヒ% れ式木ら ス。 4 z4仲す ◇よ 現会 ない し祀係物件 

な的入てさ. 4た場んで的入しなけばならない, この場令, 女払 

い能力の係ﾡべろっり、 3たﾡ食体さついて 当な係ﾡ人かい 

れば 段mないしﾡの賃付か ら盗加ﾡ木催りゅろ奴てろろ

こ ヒ F じル-ルケ林た物ゆ同色合 #ozcut-/cedducd cncutuu 

にあては!ろ. 者置○不件中下では ﾡ場林へら中祭総隆女そ償える 

たけの木材型 と価催似谷すみの因であみ, ﾡ会なえ物共日 

田合 のタくはなんらかつ形で国 条ﾡッ よ之理ﾡそクけてさて. 

べ 帰の. フルーツ はﾡ然光客松う/めに他*た共月幅 

合次林産物を る平ﾡえないヒいう型由はないので力», その総資* 

は大炭ポな率条翌 よって めゥ 2し. そ。 ﾡ令の林企物は強r 

な貴用なが クのく力2. 林座秒 の 共 問販 光 というこの力法は枚業ﾡ 

に段死校会さ今えと○くか». すなりち. 回神動休全くないらに. 

その力 送の説Iに クまくﾡ*ていみ。

合祭 函ﾡﾡ及ど来 のいれ2ヒ こ ろに非ﾡ多くろ 山林べ存な し 

ており, そこ その木材利 用 工※への木材○1致な供給釈は米場林な 

のそあみ. ヨりﾡ係な木材に対ナス7な力り. そしてヨリ*な 

木材の敗た校会が合在していみ. このよクな糸件下ては, え手んみ 

殺※者の地位そ冷め 頁手のちしつけカスォなﾡた糸件に対々ナ» 
たルにポﾡ倉のﾡﾡ化次ﾡで». そのめはﾡ光ゆ月ﾡ合と 
いクよリ %桜栄為田体 子aクntとをa addoc ctcont ウはﾡ例組今ヒ 河じ 

よっな日的そゼ ?た @今が妥 なoそわって. こによって枚※倉 

は以 糸件 -沼行なめの2すろこY伏でまろにろフ, かかろ細
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今%倒ゆすク場今にﾡ択倉シ扱前 L そ し < 山はd者 に吸光目的な 

留敷ミ せみため に務セ " 使助は役に ユってちろラ

不連地にある基木。 こ M は優僅な校飓能若 9 邪 鹿物 となろだ ろ 

.たYズ は. ﾡ納救場べて さろの現に1ヒ なって ・ ク土地は 

そこそ依しくﾡ地に刑すカヒさ. らに 孜初 マタ く救場 て ミ P. 

とにスし その枚場でな最 として\み場合. ニセアカシヤYカ 

ルクパoよ うなﾡ確でﾡえた/エーのﾡ地は 奴物 救場◇場合 

り6承る府ﾡささらにﾡめらみのでろ2, 特央の / ﾡはこ

%株糸生た/用 し附て年ﾡし の払そ与え ろハめ如な い. 

し. ﾡめべ山妹よりが米ﾡ地て殺*していクル令. ﾡ地は及 

%はﾡに 対して 山術パ より8-層チ く校? カう. このような 

令に, そ○林地そ牧"地«伏用したべﾡﾡそ力ろYすろY. 」 

なは不a地に »み木に 当すみのぐ. "らかにそみ林水*ゆ林 

べさく力ろ. ^

そtけえ. 呪な○地そそのt7ﾡすろﾡぐ ポ場み殺系に 
ﾡじよく色クかどうハ名 知みためは. その土地の刈ﾡ分然 ヒta-

4な そまず環体的て押益ナる力べよい.ﾡ獄方は. u

扱供 し た土地 は 京 統 的 函れた 8o と みなけはなみまい. 

丸分 a京栗を上ずるの忆 20 年以上 8我すクという *生産ぞは。 

改き斗ﾡに着ナる流 に ¥と 将ナたな裂があた.

さまざまな農場. る邪○枚賞な現させ < いろ検ル損型み超浜 

は山林部円の成否 忆 影習を与えろ もの であろ. 一欲に. 山林そ自 

身の現実的 村氏とあわせ <ﾡ述○始込目は. 表ﾡ後営 型メ上に大 

ﾡく»ろ. z8かヘりらず, 球嫁候化の類型は山汰の成否の 向題忆 

るﾡそめっていみ. ※千なりYめ方条そマば. その内係はらに 

柯ウルとなるたうタ.

告園, -般枚場に力け々主*ﾡ北生産物は, 条書, 永物. &びシ 

分力み迎のフルーツとﾡ政製受で力み. ﾡして. こらろ枚場次山J



林を用•有していろ. これらみ枚場は. 材. 用材, 及ど次柱さら 

ﾡとしていろ. こはu場n9 ﾡﾡ"代吹会み大ダ分な承局経済 

z ﾡ供す クよっな型く ・< 条が祝が )○浪場をしていみ. ポ 

②林産物に対すみ4合タは弓い. そえ. 震物み自家ﾡ表はu 

林2 年産 ○相当堀 分な子条していろ. 火"永牧の桜も岡ﾡz 

ラまく解次でさ2ならは. そ今たYZ 銀祝 ぐさないほどﾡく②場 

を得培m分Y し < 山林郡門 から あけ シ っ ぐ力み。ﾡなの得ﾡ 

木材み特ﾡY ﾡ表のを条法 と 2 依存す みこYはﾡうまでめない
愛物商品化農場は, -釆, 保良な林な所ﾡすとへめ知ない欠 

み々して こ 今枚※倉 は年にﾡかの山u仕ﾡさして,ﾡえした生ﾡな 

していろ. この場合. 殺炎右はﾡ対的他いm符Wべがない 

○てカみ。 枚炎為は4カ月竹さ々しく期件ﾡりの総行立上げて向 
知地みみ町4どでそ2年9 係る べて ば. 枚域京で 物こうとナろ 

色欲をめ たないのである. 大ﾡ原地みの叙物高己化枚場では. そy 

ヒはった傾ﾡ«示してい2. ナムレち 係微洲帯YウAの形ら 

山林は, 条次の府す2快よさだけでなく 枚場ゼさ神成的て成功 
させみために%不夕 8のく力み.

醸農々場!は 城いめなく. 年ヤ忙しいﾡ円くカク.ﾡ枚は民るに 

かかりらす仕へろろ. た次ﾡ枚にWすみﾡ2よみン, ス期 

ダカ月の向には甲てミ々相当つ余暇べあわYいク, いいヘえば 

乳L し ぼり "段良島秋経ゼ ○同桜作業Z相当多く○の時向ン扱下て 

ミみ. 家生 ••球 作物り後令修営 では. 分やそえ会にﾡしさい 

枚米有欠 余列 労物 % ほ ぼ利 用しつくせみたけ の 山林な めっているど 

すカビ. その以益は他の仕ﾡにﾡな祝下しる令よリめ一"大さ 

いのヒな力う。 ﾡ米者なみかみ収ﾡの並みにﾡべな8ち, しかめ 

山径老状術てﾡﾡしていろな らは, u林術円はﾡ枚終営 と内係ろ 

々他の作券ヒよくﾡ和すろのくろる。 アメリカら北キと来北#に2 

生していクンガーッシュはこク し/に 於 協経 済々忖に：。 今 して力 

リ. 納系Yなっていろ. 走令ﾡ○ないかハク枚ﾡは円ﾡのシュガ_

フッシュをﾡくよとして 幼今欄な秒てせきた. いい か え 巩 ば
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ユカーブッシュの堂状は料求の神と上けとためらユ糸な祝xなら 
て»る.

2コ裁増農- ヒリレゅ.メコの永そ鋭様す2た。に さ 

赵を多く 必 整 と してい み こ②枚場は浜内で5材そ伏用 して いク. 

こ○5令の先才材はﾡた用にﾡ内しやらけク帆材の訓震な2 

て力み. クバコ枚城く山林々入急にﾡぜすクYか"多く②m得へ 
上けらみし そして浪ﾡﾡた○吸えﾡそ高めとようになク。

將殊作物農 邊. 一つ○他沼シ形成して"ろこの炭場は uz 

系がE"販作納み休営ル和 とL く彥 える場各お 除け ド. 山林研 円 

2-つ②敗分な8めないようでク. カリフォルニギでは. 消系 

ﾡそ係区すクため級マイ ルIPな? く係暴才帯客たらせ て や ク。 

隊え肝の系て作っていクコングアイラントのでその他の地めくド 

その場期岡サ/ う け クﾡ% 6めみてめに 山林に よろ係ﾡが 

ﾡで力み. #ﾡ作物 とu林ヒの商その よ うなﾡﾡ的ﾡ係のカク形 

今時けば. 一般に. み支林の○ﾡYﾡ殊作物の収入ヒ の 3 い/ よ 

っく救業右の山林ﾡ円へのWべなぶこ とは余りに 8るみは ことく 

ない. これからる知れみように. この秋 の案栄はしばし ば我核的で 

カり 広塚林屋 岩 はこ の カテゴリーに 入らない.

昼住農場. こ②桜還べ林地な置刑でさク大ささくカみ援令 < 

○大小にみいり ら す. 次いに山林任る○殺会べ得在 していろ. ころ

令 m有有は表ルる活任地ヒしてォ刑し 自分 の 生針負 の 大加分 

は山外○m得にﾡ得し < いみ, 枚場にﾡ住す ク「桐右は. 包み 

力例 かな く と あ. 自分く創用分物を常弾ぐもろで. 山隊老みナ 

ャンスﾡカろ. スウえ. 役は立木の形ぐの地代ビﾡﾡ ﾡ力 Iそ よ 

ろみ消と なﾡ約くでみっぐあ々.

小作作 と 所有者 Yのm合せは, ﾡ場林上: 将 然 な 向 龍夕祭 

めていめ. しばし 非 ぼ住右Yなっくいみ行有つ山林にオす と岡 

べは, 天係にﾡ場ぐ生※ し, ﾡ材. ボ. ハ そ生産しYさの 山林 

て対すみ岡べと采なわ②く力と. 他カ. 役は白分検場のﾡ値そ件 

构 •何上づ わ こ とに 同心 をも ち. よく般ぎしはそのーリとな
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ク名妥な受因てろろ. 小作右は自乙的と岡ヨ化ナクことにﾡべが 

あみ, それえ, 小作者Y行ﾡと山初口/れ向べもってい2 

とさ a為てヒっく行烈ヒ昭み全くの理ﾡなﾡ在していみこY 

にな2, f行為 は立不ろ 形く地びうけヒとだろう. 小作者は 自 分 

の式Y 林ﾡ 物ﾡ力によと潤とそ受けどとに力う. 有右は似林 

祝Wなうけろま くu林る独的にﾡ3 し. 毎年株すべさ木に目 

印なつけて台分自ヲをらなけばらいのは四かであろ 勿 

. おﾡみみは. 行有は力そﾡ用して経なﾡ型し 生た 

«吸元 して ユ木プシス沼な 円らろのでみ.

社会的並びに経ﾡ的雲回 大ﾡ北に官って. こはﾡ糸に形ﾡ

与えみ季因くあろ. こは. 条っみならず. その他のべくろ 

及糸芝ﾡの欠ﾡをるﾡ常すろもつてあク. 欷用り 欠如. 負田, ヘﾡ 

" 糸ﾡ発然. スびその他岡及は枚ﾡ企体つ条承%山考々登 

因でカる. 枚城Y枚祭YのW血性な強ﾡし. &クー及. 前ﾡ糸件 

にクこYしょう. すなりち, まナーIにﾡ必林系はその他す 

べく○承系内総ごﾡﾡなW係«もっていろ枚ﾡ向ﾡなのく力ろ. こ 

は枚ﾡ経ゼ倉とスの的為によってのみﾡ求でもろ. こは林系 

②例1か、らみん本場向送で力って. 枚系②例へら みた林糸同ではな 

い

ﾡ ・,

祓合*場林業の諸目的.

山任せ々行なう枚妖有は. 多くの場令 次の%目的に米って役 

合枚ﾡ林来 クけ入ろことになる

1 林を枚場経るの一としてﾡ扱い. ﾡ作物としく木く林 

産物)そ生ﾡすクこY. ﾡ林. 係教 ポﾡ似. びﾡ似そやってﾡ 

八み符 • ﾡ大な っこY.
2 水えりマ*めないぐ. エ材Kにしくたみ. ーメの番谷に 

私っく ﾡた し. 一くらといっれ緊合に光らないこヒ.

3 林地 生産力 YIに %とう\ て4似ﾡない [x

--と3一 

そさ"みこY. 根着は, 出林、の産才と山林のﾡポないし*の状なヒ 

の係とﾡ。レ. *ラ靴で 崎ス し た人-日 の 如 さ ﾡ映まに よ っ 

て大燈に夕さた も 9 てあみ.

農作あYしての掛産物. これは枚条右久役てﾡ方そﾡ川 

すみことを常味してい ろ. そはJ 汰那 口1と催及 せろ場合の初歩 

的も○ぐあヶ. だ 尔. こ た け <は条任老城根っ枚場 Q fzr- 

4-;&XPzw. に画部 した林米忆 ならない だろ ラ. たとえは.

スを地主はごの回的に微って行のし 品4類さ/2"いしス0年に 

させろこと欠でさた. こ○場令. 彼はすっかり着えしたへめな 

いな. -般の枚城には不ﾡ当くクう. 大祝○枚右はそうゆ及 

6校状な"りたべバないかめねない. そより8むしゥ ス2番 

猛に枚したべろみ 8aない. 不在地主*大炭ﾡ経老っ枚妖右は 

-般に 立木 数えな切んでいク. 彼やは灰"宅似く こがべミ 

fだ柔であみとさゝな"ク場合. 非ﾡにWべなうにろう. このょ 

ク 4意系名 は. -ﾡに 多¥○立木さ系め有洲に敗たす々ために. 自 

分の山林を網量すろこ YIてﾡべさ8 っくい々. 次等忆炭 爪 を山林施 

チな"らせ»べく, 計ﾡ力の祈付なまれていろ. ケしかし 

*糸有にめ登な枚ﾡ核ルは水4 /ないレス+リめ むしみ水年引に 

»»よう.ゆ*に. こ◇ような換系者はRm台 こセ ぐ ARパlや加 

○y引 と扱助と そ望んでい力.

加エ材。 こはネﾡえな方えくいない. そは承条為が自分 

②A材てよって敗光入々さ らに冷 よっ ヒ す ともっでク. ス 

4地主は自介で土地ﾡ型人なおいく い/cり. 米ﾡ在ﾡと意用 し < 

いクヒさ, し ばL a 工ろ以光に岡ベと 8 っ ていみ くナ«図参類. 

チ4因○位/に よス Yな材ら以たぐは ス7 %, 欧材た太 タ/ズ. パ 

ル4x, ﾡ林スクズクlﾡがろろYあ"さくい々。 たとえ. 

その図によ»と. 製材工場く2のトル② ス メ太はネではよドル 

ヒいうこYになみ。 かしかし.ﾡ択ﾡ久工ﾡ込してのた太«たっ
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たとすっビ. その人のﾡらとﾡﾡはよトルけぐなく. ラ/%.

い いかえば 4ユ2トルIにな»ろ> こ②今は /Ζ 2o ドル く力ろ ・ ・

その場令のﾡく工場名材まで)ﾡは&風. すなわち, みみドルに 

なあ. 枚条倉べﾡ条分物の全ﾡと 九太材置ﾡみ神 Aへとさえ用分物 

IそすろYしてが. x.ス0トルら大ﾡ分ﾡ係てろのてろろ しか、 

みに立木販ﾡすみ場合には, ケドルそ得られみてすさない. 女 

自系物と枚場ﾡ角を伏用すみY ユ木代プラス利ﾡ, らに枚 

下ガ物報的べﾡら々たろう, しばしは. 系材より%刑材ﾡたり力 

ゲ有利くろろ.パルプ材ついてみろヒ. ﾡた低の2夕«が立木 

代と利ﾡでク, 工場るでパルヘ/2 トルで力るてすスx. コード 

当リスタドルとなろ, ゅえに. ユ木たりより8mエ材 ぐたす みょ 

クに米媒右にすすめた力欠非ﾡに行利とみ番であ».

-収模予定: こは山林の生ﾡ力に して駅政ﾡ2網整すみ向図 

くカク, ﾡ際戸ﾡヒして. 係院生ﾡを行 なたに は一ﾡ期岡に ど 

の 、 りい り 立木 材般、 伐株 ク べさについて. 場内系はﾡにる中 

ぐさないのく力と. u林に •用タろ 育林的取ーい 方法 wcevtcet- 

a4 tcotmont 忆正 師 た タ く 依存 し ていク. 枚条者は. 自分 久何 を 

目旅zしくいクかなっていと か ざり. 株炎鉄込 ぐﾡた 総験に 4 
2高単なルールで向に合うたなクう. 府ば○禄◆及 場林条に ﾡみ始 

目的をその係巻の初期ね店で受け入らめ x こ みでは. ﾡ条広長 

ﾡについての研は不受てろみだけでなく. 余り枚立ってさてい 

い. 考炎. 係守的ﾡゼなうY勝ﾡ話釈«ねさ. そり 経学初期の 

疚昌率 モで の 復の技株辺 を き 切 る と そは係った針になみろ。/o 
ない しス2ﾡ6ら み長幸 I2岡す み研 えは らにﾡ歌であみこYなわ 

か、ろだろう

枚業者べﾡ条的枚ﾡ林系ﾡ岩 そ ろう と しく現み○求の以誌4 
人内 く 派初 o 似株* ろうYナるY, 企くﾡったに向「がおこってく 

み. この 協合, 似は山網 登Y現央成長楽の 十 Y②マみべまく» 

ろ,依は枚術ネ助水ﾡな妥ヒなみ, 枚は繰内林務官に会託ナベ
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ミてカ?

ﾡ日林務ﾡそ ﾡめ ないと ハ, はAﾡ林務 宮不検令ポ 系の ※ 

目性 を根になっ <A系右にペ村させようとしていみとかっために. 

いい. 公爵式であ石枕み它 ハべ裂 とさA ネ単 ラ ○本助 < かか み枚業 

Aにタてろカう. 祀らくその他の場合には 表場球ﾡ営はﾡ令求 

多坎実か必要 と す あ領W似ﾡみ法に伴 う茶飛さ e 2け く. 

ゅ子羽1方法にならっていろことがあろ.
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第6章 ﾡ業.者に役立つ助

農業考の欲来に倒する今析

大所に惑条者に叔立つ枚易林系へつ扱助そをへろ前 枚系右の

欲求な 分す クことバスでみクようてう.
まナ枚系名は 我毋/名を行なク切合忆, 3牀の価値ス阻減すろ 

※表な2, 微はﾡをぬべﾡめ科に次っヒ やうことそ型解しな 

けばなない. 大初分②核糸着はそのようなﾡ値«契数していな 

いYみなけばなろまい. 悩d役ぬにﾡすクﾡﾡな同ﾡは. 熱体 

せみ場合 すべてつ府有着に共的くあろが. 表系右○令

くそﾡ着でクク。 こみさそっい 

あ株条 は淡場任済私めよく役4 
ﾡﾡ地と してﾡる衣くﾡさろ

くはﾡに しく おい/c. 桜令枚

っこヒ次でさ2. えに 林地べ 

ﾡ合には」 枚場経せと御み合ら、

た林条計動子*2eイメルcc子zoxt K 有利 性のあろ こと 幺. すべて 

のﾡ糸為に次示す々受へ力と. こは林務ﾡ 枚糸北ﾡ有。或は 

ﾡﾡみﾡにせ ら未解次の仕ﾡて力ろ. ﾡ条方公山そ好ﾡ し, 

その缶値ﾡ契城すろようにならいうちは 公共松助の用みめ回

氏今ためっ及ﾡの木材生産段会は小ミいばクう. ﾡに, 公共 

助②別虐物 としてﾡ ﾡ及 M でu林2対 す ろ 価値 認8城がな pnて

いク, ﾡﾡ有は山に岡す価ﾡ紙状ぞ桜しくいク. このﾡは.

ﾡ緊者 べ浪条経る ○千段ヒ しく山林そ利甲すみこ とよって けン

2創ﾡせのヤから呼らろ. こそ参方して, 枚条者な受 

してい み意ﾡ系の村殊な公共及助名方 条くさろのであみ.

u人ﾡな一地城社会で向ﾡとなみYさにはいつて8, 救祭為はm 
火・知ﾡ②ための塚助を火受ヒしていろ. こ九は 州 ○林糸口ﾡ立な 

っていろ。 財Kび夕禄すクために火防止ﾡﾡへﾡ項2運 
普ちﾡ会は 山林め x通して利預きろようになっていみ. 多く○州 

か 山 林 有右にってウ人共ﾡの負担 そﾡ的/ やみことは X災

根欠を我小 限忆 するため 忆丛震念人国 と 枚林牧術 とぞﾡしてい火

地区み団体にとって, ﾡ糸件Yルや。 ゆえ/. 州アセか
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"登式会び刑やしていク場合には. 府行倉から人ﾡﾡ止○委司 

条なけドな らない. そ ○他○山林府ﾡ 為とﾡじようて. 表 条倉 は 

そのよ>な翌紳さる場令には. 貢秋 しなけれ氏ならない. 山林ら 

系ﾡ力来ぞ殺求ぐせみ場合には. 山u林のﾡﾡな契破していたり 火 

によみﾡ彩署そって いろ条者○ﾡ国体み方べ個ヘより

総か○め系あらあのく2.

*にが. ﾡ場の多くは ﾡくおこク火災○&険性からとおみ 

いくいみか. ああいはﾡな力法によって色介てうく内止くざろ 

かのいかのYこみにあめ. しかしなべら. uみ合内にWべさ 

必っくいろすべて②ﾡ条ﾡは ﾡﾡYその他の林とは際建性が 

»みヒい>理也ぐ u火ゅ止にヌ岡係そめっくいろ. たとえ ば. 

ネが用工業○州*と 彼だ し/地城産物荷 ﾡとはその函内み 

全行右の係教的な 木材生企に合していろ.

投牧によろ 枚ぼ○ﾡ央は一般に • 別哀 条希 の修理向.で あみ. 

こはすしめ代料○女る夜入によみ8のくはない. ■ハ放牧* > 

mしてし、ろ胸州では, ポ条者は. 枚命役入ら考と眺ぐために通当

*命ま○行そセんていみ. 州は ﾡ界為ﾡ常団体べろやにめか

ハレらナ. かかみ扱助セ行なう場合の内係当ﾡでろ2.
納ギをの休ろめ表が力り こは公共ら女任でろろ. ヴ映状

*のフト人イスにWすみﾡりと次力てはまろし 校受 企めみ 

究田に乱る抑納対来が2IZ岡与しくいろ. 勿, 天際 に 感 物林で 

n#*糸を似状 し. 除去 す る こと は 山林修守の 中り 一作 衆 であ" 

ホフイトパインのサビャ, マイマイガヨ. その伝係といったよ 

うなﾡR〜ﾡ«すろ力条は公共の仕ﾡでろろ. 今日 こらの向ﾡ 

2対tしてで州○行な ったたﾡ助は役にって み.

イべ ての木材生産港は, 新しい, らに侵た合林ﾡ祭とか4物 

の用会Yな杯し払すための研マみようにぜんぐいみ. 今, 理 

州み条が除場. 林産物初究所. メ状校 段円公条なごなそ 

o研さ行なって いみ.

私糸者マ小 u林ﾡ着 は. 林産物えの 株I, 特に扱助« 桜ﾡ z
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してみ. 欲令は. 多ハ少なか. 当ﾡ光ﾡのﾡ材工場の人出, 

みはヌ柱でパルプカ & ビ ○*為 ○登のままになっ ていろのく»ろ. 

叙今は. 材ﾡでﾡ産場ののに岡しく. aYんどなCり知っくい 

4いので»ろ. 彼学は台分のu林みら置年ないし岡年ごとに依状し 

た小型の木材の敗光力法を見いせないこと 8み. 普価. 様合及 

ﾡ林然の尿なﾡ入しようとしていと枚条右は. 改み年の吸たっ/ 

めz, 催か○系ないしての他2生仕物たけそ行してい2.

ポ山林有為に対す クマ ーケッティン ブﾡﾡのﾡ供Y枚術扱助 と 

は そ ○山林の係ﾡ 生産区名 にY っ てﾡ妥茶件でろる. かかみ叔助は, 

ﾡ令場林ゐ考*林 しょうYして いみ枚糸右にY っく, らに1 

致でろ2. けん *用で ク&物の吸たて隊して行 ク公共及 

功は常休的にﾡめくす くない。

入ﾡ分のみ本た物②吸ﾡはよくﾡﾡさていわ。 浪祭有は. 品週, 

そのみ可場化さねクのに* して田ﾡはない. 林震物2 場合はそ うはも 

えなや. 林務ﾡべこ②ﾡそ岡しスいちは. マーケッテイング 

円ﾡは. 系任老上, 大きなﾡ者となみろう. 公共つ換助を妥ボ 

し 直くに役ユて力へなくろろ。 州林務Eは. 卒先しく, マークッ 

ティングサービ スな福供 ミミくカみ.

まで始ゐして さにﾡ令的扱助は公共つ負ﾡ として 氏福根典 

○ためz不可欠なる②くあり ずっ ご以ﾡからねられて きていろ. 

こらの公共ね功 は 富税マ催入ﾡ 本洲 子ンい?杵妹な隣号○ 

除ヒtbc. 大ﾡ分○医有状有右に対 して後たと糸を笑m し, 

助弘す ろつて充分てあろ. 枚場除き. 便 面 組 /スク目万ェーカ余 

そ係行すみﾡて 小ﾡ叔の林有 府, ﾡにそつ意ﾡ右にヒって, 

この産○扱りくはスた分くろろ. さらに. 特えの扱ﾡに相なク表 

かろろ
所z ※今ﾡで四したよフIに. 殺合殺城林糸そ ク け 入 いみ殺 

条右は, 3っの水#く/ ス. みび3ゝに従って, 系後巻にWす 

み後術的扱助を多 vしていあ. 枚 必林外の小 規派行為 スめﾡ 

ﾡ的山林条名受け入てい2枚栄右は ほとんど. 水』2ン3e
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ﾡ助そボめくいめ, 水ﾡ/セ2は. な共ねウにより, 熱料で相な」 

九2.水算3は手よ料を火っく巨向ら状助そうけみ ゲ. 或は 曲 

次ク点問てﾡ価し < み公共お口つ城助とうけみかのいすかぐ 

み, 若千の公共扱助氏 気料く. 水学うの長て行なわていら- 氏同向扱 

助な一«よく A間化 やれ. *らにﾡAナ»まくは. これは止むそえ 

ないのく»»,

水業/にって意糸右へなう公共ねゆは, 論理的に氏 次23 

っ2分けらろ. ( 場区済の一助Yなみような地用のﾡ会 

そみっけろに. ﾡ※者そﾡけ»こY。 こは旅宣すろことく条 

再券切>であ る. そは. 主に, 当及かY林務官公買. べど枚学為 

次助政すと枚糸撃球大なビの分呼で力 るよ シ に出 ク. (ユ)特来っ

系く枚ﾡ林条にWすみ攻采記殊)によっ て 山林係る み価縫そ証明 

ろこy このの公共動は多くら楽計ﾡY地指浄. 特にﾡ

煬林宗央她拘界計画*^ハ-於 3. 力が"m纭, グ#必く彼 

z「表ﾡ林ﾡ芝核助計動 J Pxn-wvsLAaudd-?tacチcxtc"ズ 
uとム と呼)によって政み粒べ払であ"ろ. こ今※

・水『ノYスの叔助の両力に入クことになみ. こまで. こ今足 

②扱めは当分ずぐな く小規枳た桁も われ て ミたにすミなじ。 こ 

り援助 は. 枚業右らこれに対すと四台な妥望に従っくネ大ろだ 

ろ ラ .⑶康 / 細隊の中に山林ﾡ内そ路令*せよう とすみ桜場 

この条に っいて ○分は オ7ﾡでなう. ﾡﾡ在 ○エ-ジェント 

意系ぶﾡ 土城保会可,ﾡ地係色那写くFSAゝ, アホシー決谷 

団発公社くTVA), 消的金みくAAA) 鉄道文ﾡ^. 銀行, 

係内会社作 こ ○合の サービ スな祝供す とのでろみ. 枚最計動は. 

こヒuぬにWナあﾡり 大部分○枚余右べﾡべなめ/やのに加え 

てス除を問えていンめ/. こらと ○概内 8サ - ヒスなえ分に 

マっていない. 氷尊 ノの极助の オ 3 卷 目 は. ﾡ初みスめ及ベ久 
らないうちは. f承しないクう.

水ポス は召を系依 出. 作 、つﾡ 用 力そ枚示す クため2 振本的 

な履助 で为つ く. 商部な経ゼカ針Yマー ケッ ラィ ング情報さ令めて
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い ろ

水ﾡ 引くオ←ﾡ)は総合的なﾡ助て力っく. 救熱着マ山行相 

翌型して いと作系協型会#と対系 とすク.

その他の扱助はﾡめろ形 <. Wえばぬそみ他の系ﾡ務に対し 

て浪郵ﾡ整ﾡが受償ない し すい価くﾡ木そ供与 し た リ. ま会 

償ﾡしく枚条為に祝ユってさていろ. ころて. ﾡ木はﾡに有ﾡで 

ろ り. こによ り承糸えの山林ﾡ条ハかな り公共ろ会献して 

いク. その他. 究で孫税○期. 信によ.2長堺会付といっ/カ 

法は枚ﾡ林糸をﾡ興* せみ場合に %数べろたろ ク. ﾡによ»加 

ﾡ気付会は相当多くつ枚条右そえ気うけ 択似な*らせみろにマ が 

さかでない. ﾡ糸者○こ ○ﾡ○松りI対 み登ユはいままで小か 

っ た.

枚今枚場林米は, こそ翼ﾡ的な めのYして初りﾡしく取状えな 

いし またそクすべさでなほビ枚業一級日ﾡYﾡにWﾡし合っ 

ていろ. ﾡ老ﾡ受ホYして ○枚牧地. 系材昭. 数は条命そ令めた 

¥位枚場よりる, そ○%ﾡ口②改ﾡマ前授Yして 別々にﾡ会Y長ﾡ 

公付会どそ考祭すろ方べ始理的に全く正しいで力ろう. 閉祭的ボル 

林業ば枚場経ﾡYﾡﾡな際係が ないで. 殺林外○ﾡ林な有 
利にすみ力炎は同じ意で役為に微当すろ. しかしながら. ﾡ今及 

煬林業幺根助し. 改場しようンすクならば, 忍食の枚場悩済Y"和 

しない型の林系に用す ち公共核助を強ﾡすろ ことはろいまいな上 

クに忍わみ。

枚場林系 ビ ことのW確性2つやて力みﾡほの及ﾡ行なっz9 

ケオア表で力ろ. .

_クラークマクナリー送
枚場糸っ場合, ワス4年 4月7日公布のクラーク • マクナリー 

法の許マにより 枚業為にしく系初み建扱助の行なわた. こ 

○法ﾡは. 火久四止. 枚ﾡにおけみ協林, 滅壤林の陸及 らにこ 

こての白ﾡとﾡ岡○な\他つﾡ千み仕事次行みろ賜合に.
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ﾡ務為 Y州当功と欠協力 し てﾡ 条右 Cﾡめすみこ とそﾡ欠しため9 

くろろ. クシーク・マクナーまの主致糸負は火ウ止○ﾡ合に洲 

②協カカ*許 した こと で ある.

口は#の* / s 系は. 浪易林条○坂梨セ2 場令に州次協 す 

クことそ双えしていあ. この法ﾡか可次之までは 岡名は山林 

がT②枚ず為復 扱ヴナ クためら人ヤマめ受登を刑す ろにけの#列 

ヌ念なムかった. • し 力、し. 後凡た タ くり州 は. その州林※前そa 

して,枚系右にあろ迎つ林糸扱功そ灯みっていに. また- ペンシル 

ベニアニェーヨーフ州では. 省&係つ林源ゼそた用していた. し 

かし フラーフ・ マフナリ-* はAべヒ し re 林ダ埼及桜地の系 e 

toで力み。 ※ 場林系動ゅっ w合にメ右べ2 我として\ろめみは 

投ﾡ扱助Y汽 ぐあみ, とう域本み針そこの決なによっく 改府 は 

初めて如ったので»ろ. こまで, 米場べ 会画の ネ材ど登番 ど 及 

※段済ぐセ登なスY と生虐 してさたYす クら ば そみ生た性と

A物だ出おYをﾡ約すみこYは社会的に1砂なっぐ. ﾡ倉に力 

みポ○幼ﾡ扱期な。らな けばなら ないこ とがかった.公共ﾡ岡 

矢林*状狩扱めなマら ないY. 智が液業右は山林角 ﾡ独がポ対的 

&なって. &琴な 校術ね めz けろには非常に因ﾡみ力るこY 

が認められた.

本法の決は, 以前 の %のべ全く不空当だったことぞ受愛 2 

aと4った.かっ てポ務名○行なっに仕新は生に交畑徹ちぢ"パン 

フレットの飛将と, さらに有用な自有そ伏そ山 ﾡ 条で刈用す ろ 

ょラに州な初考あこYとにﾡ突*て*た. 今日では.ﾡ刑協 

糸*分く叔供 したり, 林務 官 によ る 状術報切 み 必 呼性 か Wれク 

よフになった クラーフ・マクナリーﾡについく &う一っつﾡ阻 

に※日すべさくあろ *.は 林務官が主並びに導して ﾡ媒 

a
右べ後々すみ共乱く力々。法ス年岡み経除からすクY ﾡ 

%# a2也は林せの*にみ2 ら L す < い によクて力 や. 

※妖地*店"A条ﾡm は枚域林系向そ林功 tc一任す2こ ヒ <ほ 

■御足 して tに. 茶 o ・ &は枚ﾡ弟科大学 ○白Rみ一 fzなっ た.
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9表 ﾡﾡ糸り合2ﾡﾡ A 目

禄&分
用疾用 i A 合

林关総合圻•画の振奥 とマ塗 X X これはすべて 

の林系針番Y 
作炎に役立っ

山大②子w. 防止及び号祝 X

1

* zq

る。枚行○係政 X *____
□ 二

ﾡさっめ除 X - X •

ﾡ 会 X X q

神衣次供と水区

1 林のﾡ伯

^

X X

2 林ﾡン救ﾡ区済との内係］

■

■

-........ -________ -_________________. _____________ !

X * / /m

ﾡ条経済におけと 栄 価伯

' 火ﾡすみために. 送翌なﾡ向ﾡ

っ て 山を糸○ﾡ※な

系為に対しく行なうこと

X ・バ ス

TT「ャ****** *マ*マ番***

ﾡ*2糸»
本助そ行なために 2

前 fミ nて い と8W 、 _

配名«箱* 合4回山号 く 洲の川かあむ >

アメリ 系物会

ア< ) 力学 会

4月YWイ化 州ぁ t

u火ウ止物会________________________

は4と そ○*イ________________ 州本功セ

ﾡ②根炎を4Mす 2こて ・糸函殺務名 ○ﾡﾡ・配

とそのﾡ術ついての助念 州林務 宮

州 学 科火 学 1

料学的丞 ・条回1林る

------------------------------

ﾡ林学校

除場

氏向産業 ____

報もも. ニュース ラチオ ・永回山な

内動等 • 普及め

氏円A条

L___________
学 校

抹奇*貫

ﾡ糸着 ◇みに改

枚糸平科大学

土ﾡ係会め ^

• ■
「ヌ 引 ・

^
1 • 州林ﾡぜびつ ﾡ杉 内 (※=

の 州 つ当及み >
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スヴ&分
ﾡ条用 役 今

ﾡろ /M円てして ○林系*る 

むべさﾡ易動

X 水4/ 3新

uらた条な«り場め2たみっ 

そして段老Yマークッチィ ング 

○初期の段階て役にっためつ 

ﾡ本的な扱ゅ

X X ク ス

マーケッラィ ンフろナー ヒス

1

1 ・
•

X X ク 2

林木る承ﾡ本

: 完全な日印 し 件 け

1 生ﾡ ○係ゆ. 屡営計画

X X , 3 

_______________________
ﾡ会

1 ﾡホ用協Yﾡ水ﾡ

L
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禄助そ行 a う ために. ﾡ在

ﾡmさ nていち本四_________________

及係全る2よ 7 個が

ﾡ*為な教動 ろこY

土坂係全み

用駐在○エージェント

市四後る

ﾡ場担係管理る

テネシー 系な向公仕

「林木 百eしそwけろこY 

飛分校糸の別用 

市るみ町拓 

商"な山林隆老針

州務色

合条回山易

土坂係会ﾡ

当スる

テネシ ーヌなm公社

医向A炎_______________ ______________

体系的そ分した当ﾡのﾡ

Y枚御 2ついて9 動も

输理的 cみろY この 来/ば 州林 

ﾡ官にﾡしてクようくろク 

天にこのサー ビスそ符なってい 

ない ・ニュー・ハンシャくは/つ 
•

②例外べカり. そ こ では 普及切が

"っていみ. その他のﾡ千の州は 

なんらかのサーヒスな"っ ていろ. 

合系ﾡ山林のは会回"な 加ぷ <こ 

○サ - ビス計ﾡ«たてはしめていク.

※本のなﾡが及前る4-

…；

ﾡﾡ林め 営

ス林吐在 oエ-ジェント
・

林紐令 く※干 今州務 官はこの

分野にいク>

ﾡ係協 はあい協木 フラーク マ7ナリー

協木は州林務営, 普&み. u林

学枚*ﾡじて分けろ
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Q X は扱助 そ受どすク がの

接 助 区 分

「 炎用 後 合

くﾡﾡのお= )
；

・

2 林糸係会作系に対すォ 

※係還

X X 水*2

___________________________________________

3 政就ウは午係税の%除

________ 及扱税○区払ゝ

X X 一般的な扱ッ

4 低によろる期会付 X

1 *x。*ス
殺ﾡ*力なクrめに双社, 田

ていとあ岡_________ ____________

土係会場

決食堀御み a のなめにﾡ水Y

してヌ的ナターなの選が番木

すろことヘすくなくない

テネ シ -系谷げ充公社

や項ﾡRび州功色 と物力していと

1 - 択貝

! 次久

_ 経理 し4___________

枚W金めく今み回枚務る Aル

引羽係ﾡ初ﾡ係 ゝ

天産○分みと金立

4逆____________________________

※産の調番

イ戈 採? 温色 _ _―

州 汰/ 営

-

大体 ・家国るこ 沖務セ A ¥ 

軸ななしていクが. 一ﾡに活ﾡして 

いない。 欠 現よ で力と

しかシ こは枚が向ﾡどﾡびついた. ﾡしまだ. ﾡﾡ方に対 

する枚場条ﾡﾡの白ﾡは主/z 務営科自 ○ﾡﾡのようにみらたた 

表場竹有全新が枚場糸光 ゆそらなかったり 枚場ﾡと枚作 

然との网理性を明加に認減しないのはフラー7 •マイナリー法り岩 

ﾡ上のウクィーク ・ボイントとなっていP.

山火防 止ﾡえ は花糸のﾡのらみて 枚5休な 令むすへくの 日に 

ヒって1そく力った. こっ法神み法欠資会そ係行すク 山u林写みッゅ 

○台てき上った虚 改岡 と州当ﾡとのゆﾡ系は 四止か 

会白陽 となっていろY こっく」はどこ くくめ化の 山有泊 と 戸がに 

枚有 にとって が1裂てある

本法す4糸は「の風 係市. 及ど米城ぞ契すっため(に 

先多く筠ホス生佳. 四. ﾡ分ナク」場令に. 系ﾡぷ/2o222 

, ル枚条右へ糸核助すっﾡさ枚務ﾡ官に今えくいろ. こみ法 

募 で 子算 化し. 山林ﾡべ 含理すクそのﾡ金は, ﾡﾡ右に安く供今す 

ろたのの幽林用木を生ﾡし介ﾡすと場合に. 州そ核助すろために 

3 問す»つくあみ. 州林業 *じ く協戸作共さ行なうのが当た 

ヶ. 省みめ, 枚科大学. は山林学状なじく行なうことるあ 

2.

今糸は「山林.休ﾡ林ﾡ. Pﾡ卜. スその他用のかかっ 

z新叙したり, 内負し/り. 契ﾡし/リ・また預ﾡ生虐して
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受したリチ 々場令に表場骨A %ﾡ地すクた"」に如上今金込ヒ 

ははI, Kに e820o トルのスRを承満孫官にテえていろ. 

この法ﾡ式会は者Aﾡか容型してきていみ. ノリス トキシイ法/ 

上あ永金ヒ-ﾡにﾡさハて いろ こ り 女金は当面 理多 a普 及採落 名 

例ほマるみち らしめてい2.
る 州への空用ﾡﾡﾡ賞 ﾡは H1※ 保、ﾡ9次女ぷによって 

ﾡﾡさみ. ヒフラーフ・マフナリー法がﾡしてい之. この法社 

の政セい らい2れ改府«よって4々ネケ上*たべ. ス2須/ 

みマ高に 会天糸下 くあった。

ノリス ドキシイ法

ーネノリス・ トキシイ法としてられていみ枚場林ﾡめ法は 

/ラタフ 云$月/8日成したに, この汝律はフラーフ・マクナリー 

広ォ, $糸とアﾡつ内意そめっためみく力る. そは番ら意ル状 

采に 同する法徒 て•あった xして年ヌ女ぷ2よ。みドルをﾡ火しf. 
2の法社のﾡ当初はクラーフ ・ マフナリ -汝休めﾡと しような 

ﾡ会②が表な行ななく と泌よかった. しかし. 地改府女ムぷは 

ポ あ林業助み校例糸ﾡ益 ナクかみは「そ の 政府改出飘は 宅 務氐当次 

! したのYっ た旅な す2」かく力2, と /ア42 会年及以ﾡ 

○年向ス女 須法夕化I 内すク法条が加 しz. 共金 の 悯慶を 付与 し 

ていカクラーク • マクナ り 一法と同じ況ﾡを加味す みために, ク αα 
年夕月ス/ 日c本法を改した.

と②2つの法4は. 思 悟族条代 网 勺 み依り,酷似 しん 制限り もと 

てﾡじ活ﾡの限%今えたというつ休ﾡﾡぐ力った。 ノ・ス トキ 

シー法にﾡ今し/枚ﾡはフラーク・マクナリー法ォ〜 $糸のそ 

より%非ﾡに強いYいうのべ王なねメく力った。 ノリス トキシ 

-法よみﾡ初の上ﾡは 30み トルで. /?42 会年及に伏用し 

た。 問法ﾡ2よって/ク"2〜«み会め年IC伏た汽金は4に 

ゃ2ないし 7のラトルくわ力った. ノ リス・ トキシー 法血役会 

く千ﾡ土しなかっ /PP 年 z ﾡ務官 は計上央 金全の書
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*任を土場係全功にまかせん. 明らかに. 長では及林系と他みﾡ 

※向認と○盗ﾡな内係々めくこの挙たのく力ろ. ﾡるいう 

と. 土※係会るは米ぼﾡﾡ面«ﾡﾡし く枚域係会対条○改場2ﾡ 
与3 あ枚糸口係の公共本Wな ○く»み. この係全ﾡは秒場つ生A 
ャn, #に商桜岡報«土場没食そうけくいろ部口2係会対条そて 

ていろ. そ教。 浪ﾡ林2寿Y的ﾡ理 ・後老すとこYは帆にこめ 

冷四つ1受なﾡ高Yなっていク. ノリス トキシイ法に 準拠 して表 

※林*るな書す クル令に土坂係全あの投助は※ しい必ののよ 

ク恐f。

意方浜名の相ﾡ した核ﾡが妖会R会は ノリス ドキシイまによと 

上ヌ会*同ﾡ始枚 岡 r 配分した. このﾡ念っ-領はクラーア・マ 

フナリー法ォ4 $余に上って炎行した条ﾡそ神又す々ために用 

し, 新しくスつ今条ﾡべ金加れた。 /つは 米場状兵の 初書でる 

り, &②/クは米場林ﾡ大地格ぷ己○立系ち2. この犬性指吟
動○目的は, 殺糸者伏あ ・サとがそ シり く枚域構 

参*の/向Yして の表ﾡ林を隆る し た場令, ヤ ク ./を 妝値的な 

ﾡナみことくあろ. 枚系右つ物力さえて行なったス2年余みﾡ 
名乗ルら みた ばろ い林任さべ意場べで ま*しく どの ような殺# 

z項しうみか。 ビク向ﾡに解きを今えよ? ヒ して この 計 画 がたく 

ら z のぐ力ろ.

ﾡ務環宮は /«4 7月/日付け で こまで2 ﾡﾡ能 さ 政 し 

ノリス・ ドキシー法下の共地計ﾡクﾡ理式任のすべくそしる 

cし, 土塚係全弓はﾡﾡにWす»茶がなけたか。 ノリス 

トオシー滋く加尺しに州列ﾡ金ろ官理に めはマ関与しなかった,

土保全区.
しく有力みらみ枚妖右ﾡﾡはﾡ並 /2 ダ の 间！と 発展 した. 

xが土殺係全区 -dc2 - ctex一otビex cut 2 でカわ. こみ係全 

g は 任 想 加入 初 の 限能 でリ. 任令ないし当ﾡ*た枚祭為その 

g型・ 格均 cんわのく力ろ. 係全&② は /タラ3 年○初期に4
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った. 係会&○基本力針は自 有ﾡﾡ地ﾡ済ら負任«ﾡ業倉 自好な 

クへさちろていうなてろ2. 枚務名な燥4ないしﾡ型としくﾡ 

※し糸令に平求しく土 ほ係会 区に契した浜切み定付与糸会は 

アーカンソ州で/アタフ年に央さた。 検. すべく②州がなﾡ 

号糸令ン次し 有にスのの0以上の係会x がﾡﾡ てもて\» 
・

「共同化の 場令 そこに成力べﾡんでいろ」Yいう受チの 休に 耐 

えいたちい孫型Z水えば, 土退係会&は自有ﾡ力の他保名って 

ゆ例ナと枚矢者そ校助くきクのくみ. 食ﾡ. 絶滅. 米救などzル 

入すわ場合に係会乙つﾡみが欠ﾡくきみことはげらかてろめ.」 係会 

こはみく○ポﾡ*が行し ﾡみ意条名にﾡ会そさろし またそうU 
ていみ. 係会&は州ﾡ会一ﾡ人のﾡをﾡかせろ地位にろろ, ま 

た . 州 はその他②公共ﾡ口②いづ8ﾡ助々受前し 

そんマ受け入れ=北2水ﾡ々祝けら て いろ。

このょフな仕句の中て検場状は1表な祝初そ系していみ. 型マ

②内係校岡が行な う林糸上の校術扱切は土係金区に協 してい 

之枚糸名にとってに立つでク. 土 ﾡ係 企&型ヤ会○ﾡ合ﾡえ 

からすみY, 汝場林系は枚場係全作つ一例で»»ということIにな 

み. 枚場林妖は表場ﾡとして契厳*. 他つすべての核作※に岡 

係系か»と, 木は枚場の生た物てろり. 林祭はﾡﾡ作くろ。ど 

9 公共は困 8土ﾡ係会区の作条う ちっﾡに 枚場林祭っ分呼 <めい 

絶労に力み枚糸着を扱功ナ2ﾡ会そめって いと. 枚条右はﾡ合意 

林糸 ○深型そヌけ入, そしく米場生た物Yしく木材生ﾡセめな 

扱く山林経るて 口すク枚術扱ッな扱と あのであ々.

ﾡにすよ報でげしにように. 枚ﾡ倉乙して相角会Y4みような 

扱助糸②/クは枚めにおけみい林の位ﾡなはっ ・ りみこヒて» 

と. 土ﾡ係全区は承栄為と枚糸の右と的すク場令の ﾡセも 

っていや・ 「従さなとこつにはあま』<ﾡ合 枚場の派 

ﾡ«2用すべミで力みンいっこ とそ枚条の為へ同セすクならは, 

この仕用 久 先 徴«八 を 主 で 自分 0カ カと枚下 り みたろう. こ○係会 

区率会承であみ枚 糸右 なヌ扱 ナろこと が令渋塚系ら派ﾡ々ッ
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系 し, 枚ﾡさ そそヌけ入ミせク令に大ミく役立っろくみみ.

-級「ﾡ督官」と 呼ば/くいら 土戦係会区 ○才には地みク有 
でがはんのてある. そ フいったへみ力は少のヒ こっ如みていない 

し. ﾡしﾡ込らてもいない. こ○人ﾡは多く○乱く※上つ仕新 

そﾡ浄し. メ扱すろ場令にﾡすろのてカみ. たヒえは 糕 等 は何 

ヘかのﾡ物K件 条右くこの 条右はは.色 ゼそ行うようてめら 

てい わ展 桀福 ○林はﾡそぁせ て いみ人くカみ)に対し損社 

"ゅ系の終白てついてﾡ任みと四を行な っく いろ. このよう な係 

そつ ◇チ明は依ﾡ及び吸ﾡのﾡ送 たてろﾡ茶着ヒ祭着とに

っ ○そ»み. 口様z ま た. 彼今は.生た材 o 依杯な 協者しリ 

数えした り. 似4作 ﾡごぷ員っ/りナ2ﾡ合のﾡ祭為"そみ他みぐ 
tの的用伏に対 ナ々報W願く水単3 cよ2 客検戸林が営 て 点林 

ﾡ&Aと一ﾡになっ、ﾡに予して いみ. この 劳伪用 供と 条、制選 

は並者1○任 ちチﾡ者によってら*みみで力2。 こは作 

※片ば8ﾡいすみも◇で 柔ﾡ老と防ふ みこゝ ばな..

州ﾡ 普が自分の#や多めべ的にミっ-" ま た 依 クね ミ ・た 

ッ-ビス eぷ条者が判問 したり *合にも 监有な は 我 立 つ の く 

ある .トラク ァー. トラッア.チェ>ソー ビのﾡのﾡ乗A林を 派 

活烈びﾡﾡナろことが記数なﾡ分呼ごろる。

片け求の賃賃. 話木の協同撃入。ヌタ 族 沟 が 益地 なし、し酒问 は 

光の招西本なビに よ っ て本優し てい 今 Tと&- Fe一 

し てス場株2 安け入ルたりなは ﾡ係ﾡ会な い しﾡ求田係の R扱によ 

って &乙 ノエ3 亠 ないし 尸シレ<必 尸 43t以 ○名 

#もらっだようはﾡ人に汁してダ と求手すろとさ話者営 はしばしは 

方清な候對を果している.

土※係会区は糸ﾡ府行泊 全体の, 特7秋城状卜の小イ 六 

○セ糸を欠及せるﾡzり その5合の枚ﾡ場小¥2Y39 

F1iはﾡ方の口ﾡとﾡﾡな叩係の力み。 7の 小山林府行名 ◇シく

ス &地ま く力». 般向林脣 t と &Rはそのmイ地み 修宅 c
z 変 なﾡ 的サ-ビスなこの不在地手 忆权 b たせ り るみぐあみ。 そ
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はコンサルタン トが及ふそﾡと場今に大 く役つのぐカめ. 係会& 

理判会は. そクいう状危が枢ましいY恐うとさ. 共有の伏及ﾡ"ﾡ件 

けﾡ②非及条方にﾡ会してﾡさせうろろぐろ。

二ら の理由にそかﾡクらナ. 土係会乙のﾡ米ﾡが復4自分自身て 

選場林糸を推造ごさス ヒいラ多くク 手ド ヒんぞ. その杯会区という竹 

しい彦業省包ﾡはﾡ場林業の突及にヒってﾡ委ぞある .

公共機回
益務富。 州林務官の継めが, 枚ﾡ着さ条実務みﾡで核のと* 

ﾡはないのて»ち. 主委糸務は一ﾡに山火ﾡ止ぐめり, そして送千② 

におけと及場林条は, 物えにより. 者及林務官の仕ﾡくろ. しかし, 

六ﾡ分み州っﾡ場条は州林務官 ○条務の一# と考えられろ. そけえ 

主に旅太ﾡ.百印しけ 敗売などをやク切合に 予算のﾡ団内で地 

数の枚桑為* その他の林ﾡ者そﾡﾡ仲ネッ く枚術ﾡ助水チス&

)すろのでちろ。 千②はただで用ﾡそ供すみし また他②州 

はその用ねな納し料会ぞ ヒりたてて 核功%補え していろ. 検着○場合 

9贡用H一級化山林第1あ. 林木の目印し付け, 新旅利聚. とさは似糸 

各理な ど○用校2 して次ねゆみる ②てあみ。 送千の例外な除けは 

州は林物ﾡ林 さ せ みため家る起ﾡま ご和係有賃金ごﾡ求 しだ首木 

をﾡっている.

火の止はまさし <林糸領◇政 め1表なﾡ能であみ. これは林※っ 

基本向随である. 山火枚各ぷそ今理的ﾡし クみ1火ウ止/織の崎淡 

なくして. 林条計司がうまくいくで力ろうか。ﾡ千②は. 州一体とな 

って . 枚考ぷを計上女用総のヤから負セす クといク山火内止ﾡべ%め 

っていみ。たか', 多く②州. ﾡに山火ﾡ止次一般くにメﾡ*ていない 

とこでは. 火災区を命し. みﾡ反まぐ地区mのﾡ立真金くﾡせし 

ていろ. -ゆへの山火防止に 対ナと妥神がﾡまわにつて 要保强面玳 9 
会ﾡがス災&に術入 ろらて,そ ○ﾡマZﾡが増 すろこYIにx

大ﾡ分の州く, その次I21翌と なるﾡ能は造用協木のAと配分く
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»み. 政府のゅカ く生虐した協木は「フラーク ・マフナリー番」と 

しくら. 強茶走1 にた け利用 され てい み. 大邪分り州は. t吹no 
M政松切そうけす 別企に出&した西堂問者太冬台しくいろ。 命 

そク目的はﾡ林用地会者当なﾡ励み ことくカみ。岩 千 の州 では― 

灾本纵幺黑債供与 すら けれど8. 一般にその生ﾡご認分○貴用に相当

そ○次に1ﾡ となク州林高官の仕中は枚抵倉で そ○他ら山林所行右に 
対す々術扱助く大ﾡ分は状術扱助水導ス及ど3ゝ ぐろみ. こ今投助を

分にポっていみ州は救えみほどしかなG。山林かっ検扱Y み意2 
消*とによ»場林条勘は一般に州あ官べ直米宅ﾡし いク. 

的には, こは者及みよりむしろ州林務督の分はのく力»。 勿中 こ 

は-つ○ﾡ4ポとなっていたが. 呪○上夕に. ﾡ場糸にﾡす 

ろ取区 の 分野 く 扱助水準 / メ/新) は非命に1發く方 り. しか6今な 

あﾡ宜べ充分て行なり くいないのく. 二 9 弟務に 対する刑首及 身の專 

は本場林示 ○報契ﾡめ大さくαっよクに恐われク。

今日. 一級に. まだめられていない州務ﾡのめクーつの給理的分

uは, 意素マその他のu有右のために. 州全坂に重ってマーケッ 

ティング •サー ヒスを組ﾡす る こと であ う. *ア表ぐポﾡ したように, 

ニュー・ハンプシャ -○番及やはそのようなサ- ヒスな従帆的に才な ? 

くゃり. その他ﾡ干の州8っくいろ. 今教回山みは. 生た物取引さ 

««なめく. ヘハクサービスな全回的Iマみべさともっくいと、 こ 

には文族, クルミ材A太,総ﾡ刑材。 そ○他似り生震材べ令とた 
力> マ-ケッチィング・サ- ビスは林条微ﾡ右 全Aに木力条右のm「社. 

材倍 四ﾡﾡ. 根, u4,項び係料と知らせク上 ク4柏救扱功くな 
けならない. 木材ﾡ元物所和令みべ化"書っ場◆に. 枚事内係 

のyるなす2の 力 朝焼 ぐあろ う.

ま. え介止めらて い\かだっ 8 一つつ炎め分"は合条 

函Iにおけクタ/2220oホオ用工糸に し く或と産め找的指用•を行な 

クことぐみ。 この工米つ大都分は小祝ﾡであみ。木材沖用②水て. タ



-104-
くは非能ﾡ的である。 ネみ用工系は山の係会な ほと人ごべﾡて 

ない。 ゅ炎によ り※べがそ吹ﾡすろたの絡ﾡ助はﾡ求ﾡ 
営の仕ずそ非ﾡてヤリラい8つてす2だ力う。 こは. ・条習み 

祭ﾡ笑せみ湯合に -つろﾡ用的な手段となろらくろろ

普及林務官, 米のき込祭務は土地意大学2。./-/て。x2 &.
4と の波※者及動2-ﾡてなっていろ. との林ﾡ宮はﾡ料大学 

○及系くろり 州林系者ス係よのゅヒで例いてぐみ. ここでら者X 
新には州登学 ・s&学. 新8子 命&学. ﾡ炎.林学といった及 

. 浮料の専門豕をおいている. 君反磅の主な衆訪氏 -ﾡに ﾡ 

○営作チ滋をを入したり 秋楽為行のおが*四玉したり. こ湯 

②通用効※を条後したリナろことてろと。 こら条務は矢務○岡』 

り どむ しろ水宣の向ﾡで力 ろ. しか し林 ※み場令には. 考干み川 

は. 個別核媒為への林※岡係の叔助名ﾡ及針番の一例Yして行る 

っていろ, 系ﾡ口数 ヒ 登在 系Yつ協7によって, 者及 承 条は/ 

め<大現域に行ないれていろ. 納産, 期列行物 私示会. ラタ 

映弱, スライド ニェース. *ら死外条地花洋などよって枚速 

林系○枚月活効を行なっていろ. ワシントンてあみﾡあイ省ス易は 
総合的な功る考物なマってい2. この釣及易 は林系白ﾡそﾡ次 ろ 

ため者及係の林め官 そ配置しくおり 普み※ﾡ○共ﾡを夕扱し。 

ク場Yしく役ウっていろ. 全田枚場林系ﾡ物ら 主他者ヒしてめL 
陇幺 はたしていみ. 4 州 ハワイ /エルト ッ コに記ﾡ:た 

44名のﾡス係林務ﾡへら /Pの7手及の給与財釈は充分に ちった

寿 菜公共機肉. 合条 ・ 山る は枚ﾡ林おけク大ﾡ分のﾡ 
米材に四しく資任そめ?て\2. ます, ﾡは会回uス防止置税 

/にﾡﾡしたり その考際して 州務ゼそﾡ助 していみ に 

狎 した よク に, こ ②糸めは殺ル林ﾡるに ﾡ報洲なYαろって » ら

方 はフシントン 代 あ 2分力な研ﾡﾡし公日に減在すろみっら 

ﾡ業サ映場とそﾡ助していろ。 また. クィスコンシン州ではマァジ
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ンホた研を め殺助していみ. そこく○研ゥチく はﾡ場林○絶 

条と直ﾡ的な四係がカク。 /?«よ年7月/日パ, 山林乏は全くつ 

枚るら汽任 そ負っくいみ. こ は浪然 Iおいて 系ビ企裂な 

¥-ﾡ円の活物くカカう. こはﾡめﾡとていと絶条成系そ 

ﾡチ名に今え み力。 /?«み年及○枚ﾡ決業 ﾡは全切ぐ /42ﾡ 
»った. ﾡに就明したよクて. こらの計番はﾡ媒内系そ上げろこ 

ヒcよっく枚術扱動水端/のカチゴリー入2. この動によっく 

ﾡ糸状術のそマみかさり 水ス入み. ﾡ為は枚城林糸番 

累物り大部分* とめくいク.

土保全局 は, 土 係会 &/Z力し ていち該茶ﾡのために. 

土水ル会ク状術扱助素務に縦率 している. この仕はみろﾡほま 

く必ユ○FAであり. 者及あとﾡ税して送ミみのくたと. u 
の枚※地占めみむ令が /0%以上であ»ような地めくは. 土場係 

会Z教とい う係会条な机して い々。 この係全なっ多くは林系岡 

係の投系なクけなゝﾡず子校のキﾡ生でカリ. 教に. ﾡ口ﾡﾡそ力 

*のた林防色の銘"には入らない. しかし. ﾡﾡはを場動今考円 

みく力り. そ今 動は枚か糸I 内 づ ク枚ﾡ坂ッ 水ﾡノの共ﾡの* 

3#く»み.係会みは 係全ﾡみら. 林そ◆むすべくのﾡ場係全 

anW係○A合 そ受けクのでカみ. ぬ系ﾡ内1 あ は この 保全 も を 風東 

く#状術坂助水ﾡ2 )○分呼く本合したり, 係全系○喜乱 すター 

ﾡむつかし ﾡ場林衆白ﾡ*処理す みため区仇いく いる。

たまたま, ※干o州rに あみ 熟事綱 里.务 次 衆老 9 山林夫務忆対 し 

く l&係工 役れよ /aaァunム。«行なっくきた. 一般に, ﾡ件け

分欧及 地よら生物物なﾡﾡすみこて. 地えく大ﾡ係地" 

○%令)べその対象ヒ なあ. ﾡ択右にu林*務な水ﾡ的て4ミ せ 

»ャ令 こつ千ﾡの妥当性が白ﾡヒなってく2. こは, として 

系%水ﾡ的上げら み可ﾡ性○あろ場令に利会償2行なう ベ 

さ fYいフ 双ずけ契基"水角 力法○ ないこに超因しくいと. ﾡ率

(1) 後与は. /ワ«よ年5月/8日»体. 3c224>exvcとおwzneん と 

しく如らていみ. 産ﾡ引1型号



ﾡ益汚には林糸状術ﾡはいない。

型運用右みび山林るる為 でんみま不省を助・ﾡﾡすろために. 豊身也 

係ﾡ理所はﾡ月かﾡ っ て林務営そ扱ッ しくミた. そ○ろず任は問含理る 

かてっていろ。ﾡ唱高は ﾡ 場林業 計動/に協すク意糸為にだの計高名 たて 

とるために. そのダカをつづナている.

その他の公共ﾡ岡 テネシー系な前公社は. 耳ビ林経巻とそ石 

なってい とだ系為スびそつ他○有右そ扱助ナるために. k糸ろけ多くら 

状ゼみ費と成武していと. こク坂りは.主に. 州. 郡駐在林物名及び遊力 

公共国体と協同く行なみ。 そっ仕ﾡ は項戯用木セヌ冷す ろことて» 

ろ.

林ﾡ 協月組合 Seta Cosecxなuct を型用L ているY ころではごこて 

あ. 一般にそべ枚糸右て役立っていろ. 多く○人べ包令へm入し そら 

那分木秋来通 リの強警をャク てい ろ. め月ﾡ令は山久防止, トラクタ-や财 

力姫っ上 クな大さいﾡ炊な伏用 みu林糸. 用役マ扱ﾡしく行4ク改たぶ 

引きなど4 羽合/2 表 乐者を 摄助す クみくあろ. ミ シシ.ッピー河面。 で最初, 

総政さﾡ今はフシントンのスノホミイシュ本ﾡな 8っ ていカワシント 

ン系協司組令て あ み .

-額関基務宣 Cxu2ei.cttou cどに林条店指ﾡ貝ぞw4とc。pとな 

は送千○地ガにおいく枚糸相 そ松助す わっ校ユっていわ. こ○くぱ○る会 

は 州 抹あ 名,山易, はコロンビヤ地カクワシントンにあカアメリカ* 

状ﾡ有協会な どからﾡけっことになっていろ. 氏有林つコンサルタントは本 

場状糸の分ずにりﾡﾡ域そ もっていみ. そっ領城スは公共投助動の来は 

えいかん く大さく なみたろ ク . 公状布 科 が披加援助水準 / Y 2○理的分町 

を関さしたり. 水ﾡ3○分呼をﾡ次にﾡ新 しない場令に そういえみのく»。 

百有林のコンサルメン トは公務承ぐろク林ﾡ官よ り &核助水ﾡ3②仕ヤz- 

営祐そいくよク処理でき»のぐ力ろ。-ﾡに. 表条為は, 公共枚Wより8 

氏岡の林功言 と林糸洋八の力から らに村き用いたサー ビスなクけろたろ 

フ. 者m. ﾡ糸名は. 収ななめわために. 妖的な山林ﾡ巻"林震物のみ有 

な吸光に妥した貴用ﾡ分そよみこんて償クろう.枚術扱助水ﾡ3の仕ﾡら 

シ < はﾡﾡ的枚 受林条に 力くはまみだろう ずし めそ宏*れ4い 

バカ>. ﾡ今枚場林糸の尿ﾡそﾡすク比救的大山旅ﾡ○枚奈名は, ﾡた

不の説炎マ生A材のﾡ引さ. らに再堂林作などの場合に. 状術扱の水4 

なしはしばど妥 Y クみ.
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第7重 山林ち含めた戻計画

とおき

本ﾡ日. 山株とおﾡでと i にけのﾡ琴とのあるこころご表 

選ﾡ品セにて88合に この祝るべこﾡﾡの万ぷ上家択っこい®。 

この8合の山休は,ﾡほﾡはヶﾡ ﾡ両逆依ﾡ食地べさの祀の土. 

保&田ﾡ"段丹防風体下野用、るべさ土だ セし対象としている。 

秀8早から ノ○はごﾡ 愛局族の改き・ 巨里とそ"の ほ浜ごには 

ぽ8盗象方去にふこいる. 本早日 とﾡらの話ﾡと5株に 民'： 

受比永変!のは事の-師として歯及しR"法こ・ さらにﾡ地Sな示 

氏町水準2 とにかルていろ ・

自活«会計回とにこ々ﾡ合 株方ﾡ 土ほ保全区 実.口廖筋济 

自右に 以袋君 三猿か N支後でる にめ く二度. 浸食状ﾡ 土だ保振« 

1近と上示レﾡ型別ﾡ図E歌ヒTる ごろう・ 安得はヨ契&ﾡ 

生営名 百滋ﾡ海. 包※的及び社会委寿的日場をしﾡ甲しこいSけ 

xKEらsい. 初7. 大函分区良周ﾡ君"ﾡき呑の処ﾡとﾡ受に 

Rなしそいる。 数ﾡ舌町さ予めf呂らと」 地成を会のﾡ求ﾡさ愛だ

百=山ﾡ登宮びごさるほど山よ左部口ご2らのごある。 二のﾡ 

ﾡよ旨さ全こいきいとずると、 ﾡ別通E。山はに向可らﾡ ソ

当該展求も提失しきけさふらa い山赤改宅面"アハ と 翌 

浮させるにめのﾡ政ﾡ三さるの下日時三零びることさる。民は 

<aにスレードﾡﾡ 皮のﾡ民S =格をﾡ麻2こと試ﾡﾡﾡ三 

上きに必岡合に下吹なしのこ )る。 意茶各と内とのﾡ保「や 

ん「8全御5大部分 ニいき= 造 医 ご 常又 レ氏, ニの 理佳 二 

ﾡをにﾡ無可るこヒﾡ山山林さ加噂 ﾡﾡﾡさたてる最色の準ﾡ 

<なるのごるる。 
\

にの ・型 ,

へGみは引と 予告向おﾡ»してさFの必三行52二と旨 

• ごBる。 この仕ﾡとﾡ何にム 5ﾡごの合のﾡ窓とﾡ切か



? どん8及ﾡ面とﾡこるべヨか ベ山日山部門有測ご 

5ろどﾡ支ら8さうふしのか ? 山休部円三うけ入\4 ﾡ合r 
表八君 下影ﾡ=与えるさっ月若干の 審回Eオ5 ﾡごﾡ及 レ尺。予崎 

ﾡ扱占ﾡ月のタイプ 山本の特長 な炊地の湿収. よ女ﾡ下山ﾡさ 

eめるかごうかといっ日ﾡ題とﾡらかよするだろう。族冠ご夫ﾡ百 

題とさ っこいるふ太炎の 一ﾡ的なﾡ移さ 提ﾡするさら&る岸ろ 

ク。 ..

どのさ う5忘求君ががゲや賀ルを相ないしﾡ宅して いろかで RIR 
知的さ なっ番星8長ﾡ者ごあるふらば. 宜分の山点得ﾡﾡめる 

二と下ﾡだと各せる下ろう。 予めあﾡとうかがうことぼべ少しご 

し 山.歩 下っいて反電や経ﾡ生しつこいるかどう少セ知るのに役立っ 

ビつ2。 の 代ﾡ地ヘ 裁は侵良ﾡべﾡって いるかとい っによろさ 

お及三おミえるでめkお. どの山歩2 ﾡぬ rあるの oごき しい 

ことこあり.&民」 その告承 歳野ﾡﾡﾡにﾡ題と紀還可るようR 
ふるだろ シ- お干の戻男計画吾さ. とのならに山林とﾡいて こらえ 

ﾡ悟訳二Rビら下ﾡ役するために. 査表°checゃ shacし 

さﾡ用して いる。 土民全ﾡは合 波回求に部地成ごこ唄たﾡく 要用 

しており この西査表の-側さ付ﾡのところにかかげておいR。ッ 

くのそ役と昼良樹とから尽々必るﾡの山本べあって そがﾡiさ 

ほ貝用ﾡとして阪ﾡごきるようにという感U三字えるふらば. の 

至矢に ﾡめて 室零ごある。 ふﾡび ﾡ攻な さ队 三リ. ﾡ矢さ ヒ り. 

F題のﾡ新がほと〜どほい し は全く 行ふ いところ ごこも、 

炭灰着小 山 抜部ロミ 第 け 、 ハ る のに 冈心 w も っているきらば、山点 

の保産や株 旨代ざ少理 な茶初の ﾡ をなよ ラ に央※右た尚 

全ごある.

地方. 彦永有官ﾡFﾡする一層の分れ しあほり 反の短定 

"受寿状8の 迎曲 かう,本え の 顧 客、 して その存之対視ごさるにろ 

ゥ。ﾡ条 人ﾡ ﾡ知らこい。昇 さどの P おsうらるのて. oざ 

きしい山株画三不成にﾡらせらへt短いらい, ゲレかし、 度活 

山ﾡがあ々合に g ﾡ局君は幣山や枚話から山ﾡ2ﾡ

-1Cラー 

ますることの記ﾡ性E&ﾡすべさごある。 ﾡま君べ山ﾡ師口Eう 

いミぶsい&らぼ 山」はのﾡﾡゃﾡしいﾡきと ぐ 吐ﾡ性のあ 

る ところに派小 の最ご終左谷じせるように気める べさごある。 

ﾡ存分計して さっさ ・ しに別の土山列用n代甲こ小与いﾡ 

り &xﾡほ いテの日下ふ. 山は登ﾡべてきるという委ﾡﾡ 

会がﾡ下存在しているのごある。 ※ハり・ 自分自身の 利斐の 丘め 

F 良求をさ山ﾡとさらに選化こせさいよう尽 ﾡハ小の 三試三かえ 

べさ ごある。

山本計画の試笑 A Tentative v/eodland EnoPesel

ﾡﾡ君区含分の山よ関心さも っこおり. *いさは「かさりがいの 

あるもの下指ﾡさせる 二にﾡNがある。 氏作ごしこ太ﾡも生ﾡ 

るというﾡ全よ遍因は営会君にとっこあめてでの= 疑初・ 川 

に可る段の肉ム噂らﾡﾡﾡごあら。 営ぷ宅の山ﾡと*の生 

計F題との 因係はさっとﾡ崎にﾡいするテーマご及ろう。 そいのえ.

山ぶ*矢と改き計西ぞ みっ べ さ 展初の 手 段と穴ついて 今相 た A- 二 

とﾡﾡ区ないだろう .

ここご非ﾡ卜昼ﾡとﾡIる き干の神尽がある。 さ のﾡﾡ汁 

函るの日め にﾡ示さ るが. ざIは関ぷ替包算て打なう分下もき 

レく尽甲ごきるの ごある。

設太石の山体は杯音区び主戦E"る正S 会 べあ52ﾡろう

? &ﾡ下Bるﾡ昼ﾡの伐ﾡﾡ物為ら百い氏会とうけと 

き日東廷用ﾡの代ﾡﾡの右にささら「包い気金かえ払ハる。 伝 

添ホ三A下送別レﾡり さらに生左け三ゝたに逆定したリ る ミ ・ 

こセﾡきすでさごある。 こuﾡ分内前得とﾡ大にし を しく 欣求 窗 

西とﾡ成しこいる優ﾡホここらによく分布こせろという=っ0相尽 

K 立って いる。ﾡﾡべある 依展 旦傷港する は零ど 另 り • 餐 篇 全 き丸 

ぽるだろう。 ここr必るﾡのホ片ﾡﾡ(ﾡ着ﾡ: -微点写さえ 

～6ンテチ. みインチM上のもの) の 自 版感 等げ、生れる♦左曲ごま交 し

未材の製ﾡﾡ ﾡﾡがﾡ林工ﾡへビのようド重ﾡさい, . 甲
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ゲ風ﾡへどのように運び戻さ山るか三客さんロ ごな知ご か? 

段ﾡ君日どのくらいの順やと悔歩くらいおと二いざ民用 

Tる日ろうっ3
古い民いぷさり尺京野や汝なへの世状上どう迎うか. &分のど 

こグ非帝下界しこいるか? ¥はﾡ ﾡ実君べ時点はや R長書 

ﾡこの等こし こいると いうこ とかも知ふい。さﾡﾡ君ロﾡ生約 

令味分の回さっで包ﾡ甲林" M片と収現 しよっと来ﾡ したり 

送しさた成長の ﾡ具大 ﾡヨっ下な本のﾡ打ちさ事るこ ともまさ 

し<可ﾡごある。このう忘ﾡ高区良計通Silvicultuy 
imProVereひ Pro2ra? と促進し・ ﾡぐ成景がﾡDIる 

のこある。 対しい画下対して ﾡ終ﾡにﾡﾡしたせよ うと可るﾡ 

色 こ山は記早ご砂る。

朱体人災の日ﾡロどラか? 勿ﾡ 旨さんャﾡ奈君悔. 山はﾡ 

F&んの影後も 与之 日 いシ ら 下山人三ﾡ止 し& け叫ならさ いと場 

えている。 挑いらのびさ日リ ﾡF甲と連けﾡり事るにめに 

家寄き依府へマ2ﾡ合上除さ 実際に区な内汝彼し昼いな話さどゝ 

吾こんロ この二とド相通しこふり. 尺ﾡﾡ若がざのさら 

さお方Eして いる と選? て い ろ ・ 要新のない 二 とと士ﾡの 素価度 

とに地のﾡ下ある。乳牛ゃﾡはﾡ公にﾡ名地てﾡ音寸べさごあり 

そこド山なEし>けては互ら方い。 ﾡﾡ 坂女地の堀は山ホさ包ﾡ 

ごミる. ざうするとﾡばﾡ在と同び界ﾡ旦うけることになろら。

ﾡさんロ方疑し占 ﾡ与ら方 い一っの将及旦昼乏し て いるビろ 

ら. ¥uLほ赤内ご多分有利にﾡ用ごとと尽りいる労物か <メ-日) 

ごあって、 とuにさﾡ葉余利ﾡﾡも合さる。 二にほ斗3ﾡてふW 
こおいﾡ日てゐる。 すなりら *の若〒の攻仏けここごﾡ立っか 

し知ふい. ﾡさんは ﾡ初下ら日とら5い夕き季柄の中ご 

山は計のみとそにる山のそ色 ニボヒし うとし 

こいる。

ﾡさん、 池ﾡ三利用し. 企回 さ 計品のﾡ目旦田にぬさし

がら前ﾡの尽っいて 自送石にゝし く ﾡ5るﾡoらる。
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ﾡ さの児合 既述のぶのニニと別に. 度票着ぴとら 匸― 

同e5も- こいろとﾡわ小る甲炉く次枚ﾡと家き ﾡ ﾡ

ら だ 汝ﾡ血ゝ Pっこ→<がある。6 く しこ 街さん日山お 

方にあ三可すめる ろ っ・ ニクﾡ合、山赤計西の供み長さく契ﾡ 

レていること百さんに とっ てき し いめごある-

ﾡさんは山林、の上ﾡ生左む分訳 land caP&bjlit/ Class- 
ifi cat: ○n こ知っこいる。二 区 口宿 ごんび布裂 し、3 としこ いる 

ﾡ初の族療師足ごていだろうが 営事ﾡ占こりEﾡﾡしておくべき 

ごある. 良ﾡﾡ口ﾡ5土ﾡ三永スにﾡ日一ﾡﾡﾡ失ﾡﾡ用下可 ると 

いう阪めて室ﾡ占定=行日うことぐ名に吐球ごある ・ ャ3最ご 

a 山は王ﾡの所得にっいてﾡ干の測足ﾡ三Jﾡっこいる。 ﾡ作だ 

Fuホ"ある 合にニ がドに正っビろう ,

函日/ほ浜なあって ・列劇ﾡに退用ごさるしの三ざいら送足 

ごさるの ごあ る。

長ぷ者は&作とし こよﾡセ"るﾡけの出ﾡさあるとみると 

以とそのゝ己もごゐる民画者と は次の 2っのないカテゴリー 

り土ﾡ次益々 I and-us= caPep iliticscLUcう こ度温三 

チとにﾡる向題息三ﾡかなけいばふらさい。

最初のしの日土E 畑利 用に可ること三ﾡ味しでぞいる。や 

○ェと報在。は畑こみぷ方生よﾡ生左にﾡm し 2 サが 也 り い分引 

2途に台けるさ ) も 一ﾡのせま しいむのに与るというこ=三及太 

5に納はさ せる ようなﾡながなけささらさい。上会全ﾡは約 

上& え色C/0) 三名合せて土地収協むﾡ矢の合のaﾡ"八任 

• ており.t上 占 作ナ るの にミ 2 -
上ロ益か分報1 はﾡﾡに一 ,で R 设 クエ にご ろ り • さみ二 に 

-rしてﾡ殊点ﾡ全ﾡセ下る 思"さない・

分級I Ymは芝の六に 区 い 土 せて みイ・ 央会. 等さ報方の長 

g ﾡ当町ﾡYいっに保密季桜さ ﾡする と. この土如ごなじして
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ﾡ作てさろの ごある。

分 級 W H 連 東 K 通 しく いほいが. ﾡﾡ自出"汝牧ﾡにA用マさ 

る。

今4V y WI 次枚地マぬ嘘のよう)にﾡべのにた通していえ.

堂本河地とし て分※I. I.な い しI○土た 遂ぶ 度求福さ 

ﾡである。 ボキワリスマス ・ッリ -生星のﾡめに尋するﾡか&土地 

或ほ侯終ﾡﾡ や防株 下は歌さ士寛忌ビ例外ごあろ。

主に 主加吹去る分設IVK下の土ﾡべあるのて. ざが本さい 

るべきごある。山は団ﾡと体大し・ 将求のホけ失給量主増大するR 

め 下ﾡ退戻 野下云て芸六左行らい、 ¥してる好の選末ﾡ使力の利用 

さﾡめることべごさ々 ・ 若干の ﾡ株 日的は 共場の込諾しいところを求いﾡ 

し・ 当よって小ﾡ的に営ﾡE改きし. ﾡ局の西価旦旨めり. 

ﾡ可野生第物に会塩でネグラ左与にり . ﾡE冬ﾡさせたりる 

ここごみろ う。こいがﾡよﾡ付けの若干のﾡﾡごある.。

株木べあるﾡ合に白超日*うﾡﾡごは8い。 との主ﾡべ分I 

"Iて占めらて いる左 らば、 本よき代ほし て ﾡにの救息r台 

けろべさだろう. この約ﾡは超列ﾡﾡにとって正当ごあらかる知れないし.求はそってないかも 

ﾡ九ない.受求石 目かの土ﾡのﾡ正ﾡ用ということ巨けごふく、 頭大 

の6いしﾡほゞそK泣い収益セﾡゝめる土ﾡ利ﾡといらﾡ出から 

しその 点=書缶 下号条 ▼べさごある。ﾡ業者区すべての早日生人 

冷に号条し ミあとご芝の山旅三 ﾡや ・ 登宅しﾡいヒいう告ﾡに皇す 

るふらぜ 民ととが分板［やIの土如てあるとしても ざめを 

票はYヘく 守ﾡレ民有利ふ山ﾡ部口 下る ものごある。

ﾡほ計風の ﾡからみると 山ﾡ2 南登 る合一祭に次のうた 

基本京ﾡび当すあ。 良<登営し保泰しﾡ山林は土ﾡ・水係全の史 

全与係ﾡ司こゐる。 すしも。 展登落下とってその地三の 

ﾡﾡ ﾡよする 野 らい岳 らば キ王場生全クだめ に麦ﾡの ﾡ加 こ x 

○受 締台「るように度系吾とﾡ緑すさてみる。 役受係とﾡﾡT 

る 区ﾡ市(の-師E形成Tるﾡししてクなﾡくﾡさ みよ) 

差のぼﾡ在と麻ﾡﾡ 南翌思の土地家全ﾡスﾡ. fレいﾡ々か
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らﾡゝ得ととべきごあろ。

近林ず主山べ益分役［とIのところ5当に対地や次 

女足用にﾡ迎ここる。 バランスのとミﾡ位営万さるミルにほﾡ 

さﾡ"次女ﾡセさら よサ署ヒ る とニろご日 • 今家皿とIの灰か 

ビ三南ﾡしはさu. 鬼在山点ご土ﾡ次曲力分役びVとVのところ 

さ ぜっと上む 地利 用のﾡめにﾡ選すべさごにさい。 この山点、 

段題ご出球不足べ月 ニっ=さに 数女"多ﾡ部店ﾡに戦 

呉ごさるのごある ・ 左山ご士地吹益之ふ役WIの と ころは.ご人さ 

用述ごある 下せよ. 府ﾡして日占らきい。

K益々役［ JT 占Iとしてかﾡレﾡ土ﾡがよ成ﾡよてめ2 

ﾡ合よは ¥の 休よがA 用与いしR引さ可 ﾡ径役 &る とさきごに 

山京るきのユ香ぷ/E月ﾡべさごある。 いマにの甲益むか役の思 

合ごも改声のﾡの土利甲への ﾡ合用が呂いさらぎ. 試用のよ 

ないﾡの土地利用がごさるかどうかの 口題がおこ? て <る。ﾡ床 

の生左 ﾡ人 高るﾡめには. 牧ﾡﾡセ老するほ っが 土ﾡﾡ兵ﾡ 

Eﾡするりも一縦にﾡが"い・ もう, っの2 ﾡぷ / というみ 

は. 汝ﾡ用ﾡ"ﾡ甲地のﾡ入さいしはﾡﾡりぞあろう。 天こTべ 

こ=らの ことﾡは良茶ﾡの 白場 ごあり: 送してえ各兵/2ﾡ面三 

近分 R•於时 レ てから. ﾡ尾計画看日ﾡﾡ足示事ることごある。 と 

らTるここに っ こ宮奈君区ﾡ分のﾡ云天定がごさるのごある。

長森君び主にﾡﾡにﾡして いる とみらる土地E問い こ炭ﾡと 

レこのホﾡこ生左し ・ らと可 る帰合F どのさ うﾡ良び> こさば 

ろうか?深畑生合むﾡ合は *の長初のき去ほ再史本通(植救 

☆砲. ﾡﾡ方去、 監村声岡 苗よの出ﾡ地. ほﾡ回式*た表ゝ 

zにでることて砂る ・ 営終吾は山株のR余aな早ごある。 台デ 

ビ 営栄看によるチ大のﾡ血がきくとも 月るﾡのよよEは呂さ性 

ろ巨ろっ。良ﾡﾡﾡの中ごはﾡの立系はﾡ回ざあるふらば. ・ぷ= 

ﾡﾡTとﾡめに矢台ごきるきた矢行可べ旋めて夕<2 ¥おが左 

レている。内盟のその諾春因は、 度局登ﾡというるのしと下分規さ

ている。 ,

ェ- ・t



段ﾡ昧求にあ用する感ほ手ﾡぼﾡの汚囚目6らﾡり っこいる。

/ ほ潟下Bけろ示産のﾡﾡ

2 度忌にらける余登生左物のﾡをﾡゝ入のサ翌牲。

3 山よ登ﾡご利同てさる有効るﾡﾡ労ゆ(ﾡ部片的 配分)

. 星 い：Ml ないし支興之爾弟 と レ て利 用 ござる 労の

5 ﾡしい犬災のたぬヤ女むにる次ぎべ感百Yﾡる月合の民炭 

手僕

从 包さ本定物 ﾡ入依産物 ﾡﾡ氏し山ﾡ休重ﾡさ取う 

ﾡ合にﾡ甲する総成(土ﾡ同全に みﾡ合)

7 ﾡる0向ﾡ引企 迫8"ﾡのﾡ甲&ど

み. 労内と浜ﾡ下よってﾡ条的下京烈っ日ﾡ辰物の量。東吉さ? 

年々か?

? 修月ネの东ホ番曲 。 近次。 べの酒目8 よもとすいて次定 

するのび合型的のろ F汚えらろ日ろ か 3

こらの ﾡ歌西ほ人皇 度の あい とぷ It る 片 に 記 載した., 

度ﾡ休部内を央麻に建震さっるか?こいう占ﾡﾡ解くﾡに あ 

らりるﾡﾡ口ついて汚条する 等がめ る ・

脚 に おけ4 共産切の坐 愛佳・ 遇景ﾡびオィ レとマレEり セし 

てﾡﾡ大※○なrと 利円しﾡり、 は去く歳戯とげ布レマいる 

な らは。二の 日は ﾡ琴界回にさふら&いだろう。山株べ小 

さくて 相 対 匆に,运浮 でない aらば、. 二もﾡﾡ的ふ念えしか 

らいだろう.

休産物坂史収 ゝ 段局が大きいか. ﾡにそuが=ュージマ-シー. 

メー ンマカルホニ州てたまたま みらふよう8レタース. 

ボチート,フルーン ほピののﾡ依物生理口に歳方じて 

い ろ 法人 故の ぞ必ろなら ば N の朕来着 は, き通の依の 

も とごたと *よ林定物緊及吹入 見ム 額にﾡ力のあっても. ざo 

にﾡべがいだっ。 しかり. 特ﾡの係牛のもとご日と 

のぷは斗的に型ﾡごはないだろっ. ごが. 送の良素君は台分 

。 出 物 を/木 蝦 ナカ ために山 林 卜 Aがある か も知Iほ い, ごし 

大ﾡ分のど 宗走□山休らの正加収に民べ三フ て い 右。

ﾡ効な 01 "协 . 合六株ぞのよ、のラナる と この 质巨 修非 

ﾡに毎ﾡさ向 -一 はﾡな三下段 っ日リ は山赤Eﾡ及で 

る欠茶の尾合に H詞口にﾡ矢E5&いて分«かミどのく 

いAごさるか三明らかすること--- 〜ごある。 慶供トグ 

ける季岡労ぬの 定全A 用は設ﾡ内ﾡﾡ大の / っのお表ごめり 

山赤部口にﾡ心E喫量さ 口る姜際 &手彼 でもある。

地域てク世労也。 山林茶のチ< B /くよ"そてへのパ - 

ﾡ本的に行Gろ。 のに ﾡ所引切Eミや事く歴之るニと" 

長業君のﾡ同と いっ吾性日星受とﾡる e
保手般. 泳とヒめ広ゲった" 細Nの主資三名2 そさの区年 

RあたらGかっ日リT4と、ﾡ求ﾡ区登いほ山六ﾡ口しもこS 

い合ケろい。智 い央关危央炭も岳殳 は策忒で斑 め な び 眼H。 

ら后 い。曲 林計画 できの よう8効戻べ少 レも提いい5いう夕C 

知上の日ﾡ=ﾡ来してﾡかSけばほらふい。だと文 ア 

-カンッ州 の/武ﾡさ. ﾡ代"海督代=行さいSぐら 上の 

商請改き計ﾡEEてた。をの 計画をたてる直前 に, 楽しい"矢｝ 

全く岡窓の凡び過いして . 夏択ﾡの山依はﾡ天さ"・ も し コ 

※の台ﾡが甲りのせけきなっにと可ると いい かN nば、C：ー 

日んのﾡ面し福論さuほめ2た" 山ま w この危険 こご っ た : 

ふいはうな手桜べ全くﾡじらﾡかっﾡりT2と 武奈名区 

分の山は日自足よ<式させら8いここが甲色 と な ゐ. 5 

家君日必る覆の代E行きっ「が. 年や して生けよひっそ' : 

の山ぼさいつし犬央のﾡ険にさらいて いE・ 魚カロラ彳T " 

の/良ほがもっ, っのﾡWE上げこいる。山株/#4。--6° 

ららgo工-々は ※しい型合"選次なのミめ下ぬかえみとE 

っ てﾡセﾡえ ﾡが成&し こ いた。部両査によ ?こも 

山品口"ﾡとﾡ区とH全く琴内係のふい二と生ﾡSしこい 

s. u局己ﾡ森らえ分、G8っていﾡか っﾡ。代ﾡ償行中 

ごっ=が 数牧彼9セ誕致3性る "の 手桜さﾡじ8◇っ日・
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林ﾡは 起生き生由の上に立岡レこいぶかっﾡ。 して 山 

ネの女ﾡなく し て尽ほの成古三おﾡこせとことほごき百かっ戸。

保宝き氏の中に=. 店べﾡ"際べきさていろ。 次ご若卒のペ 

みら山ホ三保ﾡする日めにはﾡ人ﾡ"等てあり 度ﾡ庁ち/っ 

上保委する日ろっ。 安迫ﾡ線かっ名/5クフ4 - 卜ﾡにA風余為 

の土地下長さ約よo。 フィート ゆ府べ衆のあっﾡﾡ例が上げらる. 

ﾡ機行主三ﾡ2フ4 ート切ﾡいてﾡっ旨ﾡ/の市ﾡ5ﾡ 

とレた。広い 保眠帝 =ﾡげ る戸め F . 钛値 と防べ練との声こ年々堤 

こっﾡ。このう合ﾡﾡﾡのﾡ将ﾡは年に物2ドVてあっR。保 

ﾡ時日 3人の尚有及ﾡ衣と 8年Bこる山人ﾡみら阪っﾡのてあ 

る ・ /

女 ﾡどなよ 成民に左不きﾡﾡ容三反ぼるほど浜本にき三チえる8 

らぜ 営系君はどの製= 店正 しがる巨ろう。 送のﾡめﾡ用ﾡ心 

ﾡとするかしﾡ5い。 その混合 ¥の正しいﾡﾡ許と時更と= 

換ﾡして試計Tるニーが白題とはる。ﾡ切 たﾡをﾡ小にﾡいとめ 

るﾡめ 下ほえか耳断自にわ下っ マﾡこ全くエづけないよ うにな畜 

の目運方去こ安次可ることごある。

ﾡﾡ国頃左枚なNこ改きしRり. きﾡとの彼話三囲うﾡめド 

次牧地にﾡこきわTこヒ己ﾡごきる。こWは一桜K林内の 

河局ご解来するだろっ。 というのﾡよ<改きさ山ﾡﾡオ波そ成の民 

Jt下ﾡ森ロ ﾡ任とこしふっﾡN波なの送より も口るか下そﾡ的 

一居ﾡ足のいくし のビらぐある。

本当村用ﾡﾡと英町。二ほある 出成下かいてヨ り -層の記署 

先をもってい々べ こら自べﾡ下の麻な作ﾡﾡ早・ トラ 

ク 子 ー , 成る産の士宮岡区ﾡ. 茶ﾡ用チェン・ ﾡ 行 々 

オ と い っ たか以 ときに. シィ ンテ 初なﾡ 価快系

祭 村 徳基 ﾡ1乱や トラ〜 7 こいっ尺特系表ﾡがゆ撃ごある。型 

ﾡﾡの※報ち古オノァ27ラ にのっている「裏ﾡ林ﾡ物の 次 

ﾡにだ受な 本とたの炊い カ」 Bミと ﾡ係べあ る の ご参方 F 

なろだろう。 ﾡ当母点茶慮硫とのゝき方法については賞栄右
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と-施になってぬ対すべさごある. 迷材 ボ. パルプ材なビは 

/人甲の戦林ごNWごさみ。※林月素材。 6立林木*のﾡ 

似の産料 はく用 の叔てさ ら によ <ペ 叱Lごさ ろ. T に大ﾡ 

嵌を済右して山 、*にWらしていろ米 茶泊 もい、らかいや 

若千 ク※*右はこの作べにな好な トラクアーたモっていろ. キ 

谈俣全名や切同組 合を曲 じてメ受なﾡﾡﾡ常をﾡ入 したり・象 

a *Atを賃8 したり ナろことはは/ っの 白ﾡ所だ り六ごゃる- 

戦杯可る前下 との生起河ﾡ三。めぬに与ら与いことﾡ次 

らまご礼きい。このﾡ題にいでは*$ユぞふﾡ。ホ 奏緑 酒 

各具にﾡ干る一ﾡ日体的母砕封はキ// ﾡごなう。

#分向登の可性。 «にそこに*るきのザﾡ ほ会り多く与 

い.しヘレ 亡eLの引いところご日古芝の可 作性 ﾡ次対しSけ

昼ら&いし しかも 認めり a ミ白きヒリ 就く 方去二校対し 

なけきらきい。-足のtﾡにﾡっミ産ぶき株出T2下旨 

請ﾡ並ﾡがﾡ等ご必る。数百フィ ート以上も不区互キ引ごず3 

のはﾡﾡ向下不可ﾡごある。 ス的を協話たﾡ炭して継有ごS 

sいヒ 南恐の可 ﾡ佳 こ いう零回が山秋ﾡの佐ﾡ与 是天 " ? 

かﾡは可この太こすうっとるさのぼすようにほる巨ろう。 

大ほ合ﾡ地ご朴ﾡ形をﾡうにめ「 大ﾡ伐系し、ﾡ時数 

ﾡさゆ愛とてるかも しきい。 迫氏の永ﾡ的利甲と正ﾡるる 

Eめに.そのよう与販はﾡ撃長よ武にとビめるべミごあ念- 

こっいっ ﾡ他杯方表旦係用 Tるきら、 断しい 旅 來針•画 w 戻 •曷 

王ﾡとﾡ合oユIR形ご一足 くひしろ年 マ) の依産初収ﾡの ご 

aるさっド 規定 可る及早べある。

袋ポ直 と共木ﾡﾡの誕共 -ニにはム初ヴ費縦 約さ集ど 

今を してい る。A求ね"思ﾡ風替 はﾡﾡ定 の山ホこ 7ﾡ し こ 

との ﾡ示み 距熠ヤ圣 很に那 って いる。今日 夕ﾡ はたの 注 

ﾡ下ﾡっこA用てき々分とﾡﾡと三"ﾡ辻にUめこさこ 

る。こ二ご日、 この人達B多大確祀民検丘年上区用にる日 

きい くナョﾡゝ .. Rと支ぼ. 煨曲 / コードヨ々は約 シメく
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一-日を-利のォ /コードとるドビ/.え 人 一 日 

を〜受とナるだにろう ナなわち ﾡﾡの呂ﾡ同示 け 色 匿 

株し. 未材る/点ノノペー ト当リ/人(反 びぶゝ - 日 

がぐごみた。 こら の浜算年はﾡほっているが 慶求有さ利 

用てさる労ケカ(ヘ-百)を パルプヤ用のコード. ﾡ材用のコ 

ー ド 糸材用の ee ボード・フィ - トヒっﾡ生起ﾡの低に浜

ナるべﾡがある,そこご. た材e 流Tる合に 度ま倉 

はゅヒ松枚浜の利用を 前だとレてﾡ こゃめる こヒが合ﾡ 

的てっろかごシゲを大まか)て 渋 め な けuばさらきい。

送米着と一ﾡに4なっ ,のﾡﾡさ. マら旧ぼふらSいはﾡ 

やﾡ干の作糸目.たこえル. 悦ﾡTべきﾡﾡ太. 相ﾡ衣 風 

地木. 枝 は一りたる木. 海旨代ﾡめ方表 きﾡ*のおのﾡ品足利 

用方戒. 大の危映*本枚求 三少さるお去 弍展 ﾡ称 . 

ﾡボ, ﾡ場ﾡ 々 *に烈用さるべさ林ﾡ,さら「阪ﾡ洞庁Tべ 

さ木なごを括ﾡんケ< >ズ e 度計回君 にサる ごろう。こ 

こて冷 し ﾡの矢ﾡにﾡし ては 次の2 ﾡごふ戻しよら。

住経計画 ,

山は改き計画において利をセ ﾡ大 に し 株ﾡﾡの 丘石の点ごﾡえ 

ごきろよう G 成果をよさ めﾡりる尺めに 労切々夕ﾡも有え民 

問する方法ほ室ﾡ与向ﾡごある。この合の正しいﾡ各さ その乙 

診計画下六し こ ﾡ旅右がﾡ上し らっ けることr依ﾡ る。レか 

しSがら. その 店i 痂 おﾡめマ 国ﾡに解沢こハる見合が多い。利用司 

ﾡ労 内力と有利に民用レRの力 との岡地性 ""将系 o 山 は舌切の ※ 

ﾡのﾡめ 下ﾡ盗三率矢にﾡ供でるふらぼ. 青休とホﾡ利用口図する 

降常ちレール巨けがゆﾡらる。 Rと. 設衆倉ゲ平向3○きい 

し4o エーカの山ﾡご年F/ o 人 (ゝ ﾡ利泊するよ っﾡ5R 

こ ﾡ/0コード、ボ/00本 らFﾡ干の包お甲え柱三塁 

とるなら呼 土地生星力の点ごえケに A どある。 との マージン 

□ 休の大 aさとﾡﾡマ 又所ﾡ との肉 示及w その 生ﾡ供絶の ミめ
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客昼代係の将及になﾡしている. ﾡ及び代は休分旦ﾡ音代 した 

ﾡこある. とのおがこしくﾡ代下ろものてあるおらば ◇ゝa 
三産や日阿品ホ▼河品よ、 5ﾡよから〜らるドろラう- 二のさささ 

※のもとてﾡ. =よる毎出の/灯が成長主与め、 主家要時 

のﾡと価価EﾡよT。だろら。 いいかえぼ 長定しに釈里

佐ﾡドビけて象と し て いるかざり • 山ボの保電左星能々の佐下 

<恩岡べていていいこと6る。 正しくﾡ目伐下け て夏ﾡこの比ﾡ 

政ﾡ物とさかさえるほど山本べ八さいふ さぼ・ 派大の利益ぶ代氏 

自セRてることFより えらるのごある。 光のみ合に意ﾡすべさ非 

ごFﾡ軍5琴炉はﾡ茶君ﾡﾡ序ﾡ保不の ※えさ去二知 っているかモ 

かこ曜初Tるととてある。 2 3分も際ﾡがめぼ 品合に正り

4 そのよ送え E行&えるの ごある

=が、 さらに 迫干の杯不 く全くほ爰 レ終っ F命云よ) 三 戊 及P 
&ここがある日ろっ。 よoeoボ-ドフィ -卜のぷﾡ2岐系し そ 

g 階不ガ に 年合 T2Eめに ﾡ不ﾡ日同よ^ く日) ピニE桜下て 

<Rこしよろ。 ぬK司下その分ヶカE合めﾡながﾡﾡにろう今? 

2 の笈衆有が山ホ 3 のェ - っている とT ・E 至平臣 〔才

g) ご4 0 年回 / 3人 <日) &株同ごころこ二F告る" 年「$000 

ベ-ドフィ-卜 o9leご数用茶ﾡゝ系し巨じめ4こ支ダザ全さ 

ぞごあるか石いほ ¥の山ゲー定のそ設にﾡレら ﾡ人 ご形ﾡこ " 

-いるかどらへ&ねし マいる・ 普量の度ﾡﾡに送ういっ卜人ミ 

oホ木から6りロってい6い。ケ0の0ボートフィ -卜の研戸 E立ホ 

〜m20本2▼4こレょろ。依畑その ら小グ々。 0 が历る 

とTaa ・甲区のぬ孫届 C聖成長番をだしWくう 20 

高な会ド 維ごさる . 浅合日をある 成ﾡが年 数の「%を年々岐係 

りっxレている。 み、る&保風日邪めて内偽S ﾡﾡ りごめっ 

字会 ごある。 良業看にこZﾡ々べでてはふいとﾡき Sc 修 ホ二 

い-5かもふいのてるる。 が ﾡ日波年の ゐいご浜ﾡス拠水幸2

がヲそ☆*多 <ﾡ器と事る日ろう。ﾡ呂、 負分の山麻からその人新 

ケEﾡり出Tのて. ぬ系回下っ てﾡ深しそいくﾡ合下ﾡ浜筒
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ホﾡ Tる芝のと どきの アドバィ スこうウるﾡのあることE 浜 

本有ばﾡ解可 べきごB み ・

次の玉例汚ﾡのらも困らか尽ように Eとえ$年市のﾡ量グこ 

の のな水吾ﾡの 半分べいごあっても ﾡ甲 ﾡﾡ示の 城系下ﾡ 

してアドバイス可あのかﾡ いいだろう。ﾡﾡそ去のﾡﾡ日そのB 
そ旦2正当ﾡでaるゲ とのようおﾡ合 ﾡ奈ﾡ日新しい孫風 

下ざって. 当初 3年口下ﾡ分のﾡご注長示くﾡ業氏灯分こ 

やる こ NダKMで炀 益。 :

し ら /の ﾡ例三上てこの似系品の超百の ﾡ器ﾡ旦※用 しょ 

う。 /ﾡ茶ﾡさ山点40エーて年にうの人 日) Eﾡ星し- みっ 

計ﾡ看び委ﾡ去よってそめ夫定しﾡ確ﾡﾡα20^(日) ごとし 

よう。 この&系君日年に燃材/ダコー ド・ /o。 F E•ル等として 

いる。さらに 安ご百ﾡにおけるﾡﾡヤ修ﾡの下め 次の$カ年 

巨下可くおくとも ムククク丛 い し oooボー ドフィ ー トのお校之利 和 

ごごﾡ。*の計君に良休分ノoエーカと変ﾡし・ どこにEは 

系し て殊ﾡ可能き 点木 ゲ九太ﾡﾡ積「し て今o.20○おい レ 6o.ooo 
ベ- ド フィ ート 存在し . エーク当 り)約6.2ooボードフィ ードドさ合 

とﾡにみてい&。 こ山巨ﾡ足ﾡと余りかヶさ合ていらいが。 ェ 

-力/24 ンテ り上の不が約 午よ、 Tわら とぞ収エー台 

り みの本る, /な平力3o ◇ボー ド フィ ー トとい っ日具台 穴 若軍 で 

計裂しﾡしのてある。・*I1日権ﾡ公ごゐり. ま尺歩落に内 輪 に 伐載 

しﾡゲるので. ﾡ看に天作/エーカ分の伐係ﾡ. さpろ毎年$- 

○0oふいし6.o0oボードフィ -卜 と是戻するのごあ夕。 こ 

叔初分年の東不に夕ﾡ用天 ﾡ示 のゃ分ど取り ごと ES•る。この%合 

ﾡﾡ労ゆ下ﾡ立っ仕季とﾡﾡ事 るこ" ゆなごある。 このﾡ茶ﾡe 
最初3カ年 頃 K. 灰術枚有をﾡにっけﾡﾡ形ﾡのアドベイスE受け 

るべさドが ﾡきしﾡﾡ季ﾡ行らって大さﾡﾡ三てるさ っらこと 

ふ い ・

残内甲兵ﾡ本のﾡﾡから4 さい レ $= - i"の内が〜ハ%のてあ 

る。 二uほ、 三ﾡのﾡ百位風Yeみ/aハ tPr?Vemeut-Cuttin8
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Pogram よ る収長子ﾡの媒砕とベ/ o コ - ドEそのき残ミし 

ておくう下さる。 う0ェーカ以下のﾡ合に 二の書の収ﾡがﾡ 

2さってくる。度不右の有休「ビーﾡへﾡ坪の回月みし い 

とお文らるのご. 研年約6工-7て浜存伐Jるこいとﾡさ点 

取司いだろう。 ドダ. こはﾡ登ﾡ以上ベ"代Eﾡ差てる二と 

Fな%,代の阪ﾡさあっても、 X枚のそ山ﾡおいのぞある。 乙の定 

o浜はときﾡり でち退な同茶区生たにﾡ与って しgレ ダニ - 当 

り5コ - ド 上の xﾡ8り だ ことrSろう ・

このようふ坂ﾡのも とごの伐 深計 ﾡ区ほゞ次のよ らふるドろ う・

T6りら

//エークの収歳ﾡ際登ﾡﾡ ～〜 委休甲 天さ$000 ボード7イ

-卜 杰校a コード.

2 ス〜6ェークの楽香ぬ昼ﾡﾡ -～ ﾡﾡ用求ﾡえ0°0ボードフ 

イート・ ﾡノバ コード. ボえの0本

さのさﾡさ浜ﾡク200ボードフ4 - ト 薪林/ナコード• 校200 
本とおる。系の衣示とぷ称、 反びその位の生産校の似不とデび 

に拳T る内力のﾡ昇～ /8く一日

タ 盗幼令点分における小面ﾡ日ぬ。このﾡ景、 共3005 さ 

らにヌ山の和用可ﾡ8枝係ﾡ生星ごきﾡ・ こさ、 三下ﾡ太のﾡ 

不書承の Rの付さ ♦爆 背経通］ 戲 と 守る ﾡろう。サを労の? 

氏 男 〜 7ヘ-日。

以上、 物々の合計は2$ヘー日にはる。 とタ依 6•人一日は • 

の※納知ﾡ・ 営ガにおけス余利ﾡ産べの吸急 缨&工筋から の暮用 

ﾡ々ﾡのﾡふど利甲ごミﾡ。 こ山ほ次のようﾡﾡぞこら。

総め同ﾡﾡ く迫ﾡ側) クoooボードフード …… oが" /oよoB"
四 さ /よコー ド :....... . 3$o $22
天 ﾡ A ﾡ代 oo本   ............ o. &o 22222

汗 ....... ... .......... ........................... .........ク J ど

自そ多 ……:……  .......................................  /87.2
え ・ ー.......・.............. .……・  ・............. /夕0.00
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向 擦自. 主依収問を例なナつために. ※点名とﾡ為とは- 

尚になって. 力 ないL ム エーノノ の 長 卑地 づ カ所 ご をう 我水 当来 

師 付けをやるだろ, 

こ』は.ﾡ木回. 示本な 巨主収ﾡ予ﾡﾡﾡをﾡくための 

そ 炭送 と突地ﾡT 4場所 ごあ る。

ﾡﾡ君べ呑干の未ﾡﾡ家ﾡしよ らと▼る与らぼ ﾡ万に於てや活 

口通がちさこくる。 ﾡﾡ計ﾡロ ﾡ方のﾡ繁右る 生艦也ド 

计マる用紀6工価告. Rび段求石はビのよう6〜二ろからﾡ件び 

ラWるふどについててきるだけ貝体的な情家を配べべごゐる。 

初年戻の桜深税具べﾡ定生ﾡやの阪ﾡ口収骨し ていろY3るらば 

ﾡル計ﾡ看ビﾡ分てそのﾡ察E再ら合りていふいときその天の 

堂 •食 伝 ノート して ぶい て. あとてぷﾡ看ﾡ日 恐・戻 人双方のAをと 

おろようFし Gけ山ばふらふい。 炭ﾡ君ヶ協級ﾡとﾡりる収系可 

作合核ろ当すく もっているとる互ら. ﾡ体震号口友のァド 

ベイ スE恐cし こおり 威日阪乏矢歩して家りの三 行ない, と ッ 

生左長"そ報E列定 し そ し て 芝のﾡ収け二ﾡﾡTる 検口杯あ 

巨弓い し派ﾡを反のナービスとﾡ支するかも知ハら ハ。

夏茶ﾡ吾通の 汚ﾡ的点系の ﾡﾡにﾡっ て取8定にﾡ2ﾡ足 

しよっとする6ら. ﾡ分の山休ﾡﾡ及び販走のﾡ男. 3ら下成&受 

の研党5 どベ 季下ふるドろう。こIき長術段町水ﾡ3のは率てあ 

る。 具午町S浜助下ついてさ、 ﾡ業急は早『条に一すこごある。 

炭あﾡ有日恵ﾡ君の山麻に所でSる長ﾡの来ﾡ方表で保表手災 

について -微的6アドベ4 スE行ふっﾡり ・ ﾡ合 及ﾡ素の 原ﾡさ 

系甲することの有利性ﾡ知らせ下以 しなけ山ばきらい。

ﾡﾡr そ営の一微的ら目ﾡと以ﾡg及ﾡ君の配A外にあっ日山 

依の有別住と乙 今毛きご 下相杏るにほ 山ﾡのﾡ査べよいぶ会= 

え供するものごある。 と、山杯そ老てﾡﾡ好のﾡ不べって 

長空ん台幼令が左界骨するの 下成ﾡす2ど らぜ、 その商有ﾡにヌ 

ﾡでベニ* 同存二色むお島非ﾡに旨報合ﾡ枚甲系枚左生産ごさろ 

ようrさる。当面の 木 高はスーイス 生師こﾡ全に利用 し ていほ い,
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そ山ゅ Rらそ空日行Sらに区去でﾡ得のﾡ大に人販するけ 

よGいかさい. -玛サ ハ ミ ﾡ程 ご翌所Tる二とダ長も ゆ季ごあろ ・ 

段民ﾡカエテ ヒイヨーアナ ヘムロwク 、ワィ トベイ ン 

スプルースさごの浜ﾡごある合にら 数話のしめ出レ"山のP 

上E<っこ契航三河分に曜保ごさ夕巨ろう・ ドダ 民民営ﾡが日と 

んッバィン ﾡ セイョートネリコ ポアラといっ日非ﾡﾡごある 

ガ合の奨新□係医2お干ほり とも ﾡ枚Tるに撃ゲあ。

このﾡの委送日山ﾡの同表納沢さあめ。 との永生命利きにさって 

ア生物初く有利 导保忤 三 字之るほろう,赤起日よの位恒ばﾡきろと 

a 度の価ﾡもﾡ害する巨ろう。いいかえぼ、こは 度新君 

ダ山依部口 下ﾡ在Tる m恒ﾡ強のヨ ﾡ准に 自 目 していたこヒ証め今ペ 

会ごみる。

_ャしのﾡ

A月回〜保全区不めa〜="=Rり扱い ﾡ包でべさものて®

み。 6りら.

/ 補ヤ的大祭こ色め日R板官探

z ど～S自代マ*の出の塚音解次ごも保ﾡ回にた"ろ。

3 ○年のﾡ書こ主俊中長。Eとえば CSほど甲"ら:ジ 

s年にﾡ点 /ク コード： 民区甲乗々 ク22e ボ- ド フ4 -ド、用 

ドす。0本 u休秀物約3。ヘ-日・ という工ろ下

・ 樹鹿 ﾡ付方ま・地願制文剥の通ﾡ予た今め三だ"会 

uはた eゅRニの度数計召区浜ﾡﾡ ゆ*ポ I "住含三Pろ・『 契

のいかんによっては休方ﾡkにごSろかごご&い"解ら6_っ『 

※E宮別計風石が概y Tる二とによ?て 及集舎B山六西下行丁 

ろ同Eもらﾡしてさこおり、 しかも . 5力年以あてほきろ 

クFドてつM下αK風にもこTいて保系2悔さしほ。 ュ初の食忘 

ごは ニ北上の &明計 画 ごヤ ろうと し ﾡ休ﾡ書 口Tな日にとん ごい ? 

いハのごめろ ・

今日 ﾡ栄者さ 音分の当価の山休作ﾡ面占勿ﾡ.ﾡﾡ的目ﾡ
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についてもあろﾡ方2し っている。 兵点ﾡ香日全くﾡﾡさてさて 

い存いレ. 夜浜呂の研や契ﾡ予足口る長ﾡお照呂全く行呂 

ってこてい- 。マみ 丁1科胞-- い て はよ好』渋か当用 た. 

ナな』やい、かの税地を契ﾡし 材頂測まを行ない. そして夕 

棟ボヒ目的たつけた•のどあ方 •刀彬5 は自 分の山ホ運用の湯合下ヶ尋G号え方 

2さ※し 包分の夜町ﾡ円ﾡユ«るようG残会を多くしてるように 

ほるごろシ。ﾡ求君ビ包分の 株不 商ﾡの 矢化下ﾡじてとの係登旦 

交える灰ﾡのあること2句るごあろう。
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ﾡ8ﾡ ﾡﾡ林部「の義

&京右がﾡ述の&と交に突行 し、いろ互らば 所有の 

天善K 用3 石眾め の ほ去ョ大お型ﾡしている ニドでる。後来f へ 

の印iLけ* 自ﾡﾡ以オの枚の安とりさめの河合に &素者ヨ 

長町し契ﾡする必愛がある。ﾡ業君さ 本太 で 天ﾡのﾡ名 三ﾡ大ド 

るようS台資和甲 卜 っい この アドベィ ズ下反価のる2二と己ﾡめる 

Eろう。二うレﾡごﾡ全ﾡﾡTるにら 株兼の示ﾡ足ﾡ当ﾡ本拒 

Rﾡﾡしておく少ﾡがあるど とのﾡ用はにﾡﾡ商ﾡてある" 研得 

と冬求セっご非専口的さ立版に い 上及保全ﾡが レビレぎ=のと 

五2付ら クているのが兵ﾡごある。

ﾡﾡごふuRよう. 山 ホ計国 の 小足専 尽•E農 資君 が 京 合度 用 ぼ 

ﾡさう〜る ニと一Bる。 その承都に件2 とさ 6下Sろう 

sことﾡ少しし いドろ う。 そ山に天ﾡ丁 ◇ と・ ニの京ﾡに百半 

ﾡ正さる。ﾡま各がドてる※西の利監はﾡ校の定欧にべこ 

日8かに型零ﾡがらい. uなﾡ画び日家使よ«町のしのきらば 生 

m々下E合っドペ系国旦ﾡﾡするﾡめ下一自TみさかS余洲グ" 

翌 てある。

ほ素ﾡのぷ い通 ・ の杯重さに4? こ 山秋郎門之能「ーンハ ” ハン 

¥のx 幸が 民uﾡ堀本占去三号えろかざり公犬戦関の 内行ﾡ史台正 

しいものごある。 しなし. &求君は一#に・ ろと桜隠ごﾡ岡のいつ 

R定全さサーごス=得る Pp:: 寝Bっ全て場口家旦い との 

6的与ﾡ町三う けﾡがるかも知りない。

島、 え. 3年上の倣K風E下てるべさごめる。 ビいもぶ 

休分のﾡ 畑ﾡの型合合. 本太の入Sマ 収裏予ﾡ片のﾡ殺さ 

月A丁べさ一ある。こらのﾡ尽左配島するとこ 当品の6ﾡ制ﾡ 

にの3ェうE与える 日ろら。度点ﾡは 各分み民用ﾡ &重甲マ 今 

5合に 京等バ取のアドベイスこうけるﾡﾡがある。



三営日田セし った星ﾡ的な山お こいっもの F長ﾡ計ﾡの桑辺に汚 

ﾡすべさしのゝ/ってある。上窓 ﾡ件支ってロ ヨの 送択の 自 由 

のないﾡ合もTくなくい。 とビ ﾡのているﾡ丘ﾡﾡKに 

度材 3 不遊切 た ろ う。二こごロ必択び女連のマッ限ざらること 

下お々。 3らにた上庭 ロ地位には送次の自田びPる- 登き 

口ﾡ匠ﾡ ﾡ記合の いプIセどやさビろ っか 3またせん尽 

営連 よすべさだろうか ?地オから ホ 主務入べさム3
北閉の山林なﾡの属ならシコゲー・T- シュャカエデﾡ図を廷 

ほさ さもふ< ととさらにﾡするようにﾡえとけいばい 

けさい・ カエデ題の散在している林地ごシュゲー・アー シュセ促正し 

ようと ブ ル&ラH. ひどくﾡしマい夕幼令のセ4 ヨョウトネコ. 

カバのホ 座さビE ポ性 し おいごカエずた町けろよっにし2代ﾡ 

5行互うだろう。系林企セ木ﾡ生左にﾡい *の一生シュゲー・ 

ブ-シュの生ﾡに白け々とするY. ¥その他の生ﾡ枚供さのﾡめに座 

琴¥8る 面頑点ﾡ内の ﾡﾡ地へのﾡ林や ごさおりﾡﾡのﾡ入によ 

っでﾡ沢ごさ2のてある。 主にカエテシュロッ7枚甲に山はセ 

手多するばあい. 夕<の灰価的る白収セﾡしているが. 二の型の山 

株にﾡ白3 るためのﾡ尺ﾡ温 共定は 成番計画風マそ営生に大さ 

8影響5与支るの ごある-

ロ:ゲリ - フ・ィ ンヤスラ ッシュ・パイ ンの今布 地ﾡて 日 . 解船 用 

解品 生産 0 にめB 山林圣営 T ろ ぷ うにﾡﾡ沢定ごきるだろっ- ァレ 

ビン・パィ ンが非帝Kチﾡ下ある尽らげ. とのヌﾡは伐ﾡﾡ画に英本 

的8号寄セ及ほさるいドろっ *どののパメンやﾡ合愛校本た戒 

社にしこ統ﾡ甲ﾡ品甲のパィ ン=ﾡしﾡり. 天ぶﾡ新しRりTる 

キっ下なるﾡろう。 そ"日不断のﾡ共寺桜さい しは芝旅の-代と 

しこお促甲可々こと三ﾡ味Tる岸ろう。 (この末にっいマ日次 

て用らかる。 フ

若〒の宮ほごに、 宗硬作用ゲ山そ各の主巨的ごあるへも知e 
い. こごは位探ちﾡﾡにﾡえろ下ろう。山ホよる保慶用三最
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も容»しLかる 芝の山 かの - 居 依点 し だ呎度 む 式 左 点 用 3 
ろところご 生点かE残すよう天代ﾡﾡ三ミて互かすeろら.

保を目的足じで依の庄ﾡさらる程民ほご変ﾡしさっと しそさ 

日計通で生じ R之令依分の小回ﾡ容6は多々トレて左天ﾡ るの 

てある. Rとビ ﾡ延Uﾡ味のﾡは自代ヨして天ﾡに&ﾡ 

a I aも知 III G い ・ t度来合 0 新レ い 称分は茏令联かより も凡こ 

一居大ごく 防ぐ忘うう。この月合. ﾡ様したﾡﾡ塔はﾡ初く年保 

善 W 父方ヒし』う. Tさbら. 勝合肉係にある知令繋ﾡ三方問さ 

せsいようにﾡ材の生民と弱めSけばさらきいにろう ・

大評分の良ﾡﾡば山がの生述材をド宅ずべごあ": 災っ さ 

○生亀可ﾡa と=ろ一にあさい< 罗亚般 0 西瓜五瓦之る べき でゐる・ 

浜ごほ含ﾡの生ﾡ点で項くﾡ等として いろ としこ阪ﾡしシと

。生ﾡﾡバラ ェテイ がp合 とaミとし 2っある市ﾡと利用る 

みテマ>人ほあめらi2ことにEる- Rとほ 白怪に戻活ごﾡドに 

存用な枳 であり. 一製市易下おいてない甲よきもっている。 しかし 

自x田ﾡﾡの促台ﾡ休旦次吾コ さい のがきこある ・運二終ウ T 
となよ E成浜させろ合 自京日さこらにﾡで成長なきﾡ将てミ 

て *の山ﾡ下ハりかかる致しい同"ヨ第2さらケさくTる- 

浜求宿ロイ エロ-・ポプラセ8み、 こいE成育しよろ とて今 ごろ うグ 

土ﾡがそIにほして い合いとTると . さの 試み E 失欧 3ろ か取日「 

/星自成菁 e ほろう. ﾡ島 4=ロー・ボァラの生ﾡてこえも

F 系 ﾡ〜3ろ 成会 と所ﾡをもほらピろシ・ 特冬の土曜て 

円 度求者日レッド・オーク〜ポプラの代りベパィンオクヤスワン 

っ.オ - クご素足 し6nuばらららい。パ4 ン求ほダゲラス・ファ-日 

がて戒ﾡし スァル-ス シーア- テ▽ ト・パA > ペプラと

いっRう& 若位巨 人!!(たり して との成セ 住星こ ビよっこすこみ 

レにレﾡ到5モﾡごめみ- さ〒a 下ﾡﾡホな※なビ上ﾡ条件 = 攵 

皮12尺ろう。

位▽市ﾡ及さてい るっ合 毛干の休日ホ内介 生た ャ 

2生艦てさろ。 メ リ - ラ ンド州セバー ジ=ャ 州 方に次登さこ い
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るブラ・ク・ケー ンさ7 リスマス用"ド・ ゼ, 三セは3ものて ﾡ 

茨考もこのヤドリ でこ生星するﾡめ*のガーンそのこ しマいる。 

ほ詳に 7リハスマスの茶に受ﾡT々セ4ヨウヒイラギ ゲ・ケイ 

ジュ・ とのﾡの昭物こ振している。 シいった林よ"ﾡ示の生星 

s その西ﾡ符有の包生三曜欠行紀ユるように、 ある型の山 

泳登己左"マる琴がある -

ﾡ求君が塚ﾡﾡ上持ドヤリたがっているよう8山休工老ては. ピ 

ク やリ カ か 落通林 の 紙宅の 合Y、Wなっている- ﾡ生高物にエサ 

因. 染で六が琴てある。 寒令ﾡ で"家ﾡし尺床分. ﾡぷ央 

ャフレーッ己宮ﾡにほらせ々次ヤ翌本セ生えご よ と し て代塚 

下ﾡをもRせることaど ・野生ﾡ初 よ有利&ﾡ件 こ り出してでろ 

ニと&る.ﾡ,穴=ﾡって文っ本ほ殺使瓶かの尽. りス. アラ 

ゲマ コモリ ネズミ ヒといっ尺勃物にリﾡごある ・ カ>ホがﾡﾡして 

いろ 林隸 は. ﾡ生ﾡ物のﾡ 林クなざ. は し いの である. ポ 

N したべﾡの型に って上の 目的をごさろのごちる.

い 公 育る山林芟倉ご も . との休ﾡrい っRいら「グﾡ在して いろ 

か「っいておえ与け山ば&ら存い。 そ山は初め欠望と召にべかも知 

4tおい。 その山休日テョークチェリー. カバ. ヒzイヨウブナ小さ 

・ﾡ 5尺ぽきしくさいﾡ程ごﾡ成でいている。 ビグ 素ﾡ伐に 

ってこみ二ﾡけろ し より侵ﾡ与 ﾡﾡ ごとのﾡ分旦え配てさる. 

例支.マの忍令林分がある とレ よう。 と二区ﾡ同が灰いのご非ﾡ 

さ大ﾡ生っけﾡ木ﾡがてマト- ノ○ﾡ向にﾡ代ヤ段こって*の 

抜かこほとんゞ冠全さﾡﾡ揃いの分下載貧しR。午"ﾡこﾡ 

受すると. 自忍験日ﾡ山下ﾡ察こしﾡらてしのてみる。

同みに. ﾡきしいﾡ種"密各にﾡ色の94 ずドみ«ち5える。設 

ﾡ君日収長ごさろ Tべるの 生艦 物バ対し てなく ほ尺タ自由がある。 

ﾡ求為ほ /s ヤ20年生位て本よこ収ﾡ し てﾡﾡを保編ごきる。 

若干 り 筋件ドで“ に ニはﾡハたﾡ太ごあろっ・ ニの程のそきにカ 

レホルニマの ューカ り の本段返であ り . 燃称とレてﾡ価で砂るが 

ﾡYしてﾡコく価からﾡ憧しら&いのてみる。 二点反し コネ

テカットのど ﾡ京としてほ天天 柱 •超 本同系ﾡの用ﾡ本として 

ピそき丁ると 前ﾡのﾡ非き佐許ﾡごある。 二の度京言 

E 9パコ三保件しリ ﾡ、シロッァのぷ矢託ﾡ星=羽かず尺め天 

めてﾡ霊のぶやこ忍8王きご琴と事るだろう- ほ. 残甲系 

"受ﾡとい→ようよ町ﾡのヨリ 哲い生雇ﾡヨ牲に可るニと F 
よってのみ 白分の山本からア塁のな材き生差ごさ己のてある・ ニ 

のようにﾡ件下ごﾡ分の 社セ とのmの土ﾡご 生星 ごこると可ると 

自分のヨ り侵 A = 除太 三さらF 各価 8生ﾡ材下管戒ごる 5ぐ相 力 

F&るEろっ。ﾡ日試ﾡ甲太の生ﾡや回枚 区商伐から内戸作 

るミてある。 さらチくﾡﾡE零とTる互ら町 営ﾡ用ﾡﾡド 

&る思込みの ある点よなﾡに そよりもでレろ さの他の 系ﾡへ 

らﾡ材反入ﾡ可べさ ごるる。

プラ・フ・にールスにあるポンデロー・イ ン床ごは 百げざうe 
氏のしとて、 ¥u〜ロ全く反対の能ﾡゲ-例してぷかる・ﾡ 

ドセ生産可 るﾡめ天戻ﾡﾡのー新Eﾡぐﾡ王ﾡすると 収生日大 

こさるよろぷめる。 沼Wオレゴンﾡびワ シ ントンの段高らい 

て0. 家以雨枝下民甲さIるアレダーはほゞ促点の形ご天べ成司で 

◇。T&わら ごマら. 西伐南手型町の王色方式があこ尽ぶるさフ 

ごある。 な彼よ互生星するこいう行W与係が合い合らぼ、等らぼ 

インテ以正のお叙務から、 っマ8uらこら巨の吹益と上 

ゲらる=ろっ。 紹#としてﾡ甲するホワ4 トオークャダク ラス・フ 

アーマッウスン・ィ.ン与の生左ﾡつい こ との密の赤本ちﾡ 

産するの よ汝十年もかかろの ご 多< の長築ﾡはその星にのリ ご 

ビうとレさいビろう。しかL. 林の 4 プがメの性旋に当 ごおり, しかむ 

こし当り その他の 時尋 に 起* 多Fけの 硫ﾡ めるきらさ・ ニの山 

びへゝる言故ﾡ2 生産 Tる とこらに多第のゝもﾡらす二と ら 

ろう。代 パレで枚. ﾡ造友太にg、ﾡ代枚ヤﾡﾡﾡ正同 

ける。 良くそ送レR山味ごらこハらがﾡ生星ﾡYさるの はﾡくﾡ 

ごDる。

ある樹ﾡﾡ任家用下ﾡし近している。 下とえビ. パメン、 スプル



-ス ポッガギダゲラ ス・フ アー とい っに令素料ぼむしろ 一な奈用 

枚む いているう てある。この のﾡほﾡﾡさよ りもメﾡレ ▼すく 

ヨリﾡゅハご 多くの目的して一中分べさい。 シーーマ 

ホワィ ト・オ-フ のよ>Sﾡの家足"呉いあいﾡ迅気ﾡさらさ 

iろさっさと二ろ長レている。 オ-セー ジ・オ レンジ キサッケ. 

ニセアウシ シーゲ- 7ワ・ ホワ4ト・オ-7のはボにﾡ過 

ごあらうっ。こ山らの ﾡ理が自生 T々と こっ てほ. ホワ4ト・オ-クこ 

きむ-っ上のﾡﾡ下して色度的母主武どなぼ 言ﾡほﾡ 

在7べきてさいし 通市 いかなる長期区き画て=ヒアカシャ 

と針栗材と2主Tべさてある。山の訳断下有ﾡな官生甘三ﾡ 

っける 二とは吸ﾡ的号ほごある。 とが東する と別のﾡ速な* 

ことお有するよっドS々巨ろう・ とのほ合の福天ほ. その台生樹さ

っけ 上ﾡﾡ医の陳こャリ ¥三長はﾡTるﾡ合の 

呼だけごあろ そがうまくいくと. 山株のの右所を大さ 

<ﾡルろニヒにはアラ ・

&験計重の切合r. 4上の万ﾡほども立歌てある。 こらﾡ点 

の いくつかなボ火の 穴見に 魚局のゑ を挈し て い&いかも知u6い。 

ほ下とIらは初好の位ﾡ下余り肉係るいだろう。 レかし. 裏求有 

突際下有利ら山ﾡﾡしよっとTるきらド 商taく *uら下Bる 

型の秀条三加え母ら Gい。

生星ﾡの坂ﾡ •

尚のﾡ雨ご説時 しﾡようにぷ口ク 株地は , 位で市ガの影さよう 

Eシているﾡﾡ 愛叙 退合ﾡ合&ごE配風レてさめらる。穴 

引沼目下ﾡする栄は戻ﾡﾡの収入上ﾡめるようバTスだろら。 

かゝるﾡ目のいくっかほ及ﾡ山面の-師ごある。ﾡと支ぼ、ﾡ 

児で帝ﾡ以上ド燃序、円ビみるﾡらば *ちﾡるべてあ る. 

・別ﾡﾡ鶴ロ 包分でりの母ﾡヨっけて 白分の引さ星E会 

知処ﾡてるだろうハ? 区はほスト ープ"甲の/ムイ ンチﾡ 誤炉用 

の2ッイ ンテァ. 耐スて作 っ天代. ロ 防ﾡ神処型 しの阪
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チさこえるﾡろう。二 tら生ﾡ物を上手にﾡナろ た め 

のガボみベニみﾡがﾡ区ﾡ合こク系和とﾡ ﾡ工子足6ビ 

は三名ﾡの作茶""る帰合の 千供となるむのてある。 ﾡだごごの 

生品なた阪ﾡ可べこか は &商ヒ呑託くのゞPらに阪忍T 
きかマ 母内彼ほ伐ホことの大ミさ 形状. ﾡ紐と0ド祭旦度太 

ﾡにﾡ知ﾡ左こはろべさてある。ﾡとえぼ ﾡさ運系下程枚生民甲 

し「が っていろとTらとヨリﾡ否母ヨ小さ型太か芝い2とる 

"が本示の行き方てあり の保区一恩民民&主住収ﾡ本のと石 

品云となめろ=とふろっ。一ﾡにﾡホ、バ プ波 ﾡﾡは回呂重 

そスインチ下の株衣ロ ヨリ人ﾡよゐﾡﾡら生た可べミごある.

販ﾡ左目的K伐る水は 発 くのﾡ題と発 して い合。 ヒ とx 
ペル7工湯び利長パルプ=けこ▽さうけるこするこ、 一ﾡに月

カ7月の利ミシ ズンド係ぶけW"らさい. ﾡ 生 その 

他の終作求のケび一(に呂いのご 自分み旅内てのくﾡﾡ君にとフ 

ここのシーズンはのざきしいひのてさい。 だぐ パルプ塩校く戻付 

S)と引とるならぜ. さのとさ冬季の係ﾡ行えるレ しかモ三 

の時ﾡ琴節送物一居ﾡしているのて必る- ﾡ内府示ﾡにらさ 

5さロﾡ番sPcc;ficat;。 ns あるが、代 鑼に原しても会。坛 

Aと行5うことよ っ て屈ﾡこ大いに旨めらろ。だこえぼ、ﾡﾡ 

ゲ重童て. 市ﾡからのﾡ来どあるかざり酒 ルのような大ごさ 

ﾡに栽ﾡすさざある。大師分のﾡて日 20フィートの 通互 S 
受ワﾡぼ同びﾡて栽町し/2フ4 ート与いレ8フ4 卜のモワ点 

よりもこら各価ごある。 注超求く系夕 と滋定 し こ 魚2系去 マ ろ 

二とロもシー つの日細町 配庭 ごあり 茶材のﾡﾡ少Sりの▽谷と 

ダえるものてある。 =マ序の仕求書5PeCifications 日ぶﾡ" 

狩足の市ﾡによ り)異占る。特定 の生星ﾡ下計T々買い d本な 乂 

注ﾡﾡくッ入ク こと rってﾡﾡときめらろ。 炭ぶ求君の よ ね 

n その形ボの特牧 ラ湯よビドマ堀ﾡ可る下占戻求君のん 

いる長町と以歌と可 るだろ ら。

旨 い 手口杪の 守板と 方い でﾡﾡ X ひooポー ド・フ イ - 卜当りの



ある町ﾡと戻替下 示 るのか診通ぞある。 不金の天松いﾡ点 

ほ-桜下佐叙校てみ って その原入君ﾡﾡ百ﾡ三っけT下たﾡ的呂 

夜の天区三長行7 るみ成ﾡして いるとい う原ﾡ三ﾡめて いる。天 

ﾡさﾡﾡづ町レﾡI 等報にﾡぶ し天序ﾡヨﾡく主設し尺りTる汚 

合の圭本深W =ﾡ点ﾡがﾡ滅可ふときに このﾡ吾日打ち皮らる 

日ろっ。硫あ ﾡ*保全官戸 次にのべる活干の おま 下よって助力てヨ 

るのてある。

/ 用材の 号級や伝ﾡの 行からﾡﾡのﾡﾡ雄 認明可ること。

え 枚人の商ﾡﾡの名叙互坂ﾡﾡこ号亡策めること。

3 包命のﾡゆ天ﾡﾡ石ﾡ気化Tるの三ぞ町Tる二と-

4 不ﾡの同手と消ﾡ石ヒの協力こ来め合こと。

季欠 戻茶君ﾡﾡﾡ可ﾡさ生産ﾡ左ﾡ分に尚有していろのご, 

自分のご年ふﾡﾡめがてるで 毛ゃ. ﾡの不当8ﾡ昭下計しﾡめ 

て上予に官ﾡてきるの ごある。

ごのう下販ﾡすべミか? 立木のききごかマ 山休から最大の 

収2上 げ っというﾡ点からTﾡば. かごる原ﾡ方透は笑ましい 

ものごgらい。ホ鳥賞の と二ろで不ﾡ2ﾡるべ さか ・ そハヒも球米有 

によってほいしクトラ〜7ご運 んこ"ﾡ衣王ﾡﾡし三Tべさかマ 立ホ 

販忌よりも、示校さいし5との位の形ご生産ﾡE 数ﾡ工ﾡ. ﾡ否り 

の 条武君 ﾡ、炭ロ*の利甲工易合どて宅ってしかも芝のヤ同ﾡ茶E 
引きラロるららげ、 ﾡとえ之たﾡ用労幼ヤ賃皆り トラックてゃっ 

卜としでも、ﾡ楽看は自分の林星から大部分のお丘ﾡ将するﾡ 

みのチテマンスダある。浜向"その位の生ﾡ枚の原ﾡに当ってほ. 貝 

・ の不ﾡ双表で現欠去と失する り悪がある ・ 系ﾡ ほ九不倍 

再烈で製々ﾡ具ﾡ器と侵用 し に り 安日*の 出の 単位ご生星区る測 

左しﾡりTる合r と2理ﾡ可るル界がゐる。だゲ. こさt 
ホかしいﾡﾡ8ﾡごといし ごの 表紫君もしい 八六行ね"烈 

足去とﾡ得しと曜ﾡのも て2よ う Fふるさざえ分べその浜Eら 

べるのてめる ・

のよ う合計ﾡし0上の舟条 込さ Lマいるﾡご"ﾡおい。

-133-
Tspら 赤、ﾡﾡﾡﾡ夫定の ﾡ本ﾡ島ﾡ軍ﾡふらび下自分の山体師. 

向の出示ぼ>与る の明各三記ﾡ可々こヒが戻ま石 と パ a 
早8のごある。ﾡﾡﾡ口. 自分こば 山ﾡ師口の号細Sﾡ系天 

fさ して くれる よう さ長衛神年 三うでけに呂»Eい。

•色隅鉄の團め

回A年. 日/ はmてﾡ則的に下てﾡへ系更ﾡは「国同年- に砂さ 

とさuている。 同/ 赤、ﾡEﾡ年こというよりもむしろ*手お不 

Tるﾡがﾡよ多的もそ意下も安ﾡごある。 型潟ﾡにほ とリP 
け自通赤分きらぼ 全な分の品み受量区αぷの年三とに際かいるク 

ごある。ﾡは体に協めらいる回ﾡ年はS 甲が 哲通ごみる。 芝Iり二

ピの位系地て$ 年占の臣ﾡ取民ﾡ左伐ﾡの家下て々 ドう

ら ・

基124創。 赤出さし ぼレビ「ロwクといろ平位にケ「、三 

e=m型Tるここのある。このアロックは国ﾡ手の年ぶ=呼じ后ワ 

女がみる。回ﾡが5年さら族町とよっド今 師べさ年"保 

さ.るのごある。 さuが"よ 際払 ﾡﾡ5商系3る三=にきう 

s=いふい。 しかし この万去ご山な三>きく三き立る日めにﾡ 

こレろ/ﾡﾡ分セ向ﾡこしていろ・ﾡ型 町位 令復与ビが受Sつ 

ているsらド か、るくゐ的き区互F央問約ごR合い。 多密態の生 

Eは下予る需審もき ミ 理寒的倉区ﾡ配列 下邪艦とS2ごろう。ド 

が般系と定則的にかっﾡ央下Tるﾡめにほ 町ﾡ甲はや下 を八 

R方去てあり. こが質立っ と=クてH大いﾡﾡしていタ・

属 と政退毎の 測足. 大新分のﾡﾡよ・ﾡ「ﾡペ為が及合民常徐 

京のﾡ理三区甲 レとニろては. ﾡ悪費定のための林外河振での良

n定の ﾡめの研日ﾡIたそ告ド とって 不可の しの 下F弓ら5 

い。 e ○mﾡ徴て日こぼ正しい。向版"森同ゲとえか「や? 

尸 6で•成後早こ きお て る ガび质阻で、ある。 *の場合 (保呂廷4 

上地って べ採7ろだろら。枚茶 看が 海亭的合タ4 アのﾡ※三逆三ゃリ 

ワ日ゃろうとして いAと二弓では、 代保予ﾡﾡﾡ"炎の価た来え
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Jることダごらしこも零てある。 &0ら. 分全牛めﾡ去と阪 

5電の天ﾡとがじ琴さのごあろ。ニI ほ西ら少に氏ﾡﾡ助水率3 に 

当名ものご. 渡余ﾡは音五の手敬ﾡ上めるべさて砂る。入手 予 更 

の袋ﾡ々務とこい下ﾡすろ サの証との2倒面から 常ﾡはさ沢知T る 

め点、 所定面ﾡのﾡﾡ三ﾡ定可ることびﾡ器てあ. 野し 

&っ てヨ て ・ ﾡ深下さ い しほ多のﾡ合とﾡらかしよっ 

こして任験去ハ山les ○fthuwtb さ民用するこヒは.ﾡ干の型 

下と って申し分といミろう。 ﾡﾡ香で保会5至は材所烈*ふ林四量 

甲諾成の/っをﾡ甲ごaろ下すべさごぶる。 こuらとﾡ用可る 

と コード・ リ=マ・フィート /22oホード・フィートといっﾡﾡ位 

にﾡ定の 太 "ﾡ分の ﾡ西 8到定てミる (*// 部) 。 そにもふ 

穴ルら 研探 下走きだって・ 生星ﾡの ﾡ用ヤ坂ﾡのための とリ この 

ahran8ements E行5るのてある。生歴砕さ取頃ゝﾡ炉者 

下し乗ﾡ 々宿Tﾡ々稿の ピuざい 到ﾡ野の ﾡ用去と思知させはるべ 

ミてある。

獲産及し4。休太成長の財ぞとろ て いるえ. 3 ②得政置ほ* 

3字てﾡ示レたど ﾡ良株分の0成長量任定の 建愛5提示T るほめに 

日次の数号べﾡ立っ下ろう。 呂のら 西師考のグラス・ファー 

の年成長延はエーカ当リみ ○o0ボード・フ 4ートであ) 雨部の侵ら 

ペ4 ン休は年にエー当り g。 ○ボード・フィ - 卜てあ き卜点ﾡ 

の課序休尽年ドェーカ 当り 20 o ～ ooボード・フィ - ト ご.北部 

の農材林•日年 く 工 ～乃とり /父o3ooボード・フ4 ートて"るる。 

主「主伐ホ下一層多 くのスペィ ス三号えよ らと して行&u尺向代 

"長代 下はる向ﾡ忍にﾡ立の数ﾡに合さいて いsいが とuと目 

じくらい記ﾡごみる。泉切下ある苦通の息ﾡ成て品良な震密るとい 

める もの日年Fエー自り永は。 クホ- ド・フ 4ート と ら 

と の 也 の 燃枝 ・パレ 成らの 町力ての$コ - ド三里Tべさ 

ごある。

前 ﾡカロライナ 州エル保全ﾡの池成公彩 巨己レていEH・Hに 

7り ン7ベロ及にゆ零合ﾡ呂 生産て 当る南ﾡの山点め及&ロさ言
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圧Eもって次のう計ﾡしている。愛良 お ﾡだ称三セど *の星出 

宮に北何与るﾡﾡ三与>ろついて例証して uる。 TSpら

エースもり22よード・フィートこいう ﾡにキ平点確宅成民号てあろう. 王 

ﾡの紙ﾡに［Ie・ 証費品。 o% 日 商向代や との 他u。 向 収 歳で马る L い う. ﾡ ・ 

このこ とのウン・パイ ン"さ。 ごん夕す枢にももてはミろ とメう- 内&武をミ 

エー7当リ jo。 ボー ド・フィートとし. コー ド 当 り ど一oホード・ フィ-クﾡﾡ年 a 
conVensio/actoか 上優岡すると その成&謎はコードになる。二utに 

芳ﾡの崎材と四える と 年平5エークきり / 4 コードと8ろ う。さらに 8ﾡ用 

系材のﾡ本もあり そu. *ぶにしていて ハメン/oooホード・フスートハら 

%ないしな コートかえらいら。こと意ﾡすると.次にのべる前定配裕に用

2v0oホート"フィート. メボFオバコード. 押ぞヤう。○本と生産す。のにﾡ立っだろう。

: - ? .• コ - ド
■ ■

? 20o0 ジ

6 ラ (エーク当 /ュード)

2 4 ee
+ ( バ ダェーク) 上ククク /o oo

上及ほとの 土から 茶多のﾡ稽こﾡするよう占 取戻の 主に占ら ふい ろンィ 

6.7ェーウセ弥炭休ﾡきするり際ﾡﾡT味E仕立て "番ににいてメ 

2c入ろ の"戻むよい ご"あつう。 とエーウのうら 発技 天区生左/ 6 
エーク た仕向け. として 尽お、コードのけ&収英てこると兄う。-コド 

6 俏咻松夕インテ を で W 須) 足の対取ニし. ﾡ求為は-登高及の利甲と行さい F
生煙め2ェーク から せミ/$コ ードの ﾡ曲内と4アリすべき、ある <ス)・

経委区uls_ef_Thu"tb. ﾡ明口な 矢例E西香し白り 

渋よ成及歴ﾡﾡするようべ研ゆS受けこい。。 ¥の号口条利用 

てきるふらば. 杯本投やﾡ土天めると3にそのアドベイ スを受

入るきてある。 ざの 誰 Eも別用ごききいﾡ合さ 袜ネ史 

を 义は め. 残存林木のﾡ足セﾡ> 存分仲ビさ せﾡり てるここち前ﾡ



としてルプ林・ ﾡ務 ・ こ不いっ天ﾡを&のﾡい星た代 

ほすることがﾡ用々方表てああ。 世全さ愛考ホとゝらに炭長せる 

尺めにﾡ今こは奪促考木との向下ﾡし ・iスwース E号えるほめ 

下 サシゲン・パ4ンー 注 枝灰 じﾡ方の襲依. その地ﾡ干の 

型に適甲てとと思いいる経ﾡまはD ,- 6ヒして型ﾡさている。

ミは次のよシドほる。2本の返当4向同 (フィ - 卜) は *の辛 

均町宅卓S(イ ンテ) に6左加るとﾡ出さJる。 ミとえば、 ノo 
インテセ/ムイ ンチの株よお 〔(/o+と)〕+ら 3αりら.ラ 

フイートの点爵生ふくべきてある。 ワイ ンテとライ ンテの ﾡ太 日 さ 

/4フィ ートの点商Eおくき ごある。 ニよリﾡいﾡ合は. - 

ﾡの成長の「めに向岡さ みるﾡがある。 この 向両は$今年点て 

樹 过が ウッペィ マ7るよっ5平向成長ﾡにもといていろ。 その 位ス 

プルース マァケラス・ファ -の仰ュ林型は緊るったﾡ所べﾡ琴あ り 

こﾡﾡ河務ﾡべきめる ヾ さてある。

この古岡方ﾡEﾡってﾡ定しにﾡﾡの のうにレで. 3 
ほりら 俊探ご毎年舌面承みら K さ杯ま と平ﾡ/ 本伐 界 で•きる だろ 

う。 年々ﾡコる40エーカの京ﾡては・ とりほ全部て0本と 

ふるだろう。国帰年にって年ﾡ左分ﾡ床にﾡり 当てるところて 

は. 同び本数べぜ"ざuの分ﾡ休◇ら伐係こよう・ そは$年に 

/ 回の位保て2。○本とaる。ﾡそ報産し た求張り タ ルﾡ"枯 

同本ﾡ収ﾡ木とレて枚える c24)・
もシ-つの愛ﾡ去に.ボードフィ -卜のﾡ引ﾡ位ご測えし, 適圭人 

イ ンテ以上の 体よ こ科てえ0%収杯するむ去である・ 民と*。 

ﾡ径/えイ ンチ以上の 休木 の素ﾡマ ﾡェーウ当リ クoのボ ード> 

ィ ートドGっ尺とTるヒ 当始 下約 <$o。 ボードフィート た代浜す 

そことにさる。成長のほい休分ざそう事るとﾡ代ち把日き のな 

分ご日内Wな伐ﾡとふる。 ごみ方一ﾡ同ﾡ赤にﾡ用マ:だ 

げ' 下多、の術こ作ろっとしてﾡ・ 代 ざの地の小生産な

o 分に は適 甲T "さでほい。 赤木商ﾡとﾡする場合. 関版ﾡさめ 

-部と号 て.ﾡﾡ重リ のさ生起可る目的とも って 主ﾡﾡく此起

レてハらす 

らすビろう。

改答計武

かハる そ はさ

ろ さ う

主 代

と
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B. 二の方去はﾡ戸ら下等全さ伐ﾡ星こもﾡ

こで町 遥用る区未ﾡﾡ改さ画 

山 休部 mこ派ﾡ的ﾡ及させっ ろのごある.

目的 点口［益の ﾡ江

ﾡ去ともらすのざ必る。 りら

Y生ﾡの品気永良という アクで

• *らはﾡのﾡとﾡめ月

ﾡ合下ﾡﾡ督

う。この

こLる。

テンボ7
ン ・ ご 一

作 実 住

らり

• プル 

テ . ェ

と号5ビろラ・ 「

• 納7ぐの受新休分

ら こはホワA
-ビ- テ・ ア レダー 

レムるの退合し下

侵川た方程乏 包由 取ﾡさせる にめ

下メ!-」 と-フの 

しレぼﾡﾡの

作料季刷にとろ

雨ﾡﾡ新下遺甲

ト•オ ー 7 ・
・ ドy ブ・ウ

フシ= 分

レツ

* ド

ウ

採ﾡﾡ: 中ﾡ米土くの候甲Tるナタにﾡﾡ刀の

っマかゝる赤分叫的下 

っでこ"かで仕ﾡさ赤分の 

そゞっ下Tるドろっ。 下A 
書 日 木 本、数の NS gい し

下して

go%ど

レふいa
うo%以

ホのビきに怪から度吉之べると. か

好」

下「

ド・ ー 7

げゅる

八\ ン

ア・ブ-

。a ()
マ ・ニニイ テ イ く

しくダい 

の芝きし

荷三ワリ ﾡずと 

い太 ご 占 め ら

の赤分介上ﾡ丁与らビ、 民戻 

sって しきうドろっ。 4合

ゝろ山林で杵示と言めら

』Lるドろう。ﾡ来君さこの 茶 Eﾡマてく受け入ハGいの「みろ '

ごから ・ 茶の 時寿と展ﾡ名 下宿示し与け 

ﾡ長さ改めﾡり. ダくのﾡﾡEﾡ入しにリ 

夜委り タレﾡﾡﾡレ下り、初々休の 向 

ンチ以下のYさ に収夜予足木 の ﾡ らEし

いばっッ忘い・ 休クの深 

. ﾡﾡごSﾡいﾡﾡ人\ 

こし、ﾡ百旦らイ

り するうる合業

区同ﾡの利査ゲ上げらいる。 山らの作木巨オア早、こ之頃

る ・

&糸君号 日#・阪ﾡ甲の水足物三収ﾡするめほ Sラゲサや 

送の分四をﾡ甲 しこ ﾡヶ の王営計画の重甲下坂めﾡ。 及ﾡﾡはに 

休介区長三程ヒして般ﾡZ無与 って いる . 良茶ﾡの悟里ﾡ将伐
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ﾡみウごみり そ レこ床木畜ﾡとﾡ大 Tることてある。こugな全 

合 合理的相合ご あリ 小度ﾡホそﾡた"りらめる合にﾡ立っ ドろ 

ウ・ しゲレ弓がみ 炭来石の山休べ昼成民Eしている合よに 

ﾡ下宿務しﾡようにﾡ目. 良ﾡ右占浜。成長里Eチェックする 

Yいう一ﾡﾡﾡる方ﾡ左ﾡ評しよらとTる 戸ろ う ・ 探 ・にでﾡ的 

下はﾡ及臣下 て&けハざでら さい し ﾡﾡの委き供ﾡでも成昌・

下てあるべさてある。 常不量の万の小3ゅば. 味よﾡﾡ (R 

休の初類ご区大体正許語ﾡ以下> は六ﾡべﾡ大するだろ>。 ¥の数 

$年きい し/の年回期のごのﾡﾡﾡも. そのﾡ期向の成及ﾡと旨い 

下ずざある。

早 自分の日ﾡ計画べ歌脅Tるほらぼ. 度求ﾡは. 試守話ﾡセ 

でって・ 毎5成民昼と伐深とのパランスバYるようでるでろ 

う。ﾡコ川 天ﾡ務色は炭探 E行a ってﾡS深ﾡのごき ﾡ茶分の 

成長星をケエックご2 し 在と存末の年全きﾡﾡ居にっい こ 裏 

兼 春 ドア ドベ•イ スてさろのてある- 二お求さし存けぼふらふい 

レその経ﾡ三伐孫の指とレて利甲すべさごある。度ﾡﾡさ. , 

西缶下は 成及登以上の或ﾡ下の位杯歴セ夫めるドろうし、 さミ 

将不の一雨玉下ﾡえて ﾡ日ﾡいﾡ価ﾡセﾡ台して休太百ﾡとﾡ 

大さるだろう。 Cそや向題 としてのこの師分尽*3部でふ川・)

ョ民,改き計画は町練、 味造ﾡのようる的長防セ合め尺 

り 土ﾡ湿灰上ﾡﾡ可るために林級と片させるYいっ下 配局 域 ・ 

めるべさてめる。ﾡ茶おの山休師『Tの収盗さ保の労ﾡごﾡるの致下 

员べ比列でるぎろラ。 民 マﾡ今を前得セもたらす 山休は御ぶ く 

生ほい。 ふりら.ざく計圏し よく巨埋しに労舌下よって生示 

ろのごめる。山城蹄n3 仰柬 は. ﾡ業ﾡとっマ 新しく不Wua 

のご 頃野「る二とがﾡ撃である。 公ﾡ口ごﾡる良来Xび林央のS 

明13の互在 祈しい衣知と矢務〜と営不石べﾡえﾡり、山株王 

きおいてせめてﾡ内床ﾡﾡの長町 =けごも以号 と レ おいところて 

&末石とぷしﾡリ 〒 るこ とマある .
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. 才室 農場林の 施業

をが全
ホ地は そ o。 土地と同林に授下されたﾡに従って 座出督 と 

ﾡ価て t た らす ○である。す なわち 産物の価値は投下労竹症 と 

氏用とに比例する. たとえは#地と休地の指兵は 然者にだ 

化学E、石次 . その他の土点改衣るえる必ﾡのない ことでみる. 

山は浜い生産期向さ"場ヒし 委さ天玉り Pメ徐第の欠ﾡ受であ 

る. 林木 啓 便が: 商 きってしまうと 主法期 间 は 字式上 の里因 で今く 

なる. ヒいうのは ﾡ平べ孫て行なって列の土地の牛生左物と 

てこることて前ﾡにﾡでさるからである。処冷 この場合光 

には土地と と1にキ女ﾡの上られる質不で係がなけれ ばなら在り・ 

荻早间に直 ってﾡ泉さ れた普mの 消高林分はそのて方おしのたの 

にﾡFへル受である。非常なめ令分で林けは 大部分0出の手

紙はそき。初期ではﾡ休的 に億く、 成ぶﾡかﾡ大になる三ではポ 

*大するだ っう. ひとい超め林かをﾡ会な生産林に tって いた 

め○受午数は山林○状発に依将している- いいかえれは ﾡこ9 
系茶者べ自分の計動そ営2 ビの径だまで支将し、過云 に 山林が: われ 

ほビ定符されたへにそれどれ依ﾡするのである。 并

ます.山 株の 株 谡 . 計風べ株 ﾡ付 け 及び共育 をって 不市 ﾡ 

な高めな れはならない. 従っ て 休(生たこ術な う ま う に協任た 

催ボしなけれはでらない。※ボ者*土係全ぷ 式は苦療の推ﾡ に 

っいて 後茶 者にァドバイスする 休称ﾡ 祖係ﾡで株育 作茶 に まっる 

字かでれ :登因 こ 受 度 な杯木 営ボ の #長 と た理ﾡ していな ければ 

ならない.

豊場林の 実J

針業樹ゃﾡ校による さ aざまな 林相 は これハら ポ 示する野ﾡによ 

ってﾡわれる. この灾您 W お祭し . そし て分ﾡする ヒ . それなれの



特分の 王号に用すべコえ示ン か に3み み・ こ 

。 今ﾡ に おけ»るすべての天起さ ゲ トするの 対 不コ てある。 手ﾡ 义 

外 o - 必受て た茶るさめるﾡ合に 火 雨 f さ 株力 式 * 内 そ 

したよ うなﾡ干。 一報ﾡ によっる明っ ハ こ な ②たろう

山林,埼に要 株

室に塁本水や 火契 の害さ う 株分

み枚か u大宇にでる と山休ははげしい衣老こっける (ヤ7図) 

。 に 張休 三巨上のﾡ老因子L して巨区たないのが 普重で あ み. 

功メレたり コントロールレたリ す? こ と はたやすい. 次牧片さら 

と共性る t・っ た加ﾡ 函子である. たが そ中山大の 枚 となる地 

表物と物とさ減らすのである・ ゆえに, ﾡ枚林内でﾡ牧と制す 

みと大災の危内る高めるが 終地する よ う な 純単 な 予防東が のた 

T踏セコ ントロールするだろう。ﾡ衣内汝ﾡけは赤解沢。 向幌こ 

なっ ている.従って ニ=る その大災向ﾡは空受性べ*、ﾡれるわ 

けである ・ 文部や 手ﾡ で 昶われ 刁闿保 ﾡ木 の大はﾡ 点能 べあい 

のでさら にﾡ税さ.* よみ - ﾡ点ﾡ能こ t った山Xはﾡ掛に 肉す 

◇略と写就引で こらにクローズ・アツ7される。

才/に 大や次枚の被ﾡるﾡ止し なけれならない ことはセう 

まそもない e ○場合、大自無 に 也表物 や旗延土 运再生 で せた り. 

林分 の•臾新 与セら せ ② に は相当長い ﾡ向ち配定し なけ ればな らない. 

その土地な 普皿 に併したり、或 は 円ﾡ スキで併したリすることは如 

上の作問る佐てさ るのである。 天然下ﾡが 不充分な ら は、指書や 

進 林 お通する だろう. この法によ って末の林かﾡﾡの政老が 

られるのである。ﾡﾡを行ない休地を再生するという 主受る 目 的 

のもヒ にすべ て o 伐練作版  そ•行なわな けれはな ない く氷& -/2回)

林地の管理

ホ枚生ﾡは 丁ﾡ地。 作と同林に .土地を基硬 とし くいo. 

地の長ﾡの 生産状ﾡは 非 常 に肥ﾡで気に起んでいることである.

こ分介にﾡﾡ・ﾡ理レ た頑枚林地は区ﾡなﾡ地の 田ﾡﾡ ¥ 同-U 
・ ・**

4 う な山ﾡる している- ,

•'Iト I 才7日さな

ャ7回 ﾡ良。 ( 土係会活長供)/

コメ<ヤ投6 の制 除の 求に よ って ホ地の 記浜炭るおる任友で株ﾡ 

こさる 後ば述す るように すべて。 休型令枚あで完会にﾡ除する凶 

ﾡはない。ﾡぶカ によ→ てﾡ"ﾡ行上る計れる よ うにす るのべ 

* / の戒め でお る.らさ れそ tな い林地で * れ伏行なえるの で ラ 

z,林木が求呑するためには土ﾡや地去。動物、ミミス 然生物 

gヒから挙ﾡ物やﾡ朴さ沢山吸未する こヒになる。 友な気と 

受○あるところでは、 地表物は出やかにﾡﾡ土に分解し、 土坂中に 

「入す3. この分評ﾡでは林木広浜にぱ受な空業. ﾡ またアク 

2授供 している- 北部の選冷地桁、 ﾡ に針ﾡ掛林では2っ 分商及 

べ余りに礼優く、 木の 放浜反はそ れにじてﾡまるわ けでおる。

オ&当省

ヤ8ﾡ- 泳牧による林地のﾡ老. 地表物 私力人バ 

表土 にﾡく横たわっている しoは 出水で押 しさ た・ 

地位 は 小 さなあるﾡのマッ だけ がが 音する Yころまで

; 危止に低下してさている. 山大や※牧で防上してはじ 

め てﾡ枚林を育放< せる状ﾡにも っていけるのである. 

請向だけ が解求決 してくれる だろ うが、 ただち にマツ o

林をや ◇3と ゲーつの何釈う法である か t 知れない. 

マツは、 土壌の保全るはかったり 悟メガで頑枚の 

緊ﾡさ可ﾡに したら して保減樹○役旨てするだろ ラ •

/ 本でこの伴み注 の いた す ての牙契は 上 ﾡ、駅全司 の 

供によった . ・・え ・ 。,•
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迅旅牧に よ りﾡ灰の 土受化引 さおこさ れた場合に ・ 

のみ この市ﾡが以受になる。 く野ﾡは土素係会ﾡ

ヤ7図 省 疏

オワ 日. 熟林- 牧に よ る被ﾡの ために 林木蓄積は会 

く不ﾡ分である. 茨牧から山林を保ﾡすることが至せら 

目的である. 円ﾡ状のスキで林地2ﾡ*すと. 天ﾡ更 

を促止さだるの に役立っのである . このよう な休地には 

ごく 筒半な公様計画さすすめ る こヒがでさる。 すなわち 

ﾡ全な幼々株(灰考由 ••浦植必了彼 で t はだウッペイレ 

ない幼令林を起味する )がばする までに枯摄 した木や 

おﾡ レかかったホ. 家はその 他価 ﾡのない 木だ け を役株 

すべさである。(土係会高提供.

ャ/Oﾡ 省 『合、

オ/○因 比ﾡ的ッ令のグ奇偵林分・ これはりらかにがに 

よみﾡさである,汝状さ十止し、 ﾡﾡのﾡしいところに 

は マッをﾡえるべさである。計聞はﾡﾡけタル樹と 

祐ﾡ木のWり •きや通如視 也 0 商役て令めた.

,伐 ■松 測含 は長場用木枚平とじ受物量ヒ に依存L てい る, 

く 土振係会高ﾡ供)

土十に入った有桜物は家る のさま ししﾡ長をて って 

いる. 一祭にそ れは ・有ﾡ○多い空宋 . 合有 登多く ﾡ底 

しみい機述 ﾡ底戻○い地ﾡ 締状、山り優れた針土 

及びや、ﾡめの平位望並でﾡ式されている。さらに有機 

物 の 妨米 o多くは 状 仲く coeCsそcaとfwnt) のあると 

こ っに依存し ているとラえられる。林※地域ば 榕 成物 

を卓官にﾡ供すっ一けナでな、 されて母状点にか解させ 

土浜十に入 る = 解に よ く ﾡ様されて いる ・

本生抹 の、勿火取には. お茶小ボ 大衣 ﾡといわ

れる「地衣物 - が、毎年 エ ーカ 当 リ /ない し s。 トン 

枝し、 またその地ヤには多太の代ﾡがお死している。 こ

らは やかに滞元し、風状体に変わ 4. そしてさら 

に京冷地城 W 俅り は 林床上。 かか み地系物雄偵ﾡ番は 

大体ﾡ量の3ないし倍以下である。(c)

オ// 図省ド

ャ/ノ図・ッペイﾡは適正だが、 夕やな林かである、明らか 

にﾡﾡ林で あ み。が枚やAを収ﾡする o に 豪及の役状 

がでさるほとた→リウッペイしている・ 功 令林が設 え 

されるヒすぐに. 家みﾡの桜枚用素枚木が公状でこる大 

ささ の休木である. ﾡﾡよりもむしろ次生更籍の交公有 

利なはずである。知崎求牧を合わせるべさである。 

( 土 係会高梶供 )

それゅえ地のﾡ沢真、 多孔性. 有枚物の調茎にぼ 全、さい 

し はできるだけ干法 しないで、 その合ベカ に一任する ことであみ・ 

山内 及な放牧は自然に よる杯地ゞくりのﾡ能をﾡや々かにヤ止させて 

レまうか. 以は着しく低滞させるのでおる。ﾡ期に重って林地から

本を取 ッ のそくと同じょ う な徳米 &くことになる・ 杯地 ば、 

そのの土地と問休に ﾡ 及 の点で差戻がある. ﾡいた砂地、

,3她. 岩石地けはなにこ生定するにも期対地であると火われる、押え 

▽山そさては共地位。包然ﾡ差氏をﾡめな けれはなら ない. * 号 

※ﾡさ役下地位にﾡえられないけれども • 労対地住の林木示を大 

いに高めうるのである, 林地生力は地表物が将院してﾡﾡ土にな ・
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るこェゃ それが土ﾡ中に浸入すそ ことに点存しているので. 務 

部々浜茶者べこの作甲 s に しようヒしてﾡじろ ご〜な方系でも 

ろ らにnた林分長さ もたっすだろう.

i----------------------------- 1
オ2図 省略 1

才2図。 この林分はシュがースッシュやマッブルオーチャ 

ードとして利用さ れる幼令不こ会林分で、 退をうサ 

た。 そ営でとるべさ最初の火証はﾡる除することで 

ある。現在. 伐徐みてさないな、山の係撲にともなっ 

て林木 は 菌 債。 ﾡ大の過ﾡで世来E もたらすだろう・示 

ズﾡ者べ始まるや否や. シュかーマッフ・ルて係育する月 

めに幼令林かの下刈やﾡ伐を受し くしてマッフルオ 

ーナャードのッペイﾡを高るだろう。ﾡから系も 

よ く ﾡわれる ように 樹沢株京用バケッ のっいた2本の 

林木は 20年前は. 表茶者がささえている大ささの巻 

木であった。

ﾡの産出高は明シかに低いであろう。(土 保全ポ供フ

三圭に 代 に よ ご株 分

ﾡ初の向ﾡは ホ○トホ 六の ため ヌ称さ行方 うことである。

お余りﾡﾡて受けていないのが普通でみ。くォタ パ4図ゝ

地位. 山林そきでは、先天的に地位差のあることをﾡめろば 

受べある. 林官は地位の性格、 すなわち*の生達方を$の年生林 

みでは故後野木の 千均ﾡ南 よっそ 内だする ・ 天対象地が林みで 

ラる場合には このﾡ法は比ﾡﾡ半である. たとえば・地位$2 
は林かが $o年生でよ0フイート のﾡ商5起する ことになる。地 

位0は$。 年生で 夕oイ ート ○ﾡ高と いっことになる・ 地位は 

林型と相肉肉係がおる。たとえば、パイ ン林分○ﾡ夕 2 ほﾡ衣称 

かの地位4。と判でさる ・ 地位上ヤ 下 匸根本的な 、異］ 幺场め 

るぬ受なある こ とE意兼者に力説する以外に は、かかる状峥的針や 

は意場林至感で余り 袋立たな いのが東情である .

オノ火図省ﾡ

洋戸図省略

才回 . 滋レ い運伏ち ラ けナた幼令頑枚林 ・ 山火から山林を 

係業すると. 多くのﾡ友林と比ﾡ約少炎の皆木ﾡ林を 

・たら すで あっう。

次の代/ ◇n X 計ﾡは. 長 t優戻る樹ﾡの情炭ﾡ合 

交高めだリ ﾡ券促ﾡしたりするために、新し い林分に 

っい て入危な下* 規夫 ナベ さであろ。ﾡし い分は. 

ﾡ初 の/0ない し o は . ﾡ分に 玉ペイ しておくべ 

さ て あa . 場 の M 笠 に 恋 じ て 現だの均 ホ支住 大。 ホ 

ホか ら 燃枚 セ 支住校 さ林てさ み し それな も際役る 

ﾡけてパル枚やﾡ枚用索枚さ生産でさ る 初め22メ 

ャ火図. ﾡ枚林のﾡ伏, にれは林木をﾡ例ﾡ「-ポ→や

す るだ米の表わ れて ある. 枝条如劣等枝 た 燃校 に 何 け 

たり 山大や校牧から依地さ係しﾡたリすると そこ 

に入総要者ﾡ優すょう になる. 枚ﾡり クル六ベ沢山生育 

するだろう. とういう枚がとれるにしても」 そのタル木 

怎 伐保 した リ. 前生樹をﾡ能ﾡに収#する とそれ当の 

枚偵を増大する のに役立っだろ う ・

マyM て 出し た ﾡ令ね枚林木 o た及び 育なの向 

超と円じ 向地が あるだっう。 様 表者 べ ャノ ﾡ◇ように 

したい に足 う ならば、 火生苗 すなわち程チは自然に兔 

.舞 しない よ ラ に用%. •たとえば. ウォルナット レ ッ ド

オーク、 ホワイトオーク, 多分ユ3②ホワイトパインが
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林できた。これは明らかにﾡﾡにしている地位の 

ようにﾡわれる. それ蚊.. 業掛を紅えれば ﾡ争相手 

の夜枚な一 条堀向切り払わなし と政文 しないだろう。 

く土接係全ス共失う

表茶者やﾡ夫ド川治いの低地 土の派い北料面 土ﾡの決いﾡ 

料五, 岩石地 不モ地などの地力と状ﾡﾡ票との 塗ﾡを認め てい る. 

ﾡ物的な友起の方が一番及いので、地位上○方が地位下 り も強ﾡ 

の夕株にたえ られるだろう ,

また . 地位上では林木さ さ ら に及云させ、 地位下 よ り t伐Sた 

あく神正するのである、そえ 地位下では地位上の場合よりゼ 

一番慎ﾡに伐林る行なうべさである .

土地生産性の不及受はﾡ地を維持するため ○土地収益カ とレて土 

地灰益力か秋をオク来で考素 し た .

意作物や攻卓を週子している土地収益力かﾡによると ﾡめ 

てﾡﾡな林へを 生たてさろ.ル労 岩石ル.地ルはルすしもべﾡのL場aa 
当ロチにならい.土糸のたと下ﾡ土の行代分にとのタ ル性 と K 分侬有力 は 业/ cあ る.

試秩林に おウる複生成長とい う 特長さ孫けは、休地○ 生崖力

わす立湫な指野 はないのであW. 土地が林木のヴ長を持ﾡさ仕、林 

ﾡ官次坂表表さ有 しているならは. 前し たような裸洋木の樹高 

によ って地位の判定がでさる . すなわち、一ﾡ○ﾡ々 くﾡ乳救 攻 

は午裕十ﾡで決ﾡ ○と さの掛高 と収裏表の 円々の樹高v さ対比し 

てさめるのである- 円町に. 上段表から 生産堂: が:わかろ たろ う . た 

とえば、次後表の地位がT等かさ れ、ﾡ当地べ地位Iである としょ 

う, ﾡ価人が地位Tの生産可ﾡ登をﾡしよう とするなら ば 収換 

表地位 からボー ド・フィートない し立カフィー トの単半位で正常ﾡ 

微林か○林令列産出登がﾡられる . いすれの林務官もそのﾡ用法雄 

説明でさる けれども, その伏用には正常ﾡﾡを現夷ﾡﾡになおすた 

め にﾡﾡ係ﾡをじ受 とするので. 殳 の 結黑は 概葬破になって しう.

林木の特ﾡ,土表余件、 それに方位を判ﾡし2から般場林に盗用

• -147-
する地位こ上 中 下に分けるのである。ﾡ枚林のあ合の地位上ﾡ 

芝上の条件に声係なく 系くて 係入性のある 透水性の土素で5 
るウォルナット, エロ・ポフラ スウッドハードマ ッル 

コ ンムの よう な■•種. は、ﾡ云へﾡで甘形がよいならば、役林光 

○かな指預と なる ヒッコリ ーや ヨリ衣 いパイ ン の混 入している 

レッド・ オーク*ホワイ ト ・ オークは一報に地位中を意味している. 

aたヒッコリーの た入 してい◇ポぐら い の大 さ の 駅樹戻の オー 

ワは地位下を意 している。ﾡ枚林地域にあるスクラス・パイこ 

の他どん なﾡﾡ でも可。 純な い し 半代林は 一 •放牧 山大 イ ・ 

エローション い いかえれば成支請作用の死宣にはよって受化しﾡ向 

ﾡの地位下を定味し ていゃ。 スクラア・バイ ンまそのﾡ化地会に 

委 い かぶさっている 天糸の マン ト。 ようなものである。 すなわち 

2の生産は土生産力さ回ﾡさせる場合にどﾡが子保て ある・ 三の 

林里 は一時的な ものである。二 れが次休し ないならば、 ド高 勻紋 

はそのパインのベリ に 純殺校 林 s 生貫 させることになろう

ﾡ在 休ホホのﾡここせていない地では 全くﾡ気的糸件によ 

ってその地ﾡを判ﾡしるければならない, 受食地 特に百い丁否土 

の路こしている と= ろで はスクラス ・パイ ンだけがしてい2.翌 

水准のある徴んだ下番土の ところなら.双ﾡﾡのさかでラセア? 

シ*が一番よいでお ろう.その 土地べﾡ原や強烈なﾡ光にさ ら こ れ 

○ならばパインだけな成休し それには田ﾡべ併8うだろう:」 

かかるさびしい糸件下で は 各ﾡが式るﾡの 天ﾡ殺い たす?サうに 

ダるきで支会な係ﾡ方るﾡずるのが質明である。 ササフラで ク 

キの木 シューマック、バ ク フラッシ,ユセ 族 以根切 び 造• 床 Xペ 柒臾

用の土さ米供す。場合。先犯的甘復で 汚 ② ・パイ ンは土壌徐件 

そよくするのに役立っのである。 くヤ5 /4 圏)

植付けによる林分の神強. 二れは次の っの方法に 
w w**w - ー ・. . • . ■ * « 〜*〜4*。*.。〜.〜〜で。 **** ・ * * *** ・* *
よ→て林木替ﾡの花及と促する ものである。すなわち / つ入 

更の市と不確ﾡ性と会に目送す ること、2っドいろいろの 

"便 さ林かの 中 にぎ入する こ であ る. このﾡ茶法に系があるの
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は勿玲てある. ﾡに球南 していろか. は様によ リ そうなるとこ 

っだけが二○ﾡ 法に りているみである。 ﾡ木 ぐ林木 ヶ世林干 * 

なん らかみア ご7左 するのて除えて、>さいめたにうまくいく

○こつい。 こ○京法はパインそ 他の系ﾡた秋に文 

えた リ 製 はﾡﾡの頑枚社2主 にア世" 5村みに さ 入する場合に 

河効て ある。他産地の樹ﾡて移入す2 こ が唯- の法で ある。

才図あﾡ ヤ6ﾡ参照

オ5 ・/8回- 依 に.よ る分ﾡ な低秋枚林分。労なﾡ枚 

林の宅では、 明らかに北部のホワイト・パイン, ﾡ都 

のショート・ ソーブ・パイン家はラスラリー・バインの 

苦のﾡﾡべのそまレいﾡ茶であるとされている。.

そのよう な土地で.パイ ン をﾡ栽 し いくら か株育すれ 

ば 天ベ生ﾡ枚ﾡと共ﾡするたろう・林地を考院的に係 

ﾡしようとして 当面○分をﾡﾡとド作りのために似 

株する のは望ましいのである. 新し い林分は下刈*孫伐 

にょって大いに改衣 されるだろう. ( 土な係会ﾡﾡ供)

r-と え ぱ. ちﾡでﾡﾡ した承産のクリ o代リ に アジヤ凝の クリ 

さ 導入 い て映 し た ,ﾡ茶者がそっ 労セ僧 し まずによっそしでる 

ならば くな書値てもほとんどﾡ式でさるし また気保や士地 

に培肥 し た書ﾡを送へれば ﾡ育 に よ って独立 し うみ 風 まで 育成で 

3みのである-投 レ. 様育し てい くこの ﾡ法はカシ • グル ミ ・ さ 

ては フリのよ 勺 至紧 s ならす木に特に塩用問で さるのそある。

あるﾡの塩責俊のできる状ﾡにある林分
塘 音 伐. ア、ッ カ杯茶枚術倉場会 zんcxocccイy を 

Amnucxとoαレ-ccc はﾡ育枚について次のような定義をして

いる.すなわち、 「林か構友*その特ﾡてよくするために 幼令休 

の 中で ﾡﾡ*形状の 一ﾡ不ﾡなしの ﾡ伐林する こ と」である . こ 

れば音通の 沼ﾡﾡ林の 至ﾡの初類に行なう 伏林である ・

らみに根召じは土木函社さく するため。樹穂営太 祝系り タ 

甘や虫さ木の公a 全本分の該毛6起らしている。更就しよう 

として改南したこ こっこ除 は 林ﾡをそのままにしておくル受が 

ある. この似糸方法は自枚や素ﾡ甲枚で生差目ﾡと レているので 

二?場合の 依木えは 帝撃枚所神者に よって ﾡされる のである。 

大部分の林木 は台 ない し 坂でさない よ う な低休枚 となるので 

炎大の次益を上げられないこヒがよくある。 た 傾ﾡでの林今の 

収様は多少のエロージョンさﾡくこヒがある。 太枚を等ﾡ状に伏 

dたリ、 また求るﾡ及まではﾡ供こう めたてたリして そのエコー 

ションる回ﾡし. 家は双きて軽滅でさる地合がすくなくない・ それ 

は糸・ 枚虹諾の押し流される。 もﾡぐであろう -ﾡ営的に株育伏 

るやるヒ 木枚生ﾡ量と*の他ば次ﾡさるだろう, (ャク・ノ8 

g)

ャ/7回ﾡ ﾡき| オ/&省ﾡ

才7. 8 図 芽受新による切ぐﾡ枚分・
両図と も一般的なﾡ生林分の状ﾡて示し ている .ﾡ育

・***
伐 と して 下刈!や株伏をげうべさて力と.9zcuい,イ Anc.lf くに生 

えそいる減も真直なﾡ洋ホの か ら送んだ収獲予定杯木 

は 我度樹他であって、出本るだけ等前柄に住立てた, 

ハ チ た ネ こ送が場合 求長が表衣になる ような向ﾡ 

さ意求者に指場するためには 家るそ双くキぷﾡ) た 

利問する のが大いに災用的と場えられてさた。

かかる分のャノ回の伐状で資枚と ■■■. 生遊でき 4• 
ャ2日 袋 o パ株ばパ ル枚 や 投攻 甲楽衣をも 生産でき 

るようになる. く土ﾡ係字石ポ供 )

下刈 と 除役 非常に幼象な林みな至巻する合には、 下刈
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平初に して非市に 立理な作末となるだろ う。三ﾡに古う と振育 

伐 商に行な う仕な の であ ろ ・ それ京長の 初で よ り ﾡいﾡ 

形や政長さ不刊 するよ フな木こ似包す ②うCある。いいかえれ 

;i や協国地て行なわれる下刈と全く 同じ作求なのである. 下 

I作ボの交化 した ものが味伐2ある とさ れて いる ・ 除伐ほ 成及させ 

よ う とする休木を法ﾡ している 木やその他の 担物を伐倒す ◇こと以 

外 幼々林分の下刈と似ている。これが一ﾡにﾡ要となるのは人 

工の 場合て ある。- 使以上の行え甘律 a試育 さ る ために は. 示 • 

茶更者によるの水望 レい・ ﾡﾡり クル甘の伐株は除似の -部であ 

リ いいかえ.れはﾡ育ﾡの一とレて今ﾡ乙さる。

支柱さ生産目的と し た二つの林かの場合, 初回の除伏によって高 

はった林木首ﾡは大ケカ年年にﾡ仮さ行なって いける ようにすベ 

さである。 そ営は」当な委叙の 休かになっ たとさに殺枚用※衣の 

大産登 さ福 うべさである。

二はRA U 2生産 し う る優食な○であ る ・イメ株がむにつれ 

てﾡ次ﾡが行なわれるだろう , くヤュノ回

-151- 
よリしさら に長れ た 支柱枚 E 生産 す e ﾡ枝林分であ る ・ 

内やﾡ育償ﾡやる場合には ﾡ予え木に空当な向ﾡ 

三与えるようにすべさである。この林分から優ぶな資枚 
■「 支柱ﾡ ベルス校 だ 灰後できる ・ (土接係会方奨供>

林木を依ﾡすべさかでか或る径灰 は で前と後。 執向点で 

おる. たとえば公火ﾡ木は一般に低価ﾡであり 代って、ﾡ育余 

件の\から みて資当なﾡ向中に枚木ヘら製校用県枚の振に はで育

T能と思われるよう な林木てでさ ◇だけ多く#裕する こ とが有判 

になるだろ う . 製枚用索状の方がﾡ木よ り も同任の商い のが普亜で 

あろ. 普 叱木の大ささ は地上 女$ブィート の高さで直径// な い 

しハ インチ。 t○である, 直径 2ィンチoも。 は鉄道桃木が 2 
本とれる- 休令 2 o 以メ上 になると 優ﾡ林かでの かか る 林分は直 

任 /テインナヒなリ. 鉄道枚木2木かの価値○2倍メ上になリ,220 
ないし3o。 ボード. フィートを生ﾡするだろう。

オ/区省
オ2/区省 畛

オ9因- 夫だこ生産目的と した硬枚林か ・ 家る程及まで簡 

芽更新によ るもので. 未向伐林分。 摄育伐Iニよ リ この 

林分から4ら れるレ。 は 低假一枚 だ'けで ある ・

本ホ ニこでの作ﾡはﾡﾡ予定ホに一者ないち有面稿る 

与えるような向伏がﾡ平であろう- その目約の足求は、 

樹後の定 掛形, 生長カ、樹型ﾡ2Hに考条すること 

によって西害されるだろう. く土壌保会高状供

オ 20 図 省 曜 

オ2/図. 優戻な双枚林分 ・大さこな 支柱枚の生差林今で. 

林木ほよく配置され、 ﾡ々の経ヘらなっている- 適工正 

に配置さ れた衣ﾡ予ﾡ木さﾡ存 させるように代へと 

送えすれば.伐状に向ﾡはない- かかる林かには向ﾡろ 

式が炭用でさた. この 林分 はゞ〜7の回帰 で 持 ﾡ 

に伐株でさ るよう にな っている. この 収検は 生産校の。番 

・ ﾡをだんだん市めるだろう. 送受に定じ てﾡ新す る が. 

オークを有成するために若 干疎申す るぬ受べあろ う ・ 

く 土係会ﾡ供・ :

択 俊 1 大湖州林ﾡ 試験感をce C%e こてt ouet &-

ヤ20図. 向伏やﾡ有伐がよく行なわれておリ. ヤ/ワ
・にドすつ 、ごは/ククハ.文)も注:ホ最候半」)を糸点さ/い.
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p&wuっ 少toそこo。報告 寄 r 次の引同 ミ

オo表 エ ーさ ソ も枚ポ (』ou2の京本が に よっ

a.化学用枚 /3コードが7ﾡされている-

ノ?24辛在の示生

・ 依株ﾡ

・ 2引立木部ﾡ

/ク2ど～«3年く7年向) の高長ﾡ 

ノタ 公？ 久株前の林分

ク23 の依株ﾡ

?43 の 差引 木 満枝

迎耳成我童

2 ボート ・ブィート

23 2
& s46
3./24

/o,。 ダ2
7 . Se3 b
&4クア

aa

2 コード

から明らかなように.状依は 有利 でみるとされてこている。 すなわ 

ち、

北部に ある ノ?ェーカ の走々槻枚林を ・ラ24 に状似し • 2 度目 

を火3に行なった。 耳 匕 /3 年の ノク午向の純ﾡ浜ﾡはエー 

力きリ sノラどボード・フィートであった く3グ).

次表 はシュガー・マッフルの /ク平 固 の 平均 海尚 直至 の 取 氏状ﾡ 

そ示したものてある。 状伐 ﾡ役でし さま ざまのﾡ任報を示している 

こ o 樹は林分枚ﾡ の#ク○%るとめている。

ャ//表 ノク向の宜径長

平均府商 
ご径 (インチ> 状夕 前cや) 及系率 c%)

/ク ハ42 ヘクタ ク

ノ / クS 2・-/ /5
20 ユクダ クっタ • / /
2 ・o4 、2ふ / /

平均------ 今3年で / oo ス4で/eo a 7◇本、る単位と す

-153一

1 浜 つ、リ出す(36) 「ミシ
ブン 州 アッ パー ・ペニシニ ラーの番:うにある 4$○ろボード・プィ 

-卜の頑枚林王ごJおﾡ受。リ4さ状ベし 3なな音伝し 次入 

Fﾡ の 舌列衣益 o 区さ *添 く長示 している- 状べ は平均 レ て 

ヨリ大ョに さらに多くのﾡ傾枚こ生産レた。 二の2っの伏株う法

ャノ森 状、 依

1

枚の受

ece ボード・

フイート</sイン

子)当リ4格

ハクooボード・フィートセリ

a

毎仙だ し
下

ノ/ク2 マ
ドル

/ダ«

埼 ラタ ee /。 P
ノ キ クク co 85 ノ火・2ア

2 号 . ◇2 • ? ? ? 7く

3 等 (o.) ・アoo /&. 火 6. *2
3 等 (b) 22o 3 2
t ノoo, o

皆 仮
^

締例 渋 し ク $o so ラ «2
5 クタ 22 8/ s ◇2

ノ 考 クク2o /8 / ク«

っ * ☆ oo o.
3 4 (Q) 3 ラ 2o ノラク 74
3 呼 b) ・2・ co 28. 4

間
/

バ のc・ ク s& 2さ

で 収震し た シュがー ・ マ ッ プ・ル枚 の 等はャ2意の項 リである。償 

ポ 基の大ﾡかはシュがー・マツ%ルである。-
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こ の 表は示管理のホ分に用 した2っの ﾡﾡ法の ﾡスﾡ戦る行 

なったものである. 整海的 に 状ベ ○ﾡが/oo。 ボード・フィート 

与 リ so7 ドルだサ有利て 5 2 ・ 択衣2将究する と . 差出高及び 

ノoooボード・フィート当リ干 ﾡ格は さらに高引 あだろうこみる 

のは至当である

山 株ス の執告によみヒ クイスコンシンで行なっ た衣 伐 と き伐 の 

ﾡ用は次の如くである .

. ャ3表 /738早のウイスコンシンの qoocmcas Luueu

Cク7っパ&- 「有林におげる状依 と岩区の場合のﾡ 

用比ﾡ ( 工あ者針舞 で./ノルポード・フィート当リ責用 )

択 ﾡ 自 似

2 sM ドル 2 s3 ドル

糸 枚 ・ 水ヤ木 ハ ク3 2.ノ2
ﾡみ・ おろし o. グ2 o テ$

優 枚 .3 3ラ

針 & s 2 ク

才 型新別・ ﾡ木のﾡ滞. いい カ、之れは二 素のおいレった上 

層部か「ﾡﾡ→ と して型理解される . ﾡ多の樹元べA休して林短セ 

形政するのて ある。ﾡ短の 配置 は林木生差 の場合に 段定すへ き ﾡ受 

な須列であ る ・ 休税官 は林木さ最ﾡﾡ木 dowuocaut, 優券木co- 

connui～uaっut. 例 圧木 ジc在ucoしる。 ・ 圧 木く家 ははﾡ支配木 ゝ

イuPu2exc.L C ◇2 ◇veuCmfu乙 )にかけ ているく ヤ22図) . こら 

の甲ﾡは多少ともらかになっている。受ﾡ木は、 その樹冠べT

求ょ り高く 例方や上方か ら充かに 受だする 木で あ e ・ 劇』圧求は 

さ の 綱 勘久獨势木 よ り公いが 上方か ら若干なリ ヒ も受光する木で 

あ み。被圧木ないし 袱文紀木 け. 一報のﾡﾡ木より小こく. ご権受 

光 しない木である.

オ22図。 務ごは裕型別を次の よ フ に指足 しそいる・

Dはﾡ俊勢木 c-Dは役ﾡ木 Iはﾡ圧木、 Sはﾡ末

配木。 Roeパた c. Hcwreey 普「林池ポ- NexYo2た 

の Jof.cWえ&ey., 発行 ?マ7 千 の裸供・

言う 3 でも ムヽ. 秘 後朗木ヤ仮分木は. よく政育しか茶がす 

。 o にど受な表衣のﾡに 生えている. その木が樹形 よ く 資当な書 

尚るとっているならば. 望ましいﾡﾡになるまで残ずすのである。勿 

白 そのような示は ぬ受以上 にと行 ﾡ宿 をさめて大 さくなってた 

「枚系り タル木」であ みかも知れない.ﾡﾡリタル木はﾡ子 生産 の 

面セ除サば、一製にのそましいものではない-桜圧木は土 る係ﾡ 

する受いである点を除けは、 たいしたﾡ因とはない・ ﾡﾡで研らか 

にされているよらに た こえ役ﾡ木な ソとv そのうちの なん本か 

は々状によ っ て短術永の形響 さ う けるのである ・ この場合に ば . 

2の林木な灰浜させてのさましいいのにすることべでさる・ それ 

外のりのは -旦被圧木になるとﾡ問な将在となリ そして有用さ 

生産枚になるﾡ合にのみ収表さこれるだろう. 勿弥 側圧木は収終木 

が次状さ れる とさに そ。 後継木 ヒなるようなものてある・

点場林の 苦ﾡるﾡ理し 発属さる場合下取 り 仙む注主な撃ゴは樹ﾡ 

そ報ﾡか ﾡﾡだないし直尚 休冠○#裕.ﾡ認冠とその所 

ホとの肉係である。 ごれらはﾡ木の印しうけナ、 商依ヤ投打ち その 

他○表育作煮で考ﾡされる登因であリ . その作糸午や気で行なう. 

林木も桜を殆ﾡさせる手役は労物。埼単な世長、入急にたてた作ﾡ
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計乙なピであ る。

斉林手役 として の放と大入 れ . ホ務ﾡばメ入

々休げが水 -. よってかの利左ハ行られるヒいう こと とﾡにこめ 

ハカている。 -もかかわらす広ヨ女と そ2 <: 内 と同ﾡし ﾡ # 

の牧幸や推辛 及が一ﾡのカンホで向に列うなら 目丈？た友. 

非 常に大さ な被ﾡ しなく 休ホげ本牧で さると み乙 いる。 十※ﾡ林地o 
二ﾡ利問 すなわラ 山ホとが枚は意茶者にとって利法になリ、 そ 

ラいう 土地利 用 原現に T能である とみて いる。ﾡ硬枚林や 係営ﾡﾡ 

, あ合は それそ tの林分に レ も衣きる与えすに汝牧で含ないの 

であみ. 家者と不 の 円才から前将を上げ う と していろ殺京者は

牧によ ◇ ﾡﾡ性る認め . 山外のふ部慣を桜ぜのない任及に刊 

ﾡするだろう。

オ23図 ﾡ 略

ォ23百 素育依牧のパイン と秋枚 との 混合・ 写須の気 

のには切リ とったラウレル. スルー・ビーチ,バイン、 

仮ﾡの オーク不摂 s れてい る ・ 納々の ホワイ ト・パイン 

や支住以上の 大ささの オークだける変している・ ーﾡ幼 

今の パイン や双枚 は荷 からの本 生下木の だめに枯れて 

しき った。その 合の株育べはﾡ望れだったのである . 

それは非常に有利にな るだろうか?

ﾡ A一 u くパ "の ゲラ たれなければ* 介で 伏ポ レ た 

本 生ﾡ物は 2.3 ﾡのうちにまた生えてくるだろう.= 

こで放牧区行ない, 望ましくない植物広ﾡをおさえで 

パイ ン。 成浜さ促する のである . 国林木 に対する予及 

のべ林はﾡに行なえるけれとも 項新な行なったリ 休 

尚の従ﾡ 2や して ヌ新で促止す a 内人はﾡめて望支で 

ある。く 土ﾡ係会高供. )
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救ﾡそ必○場合 が牧なし には ﾡ行田 難ない し は 不可ﾡな も の 

そ年※するために、 その必ﾡ性が存在している- 千. 牛、山千. ﾡ 

a一天ﾡ商向ﾡ女して双枚メカン木のﾡ浜をﾡ止し、 火方 業書の 

成氏を促でさ る○である. 針業樹の 崎木がﾡ料となればこれら 

の協物 はそれるたべる二といある. 明らかに 哲地並び に分な 

受た政浜を し こいる業料林かに対 してはこ いった 故牧セ惻阪し 

ている.牧布ちそのような目的に笑料し それが支及されるや否や 

移動 させて しョ え ば. 優れた育本作菜べ行るえる ニ<になる・

口じ目的史炭らために しくない前生岩る能幸的に此ﾡし の 

そましい樹値の項新ぐﾡ長を可能に すべくﾡみの式るシーズンに 

入危な火入れをするならば、 伏ム地をﾡさ払えるのである。たとえ 

ば 新た確文にす る際に 多番。校業をﾡき払う = とが不可欠で列 

るょラなクラス. ファーやロ ングリーフ ・バインなどの 純も林でド 

次入れが役に立つのである. われわれ。妃っているﾡり ﾡﾡ求杯 

で*を似用したリ内は*! たり クハは・渋レて得祭でない・ 

#で の大の枚用 a . 商 に州 ○ 法体及び条例 . 休米専内 条な いレ州 

林務官 の 助言 に徒 ラベ さである-

益地の里浜直のﾡ持 . 過度 の ウッベ イ ・ ﾡに蒸ﾡから 

かる4茶ﾡのそのツ ッペイ は地表物名意 に分解さ せるのに どごな 

基友を充分に 土ﾡに与えな い- レか レ 酸 性状慫 怎 も たらすたみう- 

こ○ような場合には. #冠セ成る経戻ﾡﾡする受がある。他あ 

妹冠にﾡ光セうける常に多く○ﾡ樹は」 土ﾡをﾡ深させ 芝Yの 

ハクテ ・リヤ *サ物 の 存に不利な状ﾡ 与え るので 土のﾡ化た 

0おこすことになろう。 この生物へ ○貸ﾡの供絵はﾡ会に と ごこ 

れ. 当べ土ﾡがだ化する. えん&Ha&v22d字ez&tの番管者成林地 

短天及の維ﾡにつ いて次のよう に論及 している・

換育求は 昭沢及に好ﾡ等を号える ほ と林か構成を変え られるの 

で. zれは効ﾡ的である- たとえは. レンドオークは ホワイトア 

ッシュリ その効 求がべすくないとされている. オークのﾡは 比ﾡﾡ 

今部べ 座く、 オーク の純林では. その 寿来は無炎貨士の 上に「星
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ﾡﾡ -のようにﾡ条して推ﾡする傾ﾡがある。 ﾡ方 アシュの求は 

ﾡに分術レ そレてアシユのﾡ状地(色ばﾡ塚く. ﾡﾡ土に部ん 

こいるのが 普皿で あみ 項をすさ れば業は なrく なっている.

7 >二 "祭べミミズの 好 食4であり ミミでげ。 ﾡはゆた 

かで レかもそ○推は無械終土壊と会に没合し. その日沢友を高 

めて 林分の古長を臣型にさせている. 山林を係続生産の至芝に接 

行するとさ ﾡ沢友の 維持や普! に肉する切上のﾡ暴は立受となる 

だろう。 ( 33ゝ

オ2図 省

オ2と図。 茨牧茶止ﾡ向後の秋枚樹ヒパイ ン の没合林分. 

あに行なわれたホッイ トパインの東かヒ土壊政古る 

ﾡ天にする硬枚ﾡとべありながらも. リ走令な林木さ 

#べする ことが向ﾡである.

代 オ、は足役株ﾡはﾡそ済/受消や育林的ち紫 

に従って 決えされるだろ う (ォ7キ
a 住 バ ぐらいの大きさの 林分で は. 林 ホ- ー普有 

利なち有面偵さ与えるような 伐株をする ﾡ受が ある.受 

初よ力年に. 製枚旧素枚ﾡﾡく ボー ド・ブィー トゝで2
%代株するのはやゝ府物であろう- その走令林べほほ一 

ﾡの至ﾡにあるなら,最初よ力午にﾡ木数の を 

全に役係すべさだ、振育く確用うべ枚を合めた かかる

• 製問系枚収ﾡ計画 さﾡ業者が 消受する ならは 有林に 

ぬ受な糸をたすよ う に木の 送定の胡ﾡ衣行なえる 

だろう.

茶内て 陰樹とﾡ書さ ﾡ合さ はろことか｛っこもの合ょしい. 秘樹 

が多すざるの は有老であるヒいう の と同じﾡ由で、 皆伐 は土紫に と 

ってのそまし くないのが 普で あ る。

-15S-
智べの必ﾡる ころでは専らﾡﾡが生しているので ほんの一 

〒の土ホの こ る+う にて さ るだけ卜面償吉伐ふ行なうべさで 

ラる. cさるだ 厂 すみ ヤ かに それ さ問 するよう にぢ めなさい・ 

パイ ン林では to下番に めnや標枚料 マカ ン木さ有すると土ﾡの 

係全に役立っ し またすべての 休か 折に風にこらざれるこ ころで ・ 

はカ ン木の林ﾡが 地の ﾡ気 て係びす a の に役上 →ている。

オ2S 昭

オ2$図・ ﾡﾡ枚林の状ば 復氏な林木 裕積,この 

林地のﾡ林と ﾡ客内はヤ24回でﾡ案 したのと同じも 

のである. だなこの林地の改申力は従末の伐状と永係 

とによって作られたものである.救米料は =の林地で

自分の 理慈的な枳ば林によ って練用 を作った り・ 家5ダ 

とも掛ば。王用 夫 施特した り するかどうかなさめなけれ 

ばならな い.少し く南 すれば、普求ホワイ ト ・ オーク 

のよっ なﾡ位の占ち有率る高めるだろう ・

ホャィト ・ オーク○稚掛にﾡ光さ与えろようなﾡ南は 

こ○写真の前方にあるホワイ ト・オー ク ? メﾡ木とべポ 

して作られるのである。

険 ・ ﾡ書。 合 ッッ 円 した林蹴、及び上方岩芝の推は侵れ 

た林木の以長さ欠雌させるような土条件をっくリだす ○が普置で 

ある- 農場林を供株する合には、こoょ うな土ﾡ余件でﾡ特する 

うにすべさである。是期やに袋戻も発戻の代ﾡもぐる と そうい 

ラ賞茶がおさめられるだろう.

至ﾡ分配 にoバランスの戻くとれた林かでは 委択荷を 

ﾡえ, そして これた雑ﾡせんがだめに至険ﾡかが必受で ある・ ﾡ伐 

林の 場合 に は 論的 には幼令木から炭熟木までのﾡゆるﾡ ﾡ木 が 表 

示されるべさである. ※れウえ. 状伐林至ﾡのﾡいの一つは光の他
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の王芝休の ﾡ受日 となっている をﾡ商 なでさるた けナなく すること 

であみ。正常差■の 場含 C 察 思紡 な 然分記のバメーンは何しであ 

るへさかを正レくﾡ訴していっひヒ は し いない ﾡの ﾡな ② 

ﾡ在林みて は っ ヘ に 最大 そ ﾡえ木ベ 今な波少こ示している- そ 

の扱もいい例は殺年 入なな至営を行な→て さた山林のそ 然ﾡかか 

らﾡわ れる のである。林ボ・土 ﾡ係会 学件 Jと&ve feu&ラ 
an Couzeaxat:et はミンン州のアン ・ アーバ ー付立に あるオ 

ーフ・ ヒッコリーの 純も秋 枚林であつ &ょe。 4たどな wvvd さ2s 
ギ余も 至さ<択伐)してさていみ、 とのし林みそﾡ分記の現状をャ 

は表に示レ た.

本ぶはﾡ対的に すくないが 至芝下におかれてきた 34インチま 

ての至故(ヤノ表)さ示した。 2ノから36インチの木はエーカ 

当リ火本しかないが. 基的・ 価但的にも更半である- このﾡの山林 

でば、 たしかにしッ バ・ オークとホワイ ト ・ オーグがむ ﾡ値があ 

y 被めてべ想付なものである レッド・オークは 受れた政長幸 

こそれﾡ当のﾡﾡがある○で、 育がされてさた 様六右の有林に 

は 米場用枚としてﾡ aホワイ ト・ オークささらに納めるべき 

である. ウォルナットバスウッド、 ホマイト・アツシュといった 

よ う な本数っ一番 す く なし該樹でも へなリよくも示されている。ﾡ 

ﾡさ育求する ためには. 状伐林翌営のﾡ合よ リも夕 くみ ﾡ光が放送そ 

てある。 この林分は状依で続行してさたにもかかわら、ハード・ 

マッフ。ルの立受性べ相対的に個いYいうことは、 全当に孫し乙、 生 

俺学の孫理で お る 立地 ヒいうもの を認故 し な ければな らない- オー 

クやヒッコ リーの林型はハー ド・ マッブルのたちらちでさない よう

オノ表 ミシかンベ学求土供全学のミ
の林分表 (28年 回至 営 し た林今の

路高径 
((インチ)

I クのt 
Loed

B&acと 
oaた

w&と。 
0aそ

e 
Oc化 Eや.c Qdそ

/ ク42 2Po 23? 2,03 // 3o クP43 3PP2 4aro

ダ〜 s o.6フ o42 3.$4 ハ2/ &.24 347 /sK
ク v2 /22 2 s ク5 < 2/ メ/2 o.4$

バジ ～/6 ◇.シ2 72 / ” ク. o o.23 o.26 o.火2
ノフ～2o 2 2 o.3よ o$4 3$ o.07 o.2 o6
2/ v28 o./ラ o./2 /ダ oo7 o,o$
27〜3く 2o2 o.o o6よ 4ユ/ oeフ o. 22 ・

計«4〜 o.&7 /クP 3K 夕ss クPP 1 $s $.28 3.ノ2

シかン・アン・ アーパー付にある E-&exWたなcWood4
エーグ当リ 本炎 )

HLcko4 BCncた
C化才 Sopc 

7れ4P6e- Pxrwvo 継掛社 ﾡ方さ径 
(インチン

苛

/2 22 322 34o 2ク 20.3よ /〜$

2 22 o.6 フ バ /6 o.PF ・ 2二 2& 38
ク P o.rく / Ko o.26 ・ ◇2 ラ～ユ スノ タ7
2.*ど a” o.ラ/ ◇o$ o.2ユ パ ～/ダ 33
ククタ ◇o 2.23 2.o2 ・ ノク～2o &.ア

0.2/ ・ ◇.e7 o.◇$ ・ 2,2ユ 2/～28 2PP
・ ・• o, ○2 ・ ・ ・ 27～6 2

*
/&.33 ○.よ ・クア メ34 24ユ i 6～34 1

Q . イCce t 疹た论 た,-こ -cん ヘ エ ﾡ

4 このうちクク%が/〜2インチの空 ﾡで あ る .

c. インテッ上っーカ当リﾡ本状は ノュノ←。 で

こ ・coそん を 合 ー ・

あう ② .
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な面ﾡを占ち有している. ハード・マッフルっ立地はほんのわすかし 

かないとい う宇ﾡに因しているからつお アィ ロン ・ウッ ド, 

ドックッッ ド •及び若干の雜囱•進•は. 物こ与えたリ 高ﾡ土た 

4 っだリする 合に有利に作用するので安されている .

型陰佳 多く ②掛ﾡ欠左ﾡにえ > る徒力は「耐校性」とレ 

て知られている. 休木はその虎ﾡ耐によ- て分ﾡする. たとえは、 

マッフル, ビーチ,及が ヘムロ ッグは欲及の7世である ヒされてい 

る- アッシュバーチ、チェリー, イエロー・ボラ、大 部分の パ 

インはﾡ樹である。のそましい状悠にあるならは、十ﾡ樹やﾡには 

融書の ﾡ圧木は 直付日 %さ受けてﾡ地ﾡ な み意をする の公普ﾡであ 

◇。 ひヒたびﾡ左されたﾡﾡ、 そ○状ﾡるﾡしたときはじめて、 

u件目光の好彩等セう ナみこヒもある. 研酸性は . ■槌だけでなく、 

樹々、や土○性ﾡによ っ て も表化すみも のであみ。 大部分の樹ﾡは 

劣のﾡよ り も優衣の地= ヂ い て 庇険に一石时え られるし、ま 

た大部分のﾡ位は成熟林かよ リ 况 ﾡやかの と さのクが - 習故しい 

ﾡ陰にﾡえうるだろう, それりて、 特定林地の林木をどのように砕 

ﾡ性分ﾡするかを型解する こと は空受である。これ求符足木 を 伐粽 

するかどうかをさめ る蘇の 一 っ の登西 となるからである。特定のの 

さまし ・ﾡﾡ8ﾡ新する ために は . と んな栈採方这 を状用する かる 

渋める場合にも この滅が役立フのである。株正な状伏木では 

陰掛十ﾡﾡの分択に入った tの だけが首ﾡよ く梨者されうるので 

ある. あ ろ人が状伏林によ フってアッシスラック・ ク オルナッ ト 

受はローカス トといっ たﾡﾡを係育 し ようとする 場合 ・ かかる樹値 

。 新べ求められて いる林京にﾡ光をた っぷリ与えるよう に状依ﾡ 

式さ大さく ﾡ正 しなリ ればな らない-

大ﾡ分のﾡ散林に 査用 でさ るイ護段w - 一..-「* - 卒* - 平千 デマ * ▼* *キ**--------*---季マ *マャで-マ-マ-マ-マ-マママで*マ-でマ • *

林地の修は そ地物や病ﾡ上の減左Pいだりリ. 土水分 

W 気栉ナ るため にﾡずる すペて○ 手枚て冬味し ている。

ム林,特に針ﾡ樹株

-1ご一

針ﾡ樹林、内 の水牧と山火

この内次状は山火のきsﾡさせるのである. 牧は. ラま 

巻ﾡ山おば 井*田のこたべろようなことはしない. そ 

れえ双枚及び カンホくヤ2ヲ図と 規合、しこいる幼々の茶 十、

オ26円 管 略

ャ6図 ﾡ校ﾡ土まで報 り 下げた防大杯。膵密然 や 直 

路鉄 そ○他ﾡべの大の恐れのあるところに神す 

る予ﾡﾡ

に灰の永をする と , 十茶世 ェ舟さ世ろ二 とべてﾡろ・ 

2政はは tiほ & o でと土に大会"2今た2だみ?- ニルは 

改 投中 n ビ - 生 ん # はハ唯#を EにNLてL? ー 

ろ っ.

救来者 は牧奇ちコントロールすることがでさる- *それゆえ. 茶 

材衣公示産物 として 直で祝さ れるところでは 防 ﾡ明な次牧る 

行なったり. そし て有林自 め6 並を遠国 した方法でその林木のﾡ 

ヴを促進で さる○である 陵乗 者 ば 放牧 と林木 生産•の 二重利 甲 2相 

入れるよ う な針業掛林地で ﾡ料を当«利 用し ラ るのである。

ャ7図省

ャスフ図 牧ﾡの 侵入入を防ぐために作っ た立沢なﾡ,

オ2&図 省ﾡ

ヤユダ回 カソ木による林ﾡ。 カン木の天※やその^工 

ユ敬に よ る林ﾡはﾡ風ち入 ない し 土 破水分 の 保府 二 

役立っのである. ﾡゃ階れ場る与えるこヒによって. 野



-1C4-

• 生ﾡ4 . 特に野爲 こ保ﾡす る手ﾡの一っに もなる. の百いヒこで はそうする送 ﾡが あ る ・

林内の 家書 これ-同する- 行す 次のよラ ことろ. 

す4わち 大ﾡかの共谷市内 c欲。 神 ほ行でった勝 e 区 除 

ば林内牧は林かに有ﾡであるとされている. 大ﾡﾡ地方におけ 

るt, ン グリ-フ ・パイン及び伝ほ予と功原林とにﾡる放牧す 

3 9 % 有石 てる るが それ以外 ○林内で 所○ﾡする の は 渓べ 

ないだろう .

オ 2 図 ﾡ ﾡ

オ2夕g ﾡ混今林にお け る牛の直状・

ホ* 絹 +.. ﾡ生勤物- レクリエーション・ ﾡはこのいずれの缶 

合にによる生産にしても 山林ホて 表場そ済にも っヒ" 大さく役立た 

しめるよう に牧を習ﾡすべさてある。ﾡﾡ有水林木生産を目的と 

ナるなとば その 場合に指指 した うな若干の例外がみるにも かか 

わら 林、内枚炊てやらないのが一番ﾡ会な法である、 そうしな 

い と . 林木生蓮は金的竝が に価値的 に も被て こうむみことになる

ャ30図 省

ヤ30回 業樹林内での常備用防大株作リ・ トラクター 

は そ の中*2っ ○鋭利な4る ケイすして いる .

ih 火 こは上ホてがにぶ、主たる玉である こ

X 抑制 げ&こ た：•I •グ 悠 7 あろ

列 る 余件 下oあっ 休今 では u*や 次牧を音林 ○択として刊用 

こさる. ・条回ﾡ部地力。コンメリーフ ・バィン みさは や 

の病虫哲セコントモールレ こしてそ のず長を促るためにう 

とも大をﾡ甲する 逆そべ あるようにﾡう ・ これは 万地 的 並びに 

炎域的ﾡ条の 向ﾡであ ッ ー投承刻 とはなら ない ・u>ゲリーフ・ 

バィ ンAか cは. 力\、糸ぶﾡ 「 山 示し 匚. このか介に n
I たないルる照例の秋を糸名と土A係会次は杯用 <さとに 

ろ う.

才32回 省r

オ32回・ 株い2っの防次 ﾡ上 の 可ﾡ性物 の だ 者 い" 一 

は意大たとめる場合のそい効果的なろである・ 令

年さ払う の に4利 である。

Xはﾡ。 ように こ○取扱い の便利なきﾡに林内の Tﾡ性初を 

ﾡさ払 う o に有効な 手投であ a . べ株た ハ 快株る こ o 時類 に炭さ 

うのは. *その一例である. ニの作*は、 大央の名ﾡて承株くだけで 

はなく . ある林かでは長しのそましいﾡﾡの 系ぶ受新と促す る わ 

けである. これは地域ﾡな*法でもあるから 地方林秒賞にその 

検討 セー任しなければならない.

オ3|ﾡ倍略

オ33昭 ﾡ 略

オ3/図 ※ﾡ林買新予子えの伏ﾡる利 河しで 作リ 上リ 

た市ﾡ用防尚. この笹の7水ﾡはﾡ生を延けるために 

・年ﾡり か、えしセ行かわなければならない。火災のた

ャ33図. 針索 関•林の 火災. これは/シーズンにお-?た

2回目 ののである. すべ てのﾡ新. 地衣物. 地秋物 は
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除去さ れて しヨう,大王下はへ部分べ被きこ ラける 

だろう みホ? 該長宇は非市にA下T るだろう.=o 
- X : 司 令卜へ 或 我 状に 為 わ六い ので )マ生を 

不である こ ァ杯式生を②可ﾡ性はうにな 

った- この 林分 s か =山大からキる= とはま芝にセっ 

て下可大の方でﾡ今。山京、火. ア 止へで さる にもえ 

て災国木 ﾡ老不 えび不好な木をべしはじめる 

二とべでさ る. 校休についてﾡ素したもの と同じ 原理 

( 長場。 求 と 育林 の 場合 の 必受示件 ヒ そ号 しく両立さ 

さ々とゝべ=? 分 - 育べ木.家民予起木に ヨ リ ない 

スペースる早えるための 向伐 支性 問大王木ヒ ﾡ枚 用索 

■木■の 小 m有率 を 除. く こ L    にあこはまる. とれ 

にはアーカンサス・バインがあリ P+6 う式て血用で 

さる- さの目的は林木ﾡ置雄一ﾡのそましいものにする 

ためである. こ。 ﾡ式 によると、 にエーカ当リー定の 

ﾡ合で林木セタ孫で さ る.

主に 遇 イ戈 の 書 を受けた林分、 J

天ベ異新. 二れは 林分を新しく設ﾡする場合に、 受も至済 

的で消足 のいく 方法である ・ 天メ興新を確に 行なう にはの2まし 

い 樹•粳の 目 樹 があって. レかも苫の衣く育っよ っなﾡﾡ京が受で 

ある. ﾡ存林かのそ営に よる天ﾡ更新は4ﾡのﾡ 他天年友反び全 

かにて 回当な大さ さのdﾡの分布状ﾡみ 向題 となる。 さらに公 

赤地に 生えている ﾡ平*カ ン木の ャ が首木 ○邪庭にな らない よう 

にする向ﾡがある. にれる行なう方法ヒ手ﾡのヤには、 令入りにﾡ 

ﾡしなければならい地う的な有林 内ﾡが念式 れそいる・ ーﾡにき 

で 3 e 8よ掛は宮径 /2 イ ンチ以上。 ものそ エー ク当リ &本以上 

= すべさで 列 e • ﾡﾡ約なう法は長役の 林木ﾡﾡセやる前に受新す 

4ことである。 ク*5ノ戸 ﾡ行 o Jecイっ:caじ eそ。 ャ22P 
琴竹ﾡのよ大湖州林京が軟場の研兄示によるヒ , *&cc&inaxx
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、才s図 ﾡ 略

オジ因. 森ホ *はこのパイン林の 一部る枯ﾡごせ た ・ 

ごらにはげレい大央の 被老 さﾡ止す 4 方 常然圣.运 の 我初 

の受ふで あ る ・ ﾡﾡ木 —- ﾡ木 —— ○べ株は それに次い 

で立受でなければならない、再林は使会な体分る世り 

上ザるし、 もっヒいのさましい樹ﾡて正しくﾡ林ごせる 

枚会てﾡ供す る.しかレ 番ﾡるﾡかに利 問で ・? 場合 

には 天然更新に依存でこる。環枚林が芝の地5ち有 

するようなところでは、 由ﾡく炎牧なやるヒ城令の 

4業樹がそ o 対 し い林分を配で さるよ うになるだろう. 

それは天発的な火災た検性を低めるこ とにもなるだろ

Na花ont2 Feue4c にあるアカマツ 0母ﾡはその 同田 火oフィー ト 

以内の林地に ラ まく 下裡 した と説明 している. 入成天新8ﾡた。い 

くようにするためには、 エーカ当り s- /。 本へ母樹が必受であ る 

とuうことになる. 天ボ災新がﾡすざた り余り に 名 不碓央 だっ た 

リ 或はﾡ功させるのにﾡな有利で受因べないために"知。C 
さない とこ ろだけ にﾡす ることは言うまでもない。

ャ35図省ﾡ、

才3$図・ パインの 皆伏林地 ・ こ の林地はま とま ったお金 

を得るために収ﾡしたのである。 又入れるして大部分の 

似株末整型快株さﾡいた。手向の かへる林分設定作共に 

着手 しな け れ ばな らない. 再び • uメ向爆について考え 

お ナ れば 3らない,ﾡ 大ﾡセ設夫する せがみ っ う .

に - こ. .ヤ54ﾡで方条したひのと同じく. 天べ受 

執に対する平や☆料っ として利用する次牧の可
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能性など の 向超が存在 していみ・ 番ﾡにな ウ な ・甘や下 

な林ホからﾡ物てしでも作れば 者しい分の受 

新の下産ﾡに役立っ だろう. このよう な株中下て は休 

ﾡ係の予来るたて られなし。

試糸と 新し い林かがで さ る まで行た なけ ればおらな

し］.

ある準の梅育似のでき る状書に あろ林会

生学前要回 , ここでみ題は土地改ﾡに役ユ立っﾡ在や林

型の天ﾡﾡﾡガ法 ua右ょ2c イイe% 伊 duccedクン し 皆伐や

火 ( はそ の両方 ) の徳と レこ生 じたﾡﾡ木地の再生ヒ に肉係 

がある・ たとえば. 合女国 東北ﾡ のレイ ・バーチ 記北部 "スラ 

ンチエン・ フブェーン. s大湖 のポラく ポ ラース) . ロッキー 

山陥の ロッジ ・ ボー ル ・パイン といった若干の林型ば 休分 として一 

時的なものであるとみられている- これらけ 終従の 業樹 ﾡ校 林

けはそ② ﾡ合休に ﾡ#て号える 失経的樹炎に一断的林型であ っ ヒ 

理解 さ れて り る, 合条国京部 の 河ﾡ林地 に生えている 先ﾡ的ザ確は 

ササブラス (ﾡ看ﾡ : クス ②木科施物て そ○板の 戻さ乾ﾡし強壮

荆. 香の示 となろ ) , カキのホ.パイ ン . 32 ハのカ ン木で う 

る.バージニヤ ・パインや2o 他多 くのスクラズ ・ パイ ンは- 時的 

・ ﾡ的ﾡであろ とﾡわれろ。
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衣る次ﾡでさる.ﾡﾡいたリ 単べセた土てたりする必 

撃。 な ・ 抵合には 契新用地を洋備する ためにそれてべ 

ﾡて ・ みだろっ .

幼令木が坐しているところでは それさ上層木として 

京根う . 医衣木に向ﾡた与えるためにﾡ令林を向べすべ 

さであり. ﾡ存木べ京 リ 引l さでさ る そﾡになった ときに 

枚探すべ さである、大枝こ っける ほビない向ﾡを とって 

いる出性 s4 > 下の林木枚打ちをすべさである、 

そ○枚打ち はﾡ場労也 と さの 枝ち o な受量 とによって 

さめられる。枚ちを味々に行なうならば. たに商伏 

の ぬ理が でてくるまで*の ﾡこ 高め ら れでい。

E常で 自ぶﾡ式の t とでは さ ら に優れた先促約掛健・ 型が史 

々かに後する○である。様茶者は. 一ﾡ優れたﾡﾡ3塩当な時 

上に塔入し, 自ﾡ力によってそのﾡ育さ平められるのである。この一 

時的林型 のもとで は下太て植式で るし、 そこ では優長書の 政ﾡが 

みられた、 との正し いﾡ残ﾡ点一般に林かがぷ熟し終ったときであ 

リ、替煙がま ばらになったとさである。伝株○徳系生じたこの投階 

< ②下木ﾡ表く 天糸べ行なわれなか→ た場合)は系ベ項の湯 

合より いのそまし い休かさ く形秒放する 二とがすくなくなし- 後め 

て幼々な一 時的林型 において 下木るﾡえ てみみヒ、台べがそ れと育 

成しないので. その試みは失数するだろっ.

オ36昭岩略

オ37回 省略

オ36図. 製枚甲 状後の紫樹林・ 幼令木を小面 

ﾡ々半木式にﾡしている-オ3グ 回と同じように, 

ごこでも防大と契者ヒか向ﾡとなる. 二の林地は 埼求 

の林分のために. ﾡ今的な型で幼令木を來してい◇. こ 

の幼令木はﾡ求の林分の ﾡﾡとをる tのであろ. 一党o
こに縦ってﾡ枚 ド く業火 ; 2な らば)、バル

才3ク図。 沼ﾡ林地に生えたスクラ・パイソ林分・本太 

この土地は枚の生地だった。 このかは家る程属

で無: カを回復.させた. 至営はパインを育成させるために 

白 次 2 物 内 卜 さ c. く n が ﾡ次入て く 

るように配ぬすべさである. 明らかに. 3っの作ﾡをお
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すすめできる.<リ小灰ﾡの状式管伏 く /エーカの % 

或は％) を行方 い 系引 さでさるく eんな枚で て )

不る赤坂ナ みこと. スクラ・パイ ンや娘ﾡﾡへ 

○不依さ ﾡ しなから 玄いﾡ向くﾡ〜/○フイート 

に一番後れたパインをﾡえるこい. (2) 何べ収表(P 

+とス式>予定以外の林分名向伐レなさい。 (s) 商高 

直径 テイ ンチ以下 ○ホ木にいて枚打ち を ヤリカ•さい. 

より俊れたパイン硬衣ミらに ・性べ生存する若干のス 

クラフ・パイン を起合させながら 全林、を計伐 していく. 

このスクラス・パインを衣しないと かかるぞ枚林の 

生地は能ア ・ 双枚で ち有されること にな み . 依株計こは 

主にﾡﾡそ済と市場 との依求に従た しうるのである.

と - c ﾡﾡ為は、 上方在後るうける下木ﾡ費木左係するため 

に、 ﾡﾡ芳 仲力 だけては向に合わでいよクなにし さてﾡ氏 度望な 

ﾡ木と取ﾡまなれならない。のそま しいﾡﾡのあるところては, 

ぬ我とされる天属受に有利な系件牛を号える ように して公系すれば 

その方去をかしす pうるのである。ﾡ業者べこ ら各べのﾡﾡに注 

目 レ て山林よ リレ自然力と とも に行勤す◇なら ば. 台かの欲する樹 

使の幼令林の育衣セきに発ﾡさせる こ と になるだろ う ぐo)

共国林務官ク歩んだ同 じうな径験は与味深い し○がある。以下 

イ ギス。 列行千冷ﾡﾡか ら引I用したものであるS°)

ヒースの 生地ではパ イン<京 位)久 先駆•的 財役 で. ス。ルー 

ス*クラス  ・ ファーベ俊ﾡ木である。パイ ンとスルース 

と同時にﾡ救すると. 後若べたちまちﾡ長を休止してしまう

- い いかえれ ば.をH た ヘが代☆ しとハ c生ゆ L プけんのてあた.

Y F tバ約 &フィート とな ったとこに 普み午目頃 

十業公ダ生え べ浜を南ﾡする とい う牧べがぶ辺にﾡわれる 

のである. そのときスルースは非常に小木である。 そり欲 

年々「主なﾡﾡ 8oaaLin2 x&ooそ が云レ ノ2～ノα年で

-- 

正帝ﾡ長する. 二の後で スフスルースはさらに多くのﾡたが 

必受になる. 芝干のパインさﾡ会にべ株したり ※はその枚 

打七 さやる"によって¥ れべぶさ れ る ・ スルースない レ 

メス ラス・フ アーが本にﾡえ ら れた と こ ろでは. 例の完会 

な休止状ﾡはいっ までレっづく ことになる・

普スフルースは豊林し た 茂糕の パイ シの試○彩者をう けるの 

対し スフルース メ外 ○uのはすべてく パイ ンの彩きをラけない 

で)、 そ○形響 s直止 しっダける こいうふう に着ﾡは呼してい る・ 

矢 は 今 m ークの生地についても 問衣の 求ﾡ米さ公表 している-

ョーアの生はアルの 性X起であみのに対し ヒースの 生地は監性ス 

ほである.これらの土地ではススルース 先約書書 とさることも 

すくでいし、 ァッシユヤビーチのゼさ 掛徴 &放育させうる 地位 に 口 

でもっていけるのである- くﾡ:付さするとパインヒハード・て 

/ルと の同じよ う は内性はペ シシルバ=ア平科大学 の/0年生 

ヘエﾡ林で資われた.ハード・ マフルモ サを拉えたと こ ろでは • 芳 

しくかい炭長にﾡったが、バインとXﾡしたと ころではパイン ヒマ 

フルとはよ く放長した - )

この着着は如上の各々の場合さ「ﾡ生ﾡ校の低雄 accc6euaズc 

wcccttte - とび かくして以下ばほの妖党である・

紅生検の促雄田権な土地で天べ及云させる場合 なん 

ﾡかが先ﾡ的ﾡであり、なん他ﾡかが依代甘である。役性 

E 科を人冷でﾡきでﾡﾡ的営徴よ り ささに培入するの ぼマ

でない。

• しハし -神役期中にて生花役をﾡ3させるために先ﾡ 

納は位 と &問る 格 したり またそ北特1の 向次才送さ系 

用したりして、ﾡ女による ﾡ生ﾡ役さ ¥ゃ シ 北ろ のである- 

あ る林地ては代従樹 となってり 列 地で は 先切的樹徴と 

なるかり しれない。

ス 14 ～ス sたを ﾡ林、ﾡな処方とんでいる。すなわち、



林をﾡﾡ学的にﾡ扱う場合に ﾡ、も た 効方う法 , ブニ よリ 

生推核 をめ でことである "ば生たテ M ー キにだ" けナ か 

ら き理 ま て 天表 したものマ これ:しこぶ "ﾡ々:でおみが 

ー ミ に正べと徴 する 大 - 3れ子 あっとっ < い3。こ れと 

共に勤くの片意易だへ にﾡくに ﾡっのた内性生こ伴なた一-ﾡ 

n 労きが必要とな る " こ 丸は C&と:ax f-uet 才& o 恐店 と 

同 じ 理崎る あり A.C. B 29 と5 H・ 5Puと 共ﾡ • Vみなe 

Le&anuC アecetCenわua& 人exx EP6tcし とﾡして、 

/タユ/年の Hwuw.し ゅイ 2uECcイジ。 2/ﾡに至 協 切な冷 

ﾡで紹イし ている。

接打ち . これは 林太工び区桜校の番やﾡﾡを高める ために 

生 快と花枚て切り 落す = とであるヒ足験する ・ 音置はﾡ業掛に行な 

ラ. そ○合 ﾡ打ちのﾡ町付全掛高。。以下でなければならな

エーカ当リ $oないし 2s。 本の。 小そ木をんで、 下ﾡの 渋 

会切 さ切りおヒすのである。こ れが こ径 6インナ cなったとミ 

に /o～ノ&フィー トの高さ で枝灯ちなや リ. その 彼. 直径sイ 

ンチにならないうちに/8 ブィートのﾡさまで/ ～2回ナ るのが一 

ﾡに本戻のや リ 方である ・

© 核打ち の本数はその仕事のすすめﾡと投下ﾡが量とに点存 

する。製校甲枚のそﾡになっていないで、 しかも現在 中そ 

彼ぐ ら い の林ホ木 を天山枚打ち するﾡ合が最ﾡ大 本状である と い 

う. 勿強伐坊区殺木になるような木る枚打ちのとさに正し 

く送するのは不可絶である. それゆえ・ ーﾡﾡに当 

な本救雄対象 ・ し てやるのが普重の枚打ち作ﾡである。支；注 

ャ段枚用技ヒ して 伐採 い そのﾡ打ち○効米が全く失なわれ 

こしまうこYはないだろう。 レかし、 収義木 ご と に枚打ちさ 

こやっ こきたということた係してはじめて、 その主なづ承 

がえら れる のである。平均胸ﾡ経 &イン チの 抹分で 2oo 

本、下の林木さ打ちしょうとするヒ、 そのキ数の大ﾡ分は

/以上 め林木にな浜させら - な い

こ n ャ 合 は 卜 やホに っいこぐるのではなくて、 伏 泳殺木に さ 

マとﾡわれるほじﾡ武をと 有 している ようなも "だけに ヤる 

のでおる ・ S s.とわCンu. デsルa Sxにxnt&を S-てイcet (で に 

ょ2ヒ、ウッペイ分について 表打 ち をゃった易合ヒやら ない疝合 

とさ比したﾡ米 前者はエーカ当リ eoドルもﾡ加沢考になった 

という. 今日では腎ﾡな共枚問用枚林の竹有者は. 森状べ立木ﾡ 

さ高め こいるかざリ 当多くの報耐セﾡヤにお、めている令べ 

すくaくない, ノ枚はユ等衣の火倍の 3 号故や祖枚 の4〜 次 

倍9 それそれﾡ値が おるから . 普太 . こ の 関 毆域に オレ ミア ムさ夂 

払う者ﾡがっくようになるだろう。だれゆえ、 多登の枚積よも 

終枚 を 立•水に 生産 しょう とする試みのうが浪求考さ常に有刊にする

だろう ・

択 伐 . すなわち、単木えてやると地力が維裕される、 こ
を応用する。はやさしい。 すなわち、 半木と蛍えする向ﾡであ? 

これて理ﾡ的にさう と. 林内にあらWる至ﾡとあらゆる樹令が存在 

していることになる.林木成はメ炎木。半木起ち々る場合た、依 

旅枚後 の 刑凝 は採 用 してさたい かなる次表方込と り -致す ② のであ 

s、こ○7ﾡは.ﾡﾡ、人ﾡ労め・エーカ当り伏予大本妖 威口 

この指長因のﾡ干みﾡ令わせな前提ヒ レている。そ 0 栈採賢枚機は 

目分の ﾡ情に忘 したものになるだろう. そ 北は林地光の 生産々に将 

しいであっう. すなわち、林木毛徴が工ﾡ下ならは そ9 内番 

は 単木送ﾡ、た と えば向伐 , ﾡ有公、枚打ち ・ 除仅 た並行 してマ 

ることである.

ャ3よ図 ﾡﾡ

*38ﾡ. サツザン・パィ>のスﾡ杯分-ふ二に夕状さようと 

している林分ごおろに林ﾡべ超衣 しているので 式新を し て
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いない。山 火がたび たびおこる○は、家る 在及幼令不の 

ない せいだろう。こうい った分などっいラ ふ う に抹 

するハ2 ョタ メク. ノﾡはﾡ用されるﾡ六法さ

例示 レている。

勿ﾡ、主 に後附で 茨林 し て い ゐ林かに ョ す状似る用 している. 

というのは、既に 説际 したように他か。政南地で受ﾡ8術火 たにや 

らな けれはならないし、 上力ﾡ蔭のに っ て幼令ホさ有求しな 

け ればなら ないか らである。 大部分の パイ ンや タ・久ラ スファーのょ 

ラ なﾡ樹でさえ も 大そ木セ 以株し = ソ ハ圣木 区育或 レ て 長い高 

ﾡな生ﾡおを供絡するために 多に昼って この方式さ林問でさる 

のである. 製りそせして ﾡ段式のそ般と令ﾡ電置を星させた 

ﾡ樹の 林かがヨ ニ □ ッパ地方 にいくっかﾡわれる。こ。 試界は長午 

にっ て 小面横告復 g淅度さ せたﾡ采の表われであ る。

才3昭省

オ3?因・ サンザン ・パイ ン林の伏 ・ こ© うな林分の 

ャ / o そﾡ 百的 はパイン さ 新す るよ に伐杯する こ と 

である, これは係ﾡ生産にもとういて伐杯を継従する送 

受べあ2。こうするための伐株才浜は万地的に育林ﾡ験 

に点行している。 この平真の清象地ヒなったアーカンソ 

一では、防大を配底した状似は天が災ﾡに催って行でわ 

れるのである。 合妖回 北部 にあるヘムロック式はヘムロ 

ツクー硬枝林分 及び田部のボンデロサ林分の大部かに 

も 衣伐を遠用でき る ・

こ こは平場 し た林太苦依さ ・ってい る優れたベィン/ 4 

ヒ「○.ﾡ大の生ﾡ力が存在している。 5午の回年で 

たえず伐株でさるのである。このような林地有長茶者 

な い レ役 に アド バイス する 土 係会 家 は ﾡ表林かの 中 

の一で小さ い林木を店状ﾡ し・さら にポ初5岡に ノス 

イ ン ナ上。 外木をよﾡ くボード・フィートでる。 

株する予 a た てるのに Ps w す る と受はない。

おのそみならr 商中る林木=存画ﾡ去もず甲でさ。- 

授大者が この 大ささの林木ﾡ非情に多く もっ2いるなら 

ば 若干なリ とも 枚ﾡ状動3 s正当視する 冬味るみい 

だすだろ う .

このよ う ス糸の叔もし優れた例としてば ペンシルバて 

州のコーカ り世 ゥー ンサスでに救したタルバ林べ上 ゲ シ れ 

2 長糸者の欲望を衣さんがためには、ﾡ干の例はゐっても鉛ホ 

民えう式もﾡ干め正 ヲ ②じ受性べ湖なでてく る ですべて の山休で 

引似父を株用すベ さ でお る。 く*な。国>

愛上座 こ は林地会休を限いな公ら土た生たカ セりしも 

内 させないで 怪大木※を 維 する向ﾡである ・休地から高い収 

益を上けるだめには 会な林分S 有 レなけ れな らない これは 

C○作4投ﾡの場合しなXら 変らない、 R南地な会に利用 しなけ

1ば"はら な い (ヤバ表 ゝ .

才森

干胸直径 
くインチ>

ェーカー当リ
ネﾡく >

¥木向の 尚 高 
( フイー ト

6 3oo /
ノ o / 6

/ * / 0タ 20
フ 2

D+。方式 く才s辛) に a と . 回午 力与 フネ め に 向似 E 行
なったサウザン ・パインは 才表に 示したような

な なし こ とこなる。

次の伐期までに幾分なり こも ﾡ冠家は城べぶ長てさる よ う に 

木の 内ﾡ sあけてそ営する。 べﾡ もいいう法である。
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宣. ﾡ君に理解レてしらうために 百すどうみてもし林 

そ芝上有ﾡでおみとい うことる強く 場し て:た。 #。 生格々 

有目的 だ け べ ﾡ ? じ登性さめて みにすざない, 力令卜は元 

の下でほ 育たない。 人木 には ﾡた こ与えるけれほなうない、ﾡ枚 

はパインの下で育ちはじめるが。 想茶差ほ 秋や樹べ大さくなるよ 

リも、 パインの成育すろのを欲している。

オの0回 省

オ2図. 至済約な又新校 の型 ・ この杯木はヤ3ア図の林 

木ヒ同使のものてある。 3?図で行ったﾡ林試\による 

と. パインの受て済足のいくようにするためには. 家 

み他の皆べべめ受である ヒいう. この林かは2回の代株 

を行なって いる・ 林ホの 42 % を役株 した- すなわち、 

新しい林分がでさて、山大のルﾡがなくったとさ. み 

りてべ杯する. 一年後に新しい芝木が生えてさた、 そo 

ように 思し、きっ て 株す る に は桜場林を 莒によ く：ないし. 

また これがそ済的な林水計画さたて るﾡ合に最ぶのﾡ林 

ス法であるか財ﾡわし くさえある -ﾡ場林と浪場る済に 

ヨリ衣く 合する よ うな皆伏法るﾡイしているの がャα/ 

図である.

そ北ゆえ 桜茶ﾡがパインを受するにド、 あるﾡ○皆似法をポ 

円 してパイ ンには氏放会を号えな ければな らない. でい と. その 

山林は 他万ﾡのﾡい硬枚樹でﾡわれてしまうのてある。 オークや 

久ラスファーについても大体旧U Fうさこヒがいえる. 北部の双 

枚株で は一級に状伐 とが用しているか アソシユマフスラック・ウォ 

ルナットのよっ か書 生接のするヒするろなうは 半木公称う式 a# 

Eする凶せがあ。。; らの例座N凶ﾡ盛だ形光こうけるいと放 

ﾡしない, ,

177-

ャメ/ﾡ省

オダ/出- ホイトパインの 田状状 ﾡ も月ﾡの 

林分に全な択をﾡ用し cモ 受をかにやれない 

場合に 訪め る状似方式べこれである-林地に ﾡ分2 ﾡ光 

を号えるように o, 2 ～ o.ェーカの 深 桜孫 で行さう. 

ﾡ存商木の値子る利 問して示気ﾡ竹る行なえる- 

ﾡ枚と効合 しなけ ればなうな い祭書林に対して調ﾡ

しながら氷て好なう と めAの針手ﾡるﾡ灯に生存さ 

せられるだろう. 研状示伏ばﾡ村のﾡに必ﾡな茶件る 

作て々るために. ホ文木ていくらか公ﾡする。

ﾡ系右 が伏るぐる場合には、択枝*の 祖利 性 X 我来 る だけ城住 

にしないよ うにすべさである- 出京れば べ 面ﾡさ。2SエーカX 

下に. ﾡはせいせい /力ない しノ 回によエーカ下におさえるこ 

とによって、 こて墜茂でさるのである。 そこで小面ﾡべをする 

や谷々. 璞業巻 は優 劣掛さで さるだりすみやかに有させるように 

Rゆる工大太 こ らすべさである. 愛い天ﾡヌ新るﾡ特するよ リ ・ 

小 面ﾡ 吉 地 に 地株丁 3 方 が好御合で の送ましいことがすくなくな 

い, :

地位や林型のために 林相 がさまざはな場合にば、あ 3 部分 はい？ 

までも衣伐て虫用 し. その他○ﾡかはある 位の皆栈 で圣営 しなけれ

方 らないことは明ら かで あ る . 傾件地の パインと 衣林 との 混合 

林ホでは . 小面積 皆 2やって パイ ン を促ﾡす ②のがのそましいし、 

河沿し の伝地 にあ る灰校林そは状伏が いまで もしているヒいう 

がその /例と して上げられるく2/因>.

ャ«2図省ﾡ、|

ャ火2図. へムロック, ホッイト・パイン. 及びﾡの ﾡ
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拄生産林分. この林分では受ヌﾡ商ﾡは存在しない. こ= 

Cは笠ら状似を状同 ナる ﾡﾡ=にじて天まやる 

皎若 り 長る すみよう=杯下向所 とっ て 伐ホ o 当ミさ 

行でいﾡ冠= = 今え石 い う =卜木て似例する とい 

ったこくあリ ふれ たやリうて孫 しこいる . ホ は 千 

や有利な政長さしなくった礼ので 採して支由や対 

次 甲 実衣 として利所すべさ こある.

直 代. 令 > ッ 肉 で お 円以 さやらないとそ の 二まホ停)斡す 

るようになる- 生存ﾡﾡは林木 さﾡめる 合が すく あくない,炭葉 

石* ﾡ立に向似る行なって林木ﾡ互向の枕学る除し 林木に一 

番長れただ長の桜会を与えて衣長量を言め • 貨的政ﾡをるれるの 

である。ヨリ少ない本数で衣量が着加し、 枚ﾡが高まるだけてな 

く -般京引早位で みたエーカ当り枚ﾡささ らに増大させるよっな 

ﾡ形に もなるのである。向似とぼ 収表ホ。 成友 交 袒告す Z よ う な 

林木る 依採 し その後○衣浜を高めるということて向ﾡとしている。 

収核木に は血当な向ﾡを号えなけ ればな らない- それは保勢木と単 

優勢木 ヒか らばれる。

-17つ- 

そのとしないへヒでは 前ﾡの方が袋倍も成長するという。当試ﾡ 

受は 林木がある快全に1けられるよう に•なお々古ゃ、すくなくヒ 

ﾡ向の向依計互Eて . ¥ ニでの茂浜7ﾡ滞雄Wぐために送 

柱に再ﾡの向似を毎り 3えすょうに と材めている。 ある林分につ 

いて行なった 向役 o 戒県 は次のﾡリである。

.•
-----Cん:fxt。 国有林の35千生ジャック・パイン杯ミ

囿伐 し だ 無来, 日ざましいだ浜セとげた. これはﾡﾡ2向役

ミ数回やったせいである. ノヲム0年に氷/回の向衣を2/〜 

コ3コードのﾡ林分にして行なった終米、 エーカ当リ 

火～よコードS公株した。 まだ, 才2ロは/夕どど年に行なっ 

そ さらに ～よコードそ伏株した. よ力向の成項登は占 

似区でにエーガ当リ 千均 ど.ダコードになった- これに及し、 

未同べ区は$ カ年向にエーカ当 リ ハ/コード ○政長 Sみただ 

けで. 起林からためエーカ当 リクコー ドを預さセて レ 

まった。

ヤ <

ガ火3省

ヤど3図・ 番のﾡ長をさせるには ウッペイレぎてい 

る村かで あ る - 株育 のや リ翎 いパイ ン 0 幼々* 林か・ 向

似 は優衣木 に 一番な いち 有 面横 セ与えるため に受で あ 

る。 その後で坂ﾡ伐ﾡがでさるようになるだろう. そこ 

でﾡに方衆したう法。 うち の/ うに従って更新るやらな 

けナればな らない. 大部分の パインは 形ﾡである から, 団 

状状伐の 方法て必理 とする場急が多 い。

南部林求試ﾡの 契ﾡ結米による と . 菱内林分につい て向べなし

オ図 支柱 ﾡ枚家杏出い甲支桂校のために伏レ 

た 同 令休か ,

益星 業持- これは林木。 成長条件 も 帷村 すe場合•匚瓯 め て 

立受な登素 とな る . 至営の初 に は 欠起の ある非ﾡに多く のポア繋 

ホが林内にﾡわれる. そして経政の決い林務区は 合運的な林木釜 

質にもっていくために. これらた 全部伐林 してレまうﾡが あ る ・ 

勿静： これは望ましい方だが 天べ又ﾡ用にだの林今をだか脂 

する予文がないなら は" 大塚のあ る未ﾡﾡ木さ一ﾡ例 i 六存さ で ? 

ようになるとしても、林 をﾡ するよう に めみべ さである。

林 時•た4通り にする にほ 時向がカ、かり. ﾡ初/ 2回の印べのと 

さでも その林分をﾡ会なもの に。 っていけない.
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ヤ5当 省 合

ャ5回. パル枚さな自的ヒし, 向伏さ必受ヒするサ 

シザンバイ ン林

2 ゆ え . 天短要 を しようとし恐 い場合に は 伐期 ま で ( 回ﾡ 

〒 )に林足名そのまま推補する方ベ の も まし いので ある と 留. 意 しな 

さい. これは 止むえす生いそレまった疎向べ砕接木樹冠の長や 

そこ に生える幼 々木 "女長によってふさがれるのだとみて その深 

南地支見 ら な ければならない というこ とを意味レて い る ・

型ﾡ. 半木の形、 すはわちﾡ形は成長力と世令の指課となる.

城話 aFる 場合に は "砕枚立冬がえ分大さ くなるような"木が多 

く の 合の そましいのである。一般にそうい った収表木は豪ﾡで 先 

羽リ nものである。ﾡ令に *り緊なるし. 地位は初 確表のャ 

客も うける である. 樹ﾡや代 型によってしいくら か →てくる.

ヤ*と当 管 略

オ4・回. パルス枚. ﾡ枚及び支柱を収表する経友の向伐 

支ルとする ポン デロサ ・パイン 林分、. 
・

&3スが中位いで 政長余力 のある先ﾡったﾡ全な書木は収複木と 

し てﾡす o に後れてい る。 そ れば将京ﾡ置べ高 *るおろ う。

言 林作 業 間・ 下刈り. 者置 針業ﾡ林0下刈り労仲はエー 

力当リ約8人一ﾡである. 同地。 地林地は それより や々すく a い 

。 が巻通で あるが レッド・マッル々ピン ・チエリーそいった特 

みな山林では エーカ当リ 20人一が以受平だろう。ﾡ生の硬校林 

て は さら=多く さ受し、投下弥竹ﾡはエ ーカ 当リ 3o人 一ﾡになる 

ところがすく なくない。

森伎 え"“ cutttz。これのエーカ当リ 妥労竹 ﾡは』ユu

一 181 一 

人一時である。

う心歯 w4P九c&』合運ﾡな浜甲で切リおとせないほと 

の大枚がお るﾡ合もすくなく おい. 樹さﾡ状にﾡざヒ ってその有

きな署を大 さく低めるこ ヒができる。※ﾡﾡは バイ シナ"ボの 

皮セ /今ぐら いで ﾡ状 にはがるのである。

*4?日 色 ・」

才47図 径ﾡの大さいグラス・ファーの林分・炭枚 パ 

ルつ枚 支桂. 及び製枚問条枚をば求するために向べが 

&撃であった。これは要ﾡな去ﾡ林分で生ﾡﾡ"後2 

て高い分である. ニう しだ林分では係究生雄を行なう 

と にエーカ皆リ 2o ドル。 ﾡ入が あると 公表 し てい 

る。 この 林かでは 20 ない し 30年冬に状償と している 

倍的 . あるﾡの 伐が必ﾡであろ > .

向伎, 幼令林では. 利用ないし奴ﾡ可な大ささになるまで内 

べをや らない場合べ多い. この場合の 向ﾡﾡはその収税頼以下であ 

る. しかるに 条催位な式はポ 問で きない 枝 な 収校 し て しまうょう 

なﾡ干の向依方法がお る. これによる し也 の 方法によ るよりも平期 

に林かさ放ﾡさせて#益をもたらすのであろ。従って そのみ意 

作事がさ し-て いない場合に、 ¥そういフたﾡべるやるのはの合ま 

し い とxわれる だ'ろ う •ハーバード の 幼や键我休の楽的& %でば・ 

=の御○4作業ﾡがどの く ら いぬ受かにつ いて一例 た次にのべよう,

致衣○承生林では、 正常な水扱いさす2ヒ と2年生でド市

そはすくなくとも / a インチ 尔 ら クインチ, た? 2 年 

生では ノよ〜バラ インチになると ルスし""ル'/フ "一ず か 鴻

した.ﾡ公材る味いて 伐額区櫟ギニーカ Wリ ククの～ 

z。 oo。 ボード・フィートになる. 御冬均?うちに さ〒 ▽下 

刈リﾡ用 を投下 しないで、こういった成ﾡは上げられでい だ
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ろう。 このﾡ用ばe2cdを2ccdiとこする釈各にﾡ革 

されている. (一桜に有徒るィ ヨはノ日 テ崎同サ物で釣/ 

エーカの下刈リがやれるという。) 会 枚や向伐 ○ﾡ戸はる 

れほ どよく ﾡら れて い恐い、

労めク 律塚 ル的る音理反が"ス状材の収益はそれ送れの 

台に大ﾡがあ ◇ので 一般生の ある永字を表わすのは不可 

ﾡであ み ・ Hawva九。 ・アoc4を の 林A / 7～ 25 年生の況 

合林では 振育伎ゃオ/ 回。 内ダは . エーカ当リとく一時を 

そするにすざなかった. この物は似倒だけのもので 伏株 

木の目しうサ。 労物 は合さない- 倒桜 を利用でさなかっ 

たので 株育似や (オ/ 回の)店伐の労ﾡ責はエーカセリノ2 

人一時位であった、最初2回の 作 く下メU り ) に投下 レた約 

4く一時べこれに加算 さ れる .かくして 2回目。 商伏が 

ういている林分のこれまでの絞ﾡ用は. 管理去:•ぎ除いて・ エ 

ーカ当 り 2夕く 一時ヒてる. 熟練. 労イカ君 の賃金は ノ ﾡ向当り 

○8s ドルが相場で に れちエーカ 当リにすると /.22 ド 

ルになる (53う.

・*・
枚打ち, ﾡ用労竹で夜打ちをするところでは 針葉持|林の上 

○斉甲は通帯/本当リ o.o/〜2o«ドルになる。 エーカ当リ2eo 

本とすると、 そ○責用はエーカﾡリ2〜よドルになる。ニューヨー 

クにあるﾡﾡの場合には. エーカ当リ ユ〜α人一日受すると 

表 している. /日ぷﾡ向 ﾡ竹でノ 時向 当リ o4よ ドルで 計 す る 

と これはエーカ当リ /クないしzoドルになる。通常 成豪を 

ﾡさせるためには向 と核打ち さ 並行すべ さであリ・ そうするヒ, 

ちの 傷rすみやかにな くなってしまうだろう。
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第10ﾡ 新しや株地作リ
八*ﾡﾡのた用に肉する ここでつ力緑は商なe しも概問的 

そなければならAい. という◇は. その天地ﾡの多るはの7 

不件. ﾡ型. 尽び経ﾡにもこ うい、てめ地的に行なわなければなら 

Aいムらてある。

連の型 .

じ谷地域 /夕33年～ /タメ<年4月32日までの向上 

※係会団休 Civ;l;an Conservzt;on CrePs cccc )月期角 

ヤバ • ﾡ生とエ家の利用に o 広ﾡﾡにわべ って正確に小取るのキ 

金式験べ行なわ えた。こ の 式駅にとル ニ ゃ水をよら小め各ﾡ厳 

2保ﾡする二とは 援生 を 再生* せた り . エロ ージョ 名防い だリ す 

るのにﾡめてﾡﾡな 手Kさあると指ﾡしている- =の保試点とに片 

他のいかなるエロージ ョ ン防上るるじても効案はないよう「是 

っ。家をほ入ﾡ止ボYL て有効有"鉄が、と小広谷地以クム防 

よﾡこは系もﾡ撃はRむのﾡ的3係A万である。二っい ったべ置名 

ずoと. 自紙そつ土にした料ﾡ々び早木名所ズえ らす 

うにな◇のである。 ェロージョン べ小、が含地大名 ﾡ足=せて しまっ 

/ような場合名 F.結場 . aよのドは小台名 も とどお り に 

するだつラ- だが. 目紙の用はく . Lゲって、非常に多級2 

土地収送 くたとそあったてL ct)2*の行着に号えない2で必 

o- 野jﾡ)によゐW監バめるいひ』さじバ・ てては世へさよう 

cめる ・

小ぷ谷地ﾡル ら出示る /ル»く 有利な生産第を上げようYしてか 

<= ヒア> 名植表し. * 多 く 所 定金广 大 賦した,一脈)こ 

= ヒアカシ ごAボロボコL /た土地.排水ﾡな地 び没地といっ/ 

ﾡこの上ﾡ型に合L ていゐと ほポし てい o- ーバに小、る地に 

とって有 効A ﾡは次のu0全 もの でめる.

/ 山人"茶かっ係救するこY.
x 生ムはえるきで重当広ﾡﾡにってﾡ水セー 時的に 回監せ
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ろ「のある二Y・ 、. ,:.

3 ﾡ求 ソダ.: 我盛. 次は*ろ他の#で地面名番っこY.
と. ﾡヨに受ﾡし*して布だし/た と生にﾡす2 ニ¥ 地根いはﾡ 

ﾡ名協 く/め2生地準ﾡと Lて並要 cあ。 二こばわムった.

" 植救 ブラッワ・ =セアカシの植付片その重地べの*ましい. 

にれ以外のこニ2 eは舎通 • 多種投にるパイ >の幼令不べ塚も

功 L ていろ- 奇 , 卜 合の通 ゃそ◇ 上たﾡ系 するが. 支 

一 女月ホ厂乩破とない • f の河木 E母. 水の流名めげないはう 

&クン本 翌. 及の植生よRも有効くあめ.

4 平 天 ィ隊物 ・ び+年 ど a っめた点荷ﾡで水ﾡ名足さ とめ 

だう4さ三4の-呼的ッム. グ人は会. ヌ社. 太祐. ン 

ダニ お石でった.

7 水や*米ろ流名防よするためのコニクリートエ率. ニれは書 

用ベハご 土のでめ2 •例え優れ* コニ クリート エ事でもﾡ対的に 

て2場照りの も2でめり . な長証公なﾡ生がネ*スにっなら氏。 

= で ﾡ会 しなけれ ばなっ な い。

小峽ぼ世城) 二極林ナ历 と ボ . 総な.バル プ ・ ど らに高投2 
も生産して営木呑に択拡そしたらすのてある。 いいえると. * 

み植裂木ばその地渋を昔の本ﾡ仰火 水ﾡでさるようなしにﾡ

悌すの 契後を 機供す るっである.小ﾡ合の保ﾡﾡYL て◇ﾡ 

は明日なﾡﾡ名も っているべ. 産 密と =れるよ うな効采を短期問
• ・ ・ *,。 ・ • *' 1

ではもたら さないし. *L て今家されない別なヶﾡによ ? てﾡ林名 

L な ウればな らはい・ﾡ木Aﾡ岡 Lたﾡや地上 ﾡﾡ する意葉 

地ﾡﾡYいった形でちﾡ名保ぎするのでめる. は工ﾡ名正し 

く 係ﾡするのつにっウども : 地ﾡ物Y稚早は一ﾡすスやヘ 

小卜合旭ﾡる保典 するの である- 本ﾡ ウッペィするよう な令 

に☆ろとさ ・ 本木はエロージョン 防止の橘名 全に発ﾡする . 

この請まは立木地つﾡ河流水登名切納するて こにﾡする限り正 

といのでのる。降用エロー ジョン する山林◇状能ﾡ界)に つ い 

ては才火く坪 で納及 L た .
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川提ﾡとダム. 防の花救木は. 交足來こしてりめくっざ 

れ会細と 細ス 合わsれ てえら◇カ ン木人びナ x◇木が上げ 

onる- 防さ支全に係設する場合のァ ィ デァーﾡ太名生えらせ 

ゐよっにL. ﾡ流に対※て こるよう gﾡ函な為名ﾡさ 上げるこ*S 
ある . 植物べ流水に順たするほビ昇心性名 も っているとき、この目 

ﾡに系もよくかなうのである- 水期の水方向名表え々ようなK 
B名担っている防っ上 aに木 名植える%合べすく a くない・ 

ゲ人には一ﾡにカ ホ wナベ・人びハコすベるﾡえている. 

道発長 リ. そこのエベハた〜ったりはた不もだったりすろこ・ ﾡ 

物を生立 せる場会に大さ はﾡﾡこなる:名生立せ られなよ 

うに土ﾡ名係持するの公向選でめる ・ 炊地め土砂ﾡ名防上する乏 

合 に. ﾡ木 ◇派ﾡはﾡ々たるも◇である。均•過. 低卓 • クシ不 尺 

びッルのめ◇ﾡﾡバベーﾡ効采的である. 二っいっだ不と地では。た 

いてい天然下種に.りバ イ ンバ立*に次浜し でい ◇ ・ 笑及 して 

バさかはくても. 冬にﾡﾡがこもなわな い.e m 二の柯亘おす ずめ

_銀試帯と区ﾡ社. 人 子駅e 方 cは八ク エロージョニ名防士する 

ためた Iと"へら微助名うて ノ? 3* ぶﾡにボ名 ド 

ってき. 長ﾡﾡは ﾡ長地ﾡべの の期ルらかくまばらにﾡ殺名行な 

ってせだた. 二o地ルでは 係復務桁と防&* を区身していろ, 前君 

は凡)によるﾡだのエロージョン名抑ﾡすろために旅けられだﾡ孫い 

ﾡであり. 終書はﾡ場(K8ま: 付秀き含 ) と台件糸ﾡ地 

fced て。 ○月四にめる棚に当するも。でろる・ 大ﾡ及地み 

のスならず. 処の北部採ても. ﾡ及林はﾡﾡ係ﾡのためべパ立っ 

<い。 . = ラ いっ 地ルでは. ﾡ坂生活"字高の相ガみ場合に意風 

※さ魚い A名 防ぐので豊受になっている. 、早原能万で H •た 浜地 

2列とすば. 一般に入たな手 入れ名行なっ <系常ﾡ地ろ選場防 

足本 ◇杯統名っている-

ﾡ林店 ﾡの側ないしハ 仰に設けるのが苦ﾡでめろゲ・ ての 

gﾡに試るA集ﾡむスられ . 保式ﾡ帯片防ﾡとﾡﾡへのﾡﾡ及
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ど女柱の 供給xいう二ﾡ目的にムなっのてめる- ノク グ年に初め 

て行なっ たばﾡ度本は/ ○ロッド( 名ま :釣:2x)のﾡXっ 

わのだったが その後・よワドのむ②ムー飛化Lてさた. 保検柄 

海の主なろ何ﾡばﾡお e. 側4いLﾡ例に/列以上ク外米料名祈 

ﾡしていろ- 大翌服ﾡﾡでは. 一余匸用 じよう な方武で農協財风林

さま太してい2・ その他の地ﾡの長ル防凡本は塚ﾡ. 米ﾡ 内 

は成況合により /列以上つ生セ* ているとえよう.

次撃平承地方 e 保 ﾡ務芳や 防及本のﾡﾡ災林 名点功 二せろだめのォ 

/ の秋沢は及土に 合 っ/=ﾡ木 ・クン木名ﾡ用するこンである. =れ 

は戸 じ気候ﾡムら収されたﾡ子 <なけ ばな らないという ニxに 

な◇・ その他お千の撃点は入たな量ﾡ 済園ムﾡ地までﾡﾡな

不埋状・ 大"牧がんらの係ﾡ.スなm付け方ぶめ3 - ズ> 

「求問の扱士なて名そにをれ行なうニンでめ2. の論 ごo%娘で 

力梗孑Q龙炭巧幾宮R木目旗上雪しく空婆であ り .大取原爱方をー 

※にベぶ功してい乙棚型にに ・ =し o/os, トネ ・ コas%s.ハコ 

ナ CotteZwoeds ・ サイ りナoαeア /occst s . ハツクベッー 

2&ckherrr ・ カウ グブ Caraa2na . ロ=<キ・ー 尺ss,ユc 

o/wve ・ フ1ラ・フ iac ・ メのダィ ネ ウ sz.2.o..3^ べ上げっ 

化2よう であろ- 外 系棚口 マッ. エゾマ ッ sp-e ・ . &び ヒィョー 

スcedzr CJuipcrus)一が的でpる.

尽糸名2 -友っ試求名活又= せるよっにﾡ滅ﾡ滞ﾡ面るたてろ 

受でろる・ 土ﾡ生ﾡ性の思いY二ろでは 係渡材ﾡのお有面積 —— 

纤 ポ ﾡば 灰 ﾡ &/・ <列 ---- さﾡ小にすべ堂である. ﾡ や ポ

そL も生左する文ﾡのない保護ﾡ市は多角的利月の有利:名ﾡん 

そいるぎ場ほどア次いしのにばならない。翼なつ気候祭ど工壌ﾡ 

作と殺用ﾡの水撃佐とにﾡ合するル滅的だ 力 Sは炎びにﾡ形の本 

茶 肉係 高方 か、ら入手で当る =つ ラ .

石介 空 : ﾡ柄炎本広砂名係全する/めに登公役ﾡ名もって 

"るダ このようなところに新とくﾡ杯するにば・ず名で太 

化！•るため广 別の 方衆 を域 しなけ東 ばな らnい. な わ ら、足 を 阻
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上すのためにみとA ずデ小 列 で名 ぷ ・ ついで ビーチ 草 beac/ 

ゥーss やその他回当な塚名ﾡえるっであろ-*のみ立べ交天した 

とさ.いつキ& も係浜 ﾡいxなoよ な将木 名ﾡえ ◇っが音 の 

・ﾡでめる。 よた. 大やマ、らら係とて"必よ逐べやる・ ー 

に介系ﾡにゥ バム死四に植えらてい2- 一時的なに めわ せのた 

めに . しばLハコナご名ﾡえ ていo-

返過地. 工。 ージョ> • 土地の認べ〜地段ﾡの帝性べ翼な 

っているために. = にチ く の地ﾡべめる - 若干っ沼地区平 

っニヒアルシ /ecc.sts ゃそ他つボ生星月お祉の場に史とて 

い o . 音通 . ニらつ上地に質木のマツ べ置ばれ ◇・ ニればﾡ 

ﾡ本 と L て土地改つﾡﾡ名 すっである- な え穫類か今土地に フ 

い てはﾡ易 . マッっ更*木に代っ て成ﾡ名期ﾡでさ2の Sあ2- 

g茶着"その っな土地にガLて塗地"史本のﾡめ名ﾡﾡ的にﾡ「 

するとさ. p おボすつ ﾡえ付け名上に"ろ場会べすくはく が一 

二の秘み林のﾡ干の/題文は経 ごの 生ﾡ学的状文、ムっ方ﾡ で今楽 

LたL.-ﾡ 呉体的な秀緑は 本ﾡのポ方 c行なう三とにとはう ・

代生産用地. Ka名予く 上○ためにﾡス不の構社2 Lて? 

れて い。 商 2具場つ ﾡ皮地ﾡえ◇の べ普区でめる- 任茶ﾡば に 

アクニ /occcst , 力9ルパcQtz/PZ ・ オレニジ 6sr$° ・ ー 

ィヨース*ccdarでめo. 地は的な事ﾡに よ っ <ら*2他2有ポ 

4利用する二〜バすくなくない- これらのﾡﾡを入危にﾡタヒ Cド 

2.=ヒアクョごの8合には. ﾡゝ学虎 ﾡにﾡ分2多ごもの 

を 犯用 し てR氏 g ベ塩 = ・ ce 2 ・ ﾡ裂が 高く と"も平 択 2s ノt

っ。 と足わ2oe . べ生を用にﾡ長 と た旅木のA戻冬役皇 

・ せる可ﾡ性つめる 凡ての対をがず2 / のつ(値べめや-

ク リ スマス ・ッ リー. お干クヶ浜によってフ"スマス、ッリー

xで、る。あ2人区は =つ木名向ベや 除以 口っ Cﾡとさ22 

だ い っ cベP地縁にへ紙新名行なっ てい2・ ない 依敗地名 

n用 L. cLて主本と Lてッりスマス、 ッゥー 2生産2方人ば 

モニタ 師にるカガのダグラ ス ・ フ ァー分 で 稼用 =て



-1c5-
=ている。 木峯地でも . 沼地やスﾡ地つ合と月じように」杯す 

○こ乙ができ2. ニク場合. クりスマス ・ッリーﾡ主べ太ないと向 

水木Y L てﾡでさる. 木生ﾡ月ﾡと月 じ装 で. いいかえる 

入急に耕うえ L.そL て当に登地名 やっ だ承地に非常に多 く柚 

ﾡするとﾡ小ク生ﾡ期ﾡで派大の点累名上げられるのでろる. マ 

ツ 太 トオヒ sPruce *そ ミ bz/sam. ゲグ ラス・ ファーY い: 

っ/にいく つク の伊ﾡ はクッスマス ・ツリーととて植えられる ◇が 治 

函 でpろ . ﾡっ塩地 <ば . の とバ P一とcsん てに 圧切ざね る 

力玄政ワるノ女号べあタ.

本内神植。史杯の- 授とLて ニニに指ﾡ した れど む = のぬ茶 

にっいては「ﾡ付のによる林分ク 初求 ごいう 観メム らォ7年 e月 

家2行な っ た .

星益技価 • • : • .
曲極選•定 .これは . な位にする知 : 土地の段ゝ・エセー =ョ 

>水ﾡ 土& .び= れま c◇i本経ﾡに依存 と てい22 で:芝サ ・ 

的な門題であろ- 既に就明 Lた生ﾡ学的移に肉 する一祭保理はﾡ 

程支の号合に非ﾡにﾡ器である- 一紫に・ハード、バイ・やスク 

ルー ブバイ - バ賞土にﾡ Lてぐる。 ブラ ック・ コカスト 内他のパ 

心炉クスロブろ 上う A 浪伏龙 <うきくいくの «あ2 - ﾡに指神した 

ように. 係水性に 寄、そL て排水城加 名むっ 団才細然土ﾡは □ 

カズト にﾡLていろ。二の木はﾡ沢の悠い有状のすくないところ 

<A第する・ ニねバマメﾡ物でめり.土内に未ﾡもたらすこ 

とでさる. その他ろ 大 部分の経済的属杯ﾡは植物や 求表素 と有求 

の なわ八な い、工やにだけ うまくいくの でめる ・ 普通は. 整地Y 
手入れ名 入全に行なっ てはじめて 一督優てパイ >成ﾡ名 

えられめ。でめる- ﾡ にﾡﾡ. 材うんYたュ だざデセ れ は, 

らにっま くい く ようにﾡう- ﾡに方楽 じ/よっ に・ッミイ > 名況会 

する 双は っはくいくの でめる- ニスはば生の下地さ るっr 
ﾡ立っの でめる。こ れに及 L. 活功ﾡ盤なﾡﾡのﾡサバ長名期府
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しう乙ようなﾡ及地でパイ ンの植救名べめざせるのい とすず人 とい・' 

と実験べ覺明 してい る• 求木石は バ ィ ン公ぷ研ご般会しない→ 

う なヶ名月え ごAいこ パﾡのﾡによ っ ぐての バイ〜をお 

oL てLっ二〜になる- ﾡ験にoヒ. パイ>とロカス トつﾡ槽 

は不ﾡ当cあるというお調さとている。&そ- ※にﾡ系す る利 

ﾡは付気の ところてお介しう-

革木の調注と管理. 月月の混子ﾡ尽はﾡ名属功させる場今に 

大切な坂呂である- これは. 庭±だり WAく L な さの造伝的将貫 と 

っ点からスて正しいのである- 主を地のﾡ子は、*の西木のぶ長2 
のスはらず、その形虹バ ひﾡ響と与えるだろ う ・ わっれわれば • ブラ 

ック. ニセアカ> その4ﾡのﾡ性につ てざまざま の炊長名す 

るこいうことざ処っている. aた. ・系国でﾡ林Lだ次2スコツ

、パィ> m 毎岡つ贤定 をおろ をル、K こたたのに不又のも2と公 

った。寝系書と保全衣は次にのべるヨつの方決によつ <ﾡいﾡ子に 

対べでさる- く/> 汚木ﾡ◇ﾡ子つ入手ご二ろ空応さそする。(で 

¥ら. 悠用ある苗木海ふら頁っ=Y- ﾡ子さ北め地にﾡし 

由木 K 雪松 する ここ.ﾡべ満◇沢も女な入手ﾡ片ネ*2場今 

pる. 二北に向与L てい資茶着は言険名勉力 ¥するほご多く 今利 

消名え <自家ﾡゝ外つ 曲を 取更 すり こと もん ゐ・

ﾡえ付作束名除けば、◇でまといﾡ本名ゃる場合に,林ﾡ S 
の 宙木瓜候 E足 険 き ともなうつでめろ- 普木名っく 政状わ住 と, 

たちa らら とた". *務=せた りする・ 尚木宮ネ2不ペ:名ね" 

M送つﾡﾡ . 及がx点 で の訳っ た取户い ロ, くの父険性名与え2 
=とにな2- =うと/場今 両求に水分べ不又したり、加熟令メ 

Lたりすろ=とになろ。=◇だ際ク多 くに成茶港の手)こ おえなし、 し, 

かるきは一杯にタ つワい。ﾡﾡ水ﾡクはなさだと" 場合にばﾡ 

玉ですくわかる し. ハムる苗木片除ネすべさでめる、

=シ った足際名沢もく防く力 は ﾡ預でさるﾡ海"2を巡か 

。 調項 し. ﾡ本竹がす » ゞり平くﾡ本する =こでめ2・ 地之2
祭にﾡ Lたﾡ木っR扱いやﾡえ付けについ てのお話 ・ 政寺
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りの形功課 . 交町林茶野/頭へら っ ことべでさる- 

_望地。ﾡも一般に行なわる業名ベにクベよ う。

/. 土地名材っん L. aらすこと. ﾡ場. 保八樹ﾡ. 防及求 ボ生 

愛用地 とさにはク・スマス・'・ ーつ益え付け地なごに行なっ 

がのである。

ズ. マグフ久さは沼忍地の芝土を上ﾡエク十にﾡ合=せろ有利 さが 

ある- 二は林木のな長名ﾡ=せつものでめろYいう-

s. 湾名作り. そ二に速付けるヶ法名採思してさていろ。二れば 

ﾡ付け z 活為 とを従進 当せ◇とい う利点、バある- 不モ地に=今力 

渋名塩ﾡするクは不利てある . *つ他つ地ヶﾡによつ場合より 

. =れによる方初期のべ長は低いようでめる・ とL.急 

な マ ブに はのそ L u 茨用 的な堤林 あぶ ぞもある-

次に っ今死演に ・支土に雅程ボブラ名ﾡ救 L C功 Lだ= 

と さ ScA-eixzer cx) べ公表とている- c 士をボブラ価校 

用月み上-るて◇二と く支士を素しそ して不浜に植てるうは 

二うLない )。 そみ土に二上こ況ざる。. "&氏とﾡ進= 

せ◇ため" ◇有株物名 え クに 灯のするものであるYた はス てい る. 

(<) 長ﾡ会クとさに地っ下刈さする= 耕うんのﾡ味で

○整刈gやり そ L て支土名よﾡとﾡぜろ= と・ ﾡ高は«向に47 
フィートになった- ﾡ午に下"名併月 したYニろでは. 火年 目総 

りに /ケフィ - 卜になった。

ﾡいと砲。二れ 疝 ,要 な一灰 つ 要れ匸入ろ もの で. ﾡ用月べ 

クさとがた分に*のや" 甲平ﾡのあるものである。 下は来北茶 

試験ク /フィ年々次萩告ムら②引用である。

われわはさ ざ 广 婴匸—— 深 没名向わずﾡ りL た上磁価 ; だ 

こえは-. 公. 飛行場. グへ. へ現夜工場なビのﾡにってで 

きた凹マ・ ﾡり. 公土 ほどRﾡのス会地 (不 eﾡﾡ士の とこゥ 

に 寄 ②ヶ浜でﾡ本 科ﾡ物 やﾡ木 さﾡとると欠ﾡする ) —— にっい 

てﾡ夕 Lさ うとﾡう- 時* ・ ﾡポくみ行号のルによ り エ= ジン 

②」炭な撃波おこ り. 二名防上 するルﾡ性バに»に 生じだ。
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牧方. 高」乃話ャーをﾡの状え内月じべ う な 尚 直 を 買 げ"、ウ 

るバタう。

ッメる足毛 しいﾡ跡名 いやすうにとつ受ﾡそって いろ点秘宮 

は. 我も経済时厂 は平 を 『 「めめにめに. 学本ﾡﾡお木とﾡし 

ほけばはらない. 最初の 課復成. 水や足のﾡっで工"ﾡがﾡ 

失したり. 地上ら尚子さと=れたり区効木を厚がしに

するの名阿ぐごYである。ﾡAいは*②ために不可ﾡのものてめ 

る. 四い名ﾡえするﾡ味での短皮長力名ﾡめる・ JAわち 

収ﾡいバないと.、ての 地の料片 ベ 休 類、ﾡに & " ・ 植物は意 

氏でほ<ほと。ﾡいする前に. 土に ペ&のお ニ◇のに不利で 

める-

タ。/zs J 〃c c円なっ/ 天 よ2Y.ﾡ物の全く 生えな"千モ 

に 6_/クー6 大ﾡへ料を宏L (エーカ当"よo2 ポー ド ・オ 

図いLてう f 犬名書ﾡ す◇Yエーク当リジジク 2 ポ= ドみ天 新塚 

みヌ素と犬v名 生星す ◇=zになやYいう・定2 らないそﾡ 

受その# になっ/。また. ぬさ って・択四いしいこく 

勿約 に なった. 両ケやらないY催ム4マボ> ドYなってし た 

(ネ*5因)・

秋にﾡセ 2 た確字名4 ・¥っ <iﾡいに利用すると似S 円 

z ﾡな店書名 Lなくとし,メ>>バ・ッワベフ ーャスゲ"マ 

フズラエ> ド受2い >た 推草 グ生を c士燃名係全する。てめる- 

pelcsvine ○天吸に4oと.杯で、つ本べ王を内"2二(2釣

.采ズ历る とし、 う. ラィへごつル合に先肥とW囲いをすると そ2生 

x量はが 玄っ たズ. 根 间 いを しない生種切 栗 值若 と く 六夕 と/・す 

ほわら. 土ﾡの 死継 は 不利 送 玄 もたらした・

ﾡい や布別を行な っ て継き し たプロ ットで ヘ年にバ氏し た稚平 

の况度 ほ 平均 Y/%. すはわら 非先にほAは野"地のもと S 
の月じ洞子によ るなべと方 L< め 分 ほごﾡハ っに。 ビ#ト キ 

xの発※ ほの原い呼期-8なとにﾡ名 っはハ ったと 

す べ そっ プ ッ ト は自<舉Mし てしまった- 殂肥ヒ 京状い時期別に
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ば分すると. ﾡﾡい 父 旭 プロ ットの 千 密天 区タ〜*/%こなり. 

系べ 置した原呼では*と円じような傾向っムバわれる (キ 

2ヲ図)。

四い 乙ﾡ肥さ

やっだ 合

33。"を»

田いス そにみ 両方やら 

ない 場合 

ッンよオツど, ・sデガ, <-と

オ4夕 図・ 下 そほエﾡ地 その沢四い と肥に*るラ イ ムミ 

の生産に炎. ( にボまﾡ培似)

ﾡ入料の 売用効系のあろよ う な フラ・ッ ク ・ ニセアカシ "のク場合 

に今み ﾡ肥名行ほっ c姫本するル受べゆるようにﾡわれろ・かぬ 

おっ工没る #や しそし てﾡる ゆるめる 旅ボべなく 休用 = c<い 2 
灰. てのお乳は イ しないのてめる。 土係会めのSPaナて2にーマ 

や地秒宮2 コ ・A. Gibbsは ・ チネシーで二の旅作茶名ゃった 

バ. ブラッフ ・ =セアカ ②浜にぽ ど ご幼采名与えはム っバ 

という. 二o小い合み工名イナマィトを成とて=えも 大部 

分この 何種 はバ長え活ﾡわれないめ さある.

-193-

秋ーノど.よ% オーよ% の.S%

英、死肥 で田 い だ 因いなと
(月ビ#がム ったッ 
はルっニリ )

オィ ﾡ・ 四い・ 月ビ・ くいF期が千モ旭での稚平の水 

に与そる彩# " ( 毛比林某纹唳場限低 )

植裁ﾡ法。はんの邪ﾡもは い 一そ縦この地ﾡでﾡ式検を伏料す 

oこ . 非分に っまくいく. 夕っ っ ニにはﾡﾡ地、お地 • ベ平地べ 

上げっL◇。二れば大京旭ﾡくﾡわれ. 二こそは係減柄市ごﾡ場 

内ぷ、(め)、株林植えするの cある. *◇他多 くの地人で植救求

g上手に利用L てsた. トラクターと重我僑 で超 2 んをざ めす て 

o上地 &植長求さ利用 す2Y ﾡさハ な り (め ラがのさめる・ / 

列 を/回 でﾡﾡﾡえす ◇ べ、 ふっ 型求杯に よ ◇植救着〜人

ノメーノ人.監ﾡ着/人玄受する。 ニのォーハは一 時向 当 り) 系伯 

ノ。 ○本名植えられる。 千A:ﾡ地やク ン本地でも植ﾡ状バﾡ 

用でさ◇ようこなるとスていいろラ・ .

チ柚え の合ば何ﾡﾡがつAは撃でめる- 系付が植えらね 

ていろよう なﾡいウ来土の とこらでは. 格救着 バﾡた ﾡ項 Lてさ 

え い uば. H橘.鉄咲ﾡ付 寄を う もく 伏用 で：SQ考を切ゐ • な 

っ い った不下の必林*地 では浜いネべある/めバ ス さ 鋭州 な 

円形>ベル名文とすろ. 土ﾡのぷいこニろ、 時に大ﾡス地ﾡで
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ク店救ば * の 子案ﾡ こ出りおこす二てよ って=れゐみ である. 

ニロ "なりク沢*まで土名呼さJ林労物る師広す2二とにな 

◇- 依ﾡとLてツルハシ<は用 L てお".ほﾡ地. 8"や量 

○多いと:ろ e値行名する場今に派わ佐で=る」以である-

履 登・ ニ北ら位刷長求名行4 う合に,個列に水っだウの 

f組のめるう法である . 総ﾡ類 ・、のﾡ子 はそれらのﾡの浜 してい 

るこころに五補さでさる. うまく利用で=るて二ろでは・ も基済 

的でﾡも済又のいくうﾡである- 主とLて. オーク・ ヒッコリー 

クり (河多に致い ﾡ種 ). クル ミヒ いったよラ は求ﾡ に二れ名 

ﾡ用 Lている. *-セージオレ>ジ しﾡﾡにさ っ て上手にベ長=せ 

っ れ/-

種子に合 った土だけ にﾡﾡ すべさである- そは・役 及客べ地 

成書林み依跡地索は そつ小面派店役地 . ほびﾡ浴い野 で必柄2 
受材べ自気に行ほわれるような こ=ろで. あろラ- 姫ﾡ災所名 

ﾡめるために多aつ ﾡ用月名ハけ て西ﾡへら移才するよ り む • 埼種す 

ろ場合べ多い- そ= バﾡﾡの回地 c . L みも 器世郵仰バ淡考名加え 

dm そう いうふうにするのは納得のいく 再ﾡ林お法である - 

そろ っα史林名別: る合に ・ ﾡ歯物は主な降ﾡにならZ 
い. ﾡ話効物の粒子 &いあら とのすく店 くなる呪者に迅す るのバ 

R 良の 時期のよ うに足う.

ク:なて2空沢社は. 秋に株渡Lて. &期にﾡ炭すべさでめや・ 

巻期所及 肉 Lて や地般林務官必ら指算ゲっ「っ1る・ *の力 

は . 湿気 そしたせ てし潔結 Cたり. 水に接ﾡ したりざせないっ 

にLて. 烈Lいと=ろに粒子名 保存丁2 =てeある。於ﾡにもLて 

程子 g保存 す◇場合には . よく乾塚とたみ名一 無に砂めて い◇・個 

風ﾡ「つある地下室どいし合卓ばに沢ﾡである。 クシのﾡ予は・ ゾウ 

ハシのﾡ玉そうけやすいので, /<放主未さこ◇べさである・ フ 

ルミその他収采天は別々にﾡくべ央である。 クジの茨場合は ﾡ 

当は貝でべ名ﾡり ﾡ程 して士を ハ ・ ならし ておくのでめろ・ 

エのやわらハい込ころては. ヨりﾡいﾡ名カカ トで押し込このであ
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る・

ﾡ桜m陽。数列々らなる 保浜樹ﾡや防風林の植向は s〜ノマ フィ 

ートでらリ・ 者ﾡは 3〜4フィー トYなっているべ 余の ゥ-木 

そﾡくために=ら にﾡ u 複向 a 様月 Lている- 用受すく/ く向耕 

ラたそ長期にっづ◇と= ◇ぐは. との向所名ふめ◇ことでさろ. 

消ﾡの準ﾡ/は縦. 様こ。っィートであ◇. 今ﾡ月部ク v 
ゥザニ・バイ>ﾡ. 概こもタフィートめ◇・千足に 地上 さお 

わせろ没逐のあるような土. ダム. て小岬 合な ビでク植向はﾡ 

ﾡとも3 ノ イ - ト .場合-よっ ては*れ下である。

対うん. 人平々地ろにあるての魚、ﾡ例光ﾡは. 初めゞ 

くらい林ﾡのてさ24 ・ ノ シーズ>にョ・ 火回材うんと

a て ならない. 非に 花城 Lたてころそは. さらrに長 期向 っ 

んするル妥べめろう . ﾡ及名 うけwく .とLてﾡ ん○不可4 
cこoen 二つ力にﾡﾡがめるこ*になる。やク"スマス 

リー本のっんにい cはTにふ、L/. その他っ地では杯う化 

名ゃらはいつベ 普 ババ . それの塩地でAに沢立っ二*ﾡっべ 

しない-

ﾡ存よの9合. ﾡ樹度の 系名 正ルセに ﾡする唯-の方ばﾡ 

存木本ﾡ名太的にエ ッ フ丁ぶ 二 とでめる. 届我お破り百分率を 

次わずのべ営』でらる. 納円でさろ み# 不に卒はﾡ日 的に休存 し 

ている. エロージョ>の抑利バ支占的ならド・ ﾡ救木名 i すると 

ころの天 なﾡ ﾡが生えてくる場会にA・ そのネぶはすくなく てよい 

べろ っ - ﾡせ羽 そメ紙 新名 何aい. 二北2させ2はうな保 

淡樹 (ﾡﾡ雄 : 効有名 保ますみひの) 名係 すること に史林 的が 

めるこさにも女当すめべろう-

経済的ム皇名やる場合には .小っっ承は?2 %の戒存木が文翌 

とﾡわる. ﾡ諾ﾡﾡや防風で片は 並木に切目べの◇ご定険な 

pで>ク ケ%つ残存木バのそま しい- ﾡ のと撃くころで成. 

オノ 回のえ行"ら2年目にゃんべさてある。
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革不のてと二ろ.

千の門介はあるにせ • 州ベ沢場林用活木名塩当なﾡﾡでベ 

Lていが.意務有は 4* 若用 屈 つ 改冶 上配分)二 内向 と 山本恩ﾡ場 

とてクラーフ ・ マクナリー犬(4辛 み文区会 で販政校助名"っ 

ていめ. エロージョ>ﾡ上っためにﾡﾡさす◇と. 土※保会ビは保 

会写及びそク他クポ劇 ら河 名ムなり 多 くで2のである. 

そのほハ. 上ﾡ係全区は木ゆ月組合 可 用= 大 西木同ハら ﾡで

る. x32土ﾡ係会区A・ ﾡ求着ク利会*な ◇よ ラミ・ ご再 

哲済名経芝している- . 、.、 、 - s し

7なc Bucrea ○ア P/anz I.d.cstrン, Soi/s えなd Aaric→ 

/tura/ Fx夕incc一,パ o tce のcっa一そマ2C72て2 bケiceと/tee/e 
( 長み名ﾡ物ﾡ 茶あ は・移 入ﾡﾡ.た*え はﾡ支客に致い系の 

ﾡ段ﾡ月に - xﾡっ 商示名ﾡ始L ていo-キに局バ «バノ プゃ

系組織べ依月 する一支受み話木名 ﾡ総すろ ニ と もめか・杯に肉 

たても っている ※並びに 区統会社は 一ﾡ町ﾡみクﾡ林用 木をﾡ

<ﾡﾡすが場会むすくなくない.ふっ う裏事調ﾡ感ば ・.ﾡ場植救 

用のベッ にﾡ助会名か Lており. *の 一部ない し全奴名 耳木で

給する ニ 乙もめる . 商木ﾡつ 面 ﾡﾡはズ Lてゞて いろ ・ 

付に・ =れは、/年以上も前)に 注大 し. ﾡﾡでさろ笛ボﾡへ り冬賛 

にﾡ入でさるという 天ﾡﾡ公ﾡ始RYA っていろ・ • .;

多くク生星地へら面太さ区択する場今."ﾡの本媒 課はo 

エージェニト さﾡ じて地 ヶ剥 に検討す○とﾡべめろ・ ﾡ 子産地ﾡﾡ

堂茶2点功ざせる場易合に大な恐ﾡYなろクで ・「河木の調量。

管理」のところ で汚塚 した. . ^

造林のた め の組機化。. .•； 卜

M 源 と ミリ が 多く ク仕都 名ﾡ月 で行ムう ¥ さ ・ ・ど革着の」林ばざ 

に人ミ く確= っやっ でっ。 - 上 全 に 4 る多 ﾡな話木2 

際入に っいては内試した- 他◇ス米省組旅団体間格名男引い てm 

太のﾡ入 べで さるだろ ラ。* a 予実表名◇だめには ・ 本石の法 

文女こるル塁める. 料べ列 用 でき めzこ ◇ならば.に、れを 財 

入してﾡ茶ﾡにﾡﾡと ば ﾡ して植 け 量を高め られ るだろ ラ ・ 

更林訪貝紐に. ノe。。本当り◇回ﾡ会ざうけとり・ チだな殺茶 

着にベっ てﾡ付け名 ろ感合む必る. そのほム 土催会と理E 

はル、○回交金名同 て史するﾡﾡ人や信の受いﾡろ本務督2 

存本名受認てさ◇のてある- 上お尽した=*は 地燃社会つ地 

来名拡たせる合みい< っム、クさ浜でめる-

進益の場合っ生ﾡ限。

次芳べKﾡにH ゥ <平 cpろよっ な土な、ﾡ物名将マに 

生又らるニビたより. 完 定 时な胭生理 左 出 受す ◇だろラ・ こク 

生名" 我 eの植生里 ・ c/,ta.x tッe との 二れは、系新クお 

種・cmca< spec,cs と呼fれ○柄本に・ っ て特長 うけっれる? 

である。め◇救っﾡ生バ形成されるこ. 他◇植生め自ﾡ入べでS 
なくなり.」葫レ,、ら 余ほ ビ o 損 ﾡさ うウないハざり ﾡ宅クa 士モビ 

なハ1◇つでめる-

ニ べ生宇のﾡな である- / っ◇承—— ﾡ - でし必2- 
どんな植生型でむ " 卜部"ム ら今傷名 っ 内 "すい今 で • るは 

- の浜劇 とばならない. ﾡ、木#. 内文 . 次べで野生 物物 • メな 

火A生名預傷= せる原因 であり,系風.ﾡﾡ、ﾡ面 ・スが※水ピ 

子ﾡば山本さ常に足際に*らL c=た*②他つパ会西子 でゃり、そ 

。 い づれ もべﾡﾡクﾡ生型2化だせ6 だっ う ・

当初セ支 L てい たいムはや生ﾡﾡ念もなん らムの翌日には て 

Kに逆取さ せっれるというﾡ ﾡめるにもハム Pら ず. 生祭を 

H解す。 二 とばめろﾡ型つ氏だるるやにド立っつでやる- わ

われは . ﾡ生推郡 o 系さ生x物 ととてポ』の植生処 cな2よう4 

ﾡ税名 生ﾡ理がに 4 っ てぴべら れう・ 七の 野金 4植生 徒移は. 座 

いおら. いた砂、河ハ株 どで女占はいし数十ﾡ府ら%っ て 

いたのさ必る. "ﾡ収的柄"ていわル◇あろ植物は・ 芝の判日 

・不モのお丘、 :っに河川などに生えたのでめろ。 ニっとと二2 

に生え にﾡは 情寒 の上に そそ*」合すろようにな っ/に・

収89植生の成長に よって 不モはみ やお a に肥ビ料べ/ さったり
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点河川川にﾡ物な ビバ活 して小:な阿バでさりすめに代って. 

先収用ﾡﾡは他化つものよ っ ておさ』そられ ﾡﾡつ種バ現わ 

れ・ っいに点系ﾡの村位べおさムえられ◇ っになっに. だ、ら .

わわ は々 なる上の ﾡ属氏ﾡ名示見L てい◇う なあ乙るﾡ生 

さ久られ◇2 である-

ﾡ休に際L <生ﾡ学名た用 する二ごばこう<礼αい. 系郎の土 

ﾡ名と季てするﾡ種 ・ いい、ルそろv 承あつﾡﾡは化 Lた上地では 

よ く人長 とない・ 天ガに.優地にﾡﾡ的ﾡﾡ名えめ と . 派高の 

ﾡ郡に べ是坪公衣名示すボうになる。 F帝に多くの聖ﾡ子 地 

ベ荒らされてさてい○よう仕て二 ◇でﾡけ名"◇場合には. ニろ 

承理は特に並受 ◇。その本示のセﾡベバざ. 堀べでさ。 

そこク表 土はﾡ欠 L た ・ その 土地べいってよレ"ド・ オーッ. ハ- 

ト マ プル・ み片バス・ フ トの王えていべて二ろでし. ﾡ高の 

何種 名 皇 ﾡ=せようとすつの田ﾡである. レ〜ド・ >ーダーや 

耐ﾡ性のある お千イ > ―— たツ的研種 - の浜に 取ベ める

どﾡ化してい◇てク。 オノ4秋は. 才 =老験 名 . 他= 河

さとって. そつ両列ら見ら』1るﾡ生店移名ﾡ解Lた ので必る.

- 19つ 一

ャ/ノ

非承ﾡっﾡﾡ

ﾡ高のお社 -

消ﾡﾡの 何種E

撃的柄ﾡ

本林っ生的分初

ﾡ駆用ﾡ種

射業柄 ※材ﾡ 土 木 のﾡ保

コ "

衣

字 ﾡ考おは

ル不 いたみ終土

tッド・シーダー ホワ イト・バーナ

バージ=ア・パイン ヒ"> ・ エ リ ー

. ジン フ・バイ > ハコヤナや"

・・ド・ ハイ> バー ・ オーフ

ネマト、ノイ ン ェィ ト ・オーク

L ー ド・ オーク

\ ム ノ
▼

ごョ -ブナィエ o-人 マ く 日く 交兵 し =エﾡ

バー ス ・ ッ ド

ハー ド・マっル

、バルサム シーリップ° 不"ﾡラ

ブランフ・ォルッ ト

ホイト・>ーシー ホイト・アッ>ユ

アメリカニ レ

ブランフスフ°ル ース ソト ・ マ フル

コット> フッド

メマラッフ
マ ナ 气：

ァルッー 河 川

スグ

ラ" シュ
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第11幸 本業ﾡﾡﾡ備

本年は. ﾡ付け. 山大めm町: 反広ネく代太姫林 甲石と 

土頂ス • トラッ クオ .採 ) な どに 桜月す2 3ね救校ﾡ ﾡや 

え . た マベル 千地月素ﾡ 消火用 落 と 七ク 目 動車. 午. /は 

いL<人姫 特奈浜術と しての動力チエン ・ ーや円状促など2 
性ﾡそ②下状い列 とま/ 不防腐のペ理ろ決る それされ図解っ き 

そ. ハなり専的に説明していろ. Lムるに・ こらの妖用に際と 

わべﾡとに自然的祭べへなりﾡなるし. 接公方になる点、べ少な 

いように足われるのてﾡ女すろ二乙にしだ(ぶ着) ・

-201-

: 第12年 農場望堂の場合の具装着作り

本ﾡは. 木ﾡさﾡ作物こLとてﾡよく 生ﾡする桜茶看研2 cliezte/e 

of チa-wcrsいく 』 < 0 貴任 を もう なバゥ こ o 分野で活F す るﾡ場 

本書官はい し下全家に っい てo向ﾡにムれる。

地域的なﾡ宜這勤
炭茶有は. 山林画さたく○に、 そ◇動のﾡ求や立本険に災 

われる利益と釈酬とさ理所しなければはらない- *の天例名れ介す 

る /め ○験ﾡ 卜片め◇よ早に 将坂 Lておいた。 才み衣の「殺ガ 

林末の場合っ ﾡ助項目」でa ・ ボ府ﾡ助水ﾡ Iに肉党していろ (太 

ﾡ でむ sて uる). *②ャ / 評は 音人あ る諾合的なﾡ宜活動 

a. ォ<部は茶○地』つ点将さ**ねれRアってい2・ =れ 

によ C地xﾡ 茶ながﾡﾡ名 ラ けてい○な ら: 二のx っは行三1 

んでいる向ﾡ名丁 ちパるのにﾡ立っ し .明内家は山本を芝に肉にク 

める意茶看さつられるようにな2 ろ ラ ・

二 っか野に未着 で っ茶ﾡﾡをす す めで/ないなら 区. 林 あ 

宮や係会安片林茶べで ポ集着に祭立っムこ いうその拡本的な由 

さﾡ明 し G ければな らない- ﾡ場計ﾡク ー部でめる山林ホ茶前当に 

属 する長ﾡ桜助水ﾡ Io3 部つ作茶名 大=くﾡめろ加に *の説明そ 

ゃらなけ れ げな らない. ﾡ助 名 ずめ てい ◇a 米倉横ﾡ的に *円み 

○指導さうワるならば. 特文つ本重gたて、そLてこれ名監行 

す2 ◇は止ﾡ的な必である- 投菜若久 二 北に •肉木ゼ仑仄 った " * 

Lて象 入 れなルったり する と. *ほごﾡやではない・ =ク分今 

救茶着に杯②価価や終芝の有刈性セ認試* せるうに一個で艦的 

なﾡﾡ名 とるこ とバ最ネの課題 である.

ぐは 二れ名どのように行でさるめ 7本称督保会表べ林だを 

ヨりよくそとて 一衝 有利な力 向二 し っていく /=めに ﾡ気める経ご そ 

ゃ◇と. 自ﾡを どの よ っ に助な さ当ろ"さ杯木さごのうに 

でさるハ とい っ向ﾡ名 製明すつには ささしく 六に 内する基状 

や就つ権合的な に 依存 でるの である. 会 cっX場休内係
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殺ﾡいらそみ代めの回浜. 写真. 調量例. 及な*のぺのデークそ入 

チ3べく音人易へ赴く べ さ でめる . ﾡはほと ん ご 一が的 も の であ 

9 ・地ナなつ突ﾡとﾡべ適用で さる行受のﾡ夜名 そさるだけ多 < * 

=ムっ条め2べ=でめる- =れを救茶ﾡ投ほ会. ラジ不次 な片 

ニュー スな ご◇#に利用 で sるだろう -

地域の山益調査とTﾡ。

歳ﾡ本郡督な い し は土来係全系は= L あだたり 意場本の規状と特長. 

とりわけ. ﾡﾡや点産物にﾡする地ﾡﾡなﾡ釈名 系めるべさである。

は . ﾡﾡの製ﾡ工場最や不林利用工名 みて*こ の生定に再に 

注近 しな ボら. 利月それていや系ﾡ並べに その他のみのﾡ、 

写本 . えび*個名 -浜にすべ さ である- 年入ﾡ石数 . 期組日な段会、 

また小ﾡの 生逐本るり入 とてく れる 場合 の 詔策 件 .だたとえ ばそ◇系 

公登. 我ほを楷 3た百測兵方及 . 反びﾡ杯量路まは土場なビむまこ 

入する だろ う ・

ニクよう を 調変广 おいて. ﾡは多ﾡの本方有着 (渋茶イYそっ 

他の人 ) . 多ﾡの木ﾡ茶ﾡや不加工々場主と談 するケ マ>ス 

ゲある だろ ラ - 自 分◇杯求納名 ▼しのべたり. 調査内きさ就明 Lた 

り)する だ◇う ・ *の ごさ・ 内よ しな 宿 ら専こんで 協調 Lてくれる何 

人ムク山杯有ﾡY木不着とにめう/ろ う. みムるﾡ査結采は. 

ﾡの ヨ り -ﾡ的なﾡ釈と内理=せて. 的な永活動<利用す 

る有るごらに多く提ﾡする=ビになろラ - 経験っ秋えに よれば、 

人々 ば氏2 ど= 、ク やヂの ものよりも・ 土の 伝まや 事ﾡに 一ﾡ 

強い肉と名もっているYいう。 それえ. よそでﾡ生*た本ﾡのベ 

功例名 地ﾡろ山林及び地ﾡの林ﾡﾡ販ﾡの場合交用 する さうに一 

xの 努ヶ名 行な っべ=である-

霊初の協之考

Xぶわﾡは工ﾡ係全示べ木才名ﾡ 系 締. び泰高Y月 

じ」ラにポ凝ﾡ*L てをごせはうてする 合 - 地炊調 玉は名 

L <次のべ◇よフな飛し有 が記理的ペ置 のこ4ようにする バ 

っラ.は T杯の恐ﾡに内た名しら. x 3内に有利なな済
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采名 呉点する •よ っ公継芝承る為すクムん人のぷ条着にあう 

だろ っ. Lあた"、地系の ﾡ 茶岩 ミっ て次功=せたお千のよ 

条ﾡ名 調す の 改婆 べ あゐ. 数すくない= ハ1ら系初みクへ賢るﾡ理

L.. a査*モ名と た・ そL <写1保▽す○場合には 書回の場 

るポ茶着より も とっ に？ くの呼向名 長やすたけ ○値べのるのでめ 
が.初めての地では. じLろ・このゆク谷名周 知ロの ﾡ茶リー ダー 

届めら個に賢太べさである. =の合 ぼ番駅ﾡえ以の名 

利用でヨo。 sずその+女ﾡは. ﾡ内に住む 有力で乱名な汚干の 

へに自分の本( いハなる ﾡ性 さ ても ノ そ吹 しそ してての社会 

て緊路名ﾡめるために にの着るハの夫椅名っ◇のでめや。-地火 

会で救林塚セ誤文するという向ﾡH. の論.下さるばご町 

ではない・ 数場ﾡではくて数惨チ名と玉と す◇が・ その受理はと 

でめる.話喰のえに ょると 催全なﾡ成に し と ずい て選場本茶ク 

活ﾡ名 ﾡめる場合に は気 とかなり の最月 ( ﾡ干◇地ではスーゞ 

) なル受こすかという。
y"e二 <卜Lーミヨン 
実地過。

ﾡﾡ名四 じ てたてられ0l \ 葉計®E ずっ と農某 放師パム り 

Rﾡわ/ cs/. ﾡス感はﾡ互の手点ヒLて- M長思計面の天地 

導そ行なっ ていo. め◇*茶8は自分のXﾡでぶる桜作式生やリ ボ 

すよう=物めっれる. その隣校超求石輩口見等に行さ それにさリ 

効采名上げている。二の人は及著例名取"人れよヲとL て庭ル 

に向名 o。 cめる・

ﾡにおける天地宿里は月 じ A ラ な 方 沃 え 抹 沟 し てい2. 下逢長 

場林ではﾡ務宮のﾡ名うけて様る行ない、 その隣接ﾡ度は二れ 

の見学にあn. そLてバ系さ 評価する ゥでめる。たY えば.

ﾡえ付け. その他すべて の求ﾡﾡの適用に 声する地場でのる・ 

ﾡ場ﾡのむずム しそは. / ボによっ て地水示 でさる現天の領 

数べ非常バ 限受=ているこいう二と そあ2 - その 課題な天地宿場 

以上に人さな彩ﾡてしっているものでめる。受する 岩 経 

ﾡ名理用するよ うなﾡﾡﾡ名る =とでろる。林木生童が収穫の
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ヶ沢名 天地信端 するFば.天なよ地経ﾡっP26階 c/っの集 

名成明す ろよりも. 非常に多 くク数べル受になるのはよむえない. 

第 杯 d ど利 用の向ﾡはしらろL を 経済 e 杯地を済っ ﾡべ令 

nていめのである。この ずの合む ノ 千生作物萩方半作 

ﾡ でめる という ふうに天ﾡ宿ﾡ するわにに い、ない・

ﾡ杯茶の天ﾡﾡ わ天に店 否干の 欠々べあろ ・ 奈芮な Z •パ3ア 

耳广 川当局 と 物力 して 與力 公長ﾡ体求天地場週名 た て. との欠

※のいく っ"、をなく そう と した. 七 つ 計め の た部分 に 今なおお衽 し 

一オ2量を或明 したように. そつ後多くつボ週バ加*/・ ニ

又ク上も上手 は経芝 名 ッ った特支のX本の*全師名天 

地ﾡの場合の ﾡ料に LようとLている・ = 1ら の系ﾡﾡは受 

だ っﾡによ 6 ルの出済得だけ でな く. 殺経済による采さ 
• ・*

o 説明 す ◇ たに こﾡ L た ﾡ料 → ってもﾡ将=れてい2・

※場茶社ﾡば殺経4一 ﾡである ¥ ふたた乙きわな1 ねばな 

らない. u林のﾡ場経済にガする派もﾡ妥な賃府は」 その現会啓母 

というよりもエLろ. その賃常効求でやろ。 どえな茶所得ても* 

◇代ク*バ得つのﾡ用)になるが らH.*のﾡ衆は生活水ﾡ名あ 

める=とになる-=れはﾡ本茶天地戦«場令のﾡも虹撃4場 

そある. 本ぶ生産のおス列g太求為に夕け入れざせる場合に 習场 

の両な山点ﾡ業つ 天地指導のうa < 円なないﾡ由久 こ に相ﾡ ヒ 

ている々でめる。 ..:、.• •• と:で ・ ・> . 4

派. ゥィスコ: >>の書ぶ局区新しいタイ プ2 殺場ﾡ求天ﾡ 

喜司•画«たてた. それは「杯ネ吹ﾡ氏+、Y卜てﾡられていろ; 42 

〜夕○ェーカならなる公 有林収項区、、州2思執区 の ¥ = に.でも に 

っさりとうさたら. そこでの上承ば ﾡ場2 署なﾡ番でとな て 

い。 . (は教 e ば 費城杯:W题保ムA形 空缝啓 二ろべ芝でめや.加 

べ的ほ不火理ご例バﾡ月*。ベ2 ・ *こではﾡﾡっﾡ下2 

米 茶 石 厂 c2 列用月名す ・ ゆらろ-本ﾡ、あお 睛 •m 撃年、式 A 又 

期の問 項ない L 期種 にﾡ立るこ全でぼﾡ ベ後交っう・にd4 

だろう。その場合の所ﾡは. 4ﾡエな台よ得、さイﾡ/向
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当りﾡﾡの拡半非に後って分けら. 賞ﾡで米わさろ- 二っこ 

帔の史 妻な特阪 は 立木 画 と、、うき系る量けよう とした 点、を历ろ •

各息のJ月)、よる/ っ 、上 のハマ おﾡ 区にっいてみると・ &だ 

cﾡ期に野+研を日 がﾡ 卮 4 朮 る・ ﾡﾡ者は ・ 条ぶえび沢 

。 安庄月◇大S」. &&ノク 年以上の長ﾡに相当 ず 2パルプ 

わ や燃爲 ク恒琛 炎)こ っ いて永え名 フろ タ ラ - 係死継芝 ば・ そ2」 

論理ら明 らに するだめに 写 真 や 記ﾡ項に ・ってﾡ地導名可 

に せるだろ う . 二ればﾡ茶倉り仕ではないが ・ ヨ リ おい多 く

の 実足指導の 限界を 元え版す◇ もの でめる. ニ②ﾡっ示Wﾡ区ば、 

ﾡ場太*不ﾡのつ場合に.大ソ な Kにな2 <内wす ベさ でめる (クみ・ 

天地宿導き画八系のﾡ点ドー ク当りの食用 べ高い 二 c今・

= れバﾡ場林のぶ采名上げ=せる場合の衆四とな っている" 天 

戦の 不そるYころによるY いはり 多くの1別ぎ場バ初0上の記ﾡ合 

ラ ・ 入れ ○なら. 上 求部力 o 天月性名送茶有 ミ甚明 すの場合にそ 

。 K は も っ足 も並な ものにG2 べろ うという・催へ基ジ芝ズ ジ

ても.く ○クこﾡれわれあ派もﾡクおける工とい旅 

○深ﾡなの める。 cの名< はaがらな迷さハ ら母られ2現ﾡっ 

¥にむYづいた-つﾡ 役ス <必o-

家力な 地指ﾡぁ動/に合 て い◇ァィ デァ - は . ﾡ示紙る2 

大月性名 ※ 茶ﾡに 理解= せる手段Yとて . ごo地域社会に おいても 

利用でさる。 目給並びに ﾡ愛可な合ﾡ的2やとし本名月 と 

ている協 ワﾡ 名 災こ するなら ば. 数斗内に炎現さ◇*の経きﾡ果 

は. せの 仙つx場本方有看人向た名も/ せ◇場合に伝立っ 二2に在 

る. 恐らくビの地ﾡ社会においても: =れは系もﾡ央なﾡ場示余ﾡ 

ﾡ方とA◇だろラ. 七つを衣更辰は. はどめ冊にﾡいが *ゲ 

Pt図 /に o オポ名 も つようにな' ・い三状式 ◇にっれてま2 

。 である ・ ヘムる優ほ 例に ひ と づい た 承宜はの し い米名 も 

たら Jは ずc pる. こuっつは・ 不宜がX オﾡつ 大名ﾡ=せ 

る』らでめろ. そ』込は沢む 反 し易い点、- 入れ--- 名っいてい

と,ことになる.
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ﾡ京ない し山本 英 坊,こ 肉 守る 夫 型指 鼻口 ショー・ィンドウつ 

長示Eにらんくていた. それ口目につさやすく. 興味ぞおこ*せめよう 

に全てら れ ている. 個列選茶着の その内た は 点分つ選場における奨 

K 的な預助に って:らに高めなI ればな らはい. 既ノこ 考琛 LたX 
場林茶つ緊地ﾡに内 Lては. 氏術ﾡ助木深 Iの/部とズ あのだめ 

に ﾡ文8名変てL ていo. 歳場ボべその8別迷済ク予)に , っの

分名5えるな らば. =◇ス面x *っ3 aPバ-- っ て行4てなけ 

ならなt----作4初 2 Lて山な名 ラウヘさ に◇ためつ ズ場き互. 

ﾡ 〒の歳業ﾡ口 イ=ミアテ ブ名 とりそとてﾡ分の選 方 ベに 林部 

円名力えるようにﾡ正 する だろ ラ - その他○選ﾡ看は 速本的なﾡル 

名と援とLている・ *◇すべてつ人賢はアドバイス とﾡめ名 うワる 

べざでめる. ﾡ場紙き と組x合= れ/ . いウろ場はﾡ集に 

Lていつまで も利ﾡ名ﾡべすつ°年- の杯茶なの でらる.

林不国Te E Farms
ニ ニ 数文年内に. ﾡ経芝べ行なわて いろはば杯木ﾡに しばL 

内ﾡ*ていろ. 個別ﾡ京看式店 山杯所有看名孫木国主, そしてが 

②本地を木回Y L てそれそ受する場合には ・ 公ﾡﾡ肉つ認可名 

うける. テ良な山杯妊ごに っ い ては 不認&可 となろ. 林木周活動バ特 

交地に行キユらとムもﾡ千の選求看ベ林策部バに り法Lてい 

ゐuすろなら. 土然尾金区管理官. 京ﾡﾡ. H本東択耐み会 

名じて久を不田な頁会試面ﾡ動名発受させ◇さ でめる. ﾡ木 

園 以 今竭 京; 楽にお(、 て有クな本宜手ﾡのノつ*足われ◇- た. 

木ﾡに肉するﾡ萩にフロ>ビ地ﾡのワシ> トンにあろ t%e 
Americ〜u ForeSて /rcdccそS Tdccs乙icS ムら1 
らtなっで ある ・

窯業後率者全員に」る援助

全 < のﾡ茶休事着とﾡ師Y名ﾡ茶推ﾡ 力の一助 な、る林茶の 分野 

にみ0=せつためには ・ の 諾活 動と< もに凡のる9力 べ饯 キミ

やばならない。x◇ﾡﾡ社会でも. 消場業さがっらりと創ﾡL 
発足 空也ゐ言ば き もった 専円 家は その 式務の すべて な行 Lようこ
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さ saい. 灰林葉さG名た てはじめていない・ 択ば林条そ不 

ベな場面z L てﾡﾡ動にﾡ ヘしっつめる。どﾡ在 ﾡメ 項専任 

ﾡ来R師 ﾡ係つ平右 任の救場重動看こ土ﾡ「全う、人 

会濱 絮 従筆若 全mべ 楽菜 会保の 家 栄を助氏す 。 ニヒに内に名もって 

いろ. "手はたのにヲげのこれたXに ﾡ償 =せ/りﾡ不なﾡを 

政香=せ/たり Jるヶ汝そずめている。ﾡ 場末 は 二れっの目的のた 

め に非に 明日 な 旅名 しなればな ら ない・

本茶専向ほ項 い し茶所会訳は. 紀上2ぷ茶ば乳の一部スド会 

きドム らを印<ことによって. 自 分の 仕事名ほムビら せ◇だろ フ・ 

内はが宜の 分野で でさるWり*み米地至っておく万ぶ いだろ う・ 

伏。 休茶請べ • c れ バ 符え選場ろ ポ キク 型 反 な土地生艦ク ミ 調和 

するAJ0アるような場合にのスﾡれてい◇・ 林ﾡ内体外の専 

1次伏よりし限れ/その所党名きじるニYベでさる・ ニのへ又ベ 

ポ経済 —— 労のぶの土地の沢ﾡ利用.ﾡﾡ地の改水ﾡﾡ圧周係 

める作ﾡ —— w 説明 Lて"oc. ﾡXﾡに興味名 t た せられるの S 

ある ・求 糸看ゲﾡ場風 名 だ てる思今 に. 等点 ﾡ校す るクてめな. 

X場向ﾡ"茶の理名 っていてば".がﾡは歳林ﾡ名文巻 と 引 

ろﾡ名いせるのてめる- そっいって二ろに8住する貨ﾡ有 

点事名米物と Lて生ﾡしようとすろやSゃ、 *の ネの ずﾡど白 

こ女ﾡするために林太専内5ど火受はってく る. 消湯業はポ系 

催看会頭の課選<は っていo. 消茶○分呼にいる自分の向ハ? 

ﾡ極的な ノ名得られクへ公R役秀の本来専内泰なのでめ必・

本書で裸りx L銀調とたように ﾡ場茶点杯*内ﾡとじう* り 

もこLろ. 殺場内向題 の で める ・ お場. 表場林ﾡの功はア ヘりカ 

のポ茶クヤ に茶み3 さうえ二た二てにﾡ存している・ 米茶相ミ

りﾡﾡYLてき認:. 女入っれ,そとて生産・管・駅 

恐 = れつ旅木の被た は意学の ヤ へ 入れら わばなっない- 尺は 山 

点縦ごはア メリノ の森林地にﾡ性 ナるそ北をの以求不着み 

糸つヤにおすセものてめ2- すべての根末K郡為 ・永eベ = 2 

消場林求の伝統名る責任名 ﾡう以合に ◇x ・ *れ2行とうるの
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でめる. *のツカなLに. 杯秒官つノは=っと示ﾡしてとまラ 

だろ ラ ・

Kガﾡﾡ立のた木材利月着のゆ名ひ王がすべ =あ2・ 経芝 

におけろ べ株可ﾡは生産名緊モすろ 氏登べ林経宮Fの救決で 

あろから 頁付ﾡ有.ﾡに地方のﾡ工地ごのゆりが真場林のﾡ名 

名大さく従ﾡ*せるニンに公つう. 休等ムら力さ得ようとする9 

クさ情してべ では ほ い. ﾡ茶着の山林にﾡ名勧め ていゥ/人の 

製<場後ﾡ 落は (次な山本を芝名助氏す2月 ノな協ヶ着でめる - 

若干の助名行なうと. 週ﾡYとて不ﾡ2生ﾡしよろとナるム 

株為の, F常にダ女的なﾡﾡ名 りの"ビけたよろに す 

るだろ う. 地列の本とﾡﾡ受の向寒成なそて乙燃はﾡ係にある 

星物水ﾡい※茶協月組合に向して内・ ャ5ﾡでみ家とた-

ﾡろの仕次平ゆによるべﾡに忍場本茶名べの=せつ派もﾡ幼なチ 

代cあとと思12. <2水立汚ウは 全く旭別の作不りも:ﾡ 

本文会部名対象 になねならない・ その場合 *立ﾡはﾡえ 

の季ﾡ"白分の短っている季ﾡの全ず名認 しな ばな らない・ と 

いうのﾡは果を上 げる 場 合。 手段Yなってい2ムらでめろ。選 

埸林英 eは. 「,つうaくいくとろ事うまくいくしのだ→ていうお 

い格きべめてはるのでめる-

ﾡ銀のでとこる
ﾡ率例にも ¥ ずい て終立活動名"りほじめる場合. そっ専円歩 

ジ く ◇現天的な 題に 河 L 回容ず みx至がでてくる・ ての回 客に 除 

Lては. ﾡバしっていないけごし. どこでてひば立っうは欠旅 

ぞ一米に火受こL cい◇. / x. がはなのポどm向塁に面面 る.

用 定 積の皇 本によ ってビのく らいのス県バ期得=れろム 7 その 

女木 をペル プ項 .ベは天だ. 表はﾡ内用火太にするに何ハ"◇ 

い? どくなﾡ ﾡべ得られ ○ク ?

自有杯でけらくﾡ省はYの< らいの制べﾡらてろハ? /< 〜 

ノダ イ >ナクよ" し./2 イ :ナ上ク型月火太ﾡべどの< 

っい多く仙ﾡべめる»7 ての透合. ノクク2ボード・ フィートヨ
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り採式賃どのく らいっのハ "

平的な/つ以上のヶ天によ , <ﾡボ名防何べ理す2はごんG 

お岡火ギル ・ そ◇字に永品にご=S. い< ・ぐヘす Sさ◇グ?

RA地 で堀ろ/向 c 費名 行4っならば.デ ミいaばべ4

ィ ニ の成 冬 4 1= ナク人二にすつには何干ハみ2め ?

ウフェルナ・ト バスフ・ド. ケーリ・プ・パっ一、ばフ

イ ト ・ オーンはえ人HとL c. ご-で. ご。 く らいﾡ42 " ど 

のよラ は在 i番Yこつくらいの簡除で ?くド・グ・ウ・ド・ アシ 

ハ->.ホーリ. ミストレトウーっいてもほ 用ど頃川こりろ・ ノ

ﾡ深4型っﾡ月 トラ ンメ ーべ4止 : It. a後< 2 - ナ上っ父

太ガクW滋にﾡえる" ? べ 7秋眞 w ﾡ ﾡ ゲル 受か?

、»るき向翌にSえめ ため に平は情報の シく、公 の形ご点 

内係ﾡ内や状茶為み トジコミエって・ ビ=ででしへ予でミ® 

っ でめる .そクいく っ久ば水み 渋がの 内例で 双わ』々だろ ラ ・ 符

○ﾡﾡに っいて は茶ﾡ. 山u本場 . ﾡ々場 ・ 州林務区 ・ 土壌 

保会ﾡ. 場茶動. 茶学林 ﾡお具裂史茶右. 不ﾡT 

付系ﾡに手が名書いﾡり ,向い合わせ/た" とて回Sべえら2ので 

め◇. そのﾡ干の ﾡ択ば今ﾡ大 ボや ハ> ド、ブ・ッムっえられる- 

特受内向選名正しくぷえL. そ◇回S乏体行的に求め2令にそ 

ベごLは ビ 旅 m っ"は炎向でめる・ 製解沢の そ=とへできﾡべA 

置 れ るでは 池」な所ﾡまたや っ て基そﾡとゐさ 情支寒に

ﾡヤでさる世界べ存任していつ・

墨場益堂の自残

本場にあるﾡべﾡﾡ益済のーヒ A24ら ※廷芝と み 

合わまハほけてばなっはい・ﾡﾡ的沢\ 上済田な耦； ノニ』 

・ さ ヴ所円2 - 時的=救済 ◇べ・ﾡに い っ tで も そ2 円に A

する 二こしめる. 求菜 はﾡの過Ya らなけな う役 い・ 便 

Kま計面/てられ*L てべ択=ろムベはチ少とし*-降虹 

L cいくﾡ台にク. 習Yなりっろのでめる- 契場芝と組み会今 

っ= れた 杯* 人駅C名ﾡにﾡ工される場合しある- 寺四、
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てL 示駅ﾡ2前ﾡ2 すが場合に及立 チカケ <あ◇. ﾡ後済 

つス則名手 り. 茶のは例2ﾡす ○9合に行に ◇のであろ.

意社き とu会わ:れ/」本女の合に は、 で定 と/たXﾡ迷 

おに系む大さくﾡ立っさ っに専らす <の 土歴体名炊是 す◇ だつ ラ . 

また. ﾡ求右は。自条労物項が免労仰ク日数をみナたに ﾡ 

内担を 当がだろっ. ﾡのム林が生永ﾡの白上にﾡ立 

っように 今年 • 労物ぞ Fナゐぢろう。沢 バ千六孫計動そた 

て. そして/ っの品ヒ L て そに依存す2 ヒき.目 分の杯に 

ネ浜性ざ したせ◇うなiRス名R用すつようこ丁◇だろう- *

の城合の林木や生ﾡバ承言価ﾡにな2 どいう二*2めと. K 
は目分のﾡさ増大:せ うるようなヘ当 その不を生運 Lようンす 

るだろ ラ . 目 分の欲ず名ﾡ又 : せ◇には山バト さ す ◇ ごﾡわれ 

るならば 状大上称する ハは林地名 こらにﾡ入するだろ う .

受するに. その※素有は役合巻場林茶名経き Lているのでめる. 

それQﾡ力するだの価値のめる長場杯茶なの であろ- *れがX 
林茶承ﾡﾡの 目環である。ﾡ今ポ場林業の基本方外点立 木でなく 

て. 系緊になのである- そベバボ杯茶求方み組いでめり. 

*場本ﾡ専/ﾡの日ﾡなの である.


